前 間 孝 則 


ブラス アルファ 


前 間 孝 則 略歴 

まえ ま •たかのり 一 1946 年、 佐賀県 
に 生まれる。 法 政 大学を 中退。 石 川 
島播磨 重工の 航空 宇宙 事業本部 技術 
開発 事業部で ジェッ ト エンジンの 設 
計に 20 年間 従事す る。 1988 年に 同 
社を 退社。 

著書には、 『戦艦 大和 誕生 j 上 •下 r 卜 
ヨタ VS ベンツ J  (以上、 講談社） 『富 
嶽 J 上. 下 [■マン. マ 
シンの 昭和 伝説』 

上 •下 『亜細亜 
新幹線』 （以上、 

講談社 文庫） など 
が ある。 


カバー 写？？* 北海道 • 千歲 上空 


G-36-2 


長崎県 • 封, i 空港 上空 （ 1 986) 


現在の ハイテク 機とは 違う、 ひたむきな 飛行 


北海道 •中 標津 （1983) 


北海道 •女 満别 (1985) 


.  , 調 


札幌 (1983) 


YS-11 〶 

—— 苦難の 初飛行と 名 機の 運命 

前 間 孝 則 


講談社 文庫 


•sfzi 


目次⑱丫早！ © 


初飛行、 そして 難題 続出 

試験飛行 用 第一 号 機 20 
設計者の プライド 21 

テス ト パイロット 26 

昭和 三 七 年 八月 三〇日 3° 

完成 披露 式 35 
振動と 騒音 39 
東條 設計 部長の 離脱 42 
技術者と パイロットの 対立 46 
周辺 技術への 無知 48 
問題点を 見過ごす 50 


FAA#「/1」 53 
「三 舵 問題」 55 
錐 もみ、 危機一髪 57 
戦闘機の 製造とは 違ぅ 世界 60 
人力 操縦 方式の 限界 63 
戦後 世代の 技術者 64 
八 力 月の 試行錯誤 68 
「地に 落ちた あひる」 7° 

日航 調査 役の 批判 72 

全日空、 YS11 の 購入を 白紙に 74 

泊まり込み 態勢で 78 
手 さぐりの 風洞 試験 80 
スペシャリスト 軽視 83 
すべてが ぅまくいかない 86 
ベテランの 視点 89 
若い 技術者の 重なる 不信 感 92 
東條 設計 部長の 復帰 96 


たった 数 行の 一般 誌の 記事が ヒント 
スプリング タブ 103 
新しい 手法、 新しい 技術 !05 
午前 四時の 報告  ^ 

民間 機の 幕開き III 
主翼の 改造  ^ 

「やれば いい じ やない か」 118 

改修、 再びの 飛行 試験 120 
改善すべき 一点 121 
まだ 「軍用機の センス」 が 124 
米 パィロットの 技量 126 

米 FAA の 型式証明を 取得  - 

国際 民間 機 ビジネスの 荒波 

苦戦の 売り込み !33 

忘れて いた マニュアル づ くり 


り6 


クレ ー ムが 殺到 !39 
「お客さん」 意識は ゼロ M2 
信じられない ほどの 雨漏り 144 
「快適さ」 を 考えない 設計 H7 
脚が 降りない！  巧 
予想外の トラブルが 153 
「魔の 昭和 四 一年」 159 
全日空 機、 松 山 沖に 墜落 161 
YS11 一二 号 機 フイ リピンへ I6S 
想像 もして いない 使われ 方 168 
世界 各国への 売り込み !74 
アメリカへ デモ フライト  ワ 
曲芸 飛行で ァピー ル 183 
デモ フライトは 成功だった が 187 
南米、 ョ 丨ロッ パへ 189 
ユ ー ザ ー の 要求 19° 

高地 •高温に 弱い エンジン 194 


ペル ー での 苦い経験  W 
国際 ビジネスの 実態 !99 
全くの 素人を パィロットに 201 
米ピ ー ド モント 航空の 評価 2°4 
足下を 見られ、 「買って やる」 の 姿勢 2°7 
際限の ない 改造 要求が 210 
どぅしても 飲めない 要求 も 212 
支払い も 長期の 延べ払い 217 
ワシントン DC の 上空を 飛ぶ 219 
見違える ほどの 機に 改造 222 
世界一 五 力 国へ 七 五 機を 輸出 224 
売れても 採算が とれない 226 
高 金利の 借金 経営 230 
高い 下取り 機が 問題に 232 
コス ト 意識の 欠如 238 
コストダウンの 意識 もな く 239 
「航空機 工業の ため」 241 


終 


かかった 時間と 費用は 上出来 245 

章 解散、 一つの 典型 

「 Y X 開発 本部」 248 
予想 以上に 順調だった C1 開発 252 
C1 (軍用輸送機) 生産 も 失速 256 
「三菱」 の 意向 260 
国際 共同 開発 路線へ 262 
日本航空 機 製造の 解散 265 
無念の 思い 268 
「ボ ー ィング 社の 下請け」 271 
「名 機 百選」 —— 今 も 世界の 空を 275 
日本の 航空機 産業の 限界 276 
ボー ィング B777 計画 270 
設計の コン ピユ ー タ 化 281 
技術者の 自負 284 


「航空機 産業 不要 論」 286 
アメリカの 下請け 生産 化 288 
日本の 最後の チャンス 289 

あとがき - YS11 と H II ロケ ツト 

文庫 版 あとがき  8 

文庫 版 解説 福 原義 春 312 
参考文献 316 


295 


目次 ® Y s-11 ® 


章  I 八 二 機の 名 機 

失敗の ファイル 
ライセンス 生産 
「零戦」 への 想い 

エンジニアの 情 執心 

「技術は 見捨てられた」 
「醜い あひるの 子」 
共通す る 無念の 想い 
苛烈な ビジネス 

章 五 人の サム ライ 


通産省 航空機 武器 課 
「日本の ダィヤの指輪」 

日本の 空を 日本の 翼で 
通産省の 空手形 
中型 輸送機の 国産 化 構想 
通産省 VS. 防衛庁 
外国 メ ー カー の 売り込み 
旧 陸海 軍 関係者を 登用 
木 村秀政 技術 委員長 

夕— ボ プロップ エンジン 

堀 越二郎 

「零戦」 設計者の 誇り 
菊 原静男 —— 「紫電 改」 設計者 
太田稔 —— 「九 七 戦」 設計者 
土 井 武夫 —— 「飛燕」 設計者 
八 九 歳の 青年 


さまざまな 航空機を 設計 
東京 帝国 大学 航空学 科 
日本航空 工業の 自立 期 
ドイツ人 設計 技術者、 フォ ー ク 
満州事変と ナチ ス 台頭 
B29 の 来襲 

敗戦、 GHQ からの 呼び出し 

失業者 
夢ょ 再び 
技術者 主導で 

日本航空 機 製造 

経済性と 技術革新 

オペ レ^  — シ ヨン •リサ^  — チ 

ライバル 機 
エンジンの 選定 


矛盾す る 二つの 案 
予算 獲得 作戦 
「かけそば 法案」 

主任 設計者の 決定 
「昔の 設計者」 

基礎 設計の 変更 
試行錯誤 
新たなる 混乱 
予算 取りの 現実 
実大 模型 (モックアップ) 
政治的 プロパガンダ 
「途方もない 夢物語」 

通産省の デ ッチ 上げ 
三菱 重工 「零戦」 設計 チ ー ム 


章 新 世代の 技術者たち 

寄り合い所帯の 不安 
主要 スタッフの 決定 
「技術 屋の 仕事」 

東洋 航空の 設立と 倒産 
経験者たち 
第一 回 主査 会議 
冷めて、 淡々 とした 説明 

バラ 色の 設計 

「五 人の サム ラィ」 の 無言の 圧力 
重す ぎる 設計 
太 胴 か 細 胴 か 
設計の 修正 

堀 越二郎 からの クレ ー ム 
戦闘機と 旅客機の 違い 


航空 少年の ロマン 
名 機 設計者の 晩年 
主任 設計者の 絶対的 権限 
「自分の したい 仕事を した」 
戦後派 技術者との すれ違い 
「ロジックが 必要 だ」 

東 條輝雄 設計 部長 
人の 使い方が 上手な 技術者 
徹底して 外国から 学べ 
F86 と  P2  V 

フェー ルセ ィフの 発想 
与圧と エアコン 

「誰も 知らなかった」 

後れて いた 電子 機器 
主要 機器は 輸入品で 
一 〇〇〇 枚の 計画 図面 
ヶチヶ チ 作戦 


「二 機の 試作機 だけで 終る だろぅ」 
ないない 尽くしの 基本 材料 
各種 試験の 実施 
本格的な 疲労 強度 試験 
最新 鋭 機 「コメット」 の 墜落 
B 707 と DC8 の 登場 

耐用 時間に ついての 激しい 議論 
ニニ 万 時間の 耐用 試験 
技術 哲学の 対立 

バランスの とれた システム 


注 •本書では 煩雑 さを 避ける ため、 本文 中の 機種 名 表 
記では ハィフン (I) を とっている (例 •  YS  - 11 
iYsll)。 ただし、 引用文 中の 表記は 原文 ど 

おりで ある。 


Ys  1 11® —— 苦難の 初飛行と 名 機の 運命 


第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


試験飛行 用 第 I 号 機 

昭和 三 六 年 (一九 六 一年) 六月 ごろから、 各社では、 飛行 試験 用の 試作 第一 号 機の 製作が 始 
まって いた。 一〇 月から 一一 月に かけて 富士 重工の 尾翼、 新 明 和の 後 胴、 日本 飛行機の 補助 置( 
おょび フラップ、 新 三菱 大江 工場の 前と 中の それぞれの 胴体が 結合され て、 最終 組立を 担当す 
る 新 三菱 重工 小牧 工場に それぞれ 運び込まれた。 

川 崎が 担当した 主翼は 輸入 部品の 遅延 や 艤装に 手間取り、 翌年 三月 半ばに なって ょぅやく 小 
牧 工場に 運び込まれた。 もともと、 日航 製 (日本航空 機 製造) の 発足 時から YS11 は 無理な 
ス ケジユ ー ルが 立てられ ており、 予定して いた 昭和 三 七 年 三月 半ばの 初飛行は さらに 遅れる こ 
ととな つた。 

ほぼ 組立が 完了した のは それから 三 力 月 半 近くた った 六月 終りであった。 六月 二 六日から 七 
月 二日まで、 完成 機での 振動 試験が 行なわれた。 
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胴体、 主翼の 疲労 強度 試験が ちょぅど 始まった 昭和 三 七 年 七月 一一 日 午後 一時、 名 古 屋の中 
心 街から 一 五キ ロメ ー トル ほど 離れた 新 三菱 重工 小牧 工場の 格納庫から、 YS11 の 飛行 試験 
用 第一 号 機が ロー ル アウト (初 公開) して、 その 姿を 初めて 内外の 報道陣に 披露した。 

この年の三月、小牧には日航製の事務所が設けられ、 « 足からは入れかわり立ちかわり技術 
者たち が やってきた。 東條も しばしば やって きたが、 組立が 大づ めを 迎えた 七月 末からは | 木 
伊喜雄 生産管理 部長と ともに 名 古屋に 常駐と なった。 

八月 一四 日 午前には、 初めて エンジンに 占〗 火して 地上 運転に 着手、 同 二 五日には 自衛隊 第三 
航空 団の 滑走路で 初の 地上 滑走、 ブ レー キ テストを 実施した。 二七日には、 やはり 地上での エ 
ン ジン 片発 停止 試験が、 翌二 八日には 高速 地上 滑走 試験、— 試験な どが 行なわれた。 

初飛行に 向けた 準備、 試験は おおむね 順調であった が、 大きな 問題が 一つ あった。 それは、 
主 脚の 取 付 位置が やや 前に あり、 機体の 重心 位置が 狂って いる ことだった。 これでは、 エン ジ 
ンパワ ー を 全開に して 離陸 滑走 するとき、 機首 部分に ある 首 車輪が 浮き上が って フラ つき、 機 
体の 直進 性を 保つ のが 難しくな るので ある。 応急 処置と して 機首 側に おもしを 載せる ことにし 
て、 浮き上が るのを 防いだ。 予定通り^:* は 進められ、 二 九日には 最終 点検が 行なわれた。 

設計者の プラィド 

初飛行を 前にして 鳥 養 鶴 雄ら 技術者た ちは、 自分たち が 設計した YS11 が 「飛ぶ のは 当然 


だ」 とする 思いは もっていた。 それでも、 初飛行が 数日後に 迫った 東京大学 航空 研究所 (東大 
航 研) 内の 日航 製 事務所は、 これまでと やや 違った 雰囲気に 包まれて いた。 

外部の 人間から 見れば、 初飛行にまで こぎ 着ければ、 航空機 開発 そのもの はもう 大きな 山を 
越して {一 兀 成した ものと 思われ、 あとは 飛ぶ だけと 想像され がちで ある。 

ところが、 製品と して 完成し、 実際に ユ ー ザ ー に 引き渡せる ようにな るのは、 まだまだ 先の 
ことで ある。 試作機の 完成は 改良に 改良を 重ねて 商品と して 仕上げて いくまでの 一区 切りで し 
かない。 だから、 技術者た ちは 相 も 変らず、 忙しい 日々 を 送っ ていた。 

初飛行を I 刖に して、 東條 i MI は 小 枚から 東京の 事務所に 戻って、 主査 会議を 開いて いた。 
その席で東條は？ 1< |健次郎に問うた。「初飛行に立ち会う人間はもう決めているか」 

「うちの 班からは 鳥 養が 休暇を とって 行く といって います。 この 際、 せっかくの 初飛行で すか 
ら大勢 行かせたら どうで しよう か。 行きたい 希望者 も 多い ので」 

「そうはい かない。 準備は 小牧の 整備の 人間が やって いるし、 それに、 電気の 二 木 君 や 空 力の 
磯崎 君な ど、 こちらから 小牧に 行って 駐在して いる 部隊が いるの だから、 十分 だ。 あとは 行っ 
て も、 何も やる ことは ない の だし、 特に 用 もない のに 大勢 行かせる わけには いかない。 やる ベ 
き 急ぎの 仕事が 山の ように あるの だから」 

? 1 £ は 思った。 若い 連中から すれば、 自分で 設計した 飛行機が 初飛行す るので ある。 生まれ 
て 初めての こと だけに、 見たがって いる。 こんな ことは そう たびたび ある わけでは ない。 一日 
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や 二日 仕事が 遅れても、 彼らの 希望を 入れさせて やりたかった。 しかし、 東 條の言 葉 ももっ と 
もだった。 

会議の 後、 東條は 「鳥 養 君ち ょっ と 用が あるから きた まえ」 と 声をかけた。 

「初飛行には みんな 行かして やりたい がそう もい かない。 手伝い も するとい うこと で、 特別に 
各 班から 一人ず つ 行かせる ことにする。 ついては、 人選は おまえに 任せる」 

そうい われて 鳥 養は 「おまえに 任せる といわれたら、 おれが 一番に 行く とはいえ なくなっ」 こ 
じ やない か …… 」 と 思っ た。 

東條 は、 事を 承知で 人選を 鳥 養に 委ねた のだった。 鳥 養は 一人ひとりに 都合 や 希望を 聞いて 
人選し、 一覧に して 東條 のと ころ にもって 行っ た。 計測 班の 篇 班の^!% ss sf ら 
五 人 ほどであった。 

「ほう、 鳥 養 君、 君は 残る のかね、 本当に それでい いの か、 本当にい いんだな、 じ や、 頃む 
ぞ」 

このと きより 二八 年後の 平成 二 年 (一九 九〇 年) の 秋、 日航 製に 関係した OB たち 約 一〇〇 
人 ほどが 集まっ て、 同窓会の ような パー ティー を 催した ことがあ った。 このと き、 東条 « 昔を 
懐かしむ ように 「日航 製のと きは 鳥 養 君には ずいぶん てこずらされ たな あ」 といいながら、 次 
のよう なエ ピソ ー ドを 口にした。 

東大 航研 内の 日航 製 事務所は、 建物 も 老朽 化して おり、 しかも、 大学の ため、 管 浬 も 行き g 
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かない 点 も 多く あった。 それに 事務所は 東大の 好意に 甘えて 間借りした 居候の ような 立場で あ 
る 。ある 日、 当番 制で 灰皿の あとかたづけ などの 火の 後始末と 戸締まりを してから 帰れと いう 

通達が 出た。 若い 鳥 養は これが 気に 食わなかった。 

「おれは タバコを 吸わない し、 第一、 守衛になる ために 富士 重工に 入つ たんじ ゃない し、 日航 
製に きたので もない。 だから、 こんな ことは やらん」 

と 突っ ばねた のだった。 些一な こと だが、 毎日 夜 遅くまで 仕事に 全力を 注いで いる 鳥 養に と 
つては、 航空機 設計者と しての プラィド も 自信 も あつた。 なにしろ、 モノ コック バスで、 戦前 
の 飛行 機屋に しごかれ、 富 士 重工では T 1 の 設計、 製作 も ひと 通り 経験して いた。 戦前の 東條 
の 時代で いえば、 とっく に 一人前で あり、 当時、 そうした 技術者に 灰皿 や 火の 始末を させた だ 
ろうかと 思わずには いられな かった。 どんな 難しい 仕事で も、 正面から 向かっ ていき、 やる 気 
は 人一倍 あった だけに、 自負心 も 強く、 また、 若さから くる 鳥 養 独特の 突っ張り も あった。 

主査を 通して 鳥 養の 拒否 宣言を 耳に した 東條 は、 頭から <i ^ F して 決まりを 守らせる こと もて 
きたが、 それは あえてし なかった。 若い 技術者が 精 いっぱい 粋がって 突っ ばねる 姿勢は、 技術 
屋 として 一人前と なって きた 自意識 や 誇りの 表われで も あった からだ。 

東條は わざわざ 主査を 招集して 会議を 開き、 どうすべき かを 打ち合わせた のだった。 そんな 
思い出から 「あのと きは 困っ たよな あ、 会議は ずいぶん 長引い たんだよ」 と 笑顔で 話した。 

鳥 養の 自意識は それだけではなかった。 当時、 鳥 養は 藤 沢の 自宅から 約 一時間 半 かけて 電車 


25 第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


で 通って いた。 新橋の 事務所には ちよう どい い亘ハ 合に 始業の 二、 三分 前に 着く 藤 沢 始発の 電車 
が一 時間に 一本 だけ あった。 ところが、 通勤 帯の ラッシュで どうしても 電車が 数 分 遅れる の だ 
った。 鳥 養は 遅刻 ばかりで、 タィム ヵー ドは 真っ赤であった。 見 かねた 東條が 「鳥 養 君、 電車 
を 一本 早く すれば いんだから、 なんとか ならん のか」 と膨 めた。 

すると 鳥 養は 「藤 沢 始発は この 一本 だけなん です。 この 電車に 乗っ てく ると、 座って、 丸々 
一時間 本を 読みながら こられる のです。 二、 三分の つじつま 合わせの ためだけ に、 毎日 仕事に 
関する 論文 や 本を 読める 時間を 失っ ち ゃうのは もっ たいないし、 実利 的 じ ゃない と 思う ので、 
これまで 通りに これから もやり ます」 と 主張した ので ある。 

確かに、 鳥 養の 主張は 仕事の 実を とろうと する 姿勢で あり、 理に 適っ ている。 だから、 東條 
も 杓子定規には 判断せ ず、 それ 以上は 特に 口を出さなかった。 鳥 養は 話す。 

「日航 製は 現場を もっていな かった ので、 工場への しめしが つかない といっ たこと もなかった 
からでし よう。 東條 さん もま あ 仕方がない だろうと 黙認して いました。 それに、 当時の われ わ 
れ 若い 世代は 新しい 知識を 少しで も 多く 吸収し ようと 意欲 的でした から」 

こうした こととは 別に、 「東條 さんは、 とにかく、 みんなで 決める というのを 原則に してい 
た 。しかし、 みんなで 決めた ことは 必ず 守る。 でも、 初飛行を 見に 行く ことと いい、 すべて 見 
透かされて いました。 とにかく、 東條 さんは 部下を 掌握す るの が 憎い ほどう まかった」 とも 鳥 
養は 話す。 
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テストパィロット 

初飛行は テレビ 中継され る ことにな っていた。 居残り 組になった 鳥 養ら は、 事務所の 全員で 
初飛行の テレビ 中継を 見る ことで 我慢す る ことにした 。東大 航 研の 事務所には テレビは なく、 
近くの 小さな 電気屋に 走り、 店の おやじに 頼み込んで 借りて きて、 当日を 迎える ことにな っ 
た。 一四 ィンチの 小さな テレビ 画面を 前に、 三十 数人が 囲み、 見守る ことにな った。 

じつのところ、 日航 製では、 YS11 の 初飛行は ごく 内輪 だけで 行なう 予定で、 部外には 通 
知を 出さな かった。 しかし、 戦後 一七 年が たった このと きまで、 国産 輸送機が 飛んだ ことは な 
く、 マスコミ にと っては 格好の ビッグ ニ ユース であり、 中には 「初飛行の 日時を キッ パリ 約束 
しろ」 と 迫る 無理な 話 も あった。 

初飛行が 行なわれる 名古屋 空港には、 この 日、 朝早くから 二 〇〇人 余の 報道陣が っめかけて 
いた。 1 刖の 航空機の ほとんどは 軍用機で あるた め、 機密 も あり 「こんなに 多数の 人に ょって 
初飛行を 祝福され た 果報者は、 かつて わが国に ないで あろう」 (『私の 履歴書』) と 木村秀 政は 
解説して いる。 

快晴 微風の 天候は 初飛行に とっては： S& の 日和であった。 敗 1 刖は 「航空 日本」 と 呼ばれ、 
戦意 高揚を はかる ために 軍用機が もてはやされた ものだった。 また、 各 新聞社は 競うょう にし 
て、 長距離飛行の 記録 挑戦 や 太平洋 横断、 ョ ー ロ ッパ 訪問 飛行な どを 計画し、 大々 的に 報じ 
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て、 国民の 興味を 搔き 立てて いた。 それは、 軍事 大国へ と 成長した 日本の 国力を 誇示す る もの 
であると 同時に、 国民は 技術 進歩の 激しい 航空機を 通して 人類の 発展を 見せて くれてい るよぅ 
にも 感じ取っ ていた。 

ところが、 戦後は 航空 禁止と なり、 国産 航空機に 関する ニュ ー スは 流した くても 皆無で あつ 
た。 その 間、 世界の 航空機の 進歩は 目覚ましく、 派手な ニュ ー ス といえば もっぱら、 外国 機 ば 
かりであった。 もちろん、 ライセンス 生産の F86 や T 33 などの 初飛行は すでに あったが、 
それは 軍用機で あり、 国民の 中には、 兵器 あるいは 軍備 拡大に 対する 拒否反応が 強かった 当時 
の 時代 状況では、 控え目な 報道であった。 

その 点、 YS11 は 民間 機で あり、 好意的に 受け止められ、 戦 _ めて つくられた 国産 旅客 
機の 誕生に 国民の 関心は 高まっ ていた。 技術 委員長で ある 木 村 あるいは 「零戦」 の 設計者 堀 越 
二郎 への YS11 に関する インタビュー 記事な どが 新聞、 雑誌に 登場したり していた。 

初飛行の この 日、 ラジオ、 テレビの 中継、 ニュ ー スに 加えて、 夜一〇 時からは NET  (現 テ 
レビ 朝日)、 日本 テレビが 木 村を ゲストに 迎えて 特別^^を 放映す る 予定に なって いた。 

一方、 輸研 (財団法人 輸送機 設計 研究 協会) の 五 人の サム ライは 名 古 屋小牧 空港に 勢揃いし 
て、 晴れの 舞台で ある 初飛行を 見守る ことにな っていた。 飛び立つ のは 一般の 飛行機の 離 発着 
を 避けた 早朝を 予定して いた。 夜 も 明け やらぬ ころから 第ニ ハン ガ ー 内では 初飛行 前の 念入り 
な 整備が 行なわれ、 整備 員の テキ パキ した 動きが 見受けられた。 いつもの 整備のと きより、 彼 
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らの 口数は 少なく、 緊張 気味であった。  ， 
記念すべき 戦後 初の 旅客機の 初飛行で 操 _  (輪) を 握る のは 近 藤 計 三 操縦士、 長 谷川 栄三 
副 操縦士で あった。 両人と も 敗 ® 刖は 海軍の パイロット として 鳴らして いた。 

近 藤は 元 海兵 六 五 期、 海軍の パイロット として 実戦 も 積んだ ベテラン である。 昭和 三 〇 年に 
編制され た 自衛隊 輸送 航空 団 からの 隊員と して 経験を 積んで きて、 日航 製に くる 前までは 防衛 
部長を していた。 

一方、 長 谷川は 横 浜 専門学校 (現 神奈川 大学) を 昭和 一八 年に 卒業し、 学生 航空 連盟で 操縦 
を 覚えて すぐ 陸軍の 教官を 命じられた。 当時、 パイロットは 次々 と 戦場で 命を 失い、 新しく 養 
成しなければ ならなかった。 まだ 兵隊 姿が 身に つかない 一〇 代の 若者たち をに わか 仕込みで 飛 
行 訓練し、 操縦 術を 教えて、 戦線へ と 送り込んで いった。 「私が 教えた 若者の 中には 特攻で 死 
んで いった もの も 多く 含まれて います」 と 長 谷川は 話す。 

長 谷川は 昭和 三 六 年一〇 月、 上官に 呼ばれた。 

「長 谷川 君、 じつは、 日本航空 機 製造と いう 会社が すでに 発足して YS11 をつ くって いるの 
は 知ってい ると 思う が、 来年の 夏 ごろには 初飛行す る 予定に なって いる。 ついては、 テスト パ 
イ ロットが いなくて 困って いる。 三菱に も テストパイロットは いるが、 戦闘機 ばかりで、 大型 
機の 経験がない ので 適当では ない。 空 幕は 輸送 航空 団 から 二 名 出して くれと いってき ている。 
どう だね、 君、 行って くれない か」 
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突然の 話に 長 谷川は 何とも 答えょう がなかった が、 昭和 二 九 年から 自衛隊で やってきて、 今 
になつ て、 外の 民間 会社に 転出す るのに は 強い 抵抗が あつた。 「その 話は 遠慮 させても らい ま 
す」 と 答えた。 

しかし、 上官は 重ねて 説得した。 

「国 全体でつ くって いこうと している 日本で 初めての 民間 機 だから、 変な 人間を 推薦す る わけ 
にもい かない。 君が 適任 だと 思って 頼む の だが、 少し 考えて みてくれん か、 即答でなくて いい 
から」 

長 谷川は、 このまま 自衛隊に 定年まで いる ことと、 日航 製に 出向す る ことを 比較して 考えて 
いた。 この 八 年間、 慣れ親しん できた _ 衛隊で 三佐にまで 昇って きた 現在の 地位を 投げ出して 
まで 民間 会社に 行く ことは ない と 思えた。 

少しして 長 谷川は、 日米 開戦 時、 真珠湾 奇襲 _を 計画 立案し、 航空 部隊を 率いて 指揮した 
ことで 知られる 航空 幕僚長の 源 田 実に 呼ばれた。 「君し かいない の だ。 なんとしても いっても 
らいたい」 と 言葉 少なに 強く 要請され た。 長 谷川は 「わかりました」 と 承知した。 

近 藤、 長 谷川が 日航 製に 移って すぐの ことだった。 野党 や マスコミが この 件を 取り上げ、 批 
判した。 

「自衛隊の 制服を 着た パィロットが 民間 会社に 行って 民間 機の 操縦を する なんて もってのほか 
だ。 もしそう する のなら、 自衛隊を 退職して から！； 1 くべき だ」 
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すでに ことは 決まっ ており、 <r 更 条件が 違う と 引き返す わけに もい かず、 二人は 正式に 自衛 
隊を 退職して 日航 製に 入る ことにな った。 このと き、 恩給 や 年金 も捧に 振る ことにな った。 

一年 近くの 間、 近 藤、 長 谷川は、 これまでの 軍用とは 違う 民間 機 あるいは YS11 について 
の 幅広い 知識、 飛行 試験 や耐空 審査の 要領な どを 学んで いた。 その 間の 昭和 三 七 年 一月 五日、 
S 藤、 長 谷川は 日本を 発ち、 イギリスの ダ ー ビ ー にある ロ ー ルス •ロイス 社に 向かった。 YS 
11 に 搭載す る ダ ー ト エンジンに ついて 講習を 受ける ため、 トレ ー ニン グスク ー ルに 入学した 
ので ある。 

こうした 日航 製での 一〇力 月間を 経て、 ょうやく 今日の 初飛行を 迎えた のだった。 

昭和 三 七 年 八月 三〇日 

午前 六 時、 白と ライト ブル j に 色分け された YS11 が ゆっくりと エプロンに その 勇姿を 現 
わした。 

離陸は 七 時の 予定であった。 六 時 四 五分、 エンジン 音は 周囲に 響き渡って 地上 運転を 開始し 
た。 報道陣の カメラが ずらり と 据えられ、 準備は すべて 整っ ていた。  ぉぉ 

エプロンには、 いつもの 蝶 ネクタイ 姿を した 背の 高い 堀 越 二郎の 姿が 目立ち、 木 村 や 太 田 
齡\ «! 廠 ®^ # そして 東 條の姿 も あった。 ところが、 この 時間に なっても、 五 人の サム ライの 中 
では、 委員と して、 あるいは 一 設計 技術者と して もっとも 力を 注いだ 土 井 武夫の 姿が 空港の ど 
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こに もなかつ た。 

土 井は 前日、 出張で S 足に 行って おり、 用を すますな り、 夜行で 名 古屋に 引き返し ていたの 
だった。 真夏とは いぇ、 ょく 晴れて いたた めか、 夜が 明けて 間 もない 名古屋 駅は、 寝不足の 土 
井には 薄ら寒く 感じられた。 急ぎ 土 井は 名 古屋駅 前から タ クシ ー に 乗り、 一路 名古屋 (小 牧) 
空港に 向かって いた。 空港に 着いた のは 午前 七 時 ごろ、 離陸 直前だった。 

土 井に とっては 幸いな ことに、 空港が 濃い 朝 もやに 包まれて いたた め、 YS11 は 飛行 開始 
時刻を わずかに 遅らせて いたのだった。 

待ち兼ね ていた 四 人との 挨拶 も そこそこ 
に、 目の i 刖の YS11 を 改めて 見つめた 土 井 
は、 眠気な ど どこかに 吹っ飛んで、 全身に 熱 
巧 いものを 感じて いた。 それは、 これまでに 何 
| 度と なく 初飛行を 体験して きた 土 井が、 いっ 
n も 味わぅ 航空 技術者なら ではの、 なんとも 言 
V  葉に 言い あらわし がたい 緊張 感で あった。 

午前 七 時 一四 分、 名古屋 保安 事務所が 飛行 
許可を 出した。 誘導 路 から メィン 滑走路に 入 
つた YS11 は エンジン 音を さらに 高く して 
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二 四 〇〇メ ー トル 滑走路を ゆっくりと 滑り出し ていた。 見る 間に 速度を 上げ、 数百 メー トル ほ 
ど 走つ たと ころで、 機首を 大きく 上げるな り、 フワ ッと 浮いた かと 思う と、 当然の ことのょう 
に 大空に 向かって 舞い上がって 行く。 

見-_ が 見守る 遠い 位置の エプロンからは、 まぶしい 朝日の 逆光を 受けた 黒い 小さな 塊が 爆 
音と ともに 飛び上がって いくのが 見えた。 地上から 叫び声が、 拍手が 起こった。 アナ ゥン ザ— 
の 声が ひときわかん 高い 言葉を 発して いた。 

一方、 東京の 日航 製 事務所で テレビ 画面を 見つめて いた 技術者から も、 「やった ぞ」 「飛ん 
だ、 飛んだ」 と 力強い 声が 誰から ともなく 上がっ ていた。 そのと き、 小さな テレビ 画面な が 
ら 、古 问度を 次第に 上げて いく 機影が 心 もち ユラと 振れた ょうに 感じた 技術者 もいた。 昭和 三 七 
年 (一九 六 二 年) 八月 三〇日 午前 七 時 ニー 分の 離陸だった。 それにしても、 ぁまりに ぁっけな 
い 瞬間だった。 

機影は またたくまに 朝 もやの 中に 吸い込まれて いった。 

高度を 次第に 上げて いく YS11 は 一八 〇度 旋回して 後、 試験 区域になる 伊勢 湾 上空へ と 向 
かって 行った。 

初飛行と はいえ、 YS11 はま だ 完成した 飛行機と しては 認められて いないため、 航空 局 か 
らいく つかの 制限が つけられ ていた。 天候が 悪ければ 飛行 許可は おりない。 高度は 一万 フィー 
卜 以下で 速度は 二〇〇 ノット 以内の 有視界飛行 (VFR) に 限る となって おり、 計器飛行 (I 
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FR) は 認められない。 

初飛行で 確認す る 主な 項目は 舵の 利き 具合、 安定性、 着陸 速度を 把握す るた めの 失速® BE な 
どであった が、 これは 大した 項目では なく、 とにかく 飛ぶ ことが すべての 目的だった 0 

五六 分 間 飛び 続けた YS11 は、 再び その 姿を 飛行場の かなたに 現わして いた。 

地上から 見て いた 日 根 野は 「あれ、 まだ 着陸 姿勢に 入って いないのに、 ずいぶん 早くから 脚 
を 降ろして いるんだ な あ。 もしかして 何 かあった のかな …… 」 と 首を 傾げた。 

次第に 大きくなる 機体は 滑走路 いっぱいを 使って 慎重に 減速し、 もったいを つける かの ょぅ 
に 人々 が 見守る エプロン へと ゆったり と 近づいて きて、 やがて 停止した。 着陸は 午前 八 時 一七 
分であった。 

エンジン も プロペラ も 停止す ると、 タ ラップが 近づき、 扉が 開かれた。 待ち かねる 報道陣が 
しびれを 切らした ころに なって、 小柄な 近 藤 操縦士、 続いて 体格の いい 長 谷川 副 操縦士が 降り 
てきた。 落ち着き払 った 足取りで 二人は エプロンに 近づいて きた。 ヵメラマン や テレビヵメラ 
に 囲まれながら、 二人は 用意され た 自動車に 乗った。 記者たち も あとを 追って、 本館の 会議室 
で 行なわれる 記者会見 場へ と 向かった。 

両 パィロットは 東條に 初飛行の 様子を 報告し、 簡単に 打ち合わせた。 東條は 「それじゃ、 記 
者 会見の ほぅは 適当に 話しと けばい い」 と あとを 任せて、 別室に 退き、 明日 も 飛ばす ための 飛 
行 計画 書を 書き はじめていた。 
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記者会見の 席上には 近 藤と 長 谷川の 両 パイロット、 日 
航製 社長の 荘田泰 蔵、 それに 五 人の サム ライたち が 顔を 
そろえた。 近 藤は 落ち着いた 口調で 話した。 

「二 五日から 四日 間の 地上 滑走で 操縦 性、 安定性、 エン 
ジン、 舵の 具合な ど 十分に テストし、 飛行 成功には 確信 

を もつ ていた。 

I  初飛行は 約 五 〇〇メ ー トル 滑走、 一四 〇 ノット (時速 
别 約 二 五 九 • ニキ ロメ ー ト ル) 程度で 離陸した。 伊勢 湾 上 
項 空 一万 フイ ー トで 、水平飛行に 移って から トリム (ゼロ 


点 調整つ まみ) をつ かつて セツ 


卜 


左右 旋回な どい ろい 


会ろ テストし たが、 問題は なく、 失速 テスト も 非常に 調子 
I がよ かった。 一応 所期の 成果を あげたので、 エンジンを 


しぼって 下洚 、ファィナル ーニ 〇 ノット (時速 約 ニニ ニ 


キロ メ^ — トル) から 一 0 〇ノツ 


(時速 約 一八 五 •ニキ ロメ ー ト ル) におと し、 フラップ 三〇 度、 着陸 滑走のと き、 ブレ ー キは 
ふまな かつた。 

総 重量 一八 トンで 飛行した が、 諸 装置 もき いたと おりに 作動、 振動 もな く、 全般的に 非常に 
頃 調で、 話の種がない。 われわれが 予期した 以上の 1 だ」 
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いささか 優等生の ような 発表 内容であった。 その 裏には、 いくつかの 重大な 問題が 隠されて 
いたが、 めでたい 席で あり、 パィロットは あぇて 口にする こ ともないと 判断して、 特に 触れる 
ことは なかつ た。 

輸 研の 技術 委員会を 代表して、 木村秀 政が つけ 加ぇた。 

「飛行機と いう ものは、 試験飛行して みると、 いろいろの 不具合が 起こり、 それを 一つ ひとつ 
直して いって 6 兀 全な ものになる の だから、 試験期間の ちよっ とした できごとに 一喜一憂 しない 
で、 温かい 目で その 完成を 見守っ ていた だきたい」 

ある 設計 技術者は 「これでは まるで ガラス 箱の 中で、 お産の 風景を 見せる ような もの だ」 と 
■ぃた。 

初飛行の 成功に より、 YS11 の 開発は 新たな 段階に 入った。 

完成 披露 式 

初飛行の 成功が マスコミで 大 々的に 報じられた ことから、 YS11 は 広く 国民の 関心を 呼び 
起こす ことにな り、 人気者と なった。 このの ち、 昭和 三 七 年 (一九 六 二 年) 九月に 入っ てから 
も 度々 飛行して、 パィロットの 習熟の ための 慣熟 飛行が 続けられた。 

こうした YS11 への 関心が 高まっ てきた | 〇月 一日、 全日空は YS11 を 二〇機 購入す る 
予備 契約を 日航 製との 間で 交わした。 これにより、 量産に 向けての ■みがつ くこと になった。 
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引き渡し スヶジ ュ ー ルは 昭和 三 九 年 (一九 六 四 年) 九月 末までに 四 機、 翌 昭和 四〇年 三月 末 ま 
でに 六 機、 同 九月 末までに 四 機、 昭和 四 一年 三月 末までに 残りの 六 機であった。 なお、 一号 機 
の 引き渡しは 昭和 三 九 年 四月の 予定と していた。 

YS11 への 国民的 関心の 高まりに 気を よくした 業界 首脳は、 この 機を 逃さず、 亘 刖に 迫っ 
てきた 毎年 恒例の 予算 取りに 役立てようと、 皇太子を 招いての 完成 披露 式を 計画した 

これまで 陽の 当たらな かった 日本の 航空 工業を この 際 大いに アビ ー ルし ようとの 思い も あっ 
たが、 主たる 狙いは 明らかだった。 なにしろ、 披露 式は 昭和 三 七 年 一二 月 一八 日に 設定し、 予 
算 折衝の 山場を 迎える 直前であった。 

YS 1 1 の 試作 工事は 次年の 昭和 三 八 雲が 最終 霊 であり、 通産省と 大蔵省との 間では、 
八月 ごろから YS11 量産への 移行を 念頭に 置いての 突っ込んだ 予算 折衝が 行なわれ ていた。 

YS11 の 発注から 引き渡し までには 約 一八 力 月が 必要と されて おり、 という ことは、 昭和 
三 八^; には、 受注を 見越して 量産 機の 工事を スタ 1 卜させなければ ならない。 大幅な 計画 ス 
ヶジュ ー ルの 遅れに やきもき している 日航 製 側は 一日 も 早い 予算措置を 望んで いた。 

これに 対し、 昭和 三九_ には 量産 機の 予算を 要求され る 大蔵省は 厳しい 態度であった。 試 
作 完了までの 総額は 計画を 五 億円 ほど ォ ー バ ー した 四 九 億 七 六〇〇 万円と 見込まれて いたが、 
量産と なれば、 はるかに 巨額の 予算が 必要になる。 たとえ 試^® は 初飛行した としても、 販売 
へと 結びつく かどう かは また 別で あり、 もつ とも 懸念され ている ところで あつた。 
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大蔵省は、 試作までは 予算措置を した ものの、 まだ 認めた わけでは ない 量産 工事への 移行に 
ついては 時期尚早 であると して 次の ような 点を あげ、 明確な 見通しに 基づく 回答を 要求した。 

(1)確定需要の必要、 2 )量産機価格の設定、(3)国内販売にっいての抜本的措置が必 
要 。  , 

これに 対し、 通産省 および 日航 製は、 先の 全日空の 予備 契約に こぎ 着ける ことで 応えた。 そ 

れ だけでなく、 他の エアラィン など ユ ー ザ ー に対して も、 YS11 の 購入に 向ナた 行政指導 や 

推奨を 行なう とともに、 働き かけやす い 政府機関、 公社、 公団 等に も_ 的に ア プロ ー チを 隹 
めた 。  、 

運輸省 航空 局 も 協力して 昭和 三 八^-^ から 四 五^-^ までの 国内^^、 ロー ヵル 線の 需要 見通 
しを 算出し、 YS11 は 六 一機を 所有す る ことになると 発表した。 

両省の交渉は長引いたが、昭和三七年一〇月三一日に齡ぽ^|通産省重エ業局長名で大蔵省 

に 「日本航空 機 製造 株式会社の YS11 型 機の 量産に ついての 基 旁 針」 と 題す る 文書を 提示 
した ことで 決意を 見た。 

その 要旨は 次の 如くであった。 

「(YS11 の) 完成 後は 同 機と 同程度の 性能を 有する 外国 機の 輸入制限 措置を 行なう 等の 措 

置に より 需要の 確保を はかる」 「日本航空 機 製造 会社への 資金 面 および 技術面の 協力を 推進し 
量産 計画の 円滑な 遂行に 支障を なから しめる よう 管 導す る」 


そぅした ころ、 毎日の よぅに YS11 にいろい ろな 飛ばし 方を させて 亜 心い 箇所を 見つけて 直 
38 し、 徐々 に 仕上げて いく、 そんな 飛行 試験を 空 力の 磯崎ら 若手と 計測 班の 高 橋な どが 中心と な 
って 着実に 進めて いた。 一方、 日航 製 や 業界 首脳に とって は、 毎年、 さんざん 苦労 させられる 

予算 獲得が 頭痛の 種で あり、 最大の 年中行事であった。 

日航 製では、 一力 月 半 ほどに わたった 一号 機の 慣熟 飛行で 出て きた 不具合 点を 改修し、 整備 
し 直して、 いよいよ 一二 月から 本格的な 飛行 試験に 入る 予定に していた。 そんな 矢先に、 先の 

完成 披露 式の 計画が 上から 強引に 下りて きた。 

まずは、 航空 局な どの 許可を 取っ て、 YS11 を 羽田まで 飛ばしても って こなくて はなら な 
い。 皇太子、 政 財界から 大物 や マスコミ 関係者を 含めて 総勢 五〇〇 名が ずらり と 出席す る 予定 
の 披露 式では、 もちろん YS11 は 実際に 飛行す る ことにな ってい る。 皇太子を 始めと して 招 
待 者を 機内に 案内して 披露す る 式で ある。 慣熟 飛行に 必要と した 機内の 計測 機器を 取り払い、 
もっ ともらし く 化粧し 直して、 それなりに 整えなくて はならない。 

「ただでさえ、 スヶジ ュ ー ルが 遅れて いて 一日 も 無駄に できない この 時期に、 お偉方の ための 
セ レモ ニ ー なんて とんでもない。 それに、 YS11 はま だ 兀 成して いる わけで もない」. 

東條 以下 技術者ら は 反対で 不快の 念を 隠さなかった。 

ともあれ、 一二 月 一八 日、 皇太子が 列席しての 披露 式が 羽田 空港で 行なわれる ことにな っ 
た。 試作機で あるた め、 航空 局との 取り決めで、 報道 関係者は 乗せられない ことにな っていた 


39 第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


が、 押し問答の 末、 それは 目をつぶる といぅ ことにな った。 もちろん、 認可され た 飛行機で ま 
ない ので、 皇太子は 試乗され ず、 地上での 機内 見学 だけと し、 案内 役は 東條 がつ とめた。 

YS11 の 飛行を 管制塔で 観覧した 皇太子は 式を 締めく くるに 当たって 「日本で 初の 国産 旅 
客 機を 完成し、 この 喜ばしい 日を 迎えた ことは、 関係者 一致 協力の 賜物で あると 思い、 深く 敬 
意を 表します。 ム r 後と もこの 事業の 達成を 期待して やみません」 と メッセー ジを 読み上げ； こ。 

この 一〇日 後、 試作 二号 機が 名古屋 空港の 空を 初飛行した。 これにより、 試験飛行の 二 機が 
そろい、 いよいよ 本格的な 飛行 試験が 始まる 態勢が 整っ てきた。 

振動と 騒音 

時は 前後す るが、 初飛行の 後、 試験飛行を 続ける に当たって もっとも 問題だった のは 舵の， 
きな どの 安定 操縦 性 や 振動だった。 そして、 これら ト ラブ ルの 要因の I つが 主翼 や 胴 本、 ナセ 
ル (発動機 房) の 境界 層剝 離では ないかと まず 疑われた 0 

境界 層剝 離とは、 翼に 沿って 一様に 流れる 空気が 途中で 乱れ、 翼 表面から 剝離 する ことを 指 
している。 この 現象が 起きる と、 空気抵抗が 増して 速度を 落とし、 振動 や 騒音の 原因と もな 
る。 

YS11 では、 特に 主翼 や 尾翼の 境界 層剝 離の 問題が 複雑だった。 まずは 現象を 把握し、 原 
因が どれに あるかを 見つけなければ ならない。 方向 蛇の 流れ、 機首が 左右に 動いて 横 安定が 悪 
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いこと、 操 蛇 力が 重い こと、 昇降舵 や 補助翼の 利きが 悪い 麗 などが 相互に 麗し あって いる 
ことは 十分に 考えられる。 

磯崎は 風洞 試験の デ ー タを 再度 検討し 直して みた。 本物と 寸分 違わず^® につ くられた 風洞 
試験 用の 模型は 二〇 分の 一 あるいは 五分の 一ながら、 表面は つるつるに 磨かれ、 空 力®^ はか 
なり わかる ものである。 

しかし、 動 翼 や バランス タブは 主翼と して 一体につ くられて いて、 実物の よぅに 動く よぅに 
はなっ ていない。 この 点で、 実物の 空 力 種と 違いが 生じる ので ある。 図面 や 風洞 試験の デ 1 
夕を チェック する 机上の 検討を 進めた が、 このほか にも 問題は いくつ も あるた め、 その後 も 飛 
行 試験は 続けられ、 T 夕が 取られて いた。  —ぅし 


振動、 それに 小 舵の 利きが 悪い 原因を 把握す るた め、 翼 面に 気流 絲を つけた 試験を する こと 
になっ た。 気流 絲試 験とは 長さ 一〇 センチ メ ー トル ほどの 黒い 毛糸の 一端を 約二〇 センチ メー 
トレ 間隔に 主翼 や 胴体、 尾翼な ど そこら じゅうに 貼りつ ける ◦飛行す ると 機体 表面に 沿って 流 
れる 空気の 方向に 毛糸が ひらひらと 吹き流しの ょうになび くので、 どのょうな 空気の 流れに な 
ってい るかが つかめる ので ある。 

一号 機に 貼った 気流 絲の 状態を 編隊 飛行す る 二号 機から 観察し、 写真 撮影す る ことにな っ 

I  k/ 


状態 


飛び はじめて YS 


r— H 


•  «  I  i 

の 気流 絲を 眺める と、 主翼の 前半 分く らいまでは 一様に 後ろに なびい 


ている が、 さらに 後ろに なると、 左右に 大きく 揺れて いる。 後ろ 縁の タブ あたりに なると、 驚 
いた ことに、 ばらばらで 、渦巻く もの、 左右に 大きく 振れる もの、 中には 逆流して 前方に 向か 
ってな びいて いるもの すら ある。 主翼の 上に 装備され、 出っ張って いる エンジン ナセルの 後ろ 
側は もっとも ひどく、 気流 絲の 方向が ばらばらで 激しく 渦巻いて いた。 

これらの 状態は、 主翼の 前半 分 ほどのと ころで、 先の 境界 層が 剝 離して いる ことを 示して い 

た。 

この 後、 フラップを 少し 下げて みた。 すると、 気流 絲の 
乱れは ぴたりと 止まって、 一様に 後方に なびいて いた。 と 
同時に ゴ トゴト 音を させて いた 振動が ぴたりと 止んだ。 動 
翼を 下げた ことで、 固定 部分の 主翼と 動 翼の 間に 隙間が で 
き、 そこに 下から 吹き 上がって くる 空気の 流れが 入り込ん 
できて、 動 翼から 後方に 向かって 流れる 空気に 再度 勢いを 
与える ので、 剝 離を なくす ことができる のだった。 でも、 
エンジン ナセルの 後方 部分の 空気 流は i ら ず、 乱れて い 
た。 

境界 層の 剝 離を なくす 手っ取り早い 方法は ボル テック 
ス •ジェネ レ ー タ I  ( 渦 発生 装置) と 呼ばれる 高さ 一 .五 
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センチ メ ー トル、 長さ 三 センチ メ ー トル ほどの アルミの 小片を ハの 字の 形に 向かい合わせ たも 
のを 取り付ける ことだった。 ハの 字形の 間を 流れる 空気に 渦を 発生させる ことで 流速が 変り、 
新たな 勢いを 与えて、 剥離を 吹き飛ばして しまぅ ので ある。 

ボル テックス •ジェネ レ ー タ 1 は 実際に 試 1 が 完成して 飛ばして みて、 空 力 が 悪く 出 
た 翼に 使われ、 実際に 飛んで いる DC8 や B 707 などに も 使われて いる。 YS11 では、 補 
助 翼 や フラップの 前方の 主翼 表面、 方向舵 や 昇降舵の 前方の 尾翼 表面、 ナセル や 後部 胴体に ベ 
タ ベタと 取り付けた。 

空気抵抗を 少なく する ためせっ かく 翼 面を 滑らかに 仕上げる 努力を して おきながら、 わざ わ 
ざ 渦を 発生 させて やる この 対策は、 抵抗を 増す ことで あり、 苦肉の策 でも あって、 決して 褒め 
られる ものでは ない。 

こぅした 対策を 施した 後に、 再び 飛行 試験を して、 効果を 確かめた が、 パィロットが 驚く ほ 
ど、 振動は ぴたりと 止まっ た。 操縦 ¢#1 も 少し 改善され、 方向舵の 流れは おさまっ た。 

しかし、 補助翼と 方向舵は まだ 不十分で、 機体の 横 安定性は 全く 改善され て おらず、 翼 表面 
の 境界 層剝 離とは 別の 問題で ある ことが 判明した。 

東條 設計 部長の 離脱 

年が 明けても、 日航 製の 技術者た ちは i らず 慌ただしい 毎日であった。 試作 一、 二号 機の 
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問題点の 改良 や 本格的な 飛行 試験、 それと 並行しての 量産が すでに 始まって いた。 

そんな 矢先の 昭和 三 八 年 一月 三 一日、 これまで、 日航 製の 技術 部隊を 率いて きた 東條が 三菱 
重工に 戻る ことと なった。 三月 一日からは 三菱 名古屋 航空機 製作所の 技術 部長に 就任す るので 
ある。 代わっ て、 東條の もとで 第二 班の 主査を つとめていた 三菱 出身の 島 文 雄が 技術 部長を 引 
き 継ぐ ことにな った。 まだ、 YS11 が 完成して いない この 時期の 意外と もい える トツプ 交代 
について、 東條は 次のように 述べた。 

「日航製にくる直前に三菱で<^41を受けたとき、『とにかく、一回、向こうの技術部長に就任 
して くれ、 それで、 手が 切れる ようになったら、 一年で 帰って きても いいから』 といわれ てい 
たのです」 

東條が 三菱に 戻る ことは すでに 日航 製の 主査 クラスは 承知して いた。 日航 製 内で 物事を 決め 
ると き、 東 條は何 かにつ けて 主査 会議を 開いて、 彼ら 自身の 考えを いわせ、 その上で 決定して 
きた。 東條は 三菱への 復帰と いう 伏線 も あって、 主査たち が 自身で 判断し、 決断す る やり方を 

あえてと ってき ていたの だった。 

東條は 日航 製を 抜ける 時期を 見計らっ ていた。 慣熟 飛行は パィロットが 機体に 慣れる ことが 
主な 目的の ため、 飛行 試験の 内容まで こと 細かく 決めない 形で 進めて きた。 

しかし、 本格的な 飛行 試験に 入っても 問題がない ように、 たとえば、 重心 位置の 移動に つい 
ては、 直径 約  ー メート ル、 長さ 五メ ー ト ル も ある 大きな 水 タンクを 機内に 四 ffl も 積む _備 を さ 
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せた。 この 水 タンクは、 飛行 試験のと き いろいろと 重 
ク心 位置を 変える ためで ある。 実際 1 エアラィンで 飛びは 
ンじ めた とき、 客が 前 や 後ろ だけに 偏って 乗る 場合 も あ 
水り、 これを 想定して、 試験のと きに タンクに 積んだ 水を 
が ポンプで 急速に 前から 中間 そして 後ろへ、 あるいは 逆に 
| 移動 させても 問題が ないかを 確認す るので ある。 

幢  コックピットの 計器 盤 以外には、 水 タンクの 間に 各種 
庸 の 計測 装置 機器が 所 狭し と 並べられ、 ヶー ブルが 束に な 
猶 って 床 面を 這って いた。 

1  また、 飛行 試験のと き、 パイロットが いちいち 計器 盤 
飛の 針を 見て 値を 記録して いたのでは 操縦が おろそか にな 
る。 現在の ような コン ピュー タを 使った 自動 記録 装置が 


なかつ たため、 高度計 や 速度計な どを* < 口 させた 約 一 


1T 


ル 四方の 計器 盤を つくり、 必要な 


ときに 全面の 写真を 次々 に 撮れば、 地上に 降りて きて すぐ 現像して デ ー タを 読み、 解析す る こ 
とがで きる。 

こうした 「飛行 試験に 向けた 一連の 準備を 一応 整えて、 あとで 困らん ようにと、 昭和 三 七 年 
の^^ ごろまでに 手を 打った。 これで 十分で きる、 いい 区切り だとい うこと で、 私が 三菱に 帰 
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ったわけ です」 と 東條は 強調す る。 

しかし、 「YS11 は 航空 工業の 将来を かけた 一大事 業、 業界が 一致団結して 事業を 成功へ 
と 導く」 と 内外に 向かって 大いに 宣伝し、 巨額な 国の 予算を つぎ 込んで きた 経緯が ある。 一 
方、 東條 はと いえば、 日航 製を 代表して 全面的に 引き受け、 批判者に 対しても 論陣を 張った 言 
動から して、 「三菱の ご 都合 主義に よる 手前勝手」、 「東條 は YS11 を 見放した のでは」 とい 
った 噂 すら 流れた。 

東條 自身、 この 三菱 復帰の 裏 事情に ついて 詳しくは 口にしなかった が、 代わって 土 井が 語っ 
て くれた。 

「東 條 さんが 昭和 三 四 年 六月に 日航 製に きて、 技術 部長を されて、 初飛行に こぎつけた ところ 
で、 上司の 久保富 夫さん が 『東 條君 早く 帰って こいよ』 といった のです。 

久 保さん が 三菱 名 古屋の 所長から 上に 上がって 本社の 事業部長に なって、 技術 部長が 東條さ 
ん になる。 『今、 おれが 名古屋 にいる うちに 帰っ てこい』 といっ たのです。 三菱が 東條 さんを 
日航 製に 送り込む とき、 久 保さん が 無理に 引き受けさせたい きさつが あったた めです」 

こうした 三菱の 社内 事情が あったとは いえ、 日航 製 内で 強力な リ ー ダー シップを 発揮し、 求 
心 力を もっていた 東條が 抜ける ことは、 未知な 問題が 山の ように 控えて いる だけに、 痛手で あ 
り、 技術者た ちは 誰し も 日航 製の 今後に 不安を 覚えずに はいられな かった。 
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技術者と パイロットの 対立 

東條が 三菱に 戻る 直前に、 主査 や 係長 クラスを 集めて、 今後の 対策に ついて 三日間、 ほぼ 徹 
夜に 近い 状態で 議論して 決めた が、 技術者た ちとは やや 立場を 異にする パイロット たちは 不安 
がった。 

以前から 、パイロットと 技術者た ちとの 間で、 考え方、 進め 方を めぐって 意見の 食い違いが 
目立っ ていた。 互いに 不信 感を 露に して、 険悪な 場面 も しばしば あった。 

技術者から いわせれば、 こうで ある。 

「ぺ ィロ ッ トは 一匹狼で サム ライで も あったから 一癖 も 二 癖 も あって、 われわれの やり方には 
なにかと 文句を つけて ごね てきた。 なだめ、 説得して 飛んでも らうのに いつも 《审 労した。 それ 
に、 パイロット 同士で も、 対抗意識が 強くて やりに くい 面 も あった」 

一方、 パイロット 側に して みれば、 こうで ある。 

「彼ら 技術者は 机上の 計算 だけで、 うまく いくはず だと きめつけて、 危険な 飛行 試験を やれ や 
れと 要求して くる。 こんな やり方で、 もし 型式証明が 取れなかったら どうす るんだ。 国民の 税 
金で やって いるんだ から、 腹を 切った ってい い 訳が 立たない ぞと 、ずいぶん やり合いました か 
ら 、憎まれた かもしれ ません が、 彼らは 飛ぶ という こと、 いい 飛行機を つくっ ていく という こ 
とが どういう ことか わかっ ていない のです」 

そんなぎ くし やくした 両者を、 東條 はもち 前の リ ー ダー シップ、 統率力に ょって まとめ あげ 
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ていた。 また、 微妙な バランスの もとに 成り立っ ている 足場の 不安定な 日航 製は、 何 かにつ け 
て 外からの 批判に さらされ ていた。 外から も 一目を 置かれ、 毅然と した 姿勢で のぞむ 東 條の存 
在に ょって メ ー カ r や 通産省からの 干渉、 批判を はね 除けて いた。 

それだけに、 東條が 日航 製から 去る ことに、 飛行 整備 部 飛行 課の パィロット 近 藤 計 三 課長は 
特に 不安 がった。 自衛隊を 途中で 退職して 日航 製に やってきた 彼らから すれば、 自分たち の 立 
場、 将来の 身分の 不安 も 覚えずに はいられなかった し、 それ 以上に、 「YS11 はま だ 問題 だ 
ら けなのに」 との 思いが 強かった からだ。 

代わって 技術 部長に 就任した 島は、 主査の 5K 0B や佃泰 三と 同じ 昭和 一六 年 * 足 帝国 大学 航空 
学科卒 である。 島は I 刖 海軍 航空 技術 廠に あって、 「銀河」 や 「景雲」 の 設計を 経験して いた。 
とはいえ、 風雲 急を 告げる 開戦の 年の 卒業で あるから、 四 歳 年上の 東條 とは 経験 年数に おいて 
おのず と 違って いた。 

それに、 つい 今まで 同じ 主査の 立場であった 島が 抜け出て、 技術 部長の 役で リ ー ダー シップ 
を 発揮して 引っ張って いかなければ ならない。 日航 製は いくつもの 企業の 寄り合い所帯の 特殊 
な バランスで 成り立つ 組織体で あり、 その上、 東條が 大きな 存在だった だけに、 島に とっては 
やりに くい 面 も あった。 

新任の 技術 部長で ありながら も、 日航 製の 置かれた お 家事 情から して、 島には 一刻の^^ も 
与えられな かった。 
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周辺 技術への 無知 

日航 製の 方針と しては、 前年、 昭和 三 七 年 一二 月半ばの 「皇太子が こられる 完成 披露 式まで 
は、 とにかく、 試作機が S M まで 飛んで こられて、 だいたい 飛べれば いい」 といぅ ことで やっ 
ていた。 この間の 慣熟 飛行 も、 パィロットが 慣れて くるに したがい、 運用 範囲を 徐 々に 広げ、 
機体が 基本的に 問題ない かを 確かめる 程度で、 飛行に 関する 細かい デ ー タの^* や 分析は 行な 
ってい なかった。 といぅよりも、 日航 製は 態勢が 整って おらず、 すぐには 本格的な 飛行 試験に 
移れなかった ので ある。 

敗戦から 一七 年が たち、 電子 装置 機器 や 計器と ともに、 計測 機器の 発展に も 目を 見張る もの 

が あった。  ' 

ところが、 「いろいろな 飛行 デー タを 取る には 精度の よい 計測 機材を 必要と する し、 デ ー タ 
を 効率よ く 解析して、 逐次 整理で きないと 試験は スム ー ズに 進まない。 当たり前の ことです 
が、 YS11 では そこの 重要性が 十分 認識され ていなかった のです。 知識が 不足して いたので 
す」 と 島は 話す。 

いわば、 YS11 そのものの 機体を つくる ことば かりに 気が 奪われて いたのだった。 精確な 
1 は 精度の 高い 計測 機器を 使って はじめて 正しく 把握で き、 解析で きる のは 当たり前 のこと 
だ。 航空 あるいは 纖 関係の 技術者が 圧倒的多数を 占めて いる 日航 製では、 新しい 電気 技術に 
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詳しい ベテラン 技術者は ほとんど いなかつた。 

先端技術の 最 たる ものと 呼ばれる 航空機 だが、 「技術者は 意外と 閉鎖 的で 視野が 狭い のです 0 
他の 産業 技術 分野との 交流がなくて、 他では 計測な どの 基礎 技術 や 周辺 技術が どんどん 進んで 
いるに も かかわらず、 そうした 知識がなかった のです」 と 島は 指摘す る。 

敗戦 後、 日本が 航空 禁止と なって、 島は 鉄道 技術 研究所に 入った。 「車両 関係の 実験な どを 
手がけた が、 このと き、 計測 機器な ども 含めて 電気 関係の ことは 『門前の 小僧』 で 触れて いた 
ので、 どの 程度 進歩して きている かを 多少は 知っ ていました」 という。 

でも、 当時の 航空^^ 術 者の 計測に ついての 認識と いぇば、 「パィロットが 乗って いて、 計 
測 員が ストップゥォッチを 片手に、 膝の 上に 記録 用紙を 置いて、 鉛筆を なめな めしながら、 計 
器を いちいち 目で 見て 記録して いくこと しか 頭に なかった のです。 そういう 意味で、 YS11 
を 計画した ころは、 1 刖の ニー ズで やれば、 ものは でき るんだ、 というち よっ とした 思い上が 
り も あったよ うな 気がします」 とも 話す。 

日航 製には 計測 機器が そろって いないため、 航空 局や航 技研 (航空 技術 研究所) から 借用し 
て 間に合わせ るが、 不慣れで、 取り扱い方 も わからない ことが 多かった。 

報告書 「YS-11 の 成果」 にも 次のように 記されて いる。 

「速度計 や 高度計の 校正 試験では、 実用 上 必要な 精度が 期待で きる 試験 方法に ついて 全 <,( et! ^? 
模索の ありさまで、 試行錯誤を 重ねて、 漸く 一年 かかって 方法を 確立した」 
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こうした、 YS11 の 飛行# がどうこう 以前の、 使う 計器 そのものの 指す 目盛りの 精度に 
間違いは ないか、 試行錯誤しながら、 正確に 働いて いるかを 校正す る だけで、 一年 近く も かか 
ったと いうので あるから、 一 〇〇を 超える 計器 類との その後の 悪戦苦闘は 想像に 難くない。 

東條は 話す。 「完成 披露 も 終って、 ここらが 切り もよ いので、 私は 昭和 三 八 年 一月 末に 三菱 
に 戻りました。 飛行 試験を している 一号 機は 試^^で すから、 飛ばせば 当然 悪い ところは 出て 
くる。 それは もちろん わかっ ていました が、 これは あとの 若い 人たち に 任せた のです。 なんと 
かやっ て くれる だろうと」 

土 井 も 同じような 見方を していた。 「昭和 三 七 年 一二 月 二八 日に YS11 の 二号 機が 初飛行 
して、 この あと、 飛行 試験を 続けて いくうち に 舵の 問題が 出て きたが、 こんな ことは 試^^に 
はつき ものだった ので、 特に 深刻に 受け止めて いたわけ でもなくて、 そのうち 解決す るだろう 
と 私は 考えて いました」 

整刖 から、 数多くの 試^:^ を 手がけて きた 東 條や土 井ら は、 よく ある ことと して 楽観的 だっ 
た。 だから、 東條は 一月 末の 段階で 三菱に 復帰した のだった。 

問題点を 見過ごす 

前年の 初飛行 以来、 舵の 利き 具合が 悪い、 機体の 後部が 振れる、 騒音が 大きい などと いった 
(くつ もの 問 ffl 点は パィロットから も 指摘され ており、 直せる ものから 少しずつ 改善して き 
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た。 しかし、 問題の 原因 究明、 対策は、 水 タンクな どを 搭載し、 計測 装置を 積んで 精確な デー 
夕を 取っ て 解析して みないと わからな いこと も 多 かった。 

完成 披露 式が 終って、 一二 月の 暮れから、 本格的な 飛行 試験が 始まった。 これまでの 慣熟飛 
行と 違って、 航空 法に 基づく 審査の 基本と なる 安全 規則 「輸送 用 航空機 (T 類) 耐空性 基準」、 
おょび 航空 法 施行規則の 付属書で ある 「耐空 性 審査 要領」 という 数千 項目に 上る 細かい 規則に 

のっ とって 行なわれ るので ある。 

これらの 基準 や 要領は 航空 局の S であるが、 日本で こうした 国産 中型 機を 審査す るのは 戦 
後 初めての ことで あり、 戦前の 軍の 方式では 役に立たなかった。 このため、 アメリカの 規則 
「シビル •エア •レ ギユ レ^  — シ ョン •パ ー ト 4b  (c A R 4b)」 を 全面的に 導入して 整備して 
いった。 そうでなければ、 国際的には 通用し ないから である。 

「耐空 性 審査 要領」 とつき 合わせながら 飛行 試験を やり はじめる と、 いろんな 問題点が 明らか 
になっ てきた。 中で も、 パィロットが 方向舵 や 補助翼を 操作 するとき の 力が かなり 規定値を は 
ずれて いる ことが わかった。 

次に、 昇降舵の 利きが 悪かった。 通常、 昇降 蛇を 引けば 速度は 下がり、 押せば 上がる ょうに 
なって いる。 引く 力は 速度の 低下に 応じて 比例して 増加し、 押す 力は その 逆で あるの が 正常な 
働きで ある。 ところが、 YS11 は フラップを 下げて 着陸 姿勢で 舵を 引いて 速度を 下げても、 
操舵 力の 増加率が ある 速度 範囲に おいて 規定 上から 要求され ている 値に ならない ので ある。 そ 
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れ ばかり か、 速度を 下げて 失速に 近づけた ときの 操舵 力が 不安定で あった。 さらには、 着陸 引 
き 起こし 操舵に 対する 機体の 追随 性が 悪い ので ある。 この 三つの 不具合は 後に 「三 舵 (方向 
蛇、 補助翼、 昇降舵) 問題」 と 呼ばれ、 大騒ぎと なる。 

以上、三つの舵の問題とは別に、フラップを下げた着陸 « 態でエンジン出力を上げて機体を 
横滑り させた とき、 そのままに していても 自力で もとの 水平 状態に 回復し なければ ならない と 
の 安定性の 規定が あるが、 そうは ならない という 問題 も あつた。 

こうした トラブルは 互いに 関連し 合って いて、 問題は 複雑であった。 慣熟 飛行のと き、 すで 
に パイロット も ある 程度は 感じて いたが、 操縦が できない という わけでは ないた め、 問題の 深 
刻 さを 十分 認識して いなかった。 むしろ、 横 安定の 問題に 関心が 集まっ ていた。 

自衛隊で 輸送機 も 操縦を してきた 日航 製の パイロット も、 技術者と 同じく、 こうした 離陸 距 
離の 短い 民間 輸送機は 初めてで ある。 若い 沼 口 正彦を 除いた 三人の パイロットは 「十分な 飛行 
経験は もち 合わせて いたが、 テストパイロット としての 経験は ほとんど なく、 この^^が おか 
しい、 とは わか つても、 飛行機を ょくして いくため に、 こうあるべき だ、 どう すれば 直る とい 
う 判断は 十分に できなかった」 と 技術者は 話す。 

担当した 一人の 日 根 野は 話す。 

「飛行 試験の デ ー タを 解析して、 そのつど 審査 要領と 照らし合わせながら これは 大丈夫と か、 
はずれて いると かやって いたが、 そんなに 問題が 根深い とは、 われわれ 技術者 も パイロット も 
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十分 把握して いなかった。 徐 々にわかって きたので す」 

ド<<:が「ノ|」 

これら 問題に 対して、 島が 率いる 第二 班が 一部の 翼 型を 変えるな どの いくつかの 小規模な 改 
善を して、 少しは ょくな ったと 思われた 昭和 三 八 年 三月 二〇 日、 米国 FA A  (連邦 航空 局) の 
マィヤ スバー グ 国際 部長、 ロー ゼン バウ ム 構造 関係 担当 官が 状況 調査の ため 来日した。 

三月 二七日、 両名は YS11 二 号 機の 操縦桿を 実際に 握っ て 第三 九 回目の 飛行 試験を 行なっ 
た。 この 後、 彼らは 日航 製の 技術者を 前に 志 i な 意見を 述べた。 

「昇降 蛇の 利き 具合は 重心 二 五 パ ー セン トの 場合で あれば ょいが、 重心 位置が もっと 前にい っ 
たと きは、 着陸 直前の 低速 時に 利きが 不足では ないか …… 」 

そのほか、 方向 蛇 や 補助翼が 重い こと、 横 安定の 不足な ど、 問題点を 一つ ひとつ 指摘した。 
そして 最後に 「YS11 は マー ジナル (改善が 必要) だ」 と 口にした。 

聞き入っ ていた 中の 一人、 -; S 1 RIE は 「YS11 はいろ いろ 問題は あって 部分的には マ ー ジナル 
だが、 でも 全体としては OK だとい ぅの かと 思った …… 」 ところが、 期待に 反して、 結 it ま 
「ノ ー」 であった。 

国際的に 権威を もつ FAA の 「ノ ー」 が 下されて、 日航 製は 大騒ぎと なった。 

磯崎と ともに 飛行 試験に 全力を 注いで いた 日 根 野は 述べて いる。 
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「FAA に マ ー ジナル だとい われて 初めて、 これは 問題なん だな あと 受け止めた。 でも、 なに 
しろ、 審査 要領なる ものが 初めてで すから。 航空 局が 訳した 耐空性 基準 や 審査 要領は あった 
が、 1R? がわから なくて、 アメリカの 原本を 見る のが 早い という 時代なん です。 

それに、 計測 機器 も 不安で、 取れた デ ー タは 果たして 正確に 測定され ていたの だろう かとい 
う 不安が いつも あった。 だから、 デー タを 審査 要領に 照らし合わせて 解釈す るが、 それが 正し 
いの かど うかがわ からない のです。 航空 局に いって 質問しても、 訳した 彼ら 自身 もよ くわから 
ない ので、 あいまいな 答えし か 返っ てこない。 実際は そんな 目 M 口でした」 

磯崎 も 述べる。 

「横 安定の ことで、 航空 局に 訊ねても ぐずぐず していて 返事を して くれないので、 FAA がき 
たと き、 直接 質問したら、 後で 航空 局に 上司の 島さん が 怒られた。 『質問は 必ず 航空 局を 通し 
て くれ』 と」 

航空機の 審査に おいて、 FAA は 国際的な 権威で あるが、 権限を もっている 点に おいては、 
いわば 日本の 航空 局 も 同じで ある。 両者と も 新しく 製作す る 航空機に 対しての 安全性、 信頼性 
の 審査を する 機関で ある。 そのための 製造 方法の 認可 や 確認の ために、 耐空性 審査を する。 と 
ころが、 この 審査 基準 や 確認 方法は 国に よって 違うた め、 もし YS11 を 日本の 航空 局が 認可 
しても、 FAA が 認めなければ 事実上は アメリカに 輸出が できない。 このため 日本は、 YS1 
1 の 試作機が できる に 及んで、 急遽、 FAA と 交渉を 開始し、 昭和 三 八 年 二月 一日 付で 「日米 
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両国 間の 耐空 性互認 協定」 を 発効した。 

アメリヵは すでに ョ ー ロ ッバ 主要国との 間では この 協^ {疋を 結んで いた。 

「YS-11 プロ ジヱク トの 場合、 FAA の T/C  (型式証明) 申請 当時 米国 輸出に っいて 具 
体 的 計画が あった わけでは ない が、 将来の 輸出を 想定し、 また、 米国 外の 地域に 輸出す る 場合 
も 米国の 型式証明を 受けて いる ことが、 いわゆる 『お墨付き』 として 有効であろう という 考え 
方から FAA に 申請を したので あった」 (「YS-11 の 成果」) 

ともあれ、 それまで にも、 東條や 島ら は、 YS11 の 空 力 5：¢ に 問題が ある ことに 気がつい 
てはいた。 しかし、 F A A から 指摘され るまでは、 「それほど 大きな 問題とは 見て いなかった 0 
飛行 試験を して 悪い ところを 改善して いけばなん とかなる だろうと の 考えで、 深刻には 受け t 
めて いなかった」 と 島は 話す。 

指摘され た あと、 YS11 を いろいろ チェックして いって、 ことの 重大 さに 改めて 気づいた 
のだった。 それ も、 飛行機に とって もっとも 基本的な 空 力 1 の 問題で ある。 この 後、 島 率い 
る 日航 製は 対策に 大 わらわと なった。 

「三 舵 問題」 

そもそも 「三 舵 問題」 に 気づいた のは、 初飛行の ときから だった。 昭和 三 七 年 八月 三〇 日、 
滑走路を 飛びた った YS11 が 上昇して いくとき、 つめかけた 見学者た ちは 「やっ 卜こ、 成 力 
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だ」 「バン ザィ」 と 口々 に 叫んで いた。 

しかし、 その 姿を 見詰めて いた 技術者の 何人 かは、 機体の 尻が ユラ ユラと 振れた のを 見逃さ 
ず、 「おや」 と 思った。 S M の 設計 室では、 朝 もやの 残る 空に 向かって 飛ぶ 白黒 テレビの 小さ 
な 映像であった ため、 ゆれは 目の 錯覚 かと も 思った が、 それが 三 舵 問題 そのものであった。 

初飛行の 後、 日航 製の 主な 技術者が 集まって、 操縦した 近 藤、 長 谷川 両パィ ロットから 初 飛 
行のと きの 実情を 聞く 報告 会を 内輪で 開いた。 このと き、 長 谷川は 試作機の 撞を 説明した。 

「今後の 試験飛行は できます。 大丈夫です。 でも、 問題の 一つは、 上がって みたら、 ラダ ー 
(方向舵) が ひとりでに 動いて 尻が 振れ 安定 しないので、 右の ほうへ エル ロン (補助翼) の 操 
縦 輪 (桿) を 五 度く らい 切って 待っ てると、 ず一 っと 機体が 傾いて しまう。 

それを 今度、 一 五 度く らいで 止めょうと 思う と、 反対側に 四〇 度く らい 取っ ていないと 抑え 
られ ない のです。 その 間、 方向舵は ギャ ー ギャ ー と 動く、 とにかく 二人で 一生 懸ム叩 操作した 
が、 それでも まだ 安定 しないので、 これは もうだめ だと なって、 無理な 飛行は しないで 帰って 
きたので す」 

初飛行した 段階で 試作機に いろんな 問題が あるのは なにも YS11 に 限っ たこと ではない。 
たとえば 東條が 設計に 参加した 「零戦」 でも、 試作の あとの 飛行 試験のと き、 補助翼の フラッ 
夕 1 ( 共振) 麗が 起こっ て 機体が 空中分解して パィロットが 死亡した。 原因の 究明と 対策で 
大騒ぎした 時期が あった。 
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YS11 の 初飛行では、 下りて きた 二人の パイロットと 東條が 打ち合わせた とき、 「明日の 
飛行 試験は どうす るか」 となって、 方向 蛇の 流れが 非常に 強いので、 全面に ボル テックス •ジ 
エネ レー タ 1 ( 渦 発生 装置) を 付けて 飛ぶ ことにな った。 

翌日 飛んで みると、 ある 程度の 効果は あった。 しかし、 横 安定は 悪く、 エル ロンは まだ 悪い 
ままだった ため、 東條は 「この 件の 対策は 改めて 少し 考えよう」 といっ た。 

錐 もみ、 危機 I 髪 

根本的な 対策が まだ 打ち出されない まま、 東條は その後、 三菱に 帰って しまった のだった 0 
後は 島に 委ねられ たが、 これまで、 YS11 のよう な§ の 飛行機に ついては 経験がない だけ 
に、 問題の 的確な 把握が できず、 具体的な 対策を なかなか 打ち出す ことができなかった。 

島は 「ラダー が 重い、 舵は 利かない と 感覚的に いっても、 何 かやる には、 まず 計測して、 デ 
— 夕を とった 上で 検討し なければ 判断が できない し、 対策のう ちよう がない」 と パイロットに 
さまざまな 飛行 試験を 要求した。 あるときは エンジン 片 発で どこまで 絞って 昇れる か VMC 
(最小 操縦 速度) 飛行の まねごとを やれと なった。 

このため、 長 谷川は パイロットの 立場から 島に 反論し、 また 強く 迫った。 

「いつも、 まずは 計測して みなければ、 デ ー タを もっ てこい というのは わからん ことは ない 
が、 こんな 状態で 飛ぶ のは 非常に 危険なん です よ。 デー タに も 取れる ものと そうでない ものと 
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が ある。 これは 危なくて 取れない デ ー タなん だよ。 とにかく、 方向舵は 重くて 動かない の だか 
ら 。計算 だけで も かなりの 精度で 数字が 出て くるは ず だ」 

押し問答の 末、 とにかく やらなければ ことは 一歩 も 進まない として、 近 藤と 長 谷川は 危険を 
承知で とにかく 試みる ことにした。 

YS11 に 乗り込み、 右 エンジンを 停止して、 速度を 落しつつ 思い切って 補助翼を 左 いっぱ 
いまでもっ ていき、 さらに 減速し ようと 頑張つ ている と、 ム r 度は ワーッ と 反対側 にもつて いか 
れ 、操縦 不能と なって 機体が ひっくり返 った。 錐 もみに 入って、 機体は 一回転 半く らいして ね 
じられ て、 すさまじい 悲鳴を 上げた。 二人とも とつ さに 姿勢を 立て直す 操作を やって、 何とか 
取り戻し、 事故には 至らな かった ものの、 危機一髪であった。 

この 危険な 方向舵の テス トは 次の ような 耐空性 審査 要領の 規定に 基づいて いた。 

飛行機が 離陸し ようと するとき は 最大 出力と なつて いるので、 一つで も エンジンが 故障して 
停止す ると 非常に 危険で ある。 その 場合、 そのまま 真っ 直ぐに 飛び、 ソ ー ッと 不時着す るし か 
ない。 飛行場に 戻ろうと 操作す ると、 失速して 墜落す る 危険が ある。 

双発機で も、 片方が 停止す ると、 残された エンジンの 力で、 強く 回 頭 させられ るので、 この 
とき、 方向舵を 操作して 直進 させない と、 錐 もみ^ g に 入って 墜落して しまう の だ。 

飛行機を 傾ける という 対策 も あるが、 それを 離陸 直後に 行なう と 危険な ので、 耐空性 審査 要 
領 では、 機 # の 1@ き (バンク) は 五 度 以内と 規定され ている。 方向 蛇 だけで 飛行 コ ー スを 維持 
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する には 大きな 方向 蛇を 大きく 操作 (YS11 で 二 五 度) しなければ ならない。 だが、 力い っ 
ぱいに かけても 風圧が 強くて 必要な 角度が とれなくなる とまず いため、 このと きの 力は 八 ニキ 
ログ ラム 以下で ある ことと 決められ ている。 

スピ ー ドが 速く なれば 舵の 角度は 少なくても 大丈夫 だが、 それでは 長い 滑走路が 必要に な 
る。 YS11 は 一二 〇〇メ ー ト ルの 短い 滑走路で 離陸で きる ことを 特長と している ため、 強力 
な エンジンと 大 直径 プロペラを 採用し、 しかも 強力な フラップを 使って 低速で 飛び上がらねば 
ならない。 そのため、 安全に 飛び上がれる 最小 操縦 速度を 飛行 試験で 確認す る 必要が ある。 こ 
のよう な 特色を 持つ YS11 の あらゆる 条件が 設計を 難しく していた から、 「三 舵 問題」 は 起 
こるべく して 起こつ たとい つても よかつた。 

飛行機の 操縦は 舵 面 (方向舵) の 角度 (舵 角) を 変える ことで 姿勢を 変える ようにな ってい 
る。 片発 停止のと き、 飛行機は 停止した エンジンの 方へ 大きく 振れよう とする が、 それを 舵 面 
の 角度を 大きく 変える ことで 抑えようと すると、 操 蛇 力が 急激に 大きくな って、 パィロットが 
疲れて しまう。 

この 負担を 軽減し ようと、 蛇 面の 後ろに もう 一つ、 バランス タブと 呼ばれる 小さな 翼を つけ 
ている。 ^^|刖の航空機と同じ人力操縦システムを採用している ¥ 311は、 パィ ロッ トが 操縦 
桿を 引っ張る とともに 足の ペダルを 踏む と、 コン ト ロー ルケー ブルで つながった L 字形に なっ 
た 舵 面の 前部の 先端が 引っ張られ、 方向 蛇の 角度が 変わる。 それに 連動して バランス タブは 反 
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対 方向に 動く。 このと き、 バランス タブが 受ける 空気 流に よる 揚力に よって、 舵 面を 動かす 操 
作 力を 軽く する ほうに 働いて、 パィロットの 負担を 軽減す るので ある。 

島は 解説す る。 

「舵 面の ある 舵 角に 対して タブが 動く 角度の 割合を タブ 比と いうので すが、 この 比を 適当に 調 
整す る ことで、 適切な 操 蛇 力を 得られる ように ® 刖の 飛行機は やって いたのです。 YS11 も 
その 方式に 倣った のです。 

ところが、 舵 角に 対する 操舵 力の 関係は 必ずしも 一定では ない のです。 舵 角が 大きくなる に 
したがい、 二次 曲線 的に 急に 操舵 力が 大きくな ってく る 変な 性質が 出て きて、 どんなに 工夫し 
て 調整して やっても、 直らない のです。 小 舵で 適当になる ように 調整して おくと、 大 舵が 重く 
なり、 大 舵を 軽く すると 小 舵で フ ラフラになる。 あちらを 立てれば こちらが 立たず で、 大 舵と 
小 舵の 両方と も 同時に 適当に 調整す る ことができな かった のです」 

それば かり か、 操 蛇した あとの 機体が そのまま 横滑りして 舵の 流れが 舵 力に 影響を し、 下手 
をす ると ラダ ー の 振れ 過ぎに よっ て 操 蛇 不能になる ラダ ー ロックを 発生す る。 問題は 複雑で あ 

った。 

戦闘機の 製造とは 違う 世界 

それでは、 同じ 方式だった 1 刖の 飛行機は どうしていた のか。 
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「小型で ある 戦闘機な どは 別と して、 昔は 輸送機の ような 大きな 機体は 舵を 大きく とる という 
ことは 考えて いなかった」 という。 戦後の 民間 輸送機は 旅客の 安全を 考え、 片 発に なった とき 
でも、 それほど 大きな 力を 必要と せず、 しかも 機体が 大きく 傾かない 範囲で スム ーズに 姿勢 維 
持が できる ように 厳しく 規定して いるので ある。 

軍用 ばかりを 生産して きた 日本では 問題に されなかった ので ある。 とはいえ、 戦前で も、 大 
きな 飛行機は つくった ことがあり、 そのと きは やはり 操舵 力が 重くな っていた はずで ある。 

たとえば、 川 西 航空機が っくった YS11 より やや 大きい 海軍の 四 発 機、 二 式 飛行艇 (全幅 
三 八メー トル、 全長 二 六 •八 メート ル) が あり、 輸 研の 五 人の サム ラィの ひとりで ある 菊 原が 
主任 設計者と して 手がけ、 戦後、 欧米で も 高い 評価を 受けた。 

島は 戦中の 経験を 話す。 

「昭和 一八 年 ごろの 航空 f  ■には、 操 蛇 力の 調整には 舵 面の 翼 型を 修正して やった という 論 
文が ありました。 それに、 私が 学生だった 昭和 十五、 六 年 ごろ、 これに 関する 菊 原さん の 講演 
を 聞 いた ことがある のです。 

舵 面の 回転軸から 前方の 形状を いろいろ 変えて、 空 力 的な バランスを うまくと って やれば、 
蛇の 問題は 直る と、 菊 原さん が 一生懸命 説明して おられた のをよ く 覚えて います。 舵に 対して 
は いろんな 考え方が ありまし たが、 一つには、 そうした、 菊 原さん のよう な 考え方の 技術の 流 
れが あった のです。 
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でも、 軍用の 場合は 結局、 民間 機の 安全 規則み たいに 空中で エンジンを 停めて 舵を とっても 
機体の 傾きを 五 度 以内で 抑えなければ いけない というょ うな、 な 規定はなかった のです。 
ですから、 そういう ことを やろうと すると、 うまくいかない のです」 

二 式 飛行艇の 他に も、 海軍の 大型 双発機、 一式 陸上 攻撃 機 (全幅 二五メ ー トル、 全長 二〇メ 
1 トル)、 同じ 双発機の 九 六 式 陸上 _ 機 (全幅 二 五メー トル、 全長 一六 •四 五メ ー トル) など 
も あったが、 大きさ も 少し 違う し、 エンジンの パヮ ー も 違った。 YS11 は エンジン 停止 時の 
アンバランスが 大きかった。 ちなみに YS11 は 全幅 三 ニメー トル、 全長 二 六 •三 メ  —ト ルで 
あった。 

島は 苦労した 対策に ついて 説明す る。 

「タブ バランスの 調整 や 舵 面の 翼 型を 修正して、 そのつど 飛行 試験を 繰り返して みる ことを 数 
力 月間 続けました。 でも、 大舵 面に 対しては 適切な 対策には なりませんでした。 この 問題に つ 
いては、 風洞 試験での 誤差が 大きくて 確かめる ことは できな かっ またのです」 

困り抜いた 島 や 担当の 磯崎ら は、 一式 陸攻を 設計した 三菱の 本 庄季郎 を 訪ねて 意見を 求め 
た。 その 結果、 菊 原の 説、 の 説な どが あって、 一定 程度の S 効 性を もっている ことは わか 
つたが、 YS11 には 通用し ない こと も わかつ た。 

いずれに しろ、 戦中の 軍用機には、 戦後の 民間 機 安全 規則に ある 五 度 以内の 傾きで 止める こ 
ととす る 要求は ない。 YS11 の 「三 舵 問題」 は、 1 刖 •戦中の 日本の 航空 技術を 代表す る 菊 


一式 陸上 攻擊機 


原、 產 といっ だ 最高の 頭脳と 経験を もっ 
てしても 通用し ない、 日本の 技術の 限界で 
あった。 

人力 操縦 方式の 限界 

戦後の 航空機、 中で も ジャンボ ジェット 
機 B  7 4  7 輸送機 や ギヤ ラ クシ —C  5 など 

は、® 刖 とは 比べ ものに ならない ほど 巨大 
化している。 ¥ ^/}11のよぅな中型機でさ 
え、 補助翼 だけで も 畳  一 •八 枚 分 も あり、 
その 空気抵抗に 打ち勝って、 操縦桿に 連動 

している ケ^ — ブル、 リンク によって 人 
力で 動かす のは、 ちょぅど 自転車の ブレ ー 
キで 才^ ~ ト パィを 停めよぅ とする のと 似 
て、 相当の 力を 必要と する。 

機体が 大きく なれば 舵が 重くなる ことは 
当初から 予想され ていたが、 その 程度が 問 
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題だった。 東條は 人力 操縦を 採用した 理由を 述べる。 

「YS11 は 舵を 動かす のに 一番 で 信頼性 も 高い、 人力に よる 操縦 方式を 採用して、 動力 
は 全く 吏 ハませんでした。 でも、 重さが 二〇 トンを 超える ような YS11 くらいの 飛行機に な 
ると、 人力 操作では どうしても 力が いる。 しかし、 人力の 装置は システムが 簡単で 重量 も 軽い 
ので、 メリットは 大きい のです。 でも、 結局は、 バランス タブの 方式が 二〇 トンを 超える よう 
な 飛行機には 向かない ことが 飛行 試験で わかっ たという ことです」 

じっは、 東條が 戦時中に 設計した 陸軍の 四 式 重爆撃機 「飛 龍」 (キ 61 においても 似た よ 
うな 問題が 起こっ ていた。 昭和 一七 年 一一 一月に 初飛行した 「飛 龍」 は、 その あと 引き続いて 行 
なわれ た 社内 飛行 試験の 過程で、 安定性 や 操舵 関係に 問題が あった。 方向舵が 重く、 縦 安定性 
が 悪く、 尾部には 振動が 発生した。 この 対策と して、 翼 弦を 縮めて 修正し、 昇降舵の 断面 形状 
を 直し、 さらに、 フラッ タ— を 起こして いた タブの バランス ウェィトを 変える ことで 対策を と 
って 改善す る ことができた。 でも、 「飛 龍」 とは 飛行機の 大きさ も 狙い も 違う YS11 の 場合、 
そのと きの 経験は 通用し なかった。 

戦後 世代の 技術者 

Y S 1 1 では、 小規模の 改善に 加えて バランス タブのう まい 最適な 調整 点を なんとか 見つけ 
だせば、 操 蛇 力が 重い 問題は 解決す るだろう と 思っ ていたが、 ここにき て、 改めて ことの 重大 
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さに 気づいた のだった。 という ことは、 敗 1 i 刖の 技術に 求める のでは なく、 担当の 磯崎 や 日 根 
野ら 戦後 世代が なんらかの 方式を 考え出さなければ ならない ことを 意味して いた。 

FAA からは 「マー ジナル だ」 と 指摘され ており、 「重い 三 舵の 操作 力を 軽減す る なんらか 
の 新しい 方法を 取り入れなければ だめなん じ やない か」 となった。 空 力、 _ 、飛行 試験 関係 
を 担当す る 第二 班に 主翼の 第 四 班、 尾翼の 第五 班 も 加わって 協力し、 取り組ん でいた。 

対策 会議の 席上、 鳥 養が 提案した 0 

「確かに、 土 井さん のい う P2 V 方式 も あるが、 外国の 飛行機には スプリング タブと いうの が 
使われて いる」 

「パー キン ス •へ ィジの 空 力の 教科書に ダウン スプリング というの が ある。 これは 今回の 縦 安 
定の 問題に 有効 だと 思う ので 検討して みて はどう か」 

鳥 養の 専門は 構造であった が、 「三 蛇 問題」 のよう な 
r 空 力 や 性能に 関しても よく 知っていた。 だから、 いろ 
んな 提言を して くれた。 それまで 知らなかった ダウン ス 
プリング というの が 昇降舵に あるよ と 指摘した の も 鳥 養 
さんです」 と 日 根 野は 語る。 

早速、 磯崎が スプリング タブなる ものを 調査し、 具体 
的な 検討を する ことにな つた。 
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磯崎は 日 根 野と 同期で、 昭和 三 二 年に 東大 航空学 科の 戦後 第二 期 生 (九 人) の 一人と して 卒 
業し、 川 崎 航空機に 就職した。 川 崎を 選んだ 動機は 「三 学年のと き、 各 企業の 工場実習 をした 
が、 三菱は 先輩が ズラ ー といて、 お 偉い さんば かりだっ た。 富士 重工は サム ラィが 多かった。 
その 点、 川 崎は 先輩が あまり おらず、 何でも ものが いえて、 社内の 雰囲気 も アット ホー ム で、 
体質が 自分に もっとも 合って いると 思えた」 からだっ た。 

昭和三五年五月に、 土井に連れられ、 年上の園田寛治や二^<^らとともに輸研にきた。 最 
初の 仕事は 島の もとで、 新 明 和の! 元 博の 指導を 仰ぎながら、 安定 操縦 性 いわゆる 三 舵の 担 
当を 命じられた。 

三菱の 石山 俊、 兩 1 ? at lf 、 新 明 和の菅 原 治な ど 一〇人 ほどが 風洞 試験を 進める 一方で、 磯崎 
は 例の コン ベア 440 や フレンドシップ F27 などの 舵を、 雑誌 「フラィト」 や 『ジエ ーン年 
鑑』 などから 調べ、 それぞれ の#^ や 重量な どを 比較して 一覧表に し、 統計的に 割り出して、 
YS 11 の 舵の 寸法 や 形状を どのくらいに すれば 妥当 かを 計算して 決めて いった。 磯崎は 解説 
する。 

「YS11 は 陸 距離が 短い ので、 並 日 通の 飛行機と 比べて 離 発着の ころは どぅしても 低速で 
飛ぶ よぅになります。 このため、 舵の 面積を かなり 大きな ものに しないと 利かない のです。 問 
題は その 大きな 蛇を 人力 かそれ とも 機 力で 操作す るかです が、 最初から 人力で やる と 決めて い 
ました。 
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すると、 ほかの 機種な どと 比較す ると、 中型 機で も ある YS11 はかなり はずれた ところに 
あるので す。 それだけ、 特殊だった のです。 でも、 私は 舵の 設計は 教科書 通りに やって いきま 
した」 

先に も 述べた が、 問題は 変化させる 舵の 角度と それを 操作す ると きの 力との 関係だった。 こ 
の 両者が 「比例 関係で 直線 (線形) となって いる 範囲では 問題ない のです が、 舵の 角度が 大き 
くな ってく ると、. 操作す る 力の ほうが 一一 次 曲線 的な カー ブ (非線形) を 描いて 急に 立ち上がっ 
てきて 重くな ってく るので す。 

その 非線形と なる 部分の デ ー タが 全くなくて、 実 機では どのくらいの 大きな 力になる のかが 
わからなかったのです。風洞試験では出てきませんし、 N ACA(米国立航空諮問委員会)の 
レポー トな どから もやった のです が、 なかなか 統計的な ものがなくて、 わからない のです。 機 
体 全体につ いての デ ー タは ある 程度 あったので すが、 舵の 重さと なるとない のです 1 -〇 

I 刖の 経験は 先に 述べた とおりで あり、 また、 輸 研の 中で も 舵の 問題は ほとんど 誰も やって 
いなかった。 もちろん、 大学を 出て 間 もない 磯崎に とっても 初めての 舵 設計であった。 

手順と して、 まずは、 統計的に 舵の 形状を 決めて おいて、 その あと、 五分の 一の 垂直 尾翼な 
どの 部分 模型を 使って 風洞 試験を して 適正 かどう かを 確認して いった。 

「問題の 非線形の 部分を 線形 部分から どう 補正す るかが 全く わからず、 風洞 試験の デー タから 
実 機を どう 推定す るかが 一番の 悩みでした」 という 磯崎は、 ともかく、 推定に ょって 線形 部分 
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の 値を 補正して 出して バランス タブを 設計した。 そして 「風洞 試験では うまくい った。 だか 
ら 、実 機 もまた うまくい くと 思つ た」。 

ところが、 初飛行した あと、 パィロットから 「磯崎 君、 尻が フ ラフラす るぞ」 といわれて、 
第二 回目の 飛行のと きに 自ら も 乗って みた。 なるほど、 いわれた 通り、 問題だった。 このた 
め、 バランス タブの 比 や 大きさを 変えたり して、 いろいろと いじつ てみ たがう まくい かな かつ 
た 。 

八 力 月の 試行錯誤 

タブの リンク 比は 変更で きる ょうに あらかじめ いくつかの 部品を 手配して あった。 ところ 
が、 それだけでは 間に合わず、 しかたなく、 タブの 面積を 大きく したり、 小さく したりす る 試 
みを しなければ なら なくなった。 磯崎が 解析した 飛行 試験の 結果 や 風洞 試験の 結果を 図面に し 
たり、 強度 計算を 繰り返して のち、 工場と 折衝して、 ものを つくらせ るのは 鳥 養たち 東京 グル 
1 プの 仕事だった。 

こんな 時に 慌てる と、 舵 や タブを 取り付け ている 側の 強度が 不足す る ことにな って、 空中 分 
解な どの 大事 故を 起こし かねない。 堀 越 も 1 刖 、初めて 主任 設計者に なった 七 試 艦上 戦闘機の 
飛行 試験では、 改修した 方向 蛇を つけたと ころ、 垂直 尾翼 ごと 折れて しまい、 パィロットが パ 
ラシ ュ . — 卜で くも 悦出 するとい う 失態を 犯して いる。 
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対策が 急がれ、 S 足の 設計 室 もてん やわん やだった。 だから、 連絡 対* <j s I では、 定まらな 
い 対策の 方向を めぐって 喧嘩腰の 激しい 議論が 繰り広げられた。 鳥 養 ゃ 酷！ 5燃 蔚、： £抗|^6 ど 
が 工場の 現場 責任者に 図面の 内容を 説明して、 そのつど 協力を 頼んで いたが、 度重なる 変更で 
現場 も イラ イラして いた。 

日航 製の 関係者から 意見を 求められた ® 刖 からの 技術者た ちからは 「方向 蛇の 断面 形状が 問 
題 だ。 もっと 膨らませた ほうがいい」 「方向舵の 幅を もっと 細く して、 面積を 減らした ほうが 
いい」 などと、 さまざまな 意見が 寄せられた。 磯崎は 東條と 徹夜で 議論を して、 舵 面の 断面を 
膨らませる 改修を した。 

さらに、 ボル テッ クス •ジェネ レ ー タ—  (渦 発生 装置) を 取り付ける 対症療法 も 考え、 実行 
する ことと なった。 しかし、 数 種類の 舵 面を つくって 次々 に 風洞 試験を してみ たが、 どれもう 
まくい かなかった。 

そうこう している とき、 土 井が 一つの 例を 教えた。 

川 崎で ライセンス 生産を 始めて いた ロッキー ド 社の P2 V を 担当して いた 土 井が 「こんな や 
り 方で 舵の 操作を 軽く している ょ」 といっ てきた のだった。 

土 井は そのと きのこと を 話す。 「方向舵の 操舵 力が 重い というので、 P2 V 7 の 図面を 見た 
ら 、ちゃんと 対策が されて いた。 YS11 とほ ぼ 同じの、 このく らいの 大きさの 飛行機 (全幅 
三〇 •九 メート ル、 全長 二 七 •九 メー トル、 最大 重量 三 六 • 一九 トン) を 人力で やろうと する 
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と、 どうしても いると いう ことなんで すね」 

しかし、 P2V7 の 方式は スプリングを 使う のでは なく、 リンクと ヵムを 使って 小 舵と 大舵 
で タブの 働きを 変える 方式であった。 

早速、 磯崎は P2 V 7 の 実 機を 調べに 行った。 確かに、 舵は 軽くなる 方式 だが、 これを、 す 
でに でき 上がっ ている YS11 に 適用し ょうとす ると 難しく、 「それを やる のなら、 ス プリン 
グ タブの ほうがい いのでは ないか」 となり、 空 力の 本を 勉強して、 根本から 検討し 直す ことに 
なった。 

どっちに しても 「舵が ずば抜けて 大きい の だから、 何ら かの 方策を 考えない といけ なかった 
にもかかわらず、 ベテラン も 含めて、 何ら かの 新しい 方式の 必要性を 認識して いなかった とこ 
ろに 問題が ありました」 と 磯崎は 語る。 だから、 若い 技術者に 任せっ きりに していた の だっ 
た。 

こうした 数々 の 対策を 試みて いるう ち、 貴重な 八 力 月が またたくまに 過ぎ去っ ていた。 設計 
者たち は 手がかりを 求めて 外国の 文献 や 雑誌な どを 調査、 検討して いた。 

「地に 落ちた あひる」 

こうした いくつもの トラブルが 山積みと なり、 いつに なれば 解決の 見通しが 得られる のか、 
先行きの めどが 立たない まま、 YS11 のス ヶジュ ー ルが さらに 遅れる ことにな った。 これを 
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かぎつけた マスコミが 取り上げて 騒ぎ 出す ことにな ったので ある。 

昭和 三 七 年 夏の 初飛行、 さらに 一二 月の 披露 式が ともに マスコミで 華々 しく 取り上げられ、 
もてはやされた だけに、 その後の トラブル にょる 反動は^^ のニュ ー スを 提供す る ことにな っ 
た。 

週刊誌、 各 一般 新聞の 社会面では 「飛ばない YS11」 「欠陥 飛行機」 といった 大 見出しの 
批判、 記事な どが 入， り 乱れて さかんに 取り上げられ、 こきおろされた。 

ちょう どこの ころ、 阿川 弘 之の 人気 小説 『あひる 飛びなさい』 が 巷で 評判に なって いた。 小 
説は 航空 工学の を 父に もつ 若い 娘を 主人公と して おり、 YS11 を モデルに して 日本 初の 
民間 輸送機が 初飛行す る 場面 も 登場して いた。 本物と 重ね あわせて、 YS 11 人気を 大いに あ 
おって いただけに、 国民の アイドルは 一転して、 「地に 落ちた あひる」 とこけ にされ、 日本の 
技術の 未熟 さが ことさら 強調され ていた。 

ジャ ー ナ リズムで 取り上げられる だけなら まだし も、 事が 大きくな って、 やがては、 国会の 
決算 委員会で も 取り上げられる という 話が 伝わって きた。 これには、 通産省な どが 働き かけ、 
なんとか 取り下げて もらう 運びと なった。 

中で も 話題を 呼んだ のが 一九 六 四 年 六月 二 九日 号 「週刊 サン ケイ」 の トップ 記事 「待て ど暮 
ら せど、 なぜ 飛ばぬ 初の 国産 旅客機」 であった。 

「特別 調査」 と 銘打ち、 一〇ぺ ー ジ にわた る 各方 面の 関係者に インタビュー して 書かれた 特集 
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記事の 冒頭は 「戦後、 初の 国産 旅客機 Ys- 11 をつ くり はじめて 約 五 年。 いまだに 国民の ま 
えに その 雄姿を あらわさない。 一体、 Ys  - 11 は 飛ぶ のか、 飛ばない のか  〇 
『 Y S- 11 そのものが 時代遅れ だ』 といぅ 声 も 少なくない。 しかし 通産省 や 会社 側では、 

『用途に ょっては 需要は 十分 ある』 と なかなかの 強気。 はたして YS- 11 の 将来は - J と 

書かれて いる。 

この 記事には $ も 含まれて いた ものの、 そのころ ささやかれ、 噂され ていた YS11 に 対 
する 疑問 や 問題点が 見事な までに 書かれ、 指摘され ている。 それだけに、 技術 委員会 委員長 だ 
った 木村秀 政ら は、 これまでに もたび たび あった YS11 に対する 批判の ょぅには 無視は でき 
ず、 新聞 や 雑誌で 躍起に なって 反論した ものだった。 

日航 調査 役の 批判 

主な 批判の 内容は 次の 通りであった。 

「Ys  - 11 の 商品 価値への 疑問。 ジェット プロップ (プロペラ •ジェット または タ ー ボブ ロ 
ップ) 機 そのものが、 すでに 時代遅れ だ」 との 指摘で ある。 最初に 輸 研で 計画す る 際に も 出た 
古くて 新しい 批判 だが、 違って いるのは そのと きから すでに 七 年 近くが たち、 世界の 航空 界を 
取り巻く 情勢は 大きく 違っ てきて いた ことだった。 

ロー ヵル 空港な どの 一二 〇〇メ ー トルの 短い 滑走路で も 離 発着が できる ことを 最大の セ ー ル 
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ス ポィント とする YS11 の 持ち味が、 この間の 世界に おける 急激な ジ ヱッ ト 化の 進展で 失わ 
れつつ あると いうので ある。 この 点を 取り上げ、 日本航空 調査 役の^ I 1IIK M 縱が 「この 想定、 じ 
つに 甘かった」 とし、 続けて 厳しく 指摘した。 

「YS11 の 最初の 狙いは、 国内線 おょび 口— カル 線の 両方に あった。 ところが、 空の 需要は 
ゥ ナギ 登りに ふえて、 座席 も 九 〇〜 一〇〇 以上。 六〇人 乗りの YS11 では、 とうてい さばき 
切れない。 かと いって、 ロー カルでは、 一二 〇〇メ ートル 前後の 滑走路し かない 路線で、 常時 
六〇人 もの お 客が あるか どうか、 その あたりの 見通しを 完全に 誤った」 

香 川が YS11 の お得 意さん の 一つで ある 日航 調査 役で ある だけに、 日航 製と しても 穏やか 
ではなかった。 

日航は 昭和 三 八 年 七月に YS11 五 機の 発注 内示を していた が、 これは あくまで 内示で しか 
ない。現在では ¥ 311クラスならば価格が数十億円(この頃は四、五億円)もするが、ほか 
の 工業製品と 大きく 違って、 航空機の 発注 内示は あくまで 内示で しかな く、 きわめて 不確定な 
もので しかない 。ロッキ ー ド 事件な どで も 見られた が、 景気変動 や、 取り巻く 情勢、 別の メー 
カー から 新 機種が 出て きたりす るな どで、 いつでも ユーザ ー 側が キャンセル できる 生 格の もの 
でしかない からだ。 

それに、 全日空と 並んで 最大の お得 意さん である 東亜 航空、 日本国内 航空 (昭和 四 六 年 五月 
に 両者は 合併して 東亜 国内 航空と 改称、 その後 昭和 六 三年に 日本 エア システムと 改称) との 大 


74 


型 商談が ちよう ど大づ めに さしかかっ ている ときだった。 最悪と もい える 微妙な 時期での 週刊 
誌 記事で ある。 それだけに、 日航 製の 営業は ピリ ピリして いた。 

香 川は さらに 続けて 指摘す る。 

「今は、 お 客が、 機種を 選定して 乗る 時代に なって きた。 それが 証拠に、 日航が® 足— 札幌線 
にジ ヱッ ト 機を 入れた だけで、 全日空を 大きく 食った し、 全日空で も、 ピストン 機の DC3 か 
ら 、夕 1 ボ プロップの フレンド シップに 変えた とたん お 客が ふえた ではない か」 

全日空、 YS11 の 購入を 白紙に  .  ぉ 

この 指摘を 実証す るよう に、 全日空の 広報課 長 •山 本武 男は 数字を 挙げた 上で 強調した。 全 
日 空の 大阪— 岩 国— 小食 ラィンは 昭和 三 六 年 七月まで、 DC3 が 運航して いた。 この 七月の 
乗客 数は 一 〇五〇 人であった。 ところが、 翌 八月に フレンド シップに 切り替えた ところ、 一八 
〇〇 人に ふえた。 一挙に 二倍 近くと なった ので ある。 「これは、 明らかに 機種の 魅力で ある」 
とした。 

YS11 が もたつ いて、 いつにな ったら 完成す るの か 先行きの 見通しが 全く 得られない ばか 
りか、 技術的には 欠陥 機と 噂され ている。 そんな 状況 下に あって、 追討ち を かける ように 不利 
な 条件が 加わろうと していた。 

ジェット プロップ 機の 先を 行く 短距離 用の 純 ジェット機 BAC111、 カラベル、 フェ ロー 
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シップ F  2  8 などの ョ ー ロッパ 諸国の 新鋭 機が 日本に 殴り込みを かけ、 水面下では すでに 売り 
込みが 活発化し ていた。 

富士 重工 航空機 部の 安藤 英弥は Y  S 1 1 をつ くる 側の^! 日と して 将来を ^5 «< した。 

「もし 数 機で も、 YS- 11 と 同じ ルー トを 飛ぶ ものが 出る としたら、 どんな 事態が 起こる 
か。 (中略) 純ジヱ ット 機に お 客を とられて、 採算が とれなくなる のは、 過去の 事実が 証明し 
ている。 客が 好む となれば、 会社は いや 応 なしに、 滑走路を 延長しても、 純 ジェット機を つぎ 
込む」 というの である。 

安藤は さらに 述べる。 

「ジェット機は、 並の 飛行機よりも 座席が 二倍で、 スピ— ドが 二倍、 つまり 四 倍の 稼働率を 持 
つ。 その 時代に、 五 年 前の マィクロバスで、 どうして 満員 ラッシュの お 客を さばける のか」 

「YS- 11 は 経済 現象と しての 旅客 輸送を 理解して いなかっ たのでは ないか。 (中略) いく 
ら 、設計が 優秀で あっても、" 商品 計画" として 大きな 間違いを 起こした。 ちょう ど 戦艦 大和 
の 悲劇の ように、 いくら 艦と して 優秀で あっても、 あの 時点で 大艦 巨砲は 通用し なかった。 そ 
の タィミングを 誤つ たために、 戦闘機に やられて しまった ではない か」 

こうした 批判に 対し、 通産省 航空機 武器 課の 広野 信衛 課長 も 反論した。 

「日航は® だけを 飛ばして いるから 勝手な ことが 言える。 (中略) 確かに 長距離は、 ジ ェッ 
卜機 もい いだろう。 しかし、 中距離、 それ も ロー カル 線には、 まだまだ、 YS11 を 生か -r 道 
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が 十分に ある。 プロペラ機が 時代遅れ などと いうが、 アメリカの FA  A で すら、 DC3 の 代替 
機に、 二〇人 乗りの 飛行機を つくれと 勧告して いるでは ないか。 時代遅れの プロペラ機を、 こ 
れ から 開発し ようとす る 国 も ある くらいだ」 

開発の タィミング、 狙いが 時代遅れとの 指摘は ともかく、 全日空の 関係者は、 完成した 試作 
機には お客さんを 乗せる ための 行き届いた 配慮が なされて いない ことを 指摘して 「一口に いっ 
て、 旅客機と しての 条件が 満たされて いなかった」 とユー ザー の 立場から 具体的な 問題点を 
次々 と 挙げて 指摘した。 さらに、 一連の 「三 舵 問題」 などに も 言及して、 なぜ、 もっと 早く 開 
発で きないの かと 突っ込んで いる。 

これまで 全日空は YS11 の 購入を 予定して いたが、 開発の 遅れから 、代わって フレンド シ 
ップ F27 の 導入を 決め、 日航 製 関係者を 失望 させた。 全日空は 昭和 三 六 年 七月 一〇 日に F2 
7 を 就航 させた。 好評を もって 受け入れられ たので、 この あと も 増やし、 昭和 三 九 年 八月には 
二〇 機になる。 昭和 四〇年 三月には さらに 増えて 二 五 機になる というの である。 

全日空の 1st 本 M;i ぅ 「is 社長は 「わが 社と しては、 日航 製を 全面的に 応援す る 立場から、 当然 Y 
S11 を 入れる はずだった。 それが、 遅れた ため、 やむをえず 、フレンドシップに した」 と 説 
明す る。 

この 決定は 日航 製に とって 大きな ショックであった。 外国への 輸出を 五 〇機も 見込んで はい 
る ものの、 ほとんど 当てに できない のが 奎 日のと ころだった。 実際のと ころ、 ほとんど とらぬ 
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たぬきの 皮算用であった ため、 やはり、 当てに できる のは 通産省 や 運輸省の 行政指導 によっ 
て、 義理で 購入す る 国内 エアラインであった。 

その 最大の 顧客で ある 全日空が YS11 の 開発の 遅れを 理由に、 F27 を 今後 も 買い 続ける 
なら、 ただでさえ 少ない 受注 契約が その 分 だけ、 ますます 減る ことになる。 それば かり か、 政 
府が 力を入れ ている プロジェクト である にもかかわらず、 自国の 主要 エアラインが 購入し ない 
ような 飛行機は 信用を なくし、 外国に も 不信を 抱かせ、 買い控える こと も 十分に 予想され る。 

F27 はすで に 世界中で 飛んで いる 実績が ある。 これに 対して YS11 は ゼロで ある。 全日 
空 補給 部 調達 課長の 藤原亨 一は 厳しく 指摘した。 

「いくら 国策 だからと いっても、 ムス シボレ ーとト ヨぺッ トの 二 台が ぴたりと 前に 停まっ た 
ら 、お 客は どっちを 選ぶ だろう か」 

日本の 工業製品が 欧米から 安かろう 悪かろう といわれ、 アメリカに 輸出した トヨ ぺット クラ 
ゥンが すべて ハイゥェイで 故障し、 走らなかった 時代の 比喩であった。 

売り込みに 行った 日航 製の セー ルス マンは エアライン 関係者から こうい われた。 

「量産 機の 完成が いつになる か、 価格が 妥当で あるかと いった さまざまな 問題点 も あるが、 そ 
れ より 何より、 エアラインに とって 問題は 実績です。 とにかく 早く 飛んで みて ください。 YS 
11 は 世界の どこを 見渡しても、 一機 も 飛んで いない じ やないで すか。 売る ためには、 人が 納 
得する ように まずは 飛んで 証明して 見せる ことです」 
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日航 製の セ ー ルス マンは、 あまりに 当然の ことを 突きつ けられても、 それに 対して、 いつか 
ら 量産 機を 引き渡せ ますと、 はっきりした 見通しを 口にで きない ジレンマで 悔しかった ◦技術 
者たち は 批判を 甘んじて 受け、 ただ 黙々 として、 一日 も 早い 対策を 施す ことが すべての 問題を 
解消させる 鍵であった。 

泊まり込み 態勢で 

トラブル 対策で もっとも 忙しく 動き回る のは 空 力 担当の メンバー であった。 彼らは 昼間の 飛 
行 試験で デー タを 取り、 徹夜で 解析して、 翌日に 控えて いる 試験に 間に合わせる。 そんな やり 
方が 日常 化して いた。 

r 三 舵 問題」 で 悪戦苦闘 していた  一 $ ほどは、 日曜 出勤は もちろん のこと、 徹夜 も しばしば 
であっ た。 このと き、 体力に ものを いわせ、 もっ とも 頑張った 若手の 日 根 野、 磯崎は 当時を 振 
り 返りながら、 ともに 話した。 

「残業 時間は 二〇〇 時間から 二五〇 時間 近くに なりました。 日曜日は もちろん 出て、 休んだ の 
は 一年に 数日 じ やないで しょぅ か。 近くに あった 寮に 帰っても バタン、 キ ユウです。 これが メ 
1 カ ー にいた のでは 組合との 取り決めが あって 残業 時間が 制限され ていたので、 こんなに はで 
きなかった でしょぅ。 日航 製は 忙しい からと いっても、 簡単に 人間を 増やせる 態勢には なって 
いませんで したから」 
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信じられない ような、 ほとんど 眠る 時間 も 削る ような、 泊まり込み 同然の 態勢だった。 
初飛行の あと、 日航 製は 「三 蛇 問題」 といった 空力糧 だけでなく、 多くの 箇所で 問題を 抱 

えていた。 

システム 機能の 問題では、 エンジン、 プロペラ、 i  (脚) 装置、 ブ レ— キ 、操縦 系統、 計 
器 装置、 油圧 源 装置、 通信 •航法 装置、 電源 装置、 防 氷 装置、 消火 装置、 空気 調和 装置、 与圧 
装置、 客室 装置、 操縦席 装備、 照明 装置な どが あり、 それぞれの 担当 班が 調査し、 デー タを 取 
り、 対策に 大 わらわで 連日 走り回っ ていた。 

中で も、 大きな 問題の 一つに、 地上 走行 中に 操 向 不良を 起こす 不具合が あった。 地上 走行の 
とき、 乗客が 後ろの 座席の ほうに いて、 機体の 重心が 後ろに なると、 機首が 浮いて フ ラフラ 
し、 前輪の 方向を 変えても 方向転換が できなくなる ので ある。 さらには、 対策に もっとも 時間 
を 費やした 横 安定性の 問題が あった。 

これは、 「三 舵 問題」 とも 関連す るが、 離陸して 地上を 離れた とき、 エンジンを 最大 出力に 
して 機体を わざと 横滑り させてから パィロットが 操縦桿を 放しても、 自然に 元の 安定した 状態 
に 戻らなければ ならない とする 安全 上の 規定を 満足 しないの である。 

この 規定の 意図す ると ころは、 エンジンの 片方が 故障した ような ときで も、 機体が 安定した 
状態を 保てる ような 性質を もった 飛行機に 設計され ている かどう かを 確認す るた めで ある。 F 
AA が 飛行 試験を したと きも 「改善の 余地 あり」 と 指摘され ていた。 
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手 さぐりの 風洞 試験 

この間、 「三 舵 問題」 も 含めて、 トラブルに 手を 焼く 若い 技術者た ちの 姿を 見 かねた 日航 製 
の 審議 室長 杉 本修が 「飛行機の 診断を 部外の 経験者に 求めき たんの ない 意見を ききたい と 思 
い」 (『わが 空への 歩み』)、 海軍 時代の 後輩で、 空 力の 専門家で ある 山 名 正 夫 東大 名誉教授を 招 
いて 意見を 聞いた。 この 後、 小 枚で 試作機に 乗っても らい、 実際に 操縦して もらって 鑑定を し 

て もらつ た。 

その 結果 「フラップを 一杯 出して エンジンを フ ー ル かけた 場合の 横 安定が 不良で むしろ 危険 
である。 これは 至急 改 #1 する 必要が ある」 (前掲 書) と 指摘され た。 

山 名は 元 海軍 技術 少佐で、 航空 技術 廠の 飛行機 部に 長く 勤務し、 艦上 爆撃機 「彗星」 や 陸上 

〕」 などの#^、 空 力な どの 設計を した ことで 知られて いた。 

YS11 の 主翼は 水平に 対して 胴の つけ 根から やや 角度を つけて 上に 反らせて いる。 この 上 
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反 角と 呼ばれる 角度が 四 度 一九 分し かなく、 少ないた めに 起こる 不具合で ある ことが、 風洞 試 
験の 結果から も わかった。 上 反 角の 四 度 一九 分は 基礎 設計した 輸 研が 決めた ものだった。 もち 
ろん、 日航 製に 引き継がれる とき、 空 力 種から して 適正 かどぅ かは 新 三菱の 吉 高成義 、水 谷 
光雄 部長 付ら が チェックして 確認した。 

このと き、 彼らは、 「ほかの 飛行 璣 と比べて、 上 反 角が ちょつ と 小さ いんじ やない か」 とい 
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う疑問も抱いた。しかし、 ¥ 811がもっとも参考にした中の一つ、ビッカ^  — ス •バィ カウン 
卜は 上 反 角が 少なく、 やはり 四 度 程度だった。 

輸 研の 設計 担当者の 考え方と して 「人が 乗る 旅客機な どの 場合は、 横風の 突風を 受けた とき 
に、 上 反 角が 少ない ほうがむ しろ、 機体の ゆれが 少なくて 乗り心地 がいいと いう ことで、 あえ 
て 小さめ に 選んだ」 とする 説明を 受け、 航空学 会 誌に もそう した 論文が 出て いた。 

それでは、 実際の 飛行 fi 態を シミ ュ レー トした 風洞 試験の 結果は どうだった のか、 誰し もが 
抱く 疑問であった。 日航 製の 審議 室長で ある 杉本修 はた まりかね 「横 安定の 不良は、 当然、 基 
本 設計の 段階に おいて わかる はず」 と 思い、 輸 研の 当時、 空 力の 責任者であった 新 明 和の 徳田 
晃一 にこの 間の 事情を 尋ねた。 

すると 徳田 はこう 答えた。 

「協会 (輸 研) 当時、 全 機の 風洞 試験は プロペラを 回さない S 態で 試験した ので、 横 安定を 的 
確に 測定で きなかった。 日航 製に なって からは プロペラを 回して 全 機 風洞 試験を 行なっ たが、 
そのと きは 横 安定は 多少 劣る が 旅客機は 余り 横 安定が 強す ぎる とぐら ぐらす る 傾向が あり 乗客 
に 不快を 与える ので、 横 安定は 多少 弱い 方が ょいと 考えた。 しかも 設計が 大分 進んで いたの 
で、 構造を 変更す る 余裕が なかっ たので そのまま とした」 (前掲 書) 

この 説明を 聞き、 杉 本は ある 程度の 事情が 飲み込め たが、 何一つ 問題の 解決には なって いな 
かった。 ただ、 日航 製の 手際の 悪さ、 旅客機に 対する 経験の 浅 さを 知らされる のみであった。 
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島は 説明す る。 

「普通の 風洞 試験の 結果から いうと、 機体は もとに 戻る こ 
とに なって いるので すが、 プロペラの 影響が 思って いたよ 
り も かなり 大きかった のです」 

YS11 は 短い 滑走路で も 離着陸で きる §を もたせる 
§ ために、 直径 四 •四 ニメ ー トルの 大きな プロペラを つけて 
M いた。 ところが 、フラップを 下げる と、 プロペラの 影響が 
予想した よりも 大きく 出て、 安定性が 悪くなる ので あっ 
た。 

「そんな ことが 風洞 試験で わからない ようでは、 何のた め 
の 試験な の だ」 との 疑問が 出ても 当然であった。 

じつは、 航 技研で 行なった 最初の 風洞 試験は、 プロペラ 
のない 状態の YS11 の 模型を 細い 鋼鉄の ピアノ 線で 吊るして 行なう 方式だった。 

この 方法は、 ピアノ 線が 細い ので、 前方から 速い スピ ー ドで 送り込まれる 風の 影響は 少なく 
てす むが、 ガッ チリと 固定で きないた め、 不安定で 正確な デ— 夕が 取りに くい。 

このため、 今度は 三菱の 大江 工場に ある 風洞に 移し、 模型の 支持 方法を 変える ことにした。 
流線形を した 断面の ストラット (支柱) を 床に 立て、 その 先に 模型を 固定す る やり方で 横風 試 
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験を やった。 すると、 今度は ストラッ トの 後ろの 空気の 流れが 影響を 受けて 乱流に なって しま 
うため、 プロペラを 回した ときに、 これ また 実際と 条件が 違っ てきて、 正確に 把握で きない。 
しかし、 上 反 角が 四 度 一九 分の 模型を 使った 航 技研 おょび 三菱での 風洞 試験の 結果は、 両方と 
も たまたま 良好だった ので ある。 

これと 口 わせて、 ょり 精確を 期す るた め、 YS11 の 模型に 小さな プロペラを 取りつ けて 回 
すため に、 実際とは 逆 側 (プロペラの 前 側) から モータ 1 で 回して やる ことにな っていた。 こ 
れ もなかな か 難しくて うまくいかな かった。 

島が 部長を 弓き 継いで からは、 エンジン 位置に 小さな モ ー タ ー を 取りつ けて プロ ぺ ラを 回し 
て やる 方法で やっと なんとか デ ー タが 取れた。 そんな こんなで、 結果が 出る のが 遅くな ってし 
まった のだった。 

ところが、 飛行 試験を やって みると、 風洞 試験の 結果とは 一致して いなかった。 特に、 プロ 
ペラ 推力が 大きい 場合、 著しく 不安定な 傾向が 出て いた。 

スペシャリスト 軽視 

パィロットの 長 谷川 栄 三は 志 i に 指摘す る。 

「少し 強い 横風を 受けた ときの 復元力な どと なると、 どうやっ て やれば いいの かが わからない 
というの が 正直な ところです。 これらの 風洞 試験は 大学を 出て まもない 若い 技術者が 担当した 
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せい もあります。 彼らは 飛行機に 乗っ たこと もない のです。 ですから、 操縦 安定性が どうの こ 
うのい つても ょく わからん のです。 かとい って、 上司に 当たる 課長 クラス もどう やつて いい か 
わからなかった のです。 だから 若い のに やらせた のです が、 そこが 問題です」 

そんな ことを 繰り返して いるう ちに、 アメリヵから 文献が 届いた。 長 谷川は 続けて 説明す 
る 0 

「ストラット タィプの 風洞と いうのは、 横風のと きには、 模型を 逆さまに して、 上から 固定し 
て やらなければ ならない し、 プロペラ も 回して やらない といけ ない という ことが わかつ たので 

す」  こ 

この 方法が わかっ て、 急遽 担当の 水野洋 、竹 田 愛郎が 改めて 試験を する ことにな った。 

すると、 精確な デ ー タが 取れて、 横風に 対して 復元し ない ことが わかった。 実 機の 飛行 試験 

の 結果と も ほぼ 一致して いた。 「もう 少し 早く この デ ー タが 取れて いたなら、 問題が 起こらな 

いょうに 設計して いたのに」 と 悔やんでも、 時す でに 遅し である。 

こうした 経過を 踏まえつつ、 長 谷川は さらに 問題点を 指摘した。 

「こうした 風洞 試験を みんな 若い やつに 任せた。 こんな 泥臭い 実験は 大 設計者の やる 仕事 じ ゃ 

ない、 というの が、 日本の 風潮な のです。 荷重 試験、 疲労 試験 もそう です。 みんな 大学 出た ば 

かりの 若い のに 任せた のです。 

上の 人間は、 空 力 や 構造なん かにい っち ゃう。 将来の ことを 考えて、 そんな ものは 大学を 出 
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た 若い のに 任せろ といって。 それは とんでもない 間違いです。 でも、 この 風潮は 今 も ありま 
す」 

確かに 日本では そうで も、 スペシャリスト である ことを 誇りと する アメリカでは 違っ てい 
た。 長 谷川は ボー ィング 社の 例を 出して 説明す る。 

「向こうに いくと、 カリフ ォル ニア 大学 や MIT  (マサ チユ ー セッツェ 科 大学) の 航空を 三〇 
年 前に 出た と セっ ような 大 ベテランの 風洞 専門の 工学博士が 出て きて、 会社から いわれなくて 
も、 自分たち の 研究と して、 小さな 模型を つくっ たりして、 数十 年に わたっ て 研究を 継続して 
いるので す。 だから、 新しく 飛行機の 開発を やる となると、 改めて 試験を やらなくても、 それ 
に 該当する 基礎 デ ー タが ある 程度す でに 揃っ ている のです。 こうした 蓄積の 豊富 さが、 日本と 
大いに 違う ところです」 

しかし、 島は 述べて いる。 

「若手 じ ゃなくて、 たとえば 五 人の サム ラィが やって いれば 問題な くで きた かと いえば それは 
疑問で しよう。 輸研 時代に、 大 ベテランの 菊 原さん や 木 村 先生たち が やろうと した プロペラを 
つけての 風洞 試験 も 結局は 遅れて できなかった。 もっと 早く やって おれば、 こんな 問題 も 起き 
なかった のに、 彼ら もで きなかった のです から。 でも、 現在の 航空機 メ ー カー くらいの 力と 経 
験が あれば 十分で きたで しょうが」 
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「デ ー タの 解析 や 技術的 判断は もっとも 若い 私 や 磯崎 君が やった。 島さん や東條 さんに して 
も、 民間の 大型機の 経験は 持ち合わせて いない。 だから、 結局、 担当した のは 入社して 数年し 
かたって いない われわれだった のです」 

園 田は 当時の 風洞 試験を 振り返っ てこう 述べて いる。 

「今から 比べれば、 当時は まともな 風洞はなかった ので、 いろんな 制限が あって、 まともな 試 
験を やって いない。 それに、 1 刖の 飛行機は 試作機が 飛んで みないと わからない。 だいたいが 
そういう もの だとい う 認識 も あったので しょう。 八 r だっ たら、 こんな ことは 絶対にない でしょ 
う。 パィロットが 飛ぶ： j 刖に 、シ ミュレー タ 1 で やって みて かなりの 程度は わかります から」 

島 も 語っ ている。  丨 

「YS11 の セ ー ルス ポィント として、 STOL  (短距離 離着陸) 的な S を 目指して いたの 
だから、 低速 時の 安定には プロペラ 推力の 影響が ありぇた の だから、 は 早い 段階で 風洞 試 
験で 確認して おくべき だった のです。 でも、 これは、 基礎 設計は 輸 研で、 プロジェクトの 実行 
部隊は 日航 製と、 別の 組織で やった ことに 一つの 問題が あったと いえる かもしれ ません」 

すべてが うまくいかない 

風洞 試験が 遅れた ことは ひとまず 置く として、 ともかく、 安定性を 増す ための 対策は 急がれ 

ていた。 
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審議 室長の 杉 本は、 補助翼のと きも、 日航 製に 対して 「他の 航空機に 比較して 面積が 足りな 
いので、 補助翼の 面積を 増大す るよう に」 と 何度か 申し入れを していた が 聞き入れられず、 こ 
の 時 もまた 「横 安定の 問題で も、 横 安定の 改善には 上 反 角を 増大す る ことが A® であり、 早く 
これに ふみ 切る ように」 と 再三に わたり 申し入れを したが、 島ら は 「改善には 半年 も かかる」 
として 採用は しな かった。 

杉 本から すれば 島ら は 「®i 心な 手段を ろうして いる」 (『わが 空への 歩み』) と 映った。 

島ら の 考えでは、 すでにつ くられて しまって いる 主翼の 上 反 角を さらに 大きく しようと すれ 
ば、 大幅な 変更になる ため、 一から 設計 もやり 直しになる。 

日程 会議のと き、 日航 製の 営業 担当 役員は 「今から 設計変更して、 主翼を つくり 直す のでは 
一年 近くは ス ヶジュ ー ルが 遅れて しまう。 ただでさえ YS11 は 遅れて いて、 販売 面で 苦しい 
のに、 この 上さら に 遅れる ようでは 商売に ならん」 との 強い 反対意見が 出されて いた。 

そうい われて、 島ら は 別の 対策を いくつか 検討して 試みた が、 すべてう まくい かなかった。 
しかたなく、 主翼の 翼 端 部を 三〇 度の 急 角度に 折り ® ける 変更を すれば、 横 安定性が 増す とし 
て、 この 対策 案を 試みる ことにな った。 すでにで きている 主翼の わずかな 変更 だけです むから 
だった。 

「実際に、 実用になる かどう かは 別と して、 よくなる のか どうかを、 とにかく  | 度 やって、 確 
かめて みよう じ ゃない か」 となった。 なにしろ、 それ 以外に てっと り 早い 方策が 浮かばな かっ 
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たから だ。 

しかし、 これには 全日空から クレ ー ムが ついた。 ユ ー ザ ー 側が 協力す る 形で 日航 製に 派遣 さ 
れ てきて いた 全日空の® 井 裕は エアラィンの 立場から 「世界の どこに も 飛んで いないよ うな そ 
ん なへんて こな 飛行機を つくられ たんじ や、 とんでもない。 全日空の 営業と しては 困る」 と 強 
硬に 反対した。 

今で こそ、 小型 機には 抵抗を 少なく する ための 目的から、 こうした ウィング レッ ト (翼 端 小 
翼) を もつ 飛行機が 登場して きている が、 当時は、 世界の どこを 見渡しても、 翼 端に うちわが 
ついた ような 大型 •中型 飛行機は 見当たらな かった。 

主翼 担当の 川 崎 航空機では、 ちよう どうち わの ような 形を した 翼 端 部の 製作を 進めて いた。 
また、 別の 対策と して、 それまで ゼロ 度だった フラップの 角度を 常に 五 度 ほど 降ろした 状態で 
飛ぶ こと も 考えられた。 これ また 邪道で あった。 

杉 本は ジレンマを 感じて いた。 

「YS  - 11 の 改善 対策は 会社の 総力を 挙げて 取り組む 性質の もので あり、 対外 ゼス チャ ー と 
しても、 この 際、 社長を 委員長と する 改善 対策 委員会を 会社 内に 設ける よう 私は 強く 進言した 
がつ いに 容 れられ ず、 常務 組織の 中で 改善 方策が 進められた。 その 成果は 何れも 片手間で 行な 
われる ので、 重点 的 促進が 行なわれない うらみが あった」 (前掲 書) 
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ベテランの 視点 

ところで、 上 反 角の 変更を めぐって 日航 製が すったもんだ していた 昭和 三 八 年 四月、 土 井は 
アメリカに 飛んで いた。 昭和 四 二 年」 I 九 六 七 年) 三月から 海上自衛隊 向けと して 川 崎 航空機 
で 生産す る ことが 決定した 対 潜 哨戒機 P2J  (P2V を 改造した 機) の ラィセンス 先で ある 口 
ッキー ド 社と 技術 上の 問題を 打ち合わせる ためであった。 

アメリカに 三 力 月 滞在した 土 井には その 間に、 感激 的な ことがあ った。 大正 一四 年 (一九二 
五 年) から 昭和 八 年 (一九 三 三年) までの 約 九 年に わたり、 川 崎の 土 井ら 若い 技術者た ちを 教 
育、 指導した フォ 1 クト 博士と 三〇 年ぶりに 再会した のだった。 

このと き、 五八 歳で あった 土 井が 「ただ 一人の 教師」 と 仰ぐ フォ ーク トは 六 八 歳で あった。 
「今日 あるのは フォ ークト 博士の おかげ」 と 常に 口にする 土 井 だが、 戦後の 博士の 詳しい 消息 
を 知る ことは なかっ た。 

ただ、 終戦後、 まもなくして 働いた ドィッ人が 経営す る 神 戸の 工場で 手に した アメリカの 航 
空 雑誌で、 フ ォーク トが 米軍に 招かれ、 渡米した との 記事を 目に していた。 そのこと を 思い出 
していた 土 井は、 それから 十数 年た った 戦後 初めての この 渡米のと き、 もし やと 思って ア メリ 
力 航空学 会 誌 (AIAA) を 調べて 見た。 すると、 フォ ー ク トが サンタ バ ー バラに 住んで いる 
ことが わかっ た。 

早速、 土 井は 電話を した。 すると、 「カワサキの ドィ サン」 と f* かしい 日本語の 返事が 返っ 
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てきた。 

こうして 二人は 三 〇 年ぶりに 再会した のだった。 

二人の 主な 会話は、 フォ ー ク トが ドイツに 帰国して からの ことに 終始した。 

ドイツに 帰国して 活躍した フォ ー ク トは、 敗戦 後、 アメリカに 招聘され、 米空軍の 技術 顧問 
となった。 九 年 ほど 働いた 後、 今度は ボ ー イング 社の 要請で、 同社に 籍を 置く ことと なった 
が、 七 年後、 七 二 歳で 退社した。 そして、 故国 ドイツの 生まれ故郷 シュヮ ー ビッ シヱ •グミ ュ 
ント では、 フォ ー クトの 多彩な 活動と 業績を たたえて、 街の 通りの 一つを フォ ー クト 通りと 名 
づけた。 

すでに 九〇 歳を 超えた 土 井 だが、 インタビュ ー に 答える 際 も、 フォ ークト について 語る とき 
は 弟子と してで あり、 •=- 口 葉は いつも 尊敬に 満ちて いるの が 印象的であった。 

昭和 三 八 年 六月 末、 そんな 三〇 年ぶりの 再会に 気分を よくして、 土 井は 日本に 帰って きた。 
七月の 早々、 川 崎 岐阜 工場に 出社した 土 井が 現場を 回った ときの ことだった。 見慣れな いうち 
わの ような 翼 端 部を 製作して いるのを 見つけ、 YS11 担当者に 訊いて みた。 

「あのうち わの ような ものは 一体 何 かね」 

「片発 離陸の 際の 横 安定を 改善す るた めに 取りつ ける のです …… 」 

説明を 聞いた 土 井は 「横 安定させる ためとは いえ、 輸送機に こんな ものつ けたんで はしよう 
がない」 と あきれ 返っ てし まった。 と 同時に、 反射的に 思い浮かぶ ことがあ った。 
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三〇年 近く 前の 昭和 九 年 一月の ことだった。 土 井が 設計し、 完成した ばかりの 陸軍の 試作 
機、 低翼 単葉の キ 5 戦闘機の 飛行 試験で、 低速 時の 横 安定が 問題で あると 指摘され た。 YS1 
1 とちよぅ ど 同じ 問題で あった。 対策と しては、 主翼を 上に そらせれば 横 安定性が よくなる こ 
とは わかった。 そこで、 「姑息な 手段だった が、 主翼の 取りつ け 部分に ク サビを 入れて、 上 反 
角を 増やして やった のです。 十分ではなかった が、 少しは 改善され た」 

そんな 経験が 土 井には あった。 キ 5 のとき と 同様、 YS11 もす でに 試作機が できて しまっ 
ている。 

「私は 翼 組みを やって ましたが、 主翼を 胴体に 取りつ ける ときに ボルトで 締めつ けて いた。 そ 

こに 上が ニ ミリ、 下が 二〇 ミリ 厚さの ク サビ 
を 入れて やれば いいだけ なので、 じつに 簡単 
なのです。 わざわざ、 主翼を つくり 直す 必要 
薩 なんかなぃ のです」 

下  このと き、 ボルトで 締めつ ける 部分の 厚さ 
pp> が、 これまでよりも ク サビの 分 だけ 厚くなる 
ので、 ボルトの 長さが 足りる か、 軽量 化を 常 
に 考えて いる 航空機では、 すべての 面で ギリ 
ギリの 設計が して あるので、 その 分の 余裕が 
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あるか どうかが 問題だった。 

もし、 この 変更で 問題なければ、 主翼の 上 反 角は 四 •一九 度から 六 •一九 度に 変更で きる。 
しかし、 新たな 問題が あった。 脚と エンジン、 プロペラは 主翼に 取りつ けて いるので、 これら 
もと もに 二度 分 傾いて しまう ことになる。 

「脚が 二度 傾く と、 斜めからの 力が かかる ので、 脚の 支柱が 強度 的に 弱くなる し、 双 車輪 (夕 
イヤが 二列 横に 並んで いる) の 内側の タイヤ だけが 先に 接地して、 しかも 強い 力が かかる ため 
に片 当たりに なって、 減りが 大きくなる ではない か。 第一、 パンクす る 危険 すら ある。 そんな 
変更は 危なくて とてもで きない」 との 強い 疑問が 日航 製の 設計者た ちから 出された。 

脚の 計算を して、 強度 的には 問題ない ことが わかっ たが、 タイヤの 片 減りは 問題だった。 こ 
れ について は 「外側の タイヤの 内圧を 内側の ものより 高く してわず かに 大きく 膨らませて、 両 
者が 荷重を できるだけ 均等に 受ける ように 変更す れば 問題は 解決す る」 と 土 井が 提案した。 

この 案に も、 やはり 若い 設計者た ちが 「そんな ごまかしみたい なやり 方で 本当にい いの か」 
と 不信を 露に した。 

若い 技術者の 重なる 不信 感 

この 上 反 角の 問題と 合わせて、 先に も 述べた ように、 乗客が 後ろの 方に 乗り、 重心 位置が 後 
ろに 少し ずれて、 エンジン 全開で 離陸し ようと するとき、 首 (前) 車輪が 浮き上がって 機体の 
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直進 性を 保つ のが 難しくなる という 問題 も あった。 

この 問題に 対して、 日航 製は 重心 位置を 前に 移動させる ため、 主翼に 対して 前方の 胴体 部分 
一〇〇 ミリ 長く し、 反対に 後方の 胴体を 二〇〇 ミリ 短く する 案を 実行に 移そうと 、すでに! g 
具の 改修に 取り かかって いた。 

この 改修 案を 聞いた 土 井は、 やはり、 戦中の 昭和 一八 年に 設計を 始めた 陸軍の 四 発 大型 爆撃 
機キ 91 を 思い出し ていた。 アメリカ 本土を 爆撃し ょうとの 計画で 始まった キ 91 は、 YS1 
1 と 同じく 首 •車輪 式を 採用して いたが、 その 位置を どこに すれば もっとも 適切で あるかを 土并 
はさん ざん 実験して いたから だった。 

当時、 陸軍が フィ リピンで 捕獲した アメリカの ダグラス A 2 〇 A ハ ボックス 双発 攻撃 機が や 
はり 首 車輪 方式であった。 これを 川 崎が 借り受け、 首 車輪 式 航空機に おいて、 機体の 重心と 主 
車輪の 位置との 関係が 離陸の® HE にどの ょうな 影響を及ぼす のかを 詳しく 調査した。 

機体の 重心 位置を 変える ため、 二人の 工員を 胴体 内で 前へ、 後ろへ と 移動 させ、 ある 場合に 
は、 最後 部の もっとも 狭くな った 位置で 二人に 折り重な って 腹 ばいに なって もらっ たこと も あ 
った。 そんな 試験の 数々 から 得た 結論は、 機体の 重心 位置が 主 車輪に 対して 前方 過ぎる と、 離 
陸 滑走 中に 機首を 上げる のに 時間が かかり、 滑走 距離が 長く なって しまう。 それでは と 重心 位 
置を 後ろに ずらして 主 車輪に 近づける と、 首 車輪に 加わる 荷重が 減る ため、 滑走 中に 首 車輪が 
浮き上が って 滑走 中に おける 機体の 直進 性が 難しくなる ことな どが わかった。 
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滑走 中とは 違って 飛行 中の 重心 位置は 主翼との 位置で 決まる ので、 検討すべき 問題は 主翼と 
主 車輪の 位置 関係な ので ある。 

こうした 豊富な 経験から、 土 井は 「YS11 では 主翼の 主 脚 取りつ け 位置は そのまま としな 
がら も、 主 脚を 後方に 斜めに 傾けた 愁悲で 取 付け、 主 車輪の タィヤ 接地 位置を 主翼に 対して 一 
〇〇 ミリ (主翼 平均 翼 弦の 三 パ ー セント) 後退させる 案を 考えた」 ので ある。 

この 案の メリットは、 「主 脚 引上げ 機構に おける 油圧 プラン ジャ ー ポンプの スト ロ ー クの増 
加 および 同 斜め 支柱を 取り替える だけの きわめて 容易な 改修」 です むこと だった。 

土 井の 提案に 比べて、 日航 製の 若い 技術者た ちが 考え出した 案は、 大物で ある 胴体を 長く し 
たり 短く したりす るので、 かなり 大きな 改修になる 欠点が あった。 

ところで、 このと き、 すでに 東條は 日航 製には おらず、 三菱に 帰っ ていたた め、 土 井は こう 
した 改善 策を 島ら に 直^® 案す るので はなく、 室長で ある 年配の 杉 本修に 図面を 広げな が 
ら 説明した。 

「上 反 角の 改造に 半年 も かかる というが、 _ 分の 案に よれば 一力 月 半の 工事です む」 

「これは よい 案 だ。 これなら 半年 も かからなくて すむ」 と 杉 本は 大乗り 気であった。 

杉 本は 輸研 時代から 中型 輸送機の 旗振り 役で あり、 航空機 産業の 再生の ためには YS11 が 
不可欠で あると、 事 ある ごとに 訴えて きた。 予算 取りでは 赤 沢璋 一な どと ともに 政 財界人に 説 
ハて 回り、 対外 的な ® まわし もやって きた。 それだけに、 面子 も あって、 若い 技術者た ちの や 
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り 方が 歯痒くて 仕方がなかった。 杉 本は 述べて いる。 

「改造 対策が 思うよう に 行かない ので 私は 焦燥の あまり 健康を 害して 約 I 力 月 ほど 会社を 木ん 
だ。 (中略) なおまた この 改造 対策で 感じた ことは、 改造 工事が 手っ取り早く 行かない ことで 
ある。 

私は 1 刖 海軍 航空に 在って、 数十 機の 試作機を 手がけて 来た。 g れも 理論で 解決し ようと 考 

える。 それ もよ いこと であるが、 飛行機の 舵の 作動な どは 実に デリ ケ ー トな もので、 経験が も 

のを 言う 場合が 多々 ある ことを 銘記すべき である。 また われわれが 海軍で 試篇を 手がけた 頃 

は、 その 日 飛んで 具合が 悪い と、 その 日の 夜のう ちには 対策を 講じて 明日には 飛ぶ という こと 

が 通例であった。 ム r 度の 場合で も、 山 名 教授 も 改造 対策が 遅い ので 嘆いて いた」 (『わが 空への 

歩み』) 

のちに 東條 は、 若い 技術者た ちを 弁護す るよう に 杉 本に 反論して いる。 

「日航 製の 若い 連中は、 杉 本さん のい うことは 聞かんで しょう。 杉 本さん は 顧問です から、 私 
が 日航 製に いると きも、 いちいち 報告に いった 覚えなん か 何もない。 

ですから、 設計の 細かい 事情なん て ご存じない はずで、 問題が 起きた から、 突然 ヒョ コ ヒョ 
コ出 てきて 設計に ああしろ、 こうしろ とい っても、 それは、 若い 連中は 聞かんで しょう。 確か 
に 1 刖 とは 少し やり方 も 違う でしょう が、 小牧の 飛行場には りついて 現場は よくやって くれ ま 
したし、 協力して くれました I 
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東條 設計 部長の 復帰 

ともあれ、 横 安定性に ついては 「主翼の 継ぎ目に ク サビを 入れる こと、 重心 位置の 移動す る 
の もわず かな 変更 だけで 問題は 解決す る」 との 土 井の 提案は、 考え あぐね、 対策に 苦労して き 
た 島 や 得 能、 佃たち からみれば、 あまりに 簡単す ぎる ように 映った。 

経験がない だけに、 重大 事と 受け止め、 大 々的な 改修が 必要 だと 思い込ん でいた。 だから、 
土 井の 提案には 疑心暗鬼で、 そのまま 鵜呑みには できなかった。 というよりも、 正直な とこ 
ろ、 土 井の 提案が 奮に 適切な 対策な のか どうかを 判断す る 経験を もち 合わせて いなかった。 
土 井の 提案は 東條が 日航 製に 復帰す るまで 放置され る ことになる。 

そのころ、 日航 製の 主査 クラスの 技術者た ちは、 輸 研から 引き継いだ 案の 重量 問題、 細 胴へ 
の 変更、 「三 蛇 問題」 の 発生、 横 安定性の 問題、 地上 走行 中の ステアリング (重心 位置) の 問 
題な ど、 五 人の サム ライの 手に よる 基本 設計を 疑いた くなる ような ことば かりが 次々 と 起こっ 
て、 不信 感を 募らせて いた。 

マスコミでは、 五 人の サム ライが 祭り上げられ、 YS11 は あたかも 彼らが 設計した 力の よ 
うに もてはやされ ていた。 ところが、 その 現実は 次々 と 起こる トラブル そのもので あつた。 

土 井と 太 田を 除く あとの 三人の サム ライたち にと って、 YS11 の トラブルは 対岸の 火事 だ 
った。 菊 ® と徳 田は 防衛庁 向けの 白 社の 飛行艇の 仕事に 忙しく、 かかりっ きりで あったし、 堀 
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越 も 三菱の 顧問で あり、 初飛行が 成功した ことで、 日航 製には あまり 顔を 見せ なくなって い 
た。 木 村 もまた 日本の 航空 界を 代表す る 人物と して、 あるいは 学識経験者 として 世界を 舞台に 
動いて おり、 以 1 刖 のょうには 日航 製に 顔を 出す ことはなかった。 

問題が 山積みに なって、 解決の 方向が 見出せない 昭和 三 八 年 七月の 末 ごろ、 島ら は 三菱 名 古 
屋 航空機 製作所の 東條を 訪ね 「少し アドバィスして ほしい」 と 相談に 行った。 

三菱に 戻った とはいえ、 ト ラブ ルで ずるずる 工事が 遅れて いる YS11 の 現状を 憂慮して い 
た東條 は、 つい 半年 前までは 同じ 屋根の 下で ともに 苦労して きた 部下たち が 報告す る 不具合の 
実情を 聞いて、 正直な ところ 「これ じ ゃ、 問題が 多くて、 おい それと 解決して いかない な あ」 
と 受け止め ていた。 

そんな ころ、 新聞には 「飛べない YS11」 と 書き立てられ、 やがて、 東條の 耳に 「東條 は 
YS11 が とても だめ だと わかって 三菱に 逃げ帰った」 という 噂が 入って きた。 日航 製の 設計 
部長を 仕方なく 引き受けたい きさつが あったと はいえ、 少なくとも、 つい 半年 前までは リ ー ダ 
— シップを とってき た東條 にと って、 胸が 痛む 状況であった。 

そんな 昭和 三 八 年 八月、 三菱 名 古屋 にいた 伊藤 広が 日航 製 取締役 名古屋 事務所 長と して 赴任 
してきた。 伊藤は 三菱の 首脳と 会い、 「もう 一度、 東條 君を 返して ほしい」 と 頼み込んだ。 

杉 本 も 述べて いる。 

「YS11 の 改造 対策が 思わし くいかない ので、 日航 製は やむなく 三菱に 交渉して 東 條部复 を 
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返して もらっ た」 

そのころ の 日航 製 内の 空気に ついて 園 田 寛 治は 述べて いる。 

「『三 舵 問題』 のとき、 主査の 島、 佃、 得 能さん にしても、 戦前から 飛行機を やって こられた 
経験は おありで しようが、 東條 さんより ずっと 若いです から、 それほど 豊かと いう わけでは な 
い。 要するに、 ちよっ と、 浮き足立っ たんです」 

東條 は；^ み 取って いた。 

「こうな ったので は、 開発の 責任者と して、 もう 一度、 日航 製に 行く しかない か」 と 心に 決 
め、 自ら 上司に 「日航 製に 再 派遣して ほしい」 と 申し出た。 

YS11 の 試作 事業に 五 四 •ニ パ ー セント もの 巨額を 出資して いる 三菱と しても、 見過ごす 
こと も、 失敗させる こと もで きない。 東條は 九月 一六 日付で 日航 製に 復帰し、 顧問 兼 設計 部長 
となっ た。 早速 みんなを 集め、 持論と していた 設計 姿勢を 改めて 披瀝した。 

「今、 いろんな トラブルが あって 大変な とき だが、 こんな 問題 も 技術的な ロジックが 通る 設計 
を じっ くりやっ て、 ごまかし さえなければ、 絶対に 解決で きる ことなんだ。 一見、 わけの わか 
ら ない 問題が 出て きても、 食らいつ いていけば 必ず 解決す る。 自信を もって 取り組んで もらい 
たぃ」 

東條 はこれ まで、 自らが 賃 r 心と してきた ことを 確認し、 自身に いって 聞かせる と 同時に、 や 
や 浮き足立ち、 自信が ゆらいで 動揺して いる 彼らに 自信を もたせる 意味から も 力説した 言葉 だ 
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った。 この 言葉を 聞いた 園 田は こう 思った。 

「なるほど、 飛行機に 限らず、 何 かものを つくり 出す とは、 設計 するとい うのは、 みんなそう 
いう ものな のかな あ …… 。ちゃんと 技術的に スジを 通して、 検討して いけば、 絶対にい いも 
のがつ くれ るんだ。 大変な 時代だった 戦争 中の 土 井さん や 菊 原さん、 東條 さんたち は、 みんな 
そういう 信 今 心で、 また、 考え方を もっ てこれ まで やって こられた のか」 

たった 数 行の 一般 誌の 記事が ヒント 

そんな ある 日、 磯崎 弘毅が 外国の 雑誌を もって 島のと ころに やって きた。 

「この 雑誌に スプリング タブと いうの が 出て いるので すが、 これを つかえば、 もしかして バラ 
ン スタブに 代わっ て うまくいく かもしれ ません」 

それは、 技術者が 設計す る 際に 参考に する 本格的な 技術 論文では なく、 外国の 航空 雑誌の ご 
く 一般的な 三、 四べー ジの 記事で しかなかった。 特別な 計算 式 や 詳しい 図解、 説明な どが ある 
わけで もなかった。 しかも、 スプリング タブに ついては 舵との 関連で ほんの 数 行の 記述が ある 
だけだった。 もし、 この 問題が 起こっ てなければ、 ほとんど 見過ごし ていたに 違いない。 

島は そのと きを 振り返って 「本には 『蛇の スプリング タブ』 という 言葉で、 『高速度に なっ 
たと きと 低速 度に なった ときと では 利きが 違う、 だから、 スプリング タブを つける』 といっ た 
程度の 説明が して ある だけな のです」 と 解説す る。 
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この 後、 磯崎と 桑 村 明 生が 東條の 部屋に やってきて、 同じように 提案した。 

「部長、 外国の 雑誌に こんな 記事が あるんで すが、 操縦 力が 重い 問題は、 これが 使える かもし 
れ ません」 

彼らは、 スプリング タブが 出て くる、 関連した 数 行の 文章を 何度も 読み返して みた。 東條は 
「このと き 初めて 耳に した スプリング タブの S3S」 がいかなる ものな のかを、 前後の 文脈から、 
想像を 巡らし、 せいいつ ぱい 読み取ろう とした。 

「スプリング タブは 舵に かかる 荷重し だいで 引き 方は 同じで も 舵 面には 少しし か 力が かからな 
い。 力 次第で 強く 引く と 舵は たくさん 動く …… 。これは 今までの タブとは ィメ ー ジ チェンジ 
だ。 こり ゃ、 いいのを 探して きて くれた。 賭 だが 一つ やって みよう じ ゃない か」 

東條 はこのと きのこと を 語る。 

「若い 連中が 海外からの 情報 や 雑誌を 読んで いたので しよう。 でも、 この 記事は NACA  (米 
国立 航空 諮問委員会) などの がっちりした 論文み たいな ものじゃなくて、 もっぱら 一般の 市販 
雑誌でした。 数 行の 文章で したが、 それでも なんとか 原理は 読み とれました。 昭和 三 二、 三年 
に 大学を 出て、 ほんの 数年し かたって いない 彼ら だが、 よく 働いた。 困り抜い ている とき だっ 
たから、 見過ごし そうな 数 行に も ピンと 閃いた の だね」 

図解 も 計算 式 もない、 たった 数 行で しかない 雑誌の 記述 だけでは スプリング タブが どんな も 
のか、 詳しくは わからない。 東條 からの 質問に ついて 調査して いた S M の 設計 室から、 外国 機 
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の パ ー ツヵ タ ログ や スケッチが 送られて きた。 「他の 飛行機は みんな スプリング タブ じ やない 
か」 となつ た。 

レシプロ 機で ある DC6 の パ ー ツヵ タ ログに もす でに スプリング タブは 採用され ていた。 

昭和 一六 年 組の？ 1 05 は 説明す る。 

「問題と しては スプリング タブの ことが 一番 大きかった が、 でも これは、 戦後の 七 年間の 空白 
も あって、 われわれの 能力では つかめな かった。 バランス タブで やれる と 思っ たし、 当時、 油 
圧を 使った 機 力 操縦と いうのは まだまだ 早す ぎて リスクが あった。 全部 人力だった。 

あの 巨大な B52 爆撃機 も 人力 操縦でした から。 舵の 問題なん か 風洞 試験 じ やつ かめない。 
どこまで 舵が 利く かとい うことは 、やっぱり 苦労して はじめて、 スプリング タブを つける かと 
いう ことになるので あって、 計算 上で 判断す る 限りはなくて もす むこと なのです から」 

スプリング タブの ことを きいた とき、 得 能は 反射的に 「そんな ものつ けたら、 フ ラッタ ー 
(共振) が 起こる だろう から、 それを どうやっ て 防 ぐんだ、 という ことが まず 頭に 浮かんだ」 
という。 

島 もそう であった。 

「スプリング タブと いうのは スプリングを 使う ことにょ って 弾力性を もたせる ので、 その 分 だ 
け 自由度を 増やす という こと だから、 余計な 振動 問題が 出る おそれが ある。 うまくい くだろう 
^ /とハ う 不安が あった。 だから、 できるだけ 使いたくない というの が 正直な 気持ちだった の 
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です」 

島 や ^ H ffi 北ら 戦前の 昭和 一六 _ の 世代は 「フ ラッ タ— の 問題が 起こる と 厄介 だ」 とする 意識 
がいつ も 頭の 片隅に あった。 島ら は 先輩 技術者から フラッ タ 1 のこ わさを 聞かされて いたし、 
戦中に 体験 もして いた。 翼が 共振 (フ ラッ タ—) すると 無限大に 増幅す る おそれが あり、 その 
結果、 どうなる かは 誰も 予想が つかない。 という ことは、 空中分解の 可能性 すら ある ことを 意 
味して いた。 事実、 試作機が フラッ タ— を 起こして 空中分解 する 事故は しばしば あった。 

スプリング タブ 

若い 日 根 野 や 磯崎が 見つけ 出して きた スプリング タブ だが、 擾此 はこれ を 聞いた とき、 五 人 
の サム ラィからの 引き継ぎ：^ のとき を 思い出し ていた。 新 明 和の 徳 田が 口にして いたの だ。 
「コン ベア や ダグラス なんかの 舵を 見る と、 後ろに タブが ついていて、 タブに こんな リンクが 
あって、 そこに スプリングが あるが、 これが 何を 意味す るか わからな いんだょ」 

もちろん、 得 能は そのと き スプリング タブなる ものを 全く 知らなかった ので、 特に 関、 レ も 疑 
問 ももたなかった。 今にな り 「そういえば あのと き、 確かに」 となって、 引き継ぎの ときに 記 
した ノ ー トを 取り出して 見た。 すると、 スプリング や リンクの 絵が ちゃんと 描かれて あり 「な 
にかわ からない ので 調べて みて ほしい」 と 申し渡し 事項の 一つに なって いた。 

「徳 田さん からの 引き継ぎ 事項の 中に 確かに 入って いたのです。 でも、 わからな ハ もんだ か 
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ら 、特に 着目 もせず、 そのままに して、 真剣に 検討し なかっ た。 でも、® 刖 から 菊 原さん とと 
もに 川 西 航空機で 活躍して きた 徳 田さん も、 これが スプリング タブで、 重要な 役割を もってい 
る ことは 知らな かつた のです」 

だが、 日航 製の 中では 若い 昭和 二八 $ の 鳥 養が 知っていた のだった。 飛行機 好きで、 しか 
も 外国の 航空 雑誌な どを いろいろ 読んで いたた めで、 鳥 養は 次のょうに 説明す る。 

「スプリング タブ そのものは 以 i 刖 から 知つ ていました。 

外国の 同 クラスの 飛行機には 広く 使われて いました から、 それで、 問題 提起は しました。 で 
も、 YS11 のょう な 大型機の 方向 蛇には 絶対必要 だから 使わなければ ならない、 という ほど 
の 確信はありませんでした。 後から 考える と、 先輩たち は 名称 すら 知っ てはいな かった ので 
す 。しかし、 そのと きに 集めた 資料が あとで 役に立ちました」 

鳥 養が スプリング タブなる ものを 知った 最初の きっ かけは、 中学 一年 ごろ、 航空 雑誌で 読ん 

だ 記事だった。  I 
「戦争 中に、 ィギリスの 『モ スキー ト』 が 使って いて、 日本軍が ビルマで 撃墜した とき、 立 川 

飛行機の脱1!|§么1技師が調査に行かれた。そのとき、『モスキート』の方向舵にこんな複雑 
な メヵニズムを 使った タブが 付いている。 たぶん、 高速での 操縦の ために 必要なん だろうと い 
う 記事が 『航空 朝日』 に 掲載され ていた」 

戦後に なって からは、 アメリヵの 航空 雑誌 「フラィ ト」 が 出して いる 参考書の 中で、 その メ 
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ヵ ニ ズムが スプリング タブと 呼ばれて いる ことを 知っ たが、 当時の 日航 製では、 スプリング タ 
ブ といぅ 言葉 すら ほとんど 誰も 知らな かった。 それほど、 日本は 世界の 趨勢から 取り残されて 
いたのだった。 日航 製の 設計 陣が ただちに やるべき ことは いくつ も あった。 

上 反 角の 変更、 補助翼の 大型 化、 主翼 側 ヒンジ 金具の 増設、 フラップの 短縮、 エンジン ナセ 
ルの 形状 変更、 昇降舵、 方向舵の 再検討、 ステアリング (重心 位置) 対策 等々。 これらに つい 
て、 方針の 決まっ たものから、 逐次 図面 化し、 荷重と 強度、 重量を チェックして 次々 と 各社の 
工場に 指示を 流して いくのは が 率いる 三 班の 仕事だった。 

新しい 手法、 新しい 技術 

しかし、 重要 問題で ある スプリング タブの 採用は 暗礁に 乗り上げた。 仕事の 手順では、 性能 
を 担当す る 磯崎が スプリングの 強さ や タブ 比な どの 謗兀を 算出し、 その後、 三 班の 鳥 養たち の 
構造 グル ー プが 図面 化して いくこと になっ ている。 

だが、 磯崎の 算出した 諸元が、 外国 機の 実例 デ ー タと 比べて かなり かけ 離れて おり、 その ま 
ま 図面 化する ことは できない と 判断され た。 出して きた 諸元の 前提と なる 理解の 仕方 や デー タ 
に 疑問が あった。 飛行 試験と 風洞 試験の デー タを まず 解析して 問題の 所在を 明らかにし、 その 
上で Y  S 1 1 に 適した スプリング タブを 設計して いく 必要が あった。 

しかし、 三 班の 鳥 養ら には やらせなければ ならない 仕事は 山の ょぅに あった。 現に 補助翼の 
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設計の 遅れを 取り戻す ために、 鳥 養は 建 部 信 彦や白 石 磐、 高 橋 正 雄、 士 口川 勝洋を 引き連れて、 
横 浜の 日本 飛行機に 泊まり 込んで 奮闘して いた。 

園 田の グル ー プは エアコン や エンジン、 プロペラの 対策に 追われて いた。 塩 原 竹 治の グル ー 
プは 続行 中の 全 機 疲労 試験で 調 布の 航空 技術 研究所 分室に 詰め っぱなし である。 水口 信 夫の グ 
ル ー プは 脚の 対策で 手 いっぱいだった。 

空 力 班 も、 修正すべき 上 反 角の 角度を いくらに する か、 あるいは 縦 安定を 改善す るた めに ナ 
セル や フィ レッ トの 形状を どぅす るか、 面積を 増し、 強度 も 高める 必要の ある 補助翼を どれ だ 

3  i のぢ さ 〇 

けにす るかな どで、 稲野 収ら がか かりっ きりで ある。 どこを 見ても、 それぞれ 抱えて いる 対策 
の 立案、 計算で 手 いっぱいの^ ^ で、 余裕の ある グルー プ など あるは ず もない。 技術 陣 はすべ 
て フル 稼働だった。 

東 條は得 能に 声をかけた。 

「誰か 三菱の 人間に、 スプリング タブが どんな もの かを 時間を 決めて、 一、 二 力 月く らい 検討 
させても いいから、 誰かい いやつ が 思い当らん か」 

「それなら、 池 田さん がいいで しょぅ。 彼は 昭和 三 五 年 ごろ、 日航 製の ロー ド ダィヤグラム 
(飛行機に かかる 荷重 分布) をつ くると きに きて もらっ ています から」 

三菱 名古屋 航空機 製作所 機体 設計 課の 池 田昭は 上司で ある 池 田 研 雨から 呼ばれ、 いい 渡され 
た。 
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「池 田 君、 MU2 の 初飛行 直前で 大変な ときなん だが、 東條 さんから 直々 に 日航 製に 『こい』 

という ことなので 行つ てこい」 

池 田は 思い も かけない 突然の <! x p に 面食らった。 なにしろ、 三菱 初の 小型 ビジネス 機 Mu^ 
(最大 一 一人乗り) は YS11 ょり 一年 後れで 開発が 進んで おり、 初飛行は 目前であった。 

どんな 飛行機で もそう だが、 初飛行が 秒読み 段階に 入った とき、 組立 や 整備の 担当は もちろ 
ん のこと、 池 田の ょうに 主翼を 設計した 技術者た ちは 徹夜 徹夜の 連続になる。 おりもおり、 そ 
んな 時期に YS11 を 手伝ぇとは、 疑問を 通り越して、 どうな って るんだ と 思いつつ も、 池 田 
は 日航 製に 向かった。 

池 田は 昭和 三〇年 (一九 五 五 年) 三月に 東大 船舶 工学^:^ 士課 程を 卒業して 新 三菱の 名古屋 
製作所に 入社した。 大学院に 進む とき、 「船は 子供のと きから 好きだっ たが、 技術は すでに 固 
まって いる。 それに 比べて 航空機は 解禁され たばかりで、 技術的に 何 か 新しい ことが やれそう 
だと、 動機は 不純だった のです が」 と 語る 池 田は、 船舶 工学科で ありながら、 卒業後の ことを 
考ぇて、 航空 工学に 関連す る 専門 も 学んだ。 

池 田は 機体 設計 課の 東條 課長の もとに 配置され、 直接の 上司は 係長の 池 田研爾 であった。 こ 
のころ、 九 人いた 三菱 名古屋 設計 課の 係長 クラスが 戦中、 主に 航空機 部門の 若手と して 活躍し 
た 技術者た ちだった。 このほか、 敗戦と ともに 退職した もと 三菱の 航空機 関係者た ちが 大勢 中 
途 採用され、 嘱託の 身分に あった。 
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入社 早々 の 池 田の 仕事は、 始まっ たばかりの F86 戦闘機の 図面が ノ ー スア メリ カン 社から 
大量に 届く ので、 その インチを ミリに 換算し、 また スペック (仕様書 •規格) などと ともに 英 
訳す る ことで、 これを 嫌と いぅ ほど やらされた。 

この あと、 国産を 予定す る 防衛庁 向けの 次期 主力 戦闘機 FX の 受注を めぐっ て、 三菱が 提案 
する 独自の 基礎 設計 案を 作成す る 若手の チー ムに 移った。 しかし、 FX は アメリカからの 強力 
なて こ 入れ も あつて、 やがて、 ロ ッキ ー ド 社 製 F104 の ライセンス 生産と 決まる ことにな 
る。 この 後、 池 田は 池 田 研爾率 いる チ ー ムで ミサイルの 担当と なった。 

まもなくして YS11 が スタ 1 卜した。 「自分 も YS11 を やりたい な あ」 と 思っ ていた 昭 
和三五年(一九六〇年)の初め、池田は応援として日航製に呼ばれ、主に、 ¥ 811のロード 
ダイヤグラムの 計算を 半年 ほど 担当した。 このと き、 池 田は FX で 身に つけて いた 新しい 欧米 
の 航空機 設計の 計算 方式を 持ち込んだ。 池 田は 解説す る。 

「YS11 の 設計では、 1 刖の昔 流の 計算の やり方を していた のです が、 それを 切り替え たの 
です。 FX  (次期 主力 戦闘機) を やる とき、 若手で N Ac A の 論文を 勉強して、 微分方程式に 
ょる 運動 方程式を 解いて 進めて 行く やり方で 計算した のです が、 あとから わかった のは、 それ 
が アメリカの やって いる 方式と ほとんど 変り なかっ たのです」 

このと き、 池 田は、 昭和 三 四 年に 三菱 本社に 導入され たばかりの IBM 650 を 使い、 オ ー 
プン プログラムで 技術 計算を こなした ので ある。 コン ピユー タの 利用は 三菱 全社で も、 まだ 事 
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務 部門の 給与 計算 程度で しかな く、 技術 計算に 利用した のは 池 田が 初めてと いつて よかつた。 
なにしろ 日航 製の 設計者た ちは すべて 計算尺 あるいは 手回し 式の ガチャ ガチャ うるさい タィガ 
—や モン ロー の 電動 計算機を 使つて 計算して いた。 この あと、 ようやく ヵシオの リレ ー 計算機 
が 入つて きて、 「これは 静かで 便利 だ」 と 喜んだ の もつかの 間、 壊れてば かりで、 動いて いる 
ときより、 修理して いると きの ほうがは るかに 長かつた。 

ともあれ、 そうした 新しい 手法を 導入した 池 田の 仕事ぶ りに^ g 主査は 強い 印象を もつてい 
た。 「ここは 一つ 池 田 君に ひと 汗 かいても らおう」 となつ て_ したの だつた。 

午前 四時の 報告 

日航 製に 呼ばれた 池 田は 磯崎から 「方向 蛇が 大きく 振れる と ロック されて、 元の 位置に 戻つ 
てこない 問題が 起こつ ている。 たぶん、 バランス タブ あたりに 問題が あると 思われる。 対策と 
して スプリング タブと いう 新しい やり方が ある」 と 説明され、 ただちに 解析す る ことにな つ 
た 。 

池 田は 説明す る。 

「もし、 実際の 飛行 試験が 風洞 試験の 結果 通り だつたら、 問題は 起こらない ように 設計され て 
いたのです。 ところが、 空 力 班が 方向 蛇の タブの ヒンジ モ ー メン トを 計測す るた めの 風洞 試験 
を やつて、 デ ー タを 取つた 上で タブ 比を 決めて 設計しても、 実際とは 違つ ていて、 よく わから 


ない のが 実情なん です。 ヒンジ モ ー メン トに 何 割かの 誤差が あって、 タブの 荷重が ほんの 数 割 
110 変わる と、 両者の 関係は もう メチ ャメ チャに 狂って、 方向舵が ロックす るのは 無理ない ことな 

のです」 

池 田は、 こうした 影響す る 各 要素の 関連性を 解析して、 なぜ ロックす るかを 解く とともに、 
全日空 や 日本航空に 導入され ている 旅客機 コン ベア 440 や DC6 などの 実 機を 見せて もら 
い、 資料 も 参考に した。 そのころ すでに コン ベア 440 や DC6 などには スプリング タブが 採 
用され ており、 「バィ カウン ト 828 の 方式なら ば、 YS11 をたい して 改修し なくても 使え 
そうだ」 と 思えた。 

しかし、 外国の まともな 文献は 一切な く、 大型 コン ピユー タを 利用して つくり 上げた 独自の 
プログラムに 基づいて、 スプリング タブの S 効 性を 膨大な 計算に ょって 解明した。 

池 田は、 その 経過を、 東條を 始めと する YS11 の 関係者を 集めての 報告 会で 延 々と 説明し 
た。 最後の 結論と して 「こういう スプリング タブを YS11 に 使えば、 現在 起こっ ている 空 力 
的な 問題は 解決す るで しょう」 と 締めく くった。 

これに 終始 聞き入っ ていた 東條 は、 報告が 終るな り、 満面 笑みを 浮かべながら 「ああ、 なる 
ほど、 そうな のか、 お 見事。 結構でした」 と 賞賛した。 その あと、 東條は 「じ ゃ、 池 田 君、 今 
度は スプリング タブ そのものの 設計を して くれた まえ」 と 命じた。 

聞いて いた 中の 一人、 tf 能 も 「このと きの 報告には 感激した」 という。 時計は すでに 午前 四 
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時を 指して いた。 

得 能は そのころ の 東條の 胸の 内を 想像して 語る。 

「東條 さんが 褒めた のは あのと きの ほかに 二、 三度 あった かどう かで しよう。 よほど うれし か 
つたんだ と 思います よ」 

佃 も 同様に 語る。 

IYS11 を 振り返つ てみ ると、 ある 程度は 外国の 技術を もらわない とその 先に 進めない。 そ 
れが コン ベア 440 について いた スプリング タブで あり、 それと 電算機を 前提と した 解析の 手 
法を 組み合わせて やったら 前に 進んだ。 なにしろ、 あの ころは フラッ タ— の 問題 も あって、 五 
里 霧中だった。 それを 池 田 君が やって くれた。 このと きの 話が 一番 印象的で すし、 YS11 の 
» 咼の 思い出です」 

民間 機の 幕開き 

昭和 三〇 年代 終りに 登場し ようとす る 日本 初の 中型 民間 輸送機 YS11 は、 1 刖 •戦中』 銳 
った 日本の 航空 技術の 限界を 明らかにして、 これを 突破す るた めには 外国の 技術を 必要と し 

た。  ノ 

その 一方で、 I 刖の 軍用機では 要求され なかった 民間 機なら ではの 安全性、 信頼性を 徹底し 
て 追究し ようとす ると、 新しい 計算 システム、 の 設計の 道具と しての 電算機な どを 必要と 


していた のだった。 それは、 ム r#、 ますます 巨大 化、！？® 化、 複雑 化する 航空機 開発を 進めて 
いくには、 こうした 新しい 体制を 整える 必要が ある ことを 象徴的に 物語つ ていた。 

このと き、 池 田が 日航 製に いた 期間は わずか 一力 月 ほどだった。 「バィ カウント 828 の や 
り 方を 真似れば、 YS11 の 改修が しやす そうだと 判断して、 スプリング タブの 計画 図を 描い 
た」 ところで、 再び 三菱に 戻る ことにな った。 この間の 昭和 三 八 年 九月 一四 日、 池 田は 新聞 報 
道で 「M U 2 が 初飛行に 成功した」 ことを 知った。 

初飛行を 見届けた 三菱 名 古屋の 平 山廣次 所長は 次のように 語った。 

「MU- 2 が 初飛行に 成功して 大変 喜ばしい。 この 機種は、 当社が 自主 開発した ものであると 
ともに、 我が国 航空 工業界に おいて、 一つの 進むべき 方向と いった ものを 示した ものである。 
日本の 航空機は、 元来、 軍用を 対象と して 設計 製作され たし、 また 戦後は 外国との 技術提携に 
よって 造られて いる。 これに 対し MU- 2 は 我々 自身が、 市場 や 需要 動向を 調べて 企画し、 開 
発した ところに 大きな 意義が ある」 (『三菱 重工 名古屋 航空機 製作所 二十 五 年 史』) 

池 田は、 敗戦 前には ほとんどな かった 民間 機に よる 新しい 日本の 航空 工業の 幕開きの ような 
気がして、 感無量であった。 

YS11 は スプリング タブが 設計、 製作され、 バランス タブに 代わって 試作機に 取りつ けら 
れ 、方向舵の 翼 型 も 修正され た。 
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昭和 三 八年暮 に 方向舵の 飛行 試験を 開始した ときが、 スプリング タブを つけて 飛ぶ 第 一 回目 
だった。 初めての ため、 スプリング タブの 張り 具合を どの 程度に すれば ちょう どい いの かが わ 
からず、 まずは、 「とにかく 一回 飛んで みて、 その 結果に 合わせて 調節す るし かなかった」 0 
いつもの 飛行 試験と 同じように 小牧を 飛び立った YS11 の 一号 機には、 責任者の 島ら 数人 
の 計測 員が 乗り込ん でいた。 島は 機体の 最後 部に あたる 荷物 室に 一人 陣取って いた。 この 場所 
は 振動が 発生した とき、 もっとも ゆれが 大きい からだった。 

島を 乗せた YS11 は スピー ドを 増して いき、 二〇〇 ノット (時速 約 三七〇 •四 キ ロメー ト 
ル) 近くに なった ときだった。 それまで 次第に 増えて きていた 振動が 突然 激しく なって、 積み 
込んだ 計測 機器 もろとも ガタ 、ガ タ、 ガ タと 機体が 大きく ゆれ、 身体 もろとも 投げ出されそう 

になつ て パニックと なつた。 

島は 思わず 「フ ラッ タ— だ」 と 叫んだ。 

近 藤 計 三 パィロットは ひるまず、 操縦 輪を 強く 握り締め、 「危険 速度を 早く 通り抜け なけれ 
ばなら ない」 とスピ ー ドを さらに 上げた。 少しす ると、 フラッ タ— は 嘘の ように ± んで 、機体 
は それ 以前と 同じ 小刻みな 振動 だけに 変わった。 

「助かっ た」 それが 搭乗した 全員の 奎日だ った。 

「あのと きは、 この 世の 終り かなと 思いました よ、 でも、 このの ち、 スプリング タブの 利きを 
調整す ると、 見違える ように 具合が よくな って、 舵の 問題は 解消し ました」 と 島は 話す。 
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主翼の 改造 

さんざん 手を 焼いた 方向 蛇の 問題 も、 解決して しまえば、 じつに あつけ なく、 それは もの づ 
くりに 共通す る ことだった。 方向 蛇 以外では、 補助翼の 操作が 高速で 重い 問題に ついても やは 
り スプリング タブを 採用し、 また、 容量が 不足して いたので フラップの 長さを 短く して 面積を 
少なく し、 その 分、 補助翼を 内側へ 五〇〇 ミリ 拡大し、 補助翼 縁を 五〇 ミリ 長く して 面積を 増 
やし、 翼 型 も 厚く する 修正に よって 解決した。 

昇降舵の 問題では、 方向舵の スプリング タブとは 原理は 違って いたが、 操縦 系統に ダウン ス 
プリングを 取りつ け、 さらに、 水平 安定板に ボル テッ クス •ジェネ レー タ j  (渦 発生 装置) を 
取りつ け、 舵 面の 翼 型を 修正す る ことで 解決され た。 

三 舵 問題と 並行して 横 安定の 対策 も 取られよぅと していた。 横 安定の 問題は 三 舵 問題よりも 
厄介と 見られて いた。 ク サビを 入れる 土 井の 案では なく、 最初から 設計し 直し、 主翼の 上 反 角 
を 増やす 全面的な つくり 直しを すると、 一年 近く かかる。 この 遅れは 競争の 激しい 民間 機 ビジ 
ネスに おいては 致命的であった。 

当初の スケ ジユー ルから かなり 遅れて いる YS11 にと って、 すでに 市場に 登場して いる フ 
ォ ッカ ー 社の フレンドシップ F27 は 強敵で ある。 この 世界では、 エアラィンが 必要と する 代 
替 時期に、 いちはやく 新しい 機種を 用意で きた メ ー カ ー が 市場を 支配す る。 ハィテクの 粋を 結 
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*木 した 航空機の 技術革新の 進み 方は 早く、 新 機種は スピ— ド、 乗り心地、 経済性な どに おいて 
旧署し G ぐ も G で ある。 そうでなければ 新しく 開発す る 意味がない。 

しした め | 社が 新 里 機を 購入す ると、 他の エアライン も 競争に 負けて はなら じと 買い 入て 


この 業界は 採算性が 厳 


る 


しかも、 


一般に エアラインは 同じ 規模の 飛行機を 二種 類 も 購入し ようとは しない。 二 機種な 


一種 類を マ 


らば、 飛行機の 扱い方、 パィ ロット および 整備 員の 教育 訓練、 マニ ユア ルな ども、 

スタ— しなければ ならず、 管理 上 も 煩雑に なって 効率 性が 悪くなる からで ある。 

その上 先に 購入され た 機種は、 そこで 製品と しての 安全性に ついての 実績が できて、 言 弔 
も 得る ことになる。 さらに いえば、 飛行機の 寿命は 長く、 一  五 年から 二 〇 年く らいは ある。 世 
界の エアラィンが 購入す る 数は 限られて いるた め、 それだけに、 あとから 登場す る 飛行機は 可 
力と.— になっ てし まぅ。 航空機の 開発 費が 膨大な だけに、 販売機— 少な けれ 1 

なくなり、 割高に なって、 採算性を 薦に惡 くす る。 航空機 開発は 最新 技術 1 ゝ ，であると 

時に、 時間との 戦いでも あった。 

九月に 東條が 日航 製に 復帰 するとす ぐ、 土 井が 上 反 角 および 地上 滑走 中の ステアリングに 対 
する 改造 案を もっ てや ってき た。 土 井は 戦前？ 5 で蠢 した ことを 東條に 話して 聞かせ じ。 
「これは 雲 定の 問題 だから、 上 反 角を 増やす しか ほかに 手は ない。 それに、 主翼は 川 崎が® 
当して つくっ てい るんで、 自分 も タッ チして いる。 產の つけ 根に ク サビを いれて こ  く 
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する やり方が 簡単で もっともい い 方法です」 

日航 製 こ 戻っ てきた ばかりの 東條 はくる が 早い か、 大江 工場で 風洞 試験を した 横 安定の 最新 
の デ 1 夕を 見て、 「これ じ やとても 上 反 角は 足りない。 だめ だ」 と 田 心っ てした ' 

どぅいぅ 対策を とる か、 東條 、土 井 そして 営業部 長の 太 田の 三者で 議論が 延 々と 戦わされ 
た。 

東® と 土 井 ま 上 反 角は 増やさなければ だめ だとす る 意見 だっ た。 しかし 太 田は 営業の 立場 
から、 ただでさえ スヶジ r ルが 遅れて いる Ill を 一日で も 早く 完成 させ、 市場に 送り込 
みたかっ た。 そのため、 大备な 主翼の 変更は なんとしても 避けて、 できるだけ 簡単な 改造で 

済ませた いとの 考えで、 二人に 反論して 頑張った。 太 田は 
「YS11 は 短い 一二 〇〇メ  I ルで _陸 できる のが 生命なん だ。 だから、 フラップの 面積 
を 大きく して、 スピ L ドを 殺して _ 陸 距離を 短く している。 だから、 エル ロン (補助翼) は 
小さくなら ざるを えな いんだ。 そのためには 横 安定を 弱くして おく こと だ。 弱くする ためには 
上 反 角を 少なめ にしておく 必要が ある」 と、 iitL 張した。 i ゃて 

太 田の 主張の 根拠は、 自らが 設計した 「辑」 や 「鬣」 の 設計 思想で あった。 雲定に 
対する 考え方は 人 S って、 あるいは 飛行機の 讓 に— なり 違っ ていた。 

三人の やり取りは 午前 三時 近くまで 続いた。 東 條と土 井は 「それでは 型式証明が 取れないで 
ま 2( か。 取れなければ、 YS11 は 世界に 売れない ぞ」 と 反論す る。 


ii7 第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


そんな やり取りの 末、 太 田 もよう やく 折れて、 土 井の 提案して いた 主翼に ク サビを 入れる 変 
更を とにかく 至急 試みて 見る ことにした。 もし、 これでう まくい くなら、 太 田が 懸念して いる 
日程の 遅れはなくなる はずであった。 

ひとまず、 対策の 方針が 出て、 土 井は 直ちに 車で 川 崎 岐阜 工場へ 引っ 返した。 まだ 朝早く、 
従業員た ちは 出勤して きていな かつた。 しばらく 待っ た 後、 出勤して きた 関係者に 隹玄 口を かけ 
て、 主翼の 付け根に ク サビを 入れる 対策の 説明を 行なった。 ク サビを 入れる 主翼の 部分を 木で 
模型を つくって、 実際に ク サビを 入れて みて、 結合す る ボルトが うまく 入る かどう かを その 日 
のうちに 試して みる ことにな つた。 

模型の ピ ー スが でき 上がり、 首脳部 も 集めて 実際に やって 見た。 すると、 主翼が ク サビの 分 
だけ 厚くな ってい るが、 それでも、 やや スぺ ースに 余裕が あったた め、 ギリ ギリながら、 周辺 
部を 削っ たりし なくても、 現在の ボル トが まっすぐに 入り、 しかも 十分に 締め付けられ るの だ 

った。 

「これでい ける」 と 土 井は 自信を 深めた。 

「図面で 寸法を 当たっても よかった が、 何 か 見落としが あって、 あとから 削らなければ ならな 
いとなる と 大変な ので、 慎重には 慎重を 期して、 実際に ピ ー スを つくつ て やりました。 徹夜で 
も 別に 眠く もなかった よ」 
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「やれば いい じ やない か」 

東條は一^っている。 

「上 反 角を 増やさなければ いかんとは 思って いたが、 主翼を 全面的に つくり 直す かどう かで、 
結論を 出して はいな かった」 

ク サビを 入れる 案は 東條も 経験がなかった。 この 段階に 至って、 主翼を つくり 直す となると 
大事で ある。 そんな 思い あぐねて いる 時に 土 井が 案を もってきて くれたので、 東條 にと っては 
渡りに 船であった。 

東條 は！ ¢6 ってい る。 

「大 先輩の 土 井さん が シム (ク サビ) を 入れる 改造を 乗り気で やって くれる という、 これは 楽 
だ、 それは いいや、 いいやと、 あそこは シムを 入れる しかない。 とにかく、 角度を 変える しか 
ない。 だから、 やろう、 やろうと なって、 こっち はやれ やれだった」 

日航 製では 「部分的な 手直しで 何とかなら ないか」 とする 営業 サィドからの 強い 要求に 沿っ 
て、 島ら が あれ や これ やと 改造を 試みた が、 「結局は すべてう まくい かない。 しょうがない、 
時間は かかる が、 思い切って 主翼を つくり 直して 上 反 角を 変える しかない」 となって いた。 そ 
のとき、 土 井が 自分の 案を 強力に 主張した のだった。 東條 にと っては 救いの 神であった。 

ク サビを 入れる と、 脚が 二度 傾く 点に ついては、 すでに 述べた が、 この 点に ついて 土 井は、 
今まで やって きた 経験から 簡単に いっての けた。 
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「脚が 少しく らい まっす ぐに ならなくても、 少し 後ろに 向いて いても、 強度 上、® 0E 上は そん 
な ことは どっちで もい いのです。 強度 計算しても 問題には ならな かった のです。 また、 主翼に 
取りつ ける 主 脚の 位置は そのままに する が、 ただし、 斜め 後方に 傾ける ことで 主 車輪の 接地 位 
置を 一〇〇 ミリ 後ろに する。 この 方法なら わずかな 改修です む。 飛行機 だからと いって、 そん 
なに 神経質に こだわる ことは ない のです」 

もちろん この 対策は、 試作機に ついて であって、 飛行 試験、 耐空 審査の ス ケジユ ー ルを これ 
以上 遅らせる わけには いかない からだった。 量産 機の 生産には まだ 時間 的な ゆとりが あるの 
で、 正式な 変更を する ことにし ていた。 

経験の 浅い 技術者には、 土 井の 強引な 対策は 「そんな いい加減な やり方で はとても 危なく 
て」 と 不安で あった。 それに、 かつての 軍用機と 違って、 この ころの 旅客機と もなる と、 設計 
はきめ 細か さが 要求され、 1 刖の 技術が 通用し なくなっ ている ことを、 若手の 技術者た ちは Y 
S11 の 試作を 通して 嫌と いう ほど 味わっ ていた。 

島は 述懐して いる。 

「こういう ことに 関して 土 井さん は 非常に 経験が おありで、 躊躇す る われわれに、 『やれば い 
いじ やない か』 といって くれた わけです。 それまでは、 思い切って やれなかった し、 土 井さん 
のょう な アィデアまでは 思いつかなかった。 やっぱり ベテランで 経験が あるから なんです ね、 
われわれには、 なかなか 思い切って やる という 決断は できません。 確かに、 いわれた ょうに や 


ってい くと、 あとは スム ー ズ にいっ たのです から、 偉い人の 助言と いうのは ありがたい とつく 
づく 思いました」 

まさに、 土 井が 常 日ごろから 強調して いた 「航空機の 設計と いうのは ア ー ト •オブ •コンブ 
ロ マィズ (高度な 次元での 妥協) なの だ」 を 実践的に 披露して くれたの だった。 

こうして、 「三 舵 問題」、 横 安定性、 地上 走行 中の ステアリング ほかの 各 問題は、 東條が 日航 
製に 戻って きた 九月の 末から 一〇 月初めに かけて 方針の 大筋が 決定され た。 その後、 実際に 試 
作 機の 改修が 行なわれ たのは 翌 昭和 三 九 年 二月から 五月に かけて だった。 

この間、 東 條らが 「三 舵 問題」 の 改修 費 六 億円を 通産省に 示して、 「この 予算を 是が非でも 
獲得 しないと YS11 は 売れない 飛行機になる。 改修 すれば ょい 飛行機になる」 と 説得し 続け 
ていた ことが 認められる ことにな つた。 

改修、 再びの 飛行 試験 

昭和 三 九 年 五月には、 改修が ひと 通り 完了して、 再び 飛行 試験が 始まった。 技術者た ちの 間 
では 「もし、 この 改修 結果が うまくいかなければ、 YS11 の 開発は 泥沼には まり 込んで 大変 
な ことになる」 という 危機感が あつた。 

注目され た 改修 後の 飛行 試験では、 最初の 調整 時期を 除いて、 快調に 進んで いった。 数 力 月 
前まで、 問題 だらけで 飛んで いた パィロット たちには 「信じられない」 ほどの 飛行 状態に なっ 
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ていた。 わずかに、 方向舵の 利きが よくなかった が、 それを 除いては ほとんどの 不具合は なく 
なって いた。 苦肉の策と いわれた ボル テックス •ジェネ レ ー タ 1 の ほとんどは 取り去っても 問 
題は なく、 最終的には 尾翼の 水平 安定板の 下部の みが 残される ことにな った。 

改善され たこと で、 待ちに 待った 失速、 最小 操縦 速度 飛行、 安定性、 離着陸 _ の 各 予備 飛 
行 試験が いよいよ 始められる ことにな った。 

改善すべき I 点 

そんな 五月 二〇 日、 FAA  (アメリヵ 連邦 航空 局) の チャ ー ルズ R  •ホ ー クス 製造 技術 部 飛 
行 基準 課長 以下 七 名の 評価 チ ー ムが 来日を した。 同月 二 六日から 二八 日に かけて 三菱 重工 小牧 
工場で、 FAA と 日本の 航空 局に よる 日米 合同の YS11 に関する 評価が 行なわれた。 初日は 
YS11 の 試作 開発の 経過、 試験 や 製造に 関する 調査だった。 

前年、 三月の 来日のと き、 FAA から 「マ ー ジナル だ」 と 指摘され た 「三 舵 問題」 などに 対 
して どのよぅに 改善した かを、 各 担当 技術者が 図面 や 計算書に よって F A A の 担当 官に 順々 に 
説明して いった。 五月 二七日は、 YS11 の 試作機を 見ながら、 前日に 説明した 図面に 基づく 
改善 内容を 説明し、 地上で 操作で きる ものは 行なって 見せた。 

二日 間に わたる ひと 通りの 審査を 終っての FAA の 感想は 「非常によ くな った」 との 賞賛 だ 
った。 ただし、 一点 だけ OK が 得られず、 改善すべき 箇所が 指摘され た。 それは 主翼 および 尾 


翼の 前 縁の 防 氷に ついて だった。 

航空機は、 マィナス 数 i にもなる 高高度 あるいは 寒冷地を 飛ぶ とき、 翼 面に 氷が 付着して 
機体を 重く し、 抵抗を 増して 性能を 著しく 低下 させたり、 飛行に 支障を 来す こと すら あるた 
め、 防 氷 装置を 備えて いる。 YS11 の 防 氷 システムは 輸 研の 計画案に 基づき 設計され た 単一 
ヒ j 夕 1 式 加熱 装置を 採用して いた。 この 方式は、 翼の 表面を 平滑に して 空気抵抗を できる だ 
け 少なく したいと する 日本人 特有の きめ 細かい 配慮から だった。 尾翼に 一個、 主翼の 両側に 一 
個ず つの 合計 三 個の ヒ ー タ — を 取りつ け、 パィプを 通して 熱風を 送る ことによって、 それぞれ 
の 翼 面の 前 縁に 付着す る 氷を 溶かして 取り去る ことにし ていた。 

FAA は 「この 方式は、 熱源 (加熱 装置) が 二重に なって いない」 と 問題を 指摘した。 いわ 
ゆる フエ ー ルセ ィフ になって いないと いうので ある。 FAA の 規定では、 故障に よって 飛行の 
安全性に 重大な 影響を及ぼす システムは、 必ず 二重に して、 たとえ 一つが 故障しても、 もう 一 
つの 装置が 働いて バックアップし、 大事には 至らない 設計に する ことが 義務づけられ ている。 

YS11 の 防 氷 システムでは、 たとえば、 主翼の 加熱 装置の 一個が 故障したら、 それで 片側 
の 翼は アウトになる という ものだった。 担当した 六 班の 主査で ある 佃は 事情を 説明す る。 

「じつは FAA の 安全 規定を 見比べながら 設計して いたら、 『この 方式 だと、 FAA の 規定に 
適合 させよう がない』 となった のです。 ですから、 F A A に 指摘され るまで もな く、 事前に わ 
かっては いたのです」 
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運が悪い ことに、 YS11 を 設計して いるち ようど そのころ に F A A の 安全 規定が 改正に な 
り、 それまでより 厳しく なって、 引っ かかっ たので ある。 

FAA の 規定を 満足す るには、 まず、 尾翼の ヒ^ ~ 夕^ ~ を 二 個に する。 さらに、 主翼は 左右 そ 
れぞれ のヒー タ— から 埶 〖風を 送る パイプを 相互に 配管させる クロス フイー ドに し、 たとえ、 一 
つが 故障しても、 他の 一つが 正常なら ば 左右 両方を カバ ー できる ようにして おく 必要が あっ 
た。 ところが、 この パイプの 直径は 約 二五〇 ミリ も あり、 これを 左右 相互に 張り巡らしたら、 
重量が 大幅に 増える。 さらに 問題な のは、 最初から そんな ことを 予想して いなかった ので、 翼 
内に スぺ ース がない。 すでに 設計は かなり 進んだ 段階に きて おり、 今 さら 追加は できない。 

「それじゃ あ、 実際に 飛んで いる 飛行機は どうな ってい るの か」 と 再度、 調べて 見る と、 やは 
り DC6 などは YS11 と 同じ 方式で あった。 そもそも、 YS11 はこうした 既存の 輸送機の 
システムを 踏襲した の だから 当然で も あった。 

佃ら は 「今 飛んで いる DC6 やその 他 もみん な この 方式で FAA の 型式 承認を とってい るの 
だから」 と 東條に 報告し、 会議を 開いて 議論 もした。 その 結果、 東條も 「実際に 飛んで いる 実 
機が あるから 大丈夫 だ、 なんとかなる、 ガンバ レ」 と 部下たち の 不安を 吹き払うよ うに 励ま 
し、 そのままの システムで 設計を 続行 させた のだった。 

担当した 園 田は、 ほかに 名案がない だけに、 FAA にい われる まま、 はいそうで すかと 引き 
下がる わけには いかず、 なお も 食い下がった。 
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「これと同じ 実 機が 実際に 飛んで いるし、 YS11 は 規定がない ときに 設計した 飛行機な の だ 
から …… 、それに、 この 方式の 飛行機の 実績を 調べる と、 防 氷 装置の トラブルで 落ちた 例は 
見当たらない」 などと 反論した。 

まだ 「軍用機の センス」 が 

しかし F  A  A の 説明は 単純 明快だった。 

「たとえ 実 機が あっても、 規定に 反する ことは だめ だ。 規定が つくられた あとから 開発す る 飛 
行 機は 規定 どおりに つくらなければ ならない」 

それでは と、 佃ら は 苦しい 説明を した。 

「ヒ^ — 夕^ — さえ 正常に 動けば 各 翼は 防 氷で きる。 そのため、 Y S 11 では 安全を 期して 故障す 
る 可能性の ありそうな ヒ ー タ 1 の 点火 プラグ や 電気装置 部分な どを みんな 二重、 三重に してい 
るから 大丈夫です」 

「いや、 そういう ことじ ゃな いんだ。 ヒ ー タ 1 そのものが 故障した 場合に アウトに なり、 氷を 
溶かせない ことが 問題なん だ」 

「それじゃ、 片側の ヒ ー タ ー から ダク トを もっ てきて 反対側に 流す ようにす るから」 と 新たな 
改善 策を 示した。 

「そんな 細い ダクトでは 信頼 tt がない。 もっと 大 流量を 流せる パィプで なければ。 それに、 こ 


125 第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


のヒ ー タ 1 の 容量では 片方の 翼の 氷を 溶かせる 能力し かもって いないでは ないか。 今の 二倍の 
容量を もっ ていない とだめ だ」 

FAA の 担当 官は 淡々 とした 口調で 答えた。 佃は 指摘が もっとも だとい うことは わかりす ぎ 
る ほど わかっ ていたし、 自分たち の 改善 策が 苦しい ものである こと も 承知して いた。 

万策 尽きて、 反論の しようがなく、 防 氷 装置は 懸案 事項と して 残る ことにな った。 心配した 
木村秀 政が 世界の 飛行機の 実例から、 いろいろな 方式を 提案して きたが、 YS11 はすで にも 
のがで きて しまって いて、 周辺 部分を 大幅に 変更す るよう な 改善 策では、 適用が 難しい。 

いわゆる、 制約条件が 多くて、 名案が 出て こない ので ある •。それでは と、 外国 機を 調べた と 
ころ、 フレンドシップ F2 7 が 翼の 前 縁を ゴムの 袋と した ラバー ブ ー ツの 方式を 採用して い 
た。 エンジンの コンブ レッサー からの 圧縮空気の 一部を 抽気 させ、 ラバ ー ブ ー ツの ゴム 袋に 送 
り 込んで 膨らませ、 その 勢いで、 付着した 氷を* 的には じき 落とす やり方だった。 この 方式 
だと、 空気を 送る パィプは 細くても 大丈夫で、 二つの エンジンから クロス プリ ー ド (二重) に 
する フエ ー ルセ ィフ 設計と しても スぺ ー ス 的には 問題な かった。 

佃 や 園 田は 「この 方式し かない」 として 東條に 報告した。 「ラバー ブ ー ツの 方式で やりたい 
と 思います」 

すると 東條に 「お前、 長靴は いて 銀座の 通りを 歩く ような もんじ やない か、 そんな もの だめ 
だ」 と 頭から 否定され た。 いわれず とも、 佃ら も あまり：^ のい いもので はない とわ かっては 
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いたが、 そうはい っても ほかに 名案は なく、 苦肉の策 だった。 

結局、 東條 はしぶ しぶ ラバ ー ブ ー ツ 案に 承認の サインを する ことにな った。 

このと きのこと を 振り返つ て 園 田は 語る。 

「FAA へはもう 少し 反論の しょうが あった のか もしれ ない が、 当時、 日本には 着氷 風洞が な 
かった。 だから、 実際に 氷を つけて、 この 通り 本当に 溶けます という 証明を する には、 実 機で 
飛ぶ しかない。 しかし、 寒冷地を 実際に 飛ぶ となると、 ヒータ ー は 二重、 三重に 安全に つくっ 
てあって 壊れません とい っても、 これは 通らない。 同じ 方式の 実 機が 実際に 飛んで いるから い 
いじ やない かとい う 考え方 自体が 甘かった のです。 

輸 研の お偉方 も われわれ も、 着氷した とき、 もし ヒ ー タ— がつ かなくても、 引っ 返して くれ 
ばいい じ やない かぐらい の 考え方だった のです。 現在の 飛行機の 安全に 対する 考え方では、 帰 
って くれば いい じ やない かとい うわけ にはい かない。 じ や、 帰って くる 途中で 着氷して、 帰っ 
て こられ なくなっ たら どうす るの かとなる からです。 これ もまた 軍用機の センス だっ たんで 
す」 

米 パイロットの 技量 

昭和 三 九 年 五月 二八 日、 今回の FAA の 最終 審査に あたる この 日、 先の 来日のと きには OK 
がでなかった 飛行 試験であった。 二日 間に わたった 書類 上での 審査を 実 機で 確認す る フライト 
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でも あった。 

搭乗者は 日航 製から 荘田泰 三 社長、 技術者では 第二 班 (空 力 担当) の 磯崎 弘毅 、高 橋 秋 太 
郎 、第五 班の 鳥 養な どで、 合計 五 人 ほどであった。  ， 

£ 刖一〇 時 過ぎ、 飛び立つ 一号 機には いつもの ょうに 近 藤 操縦士、 小 野 村 忠義 副 操縦士が そ 
れぞれ 操縦席に ついて 待機して いた。 そこへ 乗り込ん できた FAA の 飛行 試験 担当の R • E • 
ピー タ— ソンは 「私が 操縦す るから」 と 近 藤に 席を 空ける ょう 求めた。 近 藤は 副 操縦席に 移 
り、 小 野 村は ジャンプ シ—卜 (補助 席) に 移った。 

小 野 村は 「操縦す ると 言っても 取扱い や Y S の 一等 何も 説明して いないので 大丈夫 かな」 
(『YS- 11 物語』) とや や 心配に 思った。 なにしろ、 前日、 実 機 調査を したとは いえ、 操縦 
について は 特に 説明した わけで もなかった。 鳥 養は 操縦席の すぐ 後ろに いた。 

このほか、 ホ ー クス 団長、 機体 担当の ジャン .K •バッ シィも 一号 機に 乗り込ん できた。 英 
グラス ゴ ー 大学を 卒業した 荘田 社長は さすがに 流暢な 英語で 彼らと 言葉を 交わした。 

鳥 養は 「今日の フラィトは、 社長 も 乗る ので、 構造 班の 君 も 乗りなさい」 といわれて、 特に 
心の 準備 もな く 乗った。 彼は 飛行 試験の 内容は、 ごく 一般的な もの だろうと 勝手に 思い込んで 

ぃた。 

すでに エンジンを 始動 させて いた YS11 は 滑走路を 滑り出し、 速度を 次第に 増して 離陸 体 
勢に 入り、 臨界 速度に なつた、 その 瞬間、 ピ ー タ 1 ソンは 「エンジン、 カツ トーと 叫ぶ と、 ハ 
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きなり 一発の エンジンを 切った。 上向きに なった ままで 機体は 傾き、 速度が 落ちて そのまま 横 
滑りして いく。 すぐ 目の前に 滑走路が 見える 高さだった。 一発と なった エンジンは 苦しそぅ に 
あえぎながら も、 徐 々に 高度を 上げて いき、 姿勢を 保った。 

日本の パイロット たちは 啞 然として いた。 彼らの $¢1 からすれば、 少なくとも 五、 六 時間の 
慣熟 飛行を こなして、 舵の 利き 具合 や 重さと いった その 飛行機 独特の 癖 や S を 確かめ、 これ 
で 大丈夫 だとな って 初めて、 もっとも 危険な 片 発？ に 移る ものである。 日本の パイロットた 
ちが 片発離 陸にまで いくには かなりの 時間を とった。 それ も、 最初は おそるおそるで あった。 

ピ ー タ— ソンは、 i 刖 回に 来日した FAA の メンバ ー ではない。 まして や、 YS11 は 海の も 
のと も 山の ものと もつ かない 後進国 日本の 初の 民間 輸送機で ある。 小 野 村は 「さすがに 世界の 
航空 界の リーダ ー シップを 自負す る アメリカ 連邦 航空 局の パイロット である」 (前掲 書) と感 
心せずに はいられな かった。 

ピー タ— ソンは すでに、 前日までの 日航 製の 説明、 そして 自身の 目で 確かめた 調査から、 Y 
S11 が 信頼で きる 設計で あり、 試作機で ある ことを 理解して いたのだった。 

日航 製の 技術者たち も 注目す る 中、 試験は 片発 最小 速度、 失速、 安定性、 着陸 S など 一二 
項目が 一時間 余に わたって 行なわれた。 

すべての 飛行を 終って ピータ 1 ソンは 近 藤に 「すべて 申し分な く FAA の 基準を 満足して い 
る」 と 語っ た。 Y S11 から 降りて きた ホ^ — クス 団長は、 大勢 集まった 関係者を 前に r Y sl 


129 第 四 章 初飛行、 そして 難題 続出 


1 は 独創的で、 安全性 も 高く、 優れた 飛行機 だと 思う」 と 公表した。 

非公式では あったが、 この 三日間に わたる 審査 も 無事 終え、 FA A の お墨付きを もらった こ 
とは、 YS11 が 世界に 通用す る 飛行機で ある ことを 意味して いた。 正式には、 まだ、 こなさ 
なければ ならない 実用 試験が あった。 実用 試験とは、 このの ち 受ける 型式証明 取得の ための、 
仕上げであった。 実際の 運航を 模 した 飛行に よって 実用 性を 確かめる もので、 最低 一五〇 時間 
を 飛ぶ 必要が あった。 

七月 二〇 日からの 二 号 機に よる 実用 試験は 真夏で ある にもかかわらず 苛酷な スヶ ジュー ルで 
あった。 遅れに 遅れた 時間を 少しで も 取り戻そうと、 日航 製は なりふりを 構って いられな かっ 
た。 

毎日 午前 七 時から 夜の 九 時まで、 パイロットが 二つの クルー に 分かれて 交代で、 一日の 休み 
もな く 八月 四日まで 続けられた。 北は VHg から 南は 鹿 児 島までの 国内 各地の 空港 間を 飛び回 
り、 総 飛行時間は 一 五三 時間 二 〇分 、飛行 距離 五万キ ロメー ト ルに およんだ。 通常の パイ ロッ 
卜の 飛行時間を はるかに オーバ ー して おり、 日航 製の 置かれた 苦しい 立場を 嫌と いう ほど 知っ 
ている パイロット といえ ども、 さすがに 「この 暑い ときに、 これでは 身体が もたない」 と 愚痴 
が 出ざる をえなかった。  • 
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米 FA A の 型式証明を 取得 

八月 五日から 一四 日まで、 夏の お盆 休みは 返上で、 日本の 航空 局に よる 第二 回目の 耐 空性審 
査 会が 行なわれた。 第一 回目は 初飛行の ときで あり、 二回 目までの 間に 行なわれた 一三 〇 項目 
にわ たった 飛行 試験、 および、 それまでに 行なわれた 地上 試験 —— 風洞、 疲労 強度、 破壊 強 
度、 振動、 機能な どを 含む 三八〇 項目が、 耐空性 審査 要領の 規定に 照らし合わせて 審査され る 
ので ある。 

YS11 はすべ ての 項目に ついて 問題は なく、 ム 構と なって、 同月 二 五日、 待ちに 待った 型 
式 証明書 (第一 五 号) が 運輸大臣から 交付され た。 これにより、 YS11 は 大手を 振って 世界 
の 空を 飛び回る ことができる よぅにな った。 日本は ここに、 戦後 初めての 国産の 民間 輸送機を 
誕生 させた ので ある。 輸 研の 発足から 七 年 四 力 月、 日航 製の スター ト から 五 年 三 力 月で あっ 
た。 

型式証明 取得までの 一号 機の 総 飛行時間は 五四〇 時間、 二 号 機は 四六〇 時間で、 合計 一〇〇 
〇 時間に のぼった。 日航 製の 当初の 計画では 六〇〇 時間を 予定して いたが、 「『三 舵 問題』 など 
で、 飛行時間が 大幅に 増えた けれども、 一 〇〇〇 時間は 民間 輸送機が 実用 前に もつべき 飛行 実 
績 としては、 むしろ 妥当な 数字で ある」 と 島は 解説す る。 

昭和 三 四 年に 日航 製が 輸 研から 引き継いだ ころの 計画では、 型式証明 取得、 量産 機の 顧客 引 
き 渡し 開始は 昭和 三 八 年 八月、 さらに、 試作 一号 機が 完成し、 飛行 試験を 開始した 昭和 三 七 年 
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八月 時点では 変更され て、 昭和 三 八 § が 型式証明 取得 および 量産 機 引き渡しの 目標と なって 
ぃた。 

変更した あとの ス ケジユ ー ルから いっても、 顧客 引き渡しが 一年 三 力 月 も 遅れて おり、 この 
数 {子を どう 見る かは さまざまで あつた。 

島は 述べて いる。 

「YS11 の 完成が 遅れた ことで、 その後の 販売に 著しく 不利に 働いた といわれて いるが、 そ 
の 原因は なにも 『三 舵 問題』 だけに あった のでは なく、 日本の 総合的な 実力が 不足して いたと 
見るべき ではない でしよう か」 

その 一方で 島は 「問題の 発生で 改造に 一年間を 費やして しまった が、 その あとの 試験飛行 開 
始 のとき は、 本試験に 約 八 力 月く らいが 必要で あろうと 予定して いたのです。 ところが、 実際 
にやって みると 順調で、 約 三 力 月で 完了した。 こうした 一連の 対策が 良好だった ことは、 当時 
の 基礎的な 技術水準に おいて、 日航 製は YS11 の プロジェクトを 遂行す る だけの ポ テン シャ 
ルは もっ ていた ことを 示して いると 思います。 でも、 対策に 長い 時間を 必要と する ことを、 事 
1 刖に ほとんど 予測で きなかった のは、 やはり 多くの 問題点が 含まれて います」 と 述べて いる。 

欧米の 輸送機 開発の 歴史を 振り返って 比べるならば、 数々 の ハン ディを 負って いた 日航 製の 
手に よる YS11 の 型式証明 取得までの 年月は 決して 長い ものではなかった。 しかし、 それは 
あくまで つくる 側の 内部 事情で しかな く、 購入す る 側に とっては 全く 無関係の ことで しかな 
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い。 いよいよ 完成の めどが たち、 販売 活動に 力を入れ はじめる と、 今度は 厳しい 市場の 現実が 
待ち受けて いた。 

それば かり か、 技術者に とっては、 次々 に 起こる 不具合の 対策、 改良 設計、 初期 故障への 対 
応 、さらには、 幾 種類 もの 派生 型 機の 設計 痛な どが 目白押しで あった。 ところが、 ある 官僚 
は 型式証明を 取得した ことで、 すでに YS11 の 開発が 終った ものと 勘違いし、 「日航 製には 
技術 部は 不要で ある」 といい 出し、 日航 製 関係者を 慌てさせた。 しかし、 こぅした 発言に 見ら 
れ るよぅ に、 航空機 製造の# を ほとんど 理解せ ずして 事業を 進めて いたのが、 日本の 官僚の 
現実で も あった。 

日本の 型式証明を 取った YS11 は、 米 F A A が 必要と する 審査 書類が 日本の 航空 局から 送 
られれ ば、 承認され る ことにな っていた。 FAA の 型式証明を 取得した のは、 日本の 航空 局の 
それから 一年 後の 昭和 四〇年 (一九 六 五 年) 九月 七日であった。 
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苦戦の 売り込み 

昭和 三 八 年 (一九 六 三年) 二月 二〇 日、 日航 製 (日本航空 機 製造) はこれ までの 試作を 中心 
Ih gb f* 組織を 改め、 企画 部内で 進めて いた 営業活動を 担当す る 営業部を 新設した。 それまで も 
太田稔 部長を トップに して 国内 外の 販路の 確保を 模索して いたが、 航空機 メ ー ヵー の 一般 S 1I 
からすれば、 あまりに 遅い スタ 1 卜であった。 「三 舵 問題」 などで もたつ いて、 量産 機を いつ 
ごろから 引き渡せる のか 見通しが 得られない だけに、 ム フ ーつ はずみが つかない でいた。 それ 
も、 昭和 四〇年 九月 七日、 FAA  (アメリヵ 連邦 航空 局) の 承認を 得た ことで 動きは 一気に 活 
発と なつて きた。 

国内では、 全日空との 二〇 機の 予備 契約を、 日本航空からは 五 機の 契約を 得て いた。 防衛庁 
から も 人員 輸送 用と して 四 機の 購入が 決まつ ていた。 航空 局からは 飛行 検査 機 弔と して 一 幾の 
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契約を 得ょうと していた。 この 他、 国内 エアラィンの 東亜 航空、 日本国内 航空、 南西 航空な ど 
への 売り込みは 最終段階に きていた。 この 他、 海上保安庁、 航空 大学への 売り込み も 活発化し 

ていた。 

昭和 三 六 年の 日航 製の 計画では、 こうした 国内の 官民への 販売機 数を 約 一 〇〇 機と 見込んで 
いた。 さらに、 アジアを 主眼に した 発展途上国への 販売 予定 機 数は 五〇 機と 見積り、 その他 も 
入れる と 合計 一五〇 機の 需要は 確実と していた。  こな 

こうした 計画を 受けて、 日本^* 出 組合は 航空機が 日本の^® 出の 将来を 担う ものと し 
て 位置づけ、 商社 も 含めた 市場 調査団を っくって、 昭和 三 九 年に WE アジア •豪州 地域に、 昭 
和 四 一年には*- 一一米 に、 昭和 四 二 年には 中近東に それぞれ 派遣して 実情 調査を 行なっ た。 

売り込み 先は ほとんど 世界中に 及んだ。 とはいっても、 日航 製には 海外の 情報網 や 販売 ル ー 
卜 はなく、 もっぱら 七つの 大手、 中堅 商社の 力に 頼らざる をえなかった。 商社から もたらされ 
る 情報を 日航 製が 一緒にな って 分析、 検討す る。 必要と なれば、 日航 製から 営業 や 技術 要員を 
派遣し、 商社と 一体と なって 売り込みを 行なっ ていく。 ことに 島 文 雄は、 技術 部門の 長で あり 
ながら も、 販売の 先頭に たって 海外への 売り込みに 力を 注いだ。 

トラブルで YS11 の 市場 投入が  一^- 近く 遅れた ことから 、取り巻く 市場環境は 変わって 
きていた。 販売 計画は 何度も 見直しされ、 スヶジ ュール も 大幅に 遅れて、 当初の 昭和 三 八 年度 
に 五 機 完成の 予定が 延びて、 実際には 昭和 三 九 年度が 三 機、 四〇 は 一四 機、. 四  一^ W は 一 


フエ ロー シップ F28 


の 最大 


五 機と なつた。 

量産 第ー ロットの 仕様は YS11 の 最大 
の 理解 者で しかも 注文 主であった 全日空 用 
であった。 ところが、 昭和 三 九 年 一月、 日 
航 製に 寝 耳に 水の 報が 入った。 

「全日空が フレンドシップ F  2  7 を 追加 購 
入す る」 というの である。 それ も、 二 五 機 


もの 数に 上って いた。 YS 


1i  U 


が 三 舵 問題 


などで 手間取り、 見通しが 明らかで はない 
ため、 さすがに 不安と なり、 背に 腹は 変え 
られ ぬと ばかりに、 競合 機種の F27 を 追 
加 購入す る ことを 決めた ので ある。 日航 製 
にと つては 自らが まいた 種で あつた。 

世界の 航空 輸送が 急速に 伸びて いた この 
ころ、 エアラィンの 競争、 航空機 メー カー 
の 売り込み 競争 も 激し さを 増して いた。 Y 
S 1 1 の 初号 機が 納入され た 昭和 四〇 年に 
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は、 競合 機で ある F27、 HS 748 、ダ ー ト ヘラルド などの 同じ ターボ プロップ 機は すでに 
就航して おり、 その 活躍ぶ りが 盛んに 報じられ ていた。 YS11 の 市場 投入が 遅れれば、 それ 
だけ、 競合 機の 進出を 許し、 ただでさえ 少ない 販売 台数を さらに 減らす ことになる。 

さらに 厳しい 状況が あった。 昭和 四〇 年から 四 四 年に かけて、 次代の 花形と 見られて いる 短 
距離 用 (純) ジェット機の BAC111、 B737、 DC9、 F28 などが 出現し よぅとして 
いた。 YS11 の 計画 当初と 同様に、 新聞 や 航空 雑誌は 「ジェット機 時代の 到来」 を 報じて い 
た。 プロペラ機 としての 「YS11 は 古い」 との 風潮を 生み出し ていた。 

忘れて いた マニュアル づ くり 

型式証明が 得られた 今、 YS11 はいつ でも エアラインに 引き渡せる 飛行機と なって いた 
が、 そぅは ス ムーズ にことは 運ばず、 実際には 別の 問題を 抱えて いて、 ユ ー ザ ー に 引き渡す に 
はま だ 七 力 月の 月日が 必要だった。 

エアラインが 新 機種を 導入 するとき の 手順と して、 まず、 現物 以前に、 メーヵ ー が 作成した 
マニュアルを 受領し、 YS11 とは 一体い かなる 飛行機な のかを 理解す る ことから 始まる。 そ 
れに 基づき、 今度は エアラインの 受 入れ 準備と して、 パイロット や 整備 員の 訓練 教育、 運航 計 
画、 プロダクト サボ ー トの 体制な どを、 各部 門が 検討す る。 だから、 何よりも まず マニュアル 
の 完成が 第一な ので ある。 
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ところが、 日航 製は 「三 舵 問題」 など、 とにかく ものを つくり、 完成させる ことで 精 いつぱ 
いで、 型式証明を 取つた 昭和 三 九 年 八月の 時点に 至つても、 飛行機の 現物に 先立つて 渡すべき 

マニュアル がま S 兀 成して いなかつ たので ある。 

島は 実情を 述べて いる。 

「航空機 メーヵ ー は ハー ドウ エアと しての 飛行機 だけでなく、 同時に ソフトウェア としての プ 
ロ ダク トサポ ー トも 合わせて 売らなければ ならない のです が、 日航 製 も 各 機体 メ ー ヵー もと も 
に その 点が もつとも 弱かつた し、 軽視して いたのです。 だから、 大変な マンパワー が 必要 だと 
いぅ 認識がなかつた ので、 なかなか 人を 出して くれず、 いつも 後追いでした」 

プロダクト サポ ー トの 基本は、 航空機の 取り扱い方 や 整備の 仕方を 解説す る マニュアルと サ 
— ビス ブル ッ テン (SB) と 呼ばれる、 設計 や 取り扱い方の 変更の つど 発行す る 説明書で あ 
る。 防衛庁 向けの 軍用機の ラィセンス 生産では、 米メ ー ヵー が 発行した マニュアルを 当然の ょ 
ぅに 受領して、 重宝して いても、 自分たち の 手で それを つくつ たこと がない ため、 どれほど 大 
変な 作業で あるかを 推察す る ことができ なかつ たので ある。 

それに、 当時は、 気の 遠くなる ほどの 時間を 要する 複雑な 立体 透視図を いちいち 手で 描いた 
丁寧な マニュアル など、 日本では ほとんど 存在し なかつ たし、 それほど 必要とは 思われて いな 
かつた。 

試作機が 完成して、 YS11 を アビー ルし、 説明す るた め、 日本航空 や 全日空に 行つ たと 
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き、 「ところで YS11 の マニュアル とか IP C (イラスト レ ー テツ ド •パ ー ツ •カタログ) 
を 見せて 頂けます か」 といわれて、 初めて 必要で ある ことに 気づいた。 つまり、 ュ ー ザー から 
教えられ たのだった。 

日航 製は 暗黙のう ちに も 「昔の 軍用機で 使って いた 簡単な 説明書で いいの だ」 といった 感覚 
であった。 まず、 ハ ー ドゥ エアと しての 飛行機が できあがって 初めて、 ものに 沿って マニ ュア 
ルを つくる という 順序であった。 まさに、 民間 機づ くりの 素人 集団 そのもので あった。 島は 振 
り 返る。 

「<} ~7 から 見る と、 開発の 最初から 設計と 並行して マニュアルの 計画 も スタ 1 卜させて、 たえず 
整備 性 も 考慮した 形で 進めて いなければ ならなかった のです」 

なにしろ、 日航 製には マニュアル づ くりに 精通して いる 人間が ほとんど 皆無であった。 

マニュアルの 中で も 大変な i は、 複雑な 機体の 構造 や 各種 装置 機器が ぎっしり つまった 状 
態の 各部 分 ごとを、 立体 透視図で 描く テクニカル •イラスト レ ー シ ョンであった。 どこの 箇所 
にどの 部品が 取りつ く か、 分解した 状態と、 組みつ いた 状態が 一目で わかる イラストを、 精密 
に、 しかも 誰が 見ても わかり 易く 描かなければ ならない。 これが、 意外と 難しく、 まさに 経験 
が ものを いう 世界であった。 

なにしろ、 組立、 分解、 整備、 部品 管理を する^:* 員は この イラストを 見ながら 仕事を する 
ので ある。 もし、 不適切で あったり、 あるいは 見に くかったり すると、 ユ ー ザ ー から ただちに 
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クレ ー ム がくる し、 組みつ け や 取り扱いの 間違いの 要因 ともなって 事故に つながる おそれ も あ 
る 0 

YS11 の 部 口 叩は 約一〇 万点 も あり、 おのず と、 マニュアルの ぺ—ジ 数は 膨大になる。 たと 
ぇ ば、 YS11A—200  ( 昭和 六 一年 一二 月 現在) を 例に とる と、 和文 版が 一 五 種類 六 七 点 
も あって 合計 六 万 四 ニニ 五 ぺージ 、英文 版が 一六 種 四 八 点で 五 万 七三 五 五べ ー ジ にもなる。 こ 
の 合計 約 一二 万べ ー ジに 上る 数字は 昭和 六 一年の 時点で あり、 それまでに 順次 改訂され てきた 
ぺ ー ジ数も 含める と、 昭和 四 一年から ニー 年間で 約 二 〇万ぺ ー ジに もなる。 

これに 加ぇて、 南米な どに も 売り込んだ ため、 スペィン語の マニュアル も 作成した。 さら 
に、 ザー ビス ブル ッ テンが 一七 〇〇 点でム ロ 計 約 二 万べ— ジ ある。 

ク レ— ムが 殺到 

しばしば おきる 設計変更 や 改善に ともなっ て、 これらの マニュアル も 迅速に 改訂され る 必要 
が ある。 この 作業が 意外と 大変であった。 内容が 整備の 実情と マッチして いなければ 「机上で 
の 改善 だ、 実際的で ない」 と 叱られた りする。 対応の 遅れから 「このままでは 飛行機を 飛ばせ 
られ ない」 「改修した 新しい 部品が 届かない」 とど やされ たり、 英訳が 間違って いて 問題を 起 
こし、 ユ^  — ザ^ — から クレ^ — ム がくる こと も しばしば あつた。 

また、 マニュアルと 呼べる ものが できた にしても、 経験 不足から $ が 洗練され て おらず、 
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行き届いた 外国の マニュアルと 比べられ ると 「不親切 だ、 水準が 低い」 とこれ また 文句を いわ 
れ る。 それ も、 国内 だけなら、 整備 員 も 優秀で マニュアル も 理解され、 問題 もない が、 諸 外 
国、 特に 発展途上国では そうはい かない。 至れり尽くせりの 細かい 説明まで も 記述を 必要と し 
た 。 

マニュアル づ くりは 地味では あるが、 ユ ー ザ ー と 直結す る 最前線の 重要な 「縁の下の 力 持 
ち」 であると 島は 強調す る。 

テクニヵル •ィラスト レー シ ョンの 専門家が 一人前になる のには f の 年数が かかる。 日本 
には、 かろうじて、 在日米軍の マニュアルを つくって いた 専門家が わずかいた 程度であった。 
日航 製は もっぱら そうした スタッフを 有する 日本航空 整備 (現 日本航空) に 依存して いた。 

「三 舵 問題」 などで 計画が 一年 近く 遅れ、 時間 的な 余裕が 生まれた にもかかわらず、 それでも 
なお マニュアル づ くりは 追いつかず、 型式証明の 取得から さらに、 半年の 時間が 必要で あっ 
た。 

マニュアルの 作成 だけでなく、 初飛行から 型式証明 取得までの 二 年間に、 主な もの だけで も 
約 八〇〇 件の 設計変更を 行なって いた。 その後の ユ ー ザ ー の 手に 渡った 昭和 四〇年 三月から 昭 
和 五一 一年 三月までの 一二 年間の サ ー ビス ブル ッ テンの 発行 件数は 合計 一三 七 一一 件で あるが、 そ 
のうちの 約 三分の 一 近くは 最初の 一年間に 発行して いた ほどで ある。 

だから、 昭和 四〇年 三月 三〇 日に、 YS11 の 三 号 機 (量産 一号 機) が 初めて ユーザ ー の航 
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空 局に 納入され たとは いう ものの、 とても、 完成した 輸送機で すと 胸を 張って いえる 代物では 
なかった。 

なにしろ この ころの YS11 の 欠航 率は 一般の 二倍 以上に もなる 二 •五 パ ー セン ト 近い 数字 
で、 これらの 問題が ほぼ 収まる のは 四、 五 年 も 後の ことであった。 だから、 飛行 安全には 支障 
をき たさない ものの、 ユ ー ザ ー には 「なんとか 我慢して 使って もらっ ている」 というの が 正直 
なと ころであって、 プロダクト サボ ー トの 担当者は ユ ー ザー にいつ も 頭を 下げ っぱなし だっ 
た。 

原因は 明らかに 民間 機の 経験 不足から きていた。 日航 製は ハー ドウ エアと しての YS11 を 
つくる こと、 6 兀 成させる こと だけで 精い つ ぱい だつ たので ある。 

整備 性の よさ や 乗客の 立場に 立った、 使いやす さや 便利 さ、 まして や 快適 性を 提供す ると こ 
ろまでは とても 配慮が 行き届かな かった。 日航 製の 技術者に して みれば、 それでも、 整備 性を 
よくしようと 一生懸命に 知恵を 出し、 お客さんの 立場に 立って 十分に 配慮した、 快適 性を 追求 
したつ もりで あった。 ただ、 民間 機を つくり、 供給 するとい う 経験を あまりに も 持ち合わせて 
いなかった だけの ことだった。 このため、 1 刖 から 旅客 輸送に 携わり、 戦後、 アメリカ 式の 整 
備 法を 学んだ 人たち の 意見が 貴重だった。 
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「お客さん」 意識は ゼロ 

島は 正直に 記して いる。 

「実用 上 『準 安定 的』 な 設計の 姿に どうやら 達した のは、 量産 機の 出荷 開始 後 数年を 経てから 
であった と 考える。 この 意味から いって YS11 シリー ズ 生産の 経過に おいて、 その 大半の 期 
間は いまだに 民間 機の 開発と 製造の 勉強の 時期で あったと いう こと もで きよう」 (「Ys  - 11 
の 成果」) 

この 時点では、 もはや 土 井 武夫 や 東條輝 雄ら 1 刖 •戦中の 経験は ほとんど 役立たな かった。 

佃泰 三は 述べて いる。 

「今まで 軍用機では、 いい もの さえつ くれば よかった し、 使って もらえた。 それが、 YS11 
を 実際に エアラィンに 納入して から、 お客さんの ほうを 向か なきやい けない という ことに 気づ 
かされた。 この あとは 島さん の 独壇場です。 島さん はユ ー ザー への 売り込みで 先頭に たって 活 
躍され、 苦労され たから、 いつも 『お 客、 お 客』 という 言葉を 使っ てました。 でも、 東條 さん 
の 口からは お 客なん ていう 言葉は これ っぽっ ち も 出なかった」 

その 島 自身は 戦時中に 海軍の 航空 技術 廠 にいた 技術 将校であって、 「お 客」 を 頭に 置く こと 
とは 全く 無縁で、 むしろ、 メーヵ ー に対して 威張って いられる お 客の 立場に あった。 

YS11 を 導入して 日々、 悪戦苦闘を 余儀なく されて いる エアラィンの 現場では、 「国産 機 
を 導入した ばかりに、 われわれが こんなに も 苦労し なければ ならない」 といった 声が よく 聞か 
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れ た。 中 でも、 YS11 の 欠航 率が 高い ことは、 そのまま 収益の 悪化に 結びつく だけに、 ユ ー 
ザ ー の 不評を 買い、 改善 要求は 厳しく、 辛辣な 言葉が 投げつ けられた。 

なんとか 国産 メ ー カ ー を 育てたい との 理解を もつ 国内 ユ ー ザー でさえ も、 さすがに 我慢し き 
れず 「YS11 は 疲れる 飛行機で ある」 「YS11 は 整備に 念を 入れても なんとも ならない と 
ころが ある」 といった 発言が 相次ぎ、 嘆息させる ものが あった。 

次から 次と 起こる トラブルに 悲鳴を 上げた エアラィンは、 日航 製に 対して 正式な 「改善の 申 
し 入れ 書」 を 突きつ けて きた。 

同じ 航空 業界と して メ ー カー とユー ザー との 間では、 常 日ごろから 親密な 連絡を 取り合っ て 
いる。 使用 中に 一つで も トラブルが 起こる と、 ただちに 双方で 話し合いが 行なわれて、 迅速な 
対応が なされる 仕組みに なって いる。 だから、 ユ ー ザ ー 側からの こぅした 正式 文書に よる 改善 
要求は 珍しく、 よほどの ことがない かぎり 発行され る ことは ない。 YS11 は それほど ひど か 
ったので ある。 エアラィンが 突きつ けた 要旨は 次のと おりであった。 

(1) スコ ー ク (ユー ザー 側からの 不具合 記録) に ともなぅ 整備 作業が 多く、 部品の 交換 率が 
高い。 (2) ォーバ ー ホー ル 作業 量が 著しく 多い。 (3) 部品の 保有 率、 修理 費が 増大す る。 
(4) 不具合の 改修 対策が 非常に 遅く、 損失が さらに 増大す る。 (5) 整備 性の 欠陥に よる 遅発 
率、 欠航 率が 高く、 集 客 上 困難を きたし、 会社の 信用を 失墜させる だけでなく、 稼動 率 も 低下 
させて いる。 (6) 快適 性の 阻害 要因と して —— (ィ) 機内 各部で 室温に ばらつきが ある。 
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(口) 騒音、 振動が 大きい。 (ハ) 客室 窓の 二重 ガラスの 内面が くもり、 眺望が 得られない。 

どれ 一つを とっても、 お客さん 本位と すべき 民間 輸送機に おいて あって はならない、 言い訳 
のしょぅ のない 問題 ばかりであった。 

信じられない ほどの 雨漏り 

実用 初期に 起こった トラブルの 代表例は 雨水が 機体 内に 浸入す る ことだった。 

YS11 の 量産 機が エアラィンに 初めて 納入され たのは 昭和 四〇年 四月 一〇 日の 東亜 航空 向 
けであった。 五月 一〇 日から 同社の 広 島— 大阪線 (一日 三 往復)、 おょび 大阪— 米 子 線 (一日 
一 往復) に それぞれ 就航した。 

続いて 五月 一 五日に 引き渡した 日本国内 航空では 六月 五日から * 足— 高 松— 大分— 鹿 児 島 線 
(一日 一 往復) に 就航した。 国産 初の 旅客機 YS11 が 初めて 日本の 空を 運航す ると あって、 
引き渡し 式、 そして 就航の 際には、 新聞 や テ レ ビニュ ー ス でも 取り上げられ、 脚光を 浴びる 
華々 しい スタ 1 卜で あった。 

まもなくして、 梅雨に 入る と、 YS11 は 早く も 問題を 起こし、 「雨に 弱い YS11」 と烙 
印を 押される ことにな った。 なにしろ、 エアラィンの 関係者に いわせれば、 この トラブルは 
「日常の 挨拶 言葉く らいに 一般化し ていた」 といぅ。 

空港に 雨 ざら しにな っていたり、 雨中を 飛んだり すると、 後 胴 や ナセル 内の 装備 品の 電気 系 
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統の コネクタ ー や スイッチ などに 水が しみ 込んで、 ショー トを 起こしたり、 高空では 外気が マ 
イナ ス十 数度には なる ため、 機内に 溜まつ た 水が 氷結して 作動 不良 や 故障を しばしば 起こした 
りする ので ある。 

その 中には エンジン 火災警報 装置 や エンジン 過埶響 報 装置の 電気系統が ショ ー トし、 誤作動 
して 指示を 出した ため、 パイロットは 墜落し かねない 致 八 叩 的 トラブルが 発生した とば かりに あ 
わて て 空港に 引き返す 一幕 も あった。 また、 雨水の 浸透に ょって 各部に 銷が 発生して 作動に 円 
滑 さを 欠いたり、 操 蛇が 引っ かかるな ど、 さまざまな トラブルが 発生した。 

実情を 把握す るた め、 鳥 養 鶴 雄は 広 島 空港の 東亜 航空に 向かった。 

現地に 到着す るな り 鳥 養が 見せられた ものは、 YS11 の 機体 内に 溜まった 水を 汲み出して 

いっぱい になった バケツであった。 

鳥 養は 思わず 「こんなに 溜まっ ていたので すか」 と 驚きの 様子を 見せる と、 「こんな もんじ 
ゃない ょ、 機体の 中に 入って 見て みろ。 中で 金魚が 泳いで るぞ 。排水 ポンプで 汲み出す ほどた 
くさん 溜まっ ている」 と 皮肉 っぽく 脅かされた。 信じられない 思いで 機体の 中に 入り、 床板を 
開けて 下を 覗く と、 本当に バケツ ー杯 どころ ではなかった。 相当 量の 雨水が 溜まって おり、 水 
面が 揺れて いる。 床下は 配管 やケ ー ブル、 装置 機器が ところ 狭し とつ まって いるた め、 上から 
汲み出す ことは 難しい。 

鳥 養は 「水を 汲み出す 何 かいい 方法は ないか」 と 訊かれても、 まさか、 設計 段階で 水が 溜ま 
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る ことな ど 予想 もして いなかっ たから、 適当な やり方が 思いつかない。 仕方なく、 荒療治を 決 
断した。 

「穴を あけて 出し ましよう。 ドリルと 脚立を 貸して くれません か」 と 告げる と、 係員は びっ く 
りして 「そんな こと やったら うちは 責任 もてません よ」 といっ た。 「でも、 それし か 水を 抜く 
方法は ないで しよう」 と 鳥 養が 答える と、 係員は 「ドリルの 使い方を 知っている のか」 と 心配 
そうに 問うた。 

「設計を やって いても、 そのく らいは 知っ てます よ」 といいながら、 鳥 養は 外に 出て、 水が 溜 
まっている 位置の 真下に 入り、 ドリルで 機体に 穴を あけ 始めた ので ある。 

ジュラルミンの 外 板は 意外と 簡単に 穴が 開いた。 その 瞬間、 回転す る ドリルが 水を 飛散 させ 
て 鳥 養は 滝の 中に いた。 当然と いえば 当然の ことだった が、 その 量は 予想して いたより はるか 
に 多く、 とぎれる ことなく しばらく 流れ出て いた。 

鳥 養の 上司で ある 5 健 次 郎は 解説す る。 

「軍用機の 場合は 格納庫に しまって 大事に 使って くれる から、 ® 刖の 設計では、 雨が 入り込む 
ことにつ いて それほど 心配し なくても よかった のです。 ところが、 民間 機は 空港に 雨 ざら しな 
ので、 細かい 隙間から 浸入して、 胴体 内に こんなに 雨水が 溜まる とは 予想 もしませんでした。 
だから、 最初から 設けて ある ド レン 抜き (排水 口) なん かじや とても 間に合わない。 穴を あち 
こちに 開けて 排水を よくす る ことにしました」 


Y  S11 (ハワイ 航空) 


島 も 反省を 込めながら 述べて いる。 

「実用 初期に 行なった 改造の 中で、 雨水 対 
策が かなりの 部分を 占めて いたが、 これ 
は、 試作 や 飛行 試験 中に やった 各種 天候に 
対する 実用 性 試験が 十分でなかった からで 
した」 

「快適さ」 を 考えない 設計 

雨水 対策と 同じよぅな 問題に 騒音が あっ 
た 0 

「国産 輸送機 YS11、 初の 対米 輸出」 と 

して 新聞、 テレビで 騒がれ、 ハワィ 航空に 
納入され た 三 機が 昭和 四 一年 暮の クリス マ 
スシ ー ズン から 就航した。 日系人が 多い ハ 
ワィでは、 日本製 飛行機と して 評判を 呼ん 
で 大いに 報じられ、 注目され た。 それだけ 
に、 営業 開始 早々、 YS11 が 抱える 問題 
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がかえ って 大きく クロ ー ズ アップ された。 外国 機と 比べられて 「乗客 サ ー ビスが 不十分で 機体 
品質が 低い」 とこき 下ろされた。 

「やっぱり 日本の 輸送機の 品質は まだまだ」 と 不評を 買う 結果と なって、 日本製 品 全般につ い 
ての 評価を かえって 下げる 結果と なり、 逆効果に なって しまった。 

この 中で、 もっとも 問題に なった のが 客室 内の 騒音が 異常に 大きい ことであった。 エンジン 
や プロペラが 発する 騒音は しかたない としても、 脚 や フラップを 上下 するとき に 発する 音が ひ 
どかっ た。 もちろん、 最新式の ジェット機 でも 脚 や フラップを 上げ下げ するとき の騷音 は ある 
が、 これに、 室内 空調 用の クー リング ファンを 駆動す る 床下の 油圧 システムが、 それ こそ 一〇 
年 近く も 前に 設計され た 米国 機を 手本に していた ため、 騒音が 特に 大き かった。 

ボ コン、 ボ コン、 ギィ ー、 ギィー と 乗客の 足下から 響いて きて、 単に 不 快感を もょおす だけ 
ではなかった。 空を 飛ぶ 飛行機の 乗客に とっては、 聞き慣れない 異常と いえる ほど 大きな 騒音 
は 「何 かが 故障した のでは ないか」 「品質の 知れない、 この 異国の 飛行機は 大丈夫な のか」 と 
いう 心理的な 不安 感も 加わって、 評価を いっそう 悪く していた。 

得 能は 述べて いる。 

「油圧 ポンプの 脈動す る 音が すごくて 音 対策が 大変だった。 あんな 音は、 軍用機を やって いた 
われわれ 技術者から すると 別に 問題で もなんでも ないから、 気がつかな いんです ょ」 

お客さん 本位を 強調す る 島 も 語る。 
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「われわれは、 飛行機 なんて、 そういう もんだ と 思って いたんだ けど、 やはり、 それは 軍用の 
レベルの ことなんで すね」 

対策は、 油圧 システムを 改良し、 客室に 防音 材を 追加して 騷 音を 減らした。 それでも、 まだ 
気になる 大きさの 音で あったが、 これは 乗客に 我慢して もらう しかな かった。 客室^ ^ と 呼ば 
れる 乗客に 快適な 乗り心地を 提供す る 室内の 居住性は、 軍用機では もっとも 軽視され る こと だ 
った。  . 

なにしろ、 日航 製で 設計す る 技術者の ほとんどが 旅客機に 乗っ たこと がない。 鳥 養は 当時、 
急ぎの 出張で 初めて 飛行機に 乗った とき、 「飛行機に も 切符が あるの か、 切符は どこで 買った 
らいいの か」 と 同僚たち に 訊く 始末 だっ たと 苦笑しながら 話す。 

戦前 •戦中に 軍用機を 設計した ことの ある 技術者 も、 「戦時中は 出張 <J X £ 日を 持っ ていけば、 
それだけで 軍の 輸送機に 乗せて もらえた」 という。 だから、 「どこに 待合 所が あって、 そこで 
切符を もらって、 ゲ ー トに 並んで 乗る なんて、 YS11 の 仕事で 三菱の 小牧に 通うよう になっ 
て 初めて 乗り 方が わかった のです」 と 話す。 

そんな 技術者た ちが 設計す るの だから、 「客室 内の 設備が どのような 目的で 利用され るの か 
想像で 設計す るし かなかった」 という。 

胴体を 担当した 三菱が 最初、 試作機を つくる とき、 ある 技術者が 「バスの ような 網棚を つけ 
るの がいい。 軽量 化で きる し、 乗せた ものが 下から よく 見える から I と 提案して 実際に も 取り 
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つけたが、 「旅客機の イロ ハ も 知らない」 と エアラインから 呆れられ、 ク ソミソ にい われた。 

洗面所 や トイレの 設計では、 そのころ から もてはやされ ていた ステンレス 流し台の メ ー ヵー 
である サン ウェ ー ブに 三菱が 頼みに いったが、 試_ の たった 二 機 分で しかない ため、 丁重に 
断 わられた。 それでは しかたがない と、 試作は 三菱 自身で 設計した。 やがて、 でき 上がって き 
たものは ぶ 厚い ステンレスで つくられ ていた。 「これ じ や、 まるで 軍艦 用 じ やない か」 と 思わ 
せる ほど ごつ いもので、 軽量 化と スマ ー トさを 要求され る 飛行機に はとても 使い物には ならな 
かった。 

結局、 量産 機は 座席の シート や 室内 インテリアを 含めて 大 丸の インテリアデザイン 部に 頼み 
込んだ。 すると、 彼らは 外国 機を 次々 に 見て 回り、 ヵ ー テン、 壁 布、 シート 、トイレ、 洗面所 
など、 機能、 色彩、 形、 材質な ど すべてに おいて それらし いものを つくり 上げて、 ひとまずは 
{兀 成させ、 なんとか 見られる ものに なつた。 

工学 一辺倒で _第 一 主義に 陥りが ちの 日航 製の 技術者たち にと っては、 とても 真似ので き 
ない センスで、 餅は 餅屋で あるとの 教訓と なった。 

考ぇてみれば、 飛んで いる 間、 乗客が 直接に 触れ、 目に 映る 室内 艤装は、 その 飛行機の 評判 
を もろに 左右す る。 その 意味では エアラインに とって きわめて 重要で、 こぅした ノウハウの 蓄 
積が 民間 機を つくる ぅぇで どんなに 大切 かを 技術者た ちは 改めて 思い知らされる ことにな っ 
た。 
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こうした 問題は、 ドア、 窓 や 収納 ボックス、 非常口、 タラ ップ など、 ほかに もい くつ も あつ 

た。 

就航 まもない YS11 は 何かと 注目され ていた だけに、 一つ トラブルが 起こる と、 マスコミ 
の 反応 も 早かった。 昭和 四〇年 八月には 新聞で 「YS11 の エンジンに 欠陥 あり」 と 報じら 
れ 、またまた 騒ぎ立てられる ことと なつた。 この 問題は エンジン メーヵ ー の 問題で あり、 ロ ー 
ルス •ロィス 社の 精力 的な 取り組みで 解消す る ことができた。 

トラブルは 一難 去って 一難では なかった。 一つが 解決して いないのに、 またまた 新しい 問題 
が 次から 次と 発生し、 それ も、 納入 機 数に 比例して 増加す るた め、 日航 製の 技術者、 ザー ビス 
エンジニアは ユー ザー からの ク レー ムの 対応に 大 わらわで あった。 

脚が 降りない ！ 

雨水 対策で 方々 の 箇所を 改善し なければ ならず、 対策に 追い まくられ ていた 八月、 就航して 
まだ 三 力 月 ほどし かたって いない 東亜 航空の JA8641 が 広 島へ 向かう 途中、 脚の 異常を 示 
す 指示 灯が 点いて 大騒ぎに なった。 

満席の YS11 が、 広 島 空港に 近づき、 着陸 準備に 入って パィロットが 脚下げ にしても、 左 
主 脚が 降りない ので ある。 仕方なく、 機体を 上昇 させて、 何度か 脚 出しの 操作を 試みて いるう 
ち、 何 かの 拍子に 出た ので、 事な きをぇ たのだった。 
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早速、 東亜 航空から 日航 製に 「どう すれば いいの か」 と 電話が 入った。 受け取った 担当の 技 
術 第三 課 課長の？ i は ただちに 部下を 集めて 相談し はじめた が、 電話での 事情 説明 だから、 詳 
しい ことは わからない。 「図面を 見ても わかる ものでは ない。 とにかく、 今から すぐ 翔 cffl h ^T 
って、 YS11 の 現物を 見ながら チェックし ょう」 と？ l RIb 健次郎 、鳥 養、 塩 原 竹 治、 水口 信 夫 
らは 出かける ことにな つた。 

まずは、 持参した 図面と 照らし合わせて、 現物が 違っ ていない か。 いわゆる 、間違った 寸法 
でつ くられて いない か、 各部 品を 計測して チェックした。 ものは 確かに 図面 通りに できて い 
る。 ならば、 設計 そのものに 問題が あるの か。 

そもそも、 脚の 設計は コン ベア 440 と 同じ 形式で ある。 ならばと、 コン ベア 440 の マニ 
ュ アルを もっ てきて、 何 か 違っ ている 箇所が ないかを 念入りに 当たっ ていった。 すると、 塩 原 
が 「どうも おかしい。 コン ベア 440 には 調整 装置が あるじ やない か」 と 気がついた。 

脚を 降ろした ときは、 リンク (連結 棒) が デッド ポィントを 越して ストッパー にあた るょう 
になって いる。 コン ベア 440 の マニュアルに はこの ストッパ ー の 位置を 決める 調整 用の ネジ 
を 一回転 スク リュ ー オフす る (伸ばす) との 指示に なって いた。 この 意味が わからず、 たかが 
ネジを 一回転 伸ばす くらいは 大した ことでは ない ものと 決め込んで、 日航 製の マニュアルでは 
無視して いた。 スク リュ ー オフして いなかっ たので ある。 このため、 横風の 強いと きに 脚 上げ 
すると、 リンクの ストッパー と 機体 側との 間に 遊びが 出来て、 微妙な ところで、 脚が 降りて こ 
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ない こと も あつたの だろうと 推定で きた。 

微妙な 動きな ので、 急いで 実験 部隊を 招集して、 実 機に スト レンゲ ー ジ (応力 測定器) を 張 
り、 荷重を 加えて、 一回転 スク リユー オフした ときと しないと きの 違いを 実験して みた。 する 
と、 横風を 受けて リンクが わずかに 片方に 寄せられた とき、 脚が 出ず、 塩 原の 推論が 現象と し 
て 再現で きた。 原因が わかった ころ、 すでに 東の 空は 白んで きていた。 ただちに 東亜 航空に 電 
話して、 正しい 調整 法を 伝えた。 

このと き、 原因に 気づいた 塩 原は、 脚を 担当す る m ffi ffb の 部下では なく、 胴体の 構造 班で あっ 
た。 しかし、 YS11 は 翌日の フラィ トを 控えて おり、 原因 究明が 一刻を 争う と あって、 とて 
も 人 ごとと 見過ごす ことは できず、 乗り出して きたの だっ た。 人数の 少ない 日航 製では、 ト ラ 
ブルが 重なり、 猫の手も借りたい 状況が 日常 的だった。 だから、 担当を 越えて 協力し 合う こと 
で、 少ない 人数を カバ ー する こと も しばしばで あった。 

予想外の トラブルが 

技術 第三 課に よる 原因の 究明と 対策に よって、 脚が 降りない 問題は 解消した かに 見えた が、 
そうではなかった。 同じ 八月の 一九 日、 またも、 脚が 降りない トラブルが 起こった。 

一〇 月に 全日空に 納める 予定の 量産 一三 号 機の 初飛行が 行なわれ たこの 日、% 義 操縦 
士は福 田 規夫副 操縦士と ともに 小牧を 飛び立った。 離陸 手順が ひと 通り 終った ところで、 計器 
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盤に 目をやる と、 右 主 脚が まだ 下がった ままの 怒 想を 示す 赤 灯が 点いて いた。 パイロットの 小 
野 村は 「航空 ジャ ー ナル」 別冊の 「YS- 11 物語」 の 中で そのと きの 経過を 次のように 綴っ 
ている。 

小 野 村の 指示に 基づいて 福 田が もう 一度 ギア ダゥンを してみ ると、 左 主 脚と 前輪 も 下げ 固定 
を 示す 緑 灯が 点いた が、 右 主 脚 だけは 点かず、 これまでと 同じ 赤 灯火が 点いた ままな ので あ 
る 0 

「おかしい。 こんな トラブルは 初飛行から これまでなかった のに」 と 小 野 村は 思いつつ、 何度 
か 同じ 操作を 試みて みたが、 やはり、 結果は 同じであった。 小 野 村は 自分の 目で 脚の g ffi を 確 
かめようと、 「ちよっ と 見て くる、 操縦を 代わっ て くれ」 と 告げて 客室に 向かっ た。 客室に 乗 
り 込んで いた 計測 員 や 整備 員ら は 事態を まだ 知る よし もない。 小 野 村が 客室 最後 部の 窓から 右 
主 脚を のぞき 見て 「これは 大変 だ」 と 叫んだ。 

右 主 脚の タイヤを 格納す る 観音開きの 左右の 扉のう ち、 左は ほぼ 閉じられて いるが、 右が 夕 
イヤの 側面に 食い込む ように 引っ かかって いる。 そのため、 タイヤが 半分 ほど 顔を のぞかせた 
ままで 止まっ ていた。 主 脚の 収納は 油圧 ピストンで 上げ下げされ るが、 かなり 上がった ところ 
で、 脚 柱に ある 口丄フ ー に 扉が 引っ かけられ、 引っ 張られて 少し 遅れて 閉じられる 糧 になっ 
ている。 

ところが、 片方の 脚 だけが、 途中で 引つ かかっ たままでは、 飛行 中に 機内から 触る こと もで 
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きない。 このままでは、 胴： 陸を 余儀なく される ことを 意味す る。 小 野 村の 叫びに 何事 かと 
驚き、 同じように 外を 見た 計測 員たち も 真っ青に なった。 

小 野 村は コックピットに 戻って 福 田に 再度、 脚の 上げ下げを 指示して 後、 自らは さっきの 窓 
から 右 主 脚を 見つめた が、 無情に も 扉 も 脚 もび くと もしなかった。 小 野 村は 何 かいい 知恵は な 
いもの かと 思い巡らし、 「G を かけて みよう」 と 告げた。 

搭乗員に も 告げた のち、 機首を 下げて 加速し、 一六 〇 ノット (時速 約 一 一九 六 •三 キ ロメ ー ト 
ル) になっ たと ころで 思い切って 操縦桿を 引き、 機首を 上げて YS11 の 許される 二 •五 G を 
超す 三 G を かけた。 その 直後、 福 田が 祈る ような 思いで ギア ダウンの 操作を した。 安全率が 
一 •五 あるた め、 大丈夫 だと 見込んでの 賭だった。 身体が シ ー トに めり 込む ように 押しつけら 
れ 、緊張と あいまって 頭の 血が 引く ような 思いであった。 後ろの 窓から 見つめて いた 計測 員 か 
ら 「だめです」 の 声が 飛んだ。 二、 三度 試みた が、 結果は 同じだった。 

とりあえず、 社内 通信で 地上に 状況を 伝える ことにした。 小 野 村には 大騒ぎす るであろう 地 
上の 様子が 目に 浮かぶ ようであった。 こんなと き、 パィロットが あわてふためき、 冷静 さを 失 
うこと が もっ とも 危険で ある ことを 小 野 村は 長い 操縦 歴 から 十分 過ぎる ほど 知っ ていた。 しか 
し、 知識と して、 心構えと して 頭で 知っ ている ことと、 現実に そうした 状況に 置かれた とき、 
冷静で いられる かどう かは また 別の 次元の 問題であった。 

小 野 村は 自らを 落ち着か すため、 あえて タバコに 火を つけた。 このまま、 卸が 降りな けれ 
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ば、 残りの 三脚を 収納した 状態で 胴 聾 陸す るか、 それとも、 前輪と 左 脚を 降ろした 状態で 片 
足 着陸す るかの どちら かで ある。 どっちに しても、 着陸 時に 予想され る 火災を できるだけ 避け 
るた め、 燃料は 使い切らなければ ならない。 飛び立っ てま もない ため、 少なくとも、 こんな 不 
安を 抱きながら あと 三時 間は 飛び 続けなければ ならない。 やり切れない 思いであった。 

小 野 村は 片足 着陸は した ことがない が、 胴体 着陸は 戦時中に 体験して いた。 機体は 東 條が設 
計した キ 67 四 式 重爆撃機 「飛 龍」 であり、 おのず と、 そのと きの 情景が 脳裏に 浮かんで い 
た 。 

今は、 命を 惜しむ ことなく 突っ 込んだ 戦時中の 若い ころとは 違っ ている。 就航して 間 もない 
初の 国産 旅客機 Ysll#_§ 陸した となると、 またも 格好の 新聞種に なり、 マスコミが 待 
ってました とこれ まで 以上に 騷 ぐであろぅ。 小 野 村は 過去の 例から も、 十分す ぎる ほど 想像が 
できた。 それば かり か、 YS11 は 今、 盛んに 内外の エアラィンに 売り込みを かけて いる 最中 
だ。 そんな 時期の 事故は、 売れ行き にも きっと 悪影響を 及ぼす に違いない。 何を 想像しても 悪 
い 結果 ばかりが 浮かんで くる。 

まだまだ 時間は 十分に ある。 何 かいい 知恵は ないか、 あらゆる 可能性を 思いめ ぐらした。 小 
野 村は 窓から 扉を 見つめつつ、 一つの 試みが 思い浮かんだ。 「あの 半開きの ほぅに 横風を 当て 
て やれば 何とかなる かもしれ ない な」 

だめで もともと、 早速、 試して みる ことにした。 小 野 村は G を かける と 同時に 横滑りを させ 
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る ことにした。 福 田と 手順を 打ち合わせて、 取り かかる ことにな った。 頭を 突っ 込んで 加速し 
ながら、 横滑りの 制限速度 である 一 五 〇ノッ ト (時速 約 二 七 七 •八キ ロメー ト ル) にまで 上げ 
て 実行した。 機体を 思い切り 引き起こし、 左方 向 蛇を 力一杯に 押し込んだ。 横風を 受けた 機体 
がきし む 音と ともに 身体が 捩れる ょうにな つて G を 受ける。 「ギア ダウン」 と 叫んで そのまま 
の 姿勢を^ !£ する。 ほんの 数秒 間な のに、 やたら 長く 感じる。 すると、 左 主 脚に 続 ハて 前輪の 
緑 灯が 点いた。 しかし、 またも 右 主 脚は 点かない。 

「やはり だめ か」 ガ ックリ する 思いで 操縦桿を ゆるめた そのと き、 右 主 脚の 緑 灯が 点いた。 

「降りた」 と 福 田が 叫んだ。 後部に いた 草 野が 走っ てきて 「降りました。 降りました I と 叫ん 
だ。 

機内から いっせいに 歓声が 上がった。 

世話を焼かせる やつ だ」 と 思いつつ、 小 野 村は 右 主 脚を 改めて 見た。 いつもと 同じで、 何も 
なかっ たといわん ばかりの 姿だった。 しかし、 脚が 降りた からと いって、 安心す る わけには い 
かない。 もしかして、 何 か 異常が あるか もしれ ず、 着陸のと き、 二 四トン 近く ある 機体 重量を 
支ぇ 切れない かもしれ ない。  • 

地上には 脚が 降りた ことを 連絡 するとと もに、 念のために 空港を 低空 通過す る ことを 知ら 
せ、 その 際、 脚に 異常が ないかを 地上から 見ても らう ことにした。 管制塔の 許可を 取って、 氐 
空 通過を すると、 地上から、 「ギアは 異常ない ょうに 見ぇます」 との 車 j 絡が 入っ V こ。 小抒对 ま 
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「エマ ー ジェン シ ー ( 緊急事態) はかけ ません が、 念のため、 消防車は スタンバイ お願いし ま 
す」 と 告げた。 

着陸 体勢に 入った YS11 量産 一三 号 機は いつもと 同じように 次第に 減速しながら 接地し、 
そして 何事 もなかっ たかの ように 滑走路に 停止した。 

不具合 調査の 結果、 主 脚 開閉 扉の^* が 片側に ずれて おり、 組立の 際、 ガイドと フックと 口 
1 ラ ー が 干渉す るよう な g ffi で 取り付けられ ると、 主 脚を 上げる とき、 ロ ー ラ ー が ガイドの 間 
に 入らない まま 扉 開閉® 1¢ を もち 上げて しまうた め、 主 脚が 上がりき る 前に 開閉 扉が 閉まり、 
両者が 引っ かかって 脚 上げが 不能に なって しまう ことが わかった。 

この トラブルは 数度 起こっ たが、 明らかに 設計 ミスで あった。 真似た コン ベア 440 に 込め 
られた 細 かい ノウハウまで も 十分 汲み取る ことができない まま 設計し、 製造した ことによ る不 
具合で あった。 ライセンス 生産では しばしば 起こる ことだった。 

トラブルの 発生、 調査、 改良 設計 そんな 作業に 追われて いた この 年の 一二 月初め、 今度は Y 
S 1 1 に とって 初めての 人身事故が 起こった。 広 島 空港で 東亜 航空の Y S 1 1 を 地上 運転して 
いると き、 ブレ ー キが 利か なくなって 機体が 暴走し、 プロペラが 地上 整備 員に 接触して 死亡に 
至ら しめたの だっ た。 機体は その あと 電源 車に 接触して 破損して 停まつ た。 

第一の 原因は、 マニュアルに 指定され ている 地上 運転の 正規 手順 通りに やって いれば 防げた 
事故では あったが、 ブレ ー キの 設計に も 問題が あった。 YS11 では、 油圧 系統を 切った まま 
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エンジンを 起動す る 方式に なって いるた め、 ブ レー キが 抜けて しまぅ のだった。 地上での 軍 一転 
時とは いえ、 ブレ ー キ システムが、 航空機の 設計には 必要な フエ ー ルセ イフの 構造とは なって 
いなかっ たので ある。 

エアラインの 整備 員の 事故であった ことから、 マスコミで 騷 がれは しなかった ものり、 日丄 ，几 
製が 責められるべき 落ち度 も あった。 東亜 航空に 謝りに いったが、 それです む 問題で もな く、 
ただちに、 設計変更が 行なわれた。 

「魔の 昭和 四 1年」 

YS11 には、 雨水 浸入 や 脚の トラブル だけでなく、 追討ち を かける ょぅに^^らず 細かい 
問題が 次々 に 起こっ たこの 年が 暮れ、 明けて 昭和 四 一年 二 九 六 六 年) 二月 四日 夜の こと だっ 
た。 重大 ニュ ー スが 飛び込ん できた。 

「午後 五 時 五 五分、 北海道 S 空港を 飛び立ち、 羽田 空港に 向かっ た 全 星の ボ— イング 
^  7 型 大型 ジ ヱッ ト 旅客機が * 示 湾 上空で 消息を 絶った」 

肝を 冷やす トラブルに 毎日 悩まされ、 連日 夜 遅くまで 残業し 続けて いた 日航 製 職員には、 と 
て も 他人 ごととは 思えない 事故の ニュ ー ス だった。 

昭和 四〇 年、 全日空は ボ ー イング 社から B727 の 引き渡しを 受けて いた。 YS11 の 量産 
一号 機が 納入され た 同じ年で ある。 第二 世代の ジ ヱッ ト ライナー を 代表す る 機 重と して 世界の 
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エアラィンが 競うよう にして 購入し、 全日空で も 「世界 最新 鋭の 大型 ジヱッ ト 旅客機」 として 
大いに 宣伝し、 客を 集めて いた。 日本で も、 ジェット 旅客機に よる 旅行が ようやく 一般化し よ 
うとして いた 時期だった。 

この 日、 冬の 風物詩、 札幌の 「雪 まつり」 から 帰る 団体客が 乗り合わせ ており、 乗員 含めて 
一三 三 名と、 ほぼ 満席だった。 

消息が つかめず、 午後 八 時 過ぎには、 捜索の ため、 全日空の フレンドシップ ニ 機が 東京湾に 
向けて 飛び立った。 海上自衛隊の 千葉県 下 総 基地から も 対 潜 哨戒機 P2 V が 飛び立ち、 海上 保 
安 庁、 航空自衛隊、 米軍のへ リコ プタ ー など も 出動、 海からは 巡視艇、 消防艇 も 加わって 捜索 
を 開始した。 

かすかに 望みを 抱いて いた B727 の 燃料が 尽きる 午後 八 時 四 六 分を 過ぎても 消息は つかめ 
ず、 「やはり だめ か」 との 思いが 人々 の 頭を よぎって いた。 

消息を 絶って から 四時 間 半のと きが 流れた 午後 一一 時 三 五分、 巡視艇が 漂流す る 遺体を 発 
見、 続いて 旅客機の 座席 や 機体の 残骸の 一部を 発見した。 もしかして、 東京湾に 不時着して、 
乗客は 生存して いるか もしれ ない との、 かすかな 望み も 断たれる ことに なった。 

結局、 乗客 乗員 合わせた 一三 三 名 全員が 死亡、. それまでの 航空機 史上 最悪の 事故と なった。 
地上を 走る 自動車 や 鉄道と 違っ て、 航空機は いったん 事故が 起こる と即 人命を 奪う ことを 改め 
て 証明して 見せ、 その 怖 さを 見せつ けて いた。 
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この 全日空 機 B727 の 事故 報道が 新聞紙 上で まだ 消え去ら ないちよ うど 一力 月 後の 三月 四 
日夜、 霧が 立ち込める 同じ 羽田 空港に 着陸し ようとした 香港 発 ヵナダ 太平洋 航空の DC8 型 機 
が 進入灯に 脚を 弓っ かけ、 防潮堤に 激突して 炎上した。 ただちに 出動した 空港な どの 化学 消防 
車の 必死の 消火 作業 も 空しく、 六 四 人の® 者を 出した。 

一夜 明けた 三月 五日、 炎上した ヵナダ 機の 残骸を 横に 見ながら、 Bo  Ac  (ィギリス 海外 i 几 

空 会社) の 九 一一 便、 B 707 が 香港に 向けて 羽田の 滑走路を 飛び立って いった。 それから 約 

一九 分 後、 晴れ渡った 早春の 空に そびえる 冠雪の 富士山に 向かって 一筋の 白煙が 弧を 苗い r 肖 

え 去っ た。 富士山 上空に 特有な 乱気流に 飲み込まれ 5 中分 解を 起 £ 、一二 四 名の 乗客 
の 全員が 死亡した。  • 

日本の 航空 界に とって 「魔の 昭和 四 一年」 と 呼ばれた この 年の 前半、 たて 続けに 三 件 もの 航 
空 機 大事 故が 重なった が、 これ だけには とどまらな かった。 

全日空 機、 松 山 沖に 墜落 

事故 調査結果の 報道な どが この 後 も 続いて いたが、 ようやく 人々 の！！ 裏から 生々 しい 憶が 
去ろうと していた この 年の 二月 一三 日、 大阪発 松 山 行の 會 空の YS11 了 A 八 六 五八) 

力 fe 山 空港に レっ たん & 地した がすぐ に 飛び上がって 着陸を やりなおそうと 上昇した 後、 消自' レ 
を 絶ち、 二〇時 二八 分 ごろ 松 山 空港 沖に 水没して 大破した。 乗員 乗客 五〇 名の 全員が 
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アメリカ などと 違つ て、 日本の 航空機 事故の 調査は 中立性が 要求され る。 このため、 表向き 

は 日航 製の 技術者た ちが タッ チし ない ことにな つていた が、 そうはい つても、 もつ とも 詳しい 
のは 彼らで ある。 塩 原ら は 事故 調査に 協力す る ことにな つた。 

そうした 松 山の 事故 調査が 続けられ ていた 翌 昭和 四 二 年 一月 二〇 日、 今度は 大阪 空港で、 ま 
たも YS11 に トラブルが 起こった。 大分 行 全日空の Ysll (JA 八 六 五〇) が大阪 空港を 
離陸した 直後、 右 主 脚が 上がら なくなり、 仕方なく、 三時 間 あまり 上空を 旋回した 後、 その ま 

ま 片足で 胴体 着陸し、 機体を 損傷 させた ので ある。 

事故は この 二 件に 留まらな かつた。 大阪の 事故から わずか 二日 後の ニニ 日、 今度は 函館 空港 
で またも 事故が 管た。 札幌へ 向かう 日本国内 航空 QYS11 が函 館を 飛び立とうと 滑走路を 
走り出し たが、 エンジン 操作 装置が 故障し、 離陸を 断念せ ざるを えなくな つた。 すでに 機体は 
かなりの 速度に 達して おり、 滑走路が 途切れる 位置では 停まり 切れずに そのまま T、、 ハ 1 フン 
して 突つ 込み、 機体を 大破 させて しまつた ので ある。 

幸いな ことに、 両事 故と も 人命を 奪う ことには ならな かつた が、 松 山の 事故から まだ 一力 月 
まどし かたつて ハな かつた だけに、 マスコミは 「YS11 またも 事故を 起こす」 と大 々的に 報 

道した。  、 

専門家 も 含め、 世間は YS 1 1 に 何 か 技術的な 欠陥が あるので はない かと® 疑いを 強く し 
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不信 感を 募らせた。 

この 両 事故の 直接的な 原因は 整備 および 操縦 上の 不適切に あったが、 それとは 別に、 安全 第 

一の 考え方から すると、 YS11 を 整備、 操縦す る 側への 負担を より 軽く する 設計 的 配慮に 欠 
けて いたの も 事実だった。 

島は 述べて いる。 

「この 時期は、 対米 輸出の 第一歩と 位置づけ ていた ハワィ 航空への リース を 行なった ばかり 
で、 乗客の 不評を 買っ ていろ いろと 問題が 出て いました。 その 対策に 追われて いたと きで も あ 
り、 松 山 事故の 調査、 大阪 、函 館の 両 事故の 設計 的な 再検討、 改善 処置が 重なっ たので、 日航 
製の 全員が 目の まわる よぅな 忙し さで てんて こ 舞いを しまし/ j  I 

ちよぅ どこの ころ、 Y S 1 1 の 担当 技術者の 数が 急減して いた。 

防衛庁 向けの C1 輸送機の 開発が 日航 製に 委託され、 基礎 計画が 始まって いたから だった。 
これまでの 技術 部を 第一 技術 部、 第二 技術 部の 二つに 分け、 前者は これまで どおり YS11 
者は C1 をそ冰 代£ 担 陣容を ほぼ 半々 に 分けた。 第二 技術 部の 所属と なった 惝 
田 愛郎、 鳥 養 鶴 雄、 池田昭 、園— m? 治らは 昇格して 主査 (課長) となり、 同じく、 トラブル 対 
策で 走り まわった 磯崎 弘毅 、日 根 野穣は 係長 待遇であった。 東條は 第一、 第二 技術 部の 両方の 
部長を 兼ねてい たが、 実際には C1 輸送機を 担当して いた。 

それだけに、 人数が 減っ た 中での、 島 率いる YS11 担当の 第 | 技術 部は 大 わらわで あっ 
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この ころの 心境を 島は 述べて いる。 

「YS11 が 就航して からし ばらく は、 トラブル や 事故が 続き、 大事には 至らなかった もの 
の、、 3 、ろ 問題が あったので、 日曜日な ど、 たまに 自宅に いると きで も、 電話が かかる たび 
に 『何 か 起こっ たんじ やない か』 と ピリ ピリして いました」 

松 山 事故の あった 夜は、 アメリカへの 売り込みの ため、 出発を 翌日に 控えて、 日本を 発つ 準 
備を すっかり 整え、 意気込ん でいた。 そんな 矢先に 「YS11 行方不明」 の ニ ュース が 飛び込 
ん できた。 島は 51 ai u アメリカ 行きを 延期す る ことにして、 松 山に 飛んだ。 肉親を 失っ た 遺族 
らを 前に、 YS11 の 技術 責任者と して、 深く Is びる とともに、 民間 機、 旅客機を 設計す る こ 

との 責任の 重さを 改めて 痛感 させられ たのだった。 

この 後、 島は、 訪問の 約束を 長く 延ばす こと もで きず、 一週間 後、 事故 調査の 推移を 気にし 

ながら も アメリカに 向かつ た。 

YS11 のよう な ロ ー カル 線に 使う 中型 輸送機の 最大の マ ー ケットは アメリカ であり、 世界 
の 半分を 占めて いる。 YS11 事業の 成否に かかわる アメリカ 市場に 向かって 本格的な 売り込 
みを 開始し ようとした 矢先に 起きた 大事 故の ニユ ー スは 、もちろん 世界の エアラィンぐ に ^ 知れ 
度つ ていじ。 島に とって は 「よりによ つて こんな 最悪のと きに アメリカへ …… 」 と 愚痴 も 出 

ざるを えない 重い 気分だった。 
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ちなみに、 松 山 事故の 調査報告 書は 二 年後の 昭和 四 三年 一二 月に 発行され たが、 「同 機が 着 
陸復行 後、 高度を 失い 接 水す るに 至つ た 事由を、 明らかにする ことは 出来な かった」 と 結び、 
原因は 不明と なった。 

飛行 試験を 担当した 日航 製の パイロット 長 谷川 栄 三は、 自らの 経験から、 「操作の 慣れた そ 
れ までの ピストン 機から 夕— ボ プロップ 機に 替わっ たばかりで、 とっさの 判断のと き、 パイ ロ 

ットが 勘違いし たこと も 考えられる」 と 推定した。 

YS11 | 二 号 機 フイ リピンへ 

話は 前後す るが、 YS11 が 型式証明を 取った ころ 
から、 日航 製は 商社を 通じて 各方 面への 本格的な 売り 
込みを 始めて いた。 その 成果 も あって、 フイ リピン 政 
府 、インドネシア 民間 航空 省、 ベネズエラ、 プ エル ト 

リコ、 コロンビア、 ブラジル、 エクアドル、 ヵナダ、 

アメリヵ など 各国から、 日航 製への 訪問 や 問い合わせ 
が 相次いでいた。 主に DC3、 DC4 の 後継 機と して 
検討され ていた。 

昭和 四〇年 六月 一 五日から 七月 六日に かけて、 日吭 
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製の S 爾知 社長は fix 臟 1 i HS パイロットを ともない、 売り込みと パリ 航空 ショ ー の 視察 も 兼ね 
て、 アメリカ、 カナダ、 パリな どを 回っ た。 

これまで 日本は、 海外に 向けた 航空機の 広報 宣伝は 全く 経験がなかった。 日航 製は 大手 商社 
を 通じて アン ケ ー トを 出したり、 吉成孝 史らが 見ょぅ 見 まねで つくった パンフ レツ ト や#^ ブ 
ロ ー シャ ー、 PR 映画で 広める 努力を していた。 しかし、 ユ ー ザ ー からすれば、 日航 製な ど 聞 
いた こ ともなく、 実績 も 信用 もない。 第一、 日本が 旅客機を つくっ ている こと すら 知らない 国 
が ほとんど だった。 売り込みを 受けた エアラインからは 唐突 だと 受け止められたり もして い 
た。 

それでも、 この 年の 九月 三日、 かねてから YS11 の 輸出 交渉が 進んで いた フイ リピンの フ 
イリ ピナ ス •オリエント •エア ウェイズ 社 (FOA) との 間で、 売買契約が 結ばれた。 

「三 舵 問題」 の 改修が 続く 中での 販売 交渉だった だけに 難航し、 現地 大使館 や 商社 ト ー メンの 
協力を 得ての 契約 成立であった。 

この 契約は 日本の 戦時 賠償の 一環とは いえ、 実績 も 信用 も 十分な 対抗 機種 F27、 H S74 
8 との 激烈な 競争に 打ち勝っての 輸出で、 純 国産 機と しては 初めての ことで あり、 大いに 記念 
すべき ことであった。 日航 製では FOA との 契約を 「F-  27 や HS-  748 型 機の 対抗 機種 
として、 世界の 輸送機の 仲間入り をし、 国際市場への 第一歩を 踏み出した」 (「YS  - 11 の 成 
果」) と 位置づけ ていた。 
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この 年の 一〇月 一九 日、 三菱 小牧 工場では 日航 製の 首脳 も 参列して、 FOA のフヱ ルナン デ 
ス機長 へ 一番 機の 引き渡し 式が 行なわれた。 この あとの 記者会見で フェルナンデス 機長は 「Y 
S 1 1 は あらゆる 面で 期待 以上の 性能を もって おり、 フイ リピンの 飛行場の 状況に ぴったり 
だ。 試作機で トレ ー ニン ダした が、 量産 機は 居住性、 操縦 性の 点で もさら に 進歩して いる。 全 
く 優秀な 飛行機 だ。 また、 YS11 が 日本、 フイ リピン 両国の かけ 橋と なること にも 大きな 意 
義が ある」 と 語った。 

翌二〇 日、 鮮やかな フイ リピン 国旗を 尾翼に 描いた YS11 の 一二 号 機は 関係者の 見守る 
中、 名古屋 空港を 飛び立ち、 ムロ 北を 経由して マニラへ と 向かっ た。 

マニラでは、 フイ リピンの 副 大_ および 外 雲 人が わざわざ YS11 の 到着を 迎え、 加え 
て、 Fo A の ヵラム 社長、 先発隊の 日航 製 社長 以下の 首脳、 そして 通産省の 航空機 武器 課長 も 
参列、 日本からの 報道陣 も 押し かけて 盛大な 式典が 行なわれた。 

フイ リピンでは、 ちよぅ ど 選挙が 行なわれた 直後であった。 ヵラム 社長が 国民 党から 下院議 
員に 当選し、 同じ 党の マルコス 大統領 も 当選して 政権を 勝ち取っ たこと から、 国を 挙げて 大い 
に 盛り上がっ ていた。 このと き 同行した 日本航空 新聞の 梅沢喬 二は フイ リピンの 航空 事情を こ 
ぅ 伝えて きた。 

「世界の エアラインは、 海外では 初めて デビ ユー した Ys - 11 の 稼動 状況に 重大な 関心を 寄 
せて いる。 だから F OA による Ys  - 11 の 運行が 軌道に のる までは 強力に かつ 根気よ く 支援 
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する ことが 必要で ある。 (中略) FOA の 実績 こそ 入 r 後に おける Ys- 11 海外 輸出の 消長を 
かけて いると いっても 過言では ない I  (「NAMC  .NEWS」 一九 六 五 年 一一 月 号) 

また、 日航 製サー ビス 部 課長の 加 藤 木 敬 一は 述べて いる。 

「(FOA は) フイ リピン 第二の 航空会社で、 主として 国内線を 運航して いるが、 許可 路線と 
しては 香港、 ムロ湾 など 近距離 路線 ももっ ている。 しかし、 まだまだ 設備、 機体 整備な ど あら ゆ 
る 面で 不十分な 点が 多い。 (中略) 

われわれと しては、 さらに 今後の 支援 体制を 固めて Ys - 11 が 順調な 稼動を 促進す るた め 
に、 向こう 半年 間の 予定で 五名の 整備 技術者を 派遣して いる。 FOA 側に も トレ ー ニン ダを つ 
づけて 実務 的な 体制を 整える よう 指示して きた。 経営陣の 強化と 相 まって パイロット、 整備 員 
の 強化 刷新が 自動的に Ys  - 11 の 実用 性を 高める ものと 確信して いる」 (前掲 誌) 

YS11 は 昭和 四〇年 一一 月 二 五日から、 フイ リピン 国内の メイン ル ー ト である マニラ— セ 
ブ 、マニラ— セブ— バコロドの 路線に 就航した。 両人が 強調して いるよう に、 海外への 輸出で 
は、 相手 国の 環境 条件が 日本と あまりに も 違って おり、 しかも、 発展途上国は 各種の 基盤 整備 
が 不十分で ある。 このため、 軌道に 乗る までには 手取り 足取りの 指導 や プロダクト サボー トが 
大変で あった。 

想像 もして いない 使われ 方 
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輸出 第一 号と して 華々 しく 報じられた YS11 であっ たが、 梅 沢 や 加 藤 木の 指摘した とお 
り、 就航して まもなく 問題を 起こした。 

現地には 日航 製から 派遣され た 鶴 田国昭 、和久 光男ら 五 人の 整備 員が 駐在して、 自ら も 作業 
を するとと もに、 FOA の 従業員の 指導に 当たっ ていた。 しかし、 尾翼の 方向 蛇の ガス トロ ッ 
ク (操縦 翼 面の 固定 器具) が 突風で 煽られて 損傷す る トラブルが あって、 設計した 技術者の 鳥 
養が 昭和 四 一年 五月に 派遣され る ことにな った。 

エアラィンの 基盤 整備が 十分で ない 熱帯 フィ リピンの 空を 飛ぶ YS11 の 姿は、 整備され た 
日本国内では 想像 もして いなかった 運航 状況 や 取り扱い方であった。 それは 鳥 養に 発展途上国 
に 民間 機を 輸出す るとは どういう ことかを 改めて 考ぇさせ るに 十分で あった。 

まだ 実績 もろく にない、 日本では 故障 続きの YS11 が 朝 早い 六 時から 夜 八 時まで 精 いっぱ 
い 飛び 続けて いる。 鳥 養は YS11 を 目の前にして、 この 南国で 「ょく ぞ 、がんばって 飛んで 
いる」 と 思わず 褒めて やりたい 気持ちだった。 

方向舵の チェックは 運航の 終った 夜で なければ できず、 日本なら ば 当然の こと、 格納庫に 入 
れ てからと なる が、 そんな ものは 空港を 見渡しても どこに もない。 雨季 も あり、 四〇 度に もな 
る 炎天下の 野外で も 整備 員は 整備して いる。 それに ひきかぇ、 マニラ 市内の 本社 ビルと きた 
ら 、御殿の ょうに 豪華な つくりで、 冷房が ちゃんとき いている。 

日航 製から 派遣され た 整備 員は 「航空 輸送 会社の 看板を 掲げながら、 格納庫 一つ 持とうと し 
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ない。 安全を 守る 現場を もっ と 大事に しないと うまくいく はずがない」 とつい つい 口に 出て し 
まう ほど 置かれた 環境は ひどかった。 

パイロットの 教育、 訓練を 担当した 小 野 村は、 FOA の パイロット 宅に 招待され た ことがあ 
った。 驚くな かれ、 そこは 三 〇〇坪 ほどの 敷地に 約 一〇〇 坪の 家が 建って おり、 門には ガード 
マンを 配して、 メイ ドは 五 人 もいた。 同じ パイロットで ありながら、 小 野 村の 日本の 自宅とは 
雲泥の差で あった。 ところが、 整備 員の チ ー フの 自宅と きたら、 小さな アバ ー トだった。 
階級と しての パイロットと 整備 員との あまりに 極端な 貧富の 差は、 日本では 考えられな いこと 
であり、 発展途上国 特有の 実態だった。 

Fo A の 飛行機の 整備 場は、 まるで 戦争映画に 出て くる 前線 基地の ようで、 入り口は 丸太を 
組んだ 踏み切りが ある だけで、 口— プを 張った 境界の 中に ドラム缶が 並べて あった。 

夜の 野外 作業になる から、 とにかく ライ トを 照らさなければ 何も 始まらない。 

「コンセントは どこに あるの か」 と 聞く と、 ドラム ® の 横に 立つ ている 杭を 指差した。 そこに 
七 個 ばかりの コンセントが あって、 「飛行機が 帰って きたら、 ここで 整備す るの だ」 と 当然の 
ような 答えが 返って きた。 

方向 蛇の てっぺんを チヱ ック する には 一〇メ ー トル ほどの 高さの 梯子が 必要になる が、 それ 
もない。 仕方なく、 角材を 組み合わせ、 五寸釘で 打ちつ けて 梯子を つくっ た。 まるで、 消防署 
の 出初め式の 梯子に 登る ような もので、 上まで くると、 体重で ユ ー ラ ユ丄フ 揺れる ので ある。 
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鳥 養の あと、 現地の 整備 員が 上まで 登り、 足場が 不安定ながら もなん とか 片手で 体を 支え、 も 
う 一方の 手で 点検 蓋の ネジを ゆるめて いった。 そのと き、 外し 終えた ネジを 下に 落として しま 

った。 

下は 生い茂った 草 むらで、 しかも 暗く、 照らせる のは 道路工事 などのと きに 使う 安全灯し か 
ない ので、 明るさが 十分では ない。 それだけに、 小さな ネジは 一向に 見つからない。 かとい っ 
て、 諦めて、 朝まで 待つ わけに もい かない。 なにしろ 早朝 六 時から 飛び出す の だから、 それ ま 
でに なんとしても 整備を 終らせなければ ならない。 

鳥 養は 思案した。  ， 

「おれが 登って、 上から 石を 三 個 落とす から、 下から どこに 落ちる かを ょく 見て いて くれ。 そ 
の 三 個の 石が 落ちた 範囲に 円を 描けば、 ネジは その 中に あるは ず だ」 

早速 やって みた。 すると、 ネジは 石が 落ちた 円の 中に あった。 「すごい、 さすが 設計者 だ」 
となつ た。 

その後、 やっとの 思いで 整備を すませる ことができた。 

フィ リピンの 首都で ある マニラ 基地が その 程度 だから、 そこから はるか 離れた サンボアンガ 
飛行場は もっと ひどい 状態だった。 飛行場と いっても 滑走路が 一本 ある だけで、 あとは 粗末な 
ニッパ ハウス (ヤシの 葉で 屋根を っくった 小屋) が一つ ある だけ。 その 中に、 夜店で 使うょう 
な 発電機が 一つと 無線機が ある だけだった。 
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Y S11 が 到着して、 しばらく すると タイム テ^  — フルを 見て、 そろそろ 離陸の 時間 だとな つ 
て、 パイロットが 無線機のと ころに 足を 運び、 「DC3、 DC3 …… 」 と 呼び出す と、 すぐ ス 
イッチを 切って 戻って きた。 離陸の エンジン 始動のと きには、 万一、 火災が 発生した 場合に 備 
えて、 消火器を 構えて いる ことと マニュアルに 規定され ている。 ところが、 その 消火器 すら こ 
の 飛行場には 備えて いない。 

「時間が きたから、 そろそろ 出発 か」 と 鳥 養が 問う と、 パイロットは 「いや、 少し 待つ、 DC 
3 がもうす ぐく るから」 という。 しばらくして ダバオからの ダグラス DC3 が 到着し、 乗客が 
全員 降りて しまった 後から、 パイロットが 持ち運び できる 消火器を 持って 降りて きた。 

この パイロットが 消火器を 構える 役を する ので ある。 エンジンが 始動した ところで、 彼は ま 
た DC3 に 消火器を 持ち帰って いった。 まるで、 田舎を 走る 単線の 電車が 駅 構内で すれ違う 対 
向 電車を 待ち合わせる 姿 そのものであった。 

YS11 は 消火器が 機内の 奥に 取り付けて あるので、 外す のが 厄介な の だ。 鳥 養は 「こんな 
ロー カルな 場所で こういう 使い方す るの なら、 消火器は 別のと ころに 取り付け ておいた ほうが 
便利なん だな あ」 と 改めて 思った が、 そうした 改善〗 固 所がい くつ も 目についた。 

鳥 養は 民間 輸送機を 設計す る ことが どういう ことか、 フイ リピンに 来て、 使われ 方の 実態を 
見て、 つくづく 考えさせられた。 この ころ、 フイ リピンには エアラインが 三 社 あつたが、 国内 
運航 路線を 担当して いる エア マニラと Fo A の 二 社の 営 震 績は 全くの 不良で、 航空 部門 その 
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ものは 零細で しかな かった。 FOA は、 新 機種の 導入に よって 挽回し ようと、 競合 機種よりも 
大型の YS 11 を 選んだ のだった。 

ところが、 もともと、 FOA の 本業は バス 会社で ある。 社長の カラムは バス 会社の 経営で 忙 
しく、 航空 部門は カラム 夫人が 責任者で あった。 彼らは バスの 感覚で 航空機を とらえて いるた 
め、 「自動車で も 新車を 買えば、 二 年間は 油 さえ 入れて おけば 走る のに、 もっと 高度な 技術で 
つくられた 飛行機なら、 五 年間ぐ らいは 大丈夫 じ やない か」 という 見方だった。 

だから、 機体 価格の 二割 程度の 補 用品を 常に ストックして 置く 必要が ある にもかかわらず、 
金が かかる といって、 買おうと しないの である。 これでは 満足な 整備 も 敏速な 対応 もで きな 
い。 そんな、 エアラインの すら も、 発展途上国では なかなか 通用し ない ことが ありがち だ 

った。 

「われわれは、 短い 一二 〇〇 メー トル 滑走路の ロー カルな 空港で も 発着で きる 特長 ある 飛行機 
を 設計す る、 それが YS11 の 最大の セ ー ルス ポイントなん だとい いながら、 無意識の うちに 
も 羽田 や大阪 などの 設備の 整った 空港を イ メ—ジ していた のです。 ロー カルな 空港と どう 違う 
ん だとい う 認識は 全然なくて 設計して いた。 

たぶん、 五 人の サム ライたち も 同じで しよう。 こうした ことを 彼らから 聞いた こと もなかっ 
たです から。 フイ リピンでの 経験は、 日本に いたのでは、 夢にも 想像し なかった ことなので 
す。 § アジアに も 輸出し なければ といいながら、 ロー カルな 空港で 使う とき、 どんな 配慮を 
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しなければ ならない かは イメ . ~ ジ としても ほとんど つかんで いな 力つ たし 関心 もな 力つ たの 
です」 

と 鳥 養は フイ リピンでの 体験を 振り返りながら 話す。 

世界 各国への 売り込み 

ともあれ、 昭和 四〇年 一〇 月には フイ リピンに、 翌 昭和 四 一年 八月には ハワイ 航空へ 三 機の 
輸出と 相次いだ が、 もつ とも 購入を 期待して いた WE アジアの 各 エアラインは どこも 財政 事情 
が悪く、そのほとんどが、新|^を導入できるよぅな « 態にはなかった。 

しかし、 国内向けでは、 すでに 契約 済だった 日本国内 航空、 東亜 航空、 全日空へ 次々 と 納入 
され、 月産 二 機 弱の ぺース で 日航 製は 活況を 呈 していた。 しかし、 それが 一段落す る 昭和 四 二 
年には 生産が 落ち込む ものと 見られ、 しかも、 国内 エアラインからの 追加注文は 期待で きない 
状況だった。 

その 理由の 一つは、 日本の 国民の 間では、 前年に 連続して 起きた 航空機 事故に よって、 「航 
空 機は 危険 だ」 とする 風潮が 広がり、 空の 利用を 避ける よぅにな っていた ことがあ げられ る。 
加えて、 * 足 オリンピックの 年、 昭和 三 九 年一〇 月に 開業した i 道 新 がちよぅ どこの こ 
ろから 本格的な 営業に 入って いたた め、 S 示— 大阪間 だけでなく、 広く 国内 航空の 利用 率が 著 
しく 落ち込ん でいた。 このため、 昭和 四 一年 ごろには 「五〇 機 程度で YS11 の 生産は 終って 
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しまぅ のでは ないか」 と 噂され たり もして いた。 

それでも、 輸出が 成功した フィ リピンの 実例は、 日本と 比較的 近距離に あり、 彼らが 日航 製 

に 試乗し、 その# 一^ や 操縦 性、 乗り心地を 実際に 体験して もらつ たこ 


1 ] 


にやつ てきて、 YS 

とが、 売り込みの 成功に つながっ ていた。 

Y  S 1 1 の 競合 機種は、 世界 各国で さかんに 売り込みの デモ フラィトを 次々 と 行なって い 

る。 ただ、 指を くわえて、 日本の 島国に 留まっ ていたの 
では、 海：^* 出は 望むべく もない。 たとえ、 商社が パン 
フレット や PR 映画を もって 外国の エアラインに 盛んに 
釦 売り込みを かけ、 こと 細かく 説明しても、 実績が ないだ 
けに、 返って くる 言葉は いつも 決まつ ていた。 

「とにかく 実 機を 見て、 試乗して みなければ、 なんとも 
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(0 いいょぅがない」 
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それでは と、 少しで も YS 
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に 興 床を もつ たお 客 さ 


んを 日本に 招待して、 実物を 見せて 乗っても らう ことに 


した。 YS 
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には やぼつ たさは ある ものの、 外観は 外 


国 機に 比べ、 日本人 独特の 丁寧 さで きめ 細かく 仕上げら 


れ ていて 美しい。 なにしろ、 YS 
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の 競合 機になる ィ 
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ギリスの アブ ロ  748 の 外観 仕上げを 見る と、 昔の ままの 丸錤が 表面に 出て いて 見映えが よく 
ない。 それに 比べて YS11 はすべ て 頭を 沈めた 鋲で 姿は 美しく、 印象 もよ かった。 

しかし、 商品を 売り込む のに、 極東の 果ての 日本にまで わざわざ 足を 運んで もらって 見ても 
らえ るのは、 世界の エアライン 関係者の ぅち、 よほど 興味を もつ ている 客 か、 それとも ひまな 
ビジネスマンに 限られる。 

フィ リピンの 売り込み 成功は 各国での デモ フライトの 必要性を 教えて いた。 

日航 製は、 営業活動を 強化す るた め、 昭和 四 一年 二月 ニー 日から 二 六日まで、 海外 セ ー ル 
ス •キャンべ ー ンの 一環と して、 大手 •中堅 商社の セー ルス マンニ 五名を 一堂に 集め、 YS1 
1 の 説明 会、 総合的な セミナー を 開いた。 

さらに、 同年 四月 一七 日には、 YS11 の アメリカ 向け 販売の 可能性に ついての 現地調査に 
関する 打ち合わせで、^ ^ 部 にある B-fn 機 •部品 ディ ー ラ ー の 米 シャー ロット •エア クラフト 
社の H  •  J  •コ ー ドウ エル 社長、 P  •バイラム 副社長、 デ ボア •エンジニアリング •サー ビス 
社の 航空 コンサルタントの A  •ロビンソンら 一行 四 人が 来日した。 航空機 販売の 素人 ばかりで 
は、 ことは 進まない と 判断し、 プロに も 頼む ことにし たので ある。 

シャ ー ロット 社は、 YS11 が 離着陸 _ に 優れ、 双発の 夕 1 ボブ ロップ 機と して 最大 級の 
搭載 能力を もつ と 評価した。 そして、 前方 貨物室を 広げて、 客席を 四 八 席に 改造し、 搭載 量を 
二 〇〇〇 ポンド (約 九〇七 キログラム) 程度 増やせば、 DC9 級を 導入す る ほどは 便 数の ない 
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アメリカの 短距離 口 j カル 線 用と して 需要が 期待で きる と 提案して きた。 

日航 製は この 提案を 検討す る ことと し、 一方、 シャ ーロット社は帰国後、早速 ¥ 511の販 
売 促進に とりかかる ことと なつた。 

翌 五月の 一八 日から、 セン ト ルイスで 開かれる 米 ロー カル 航空会社 一三 社の 社長が 集まる A 
LTA  (ロー カル 輸送 航空会社 協会) の 春季 会議では、 急遽、 A  •ロビンソンが 簡単な YS1 
1 の 技術 説明を 行なった が、 他の 航空機 メー カー はすで に 周到な 準備の もとに 強力な 売り込み 
を 展開して いた。 

このと き 同行した 日航 製の 宮本惇 専務 (元 通産省 航空機 武器 課長) は 帰国 後に 述べて いる。 
「YS - 11 は 出遅れて いる 感が ある。 九月 末には ALTA の 秋季 会議が サンフランシスコで 
開催され るので、 その 時期に Y  S - 1 1 の デ モンス トレ ー シ ョン 飛行を 実施して 遅れを 取り戻 
さねば ならない」 (「 N AMC.  NEWS」 一九 六 六 年 六月 号) 

宮本 はこの 後、 地元 セントルイスに フランチャイズを もつ オ ザー ク •エア ラインズ 社、 サザ 
ン •エア ウェイズ 社、 そして、 ウインストン •セイラム にある ピード モン ト •エア ラインズ 社 

などを 訪問し、 YS11 の 説明 や PR 映画を 上映す るな どして 売り込みを 図った。 

反応は 上々 で、 「来日して ぜひ YS11 を 見て みたい」 「YS11 の 就航 実績に ついて 興味が 
あるので、 デー タが 欲しい」 「アメリカに 来て デモ フライ トは しないの か」 といった 言葉が 
次々 に 出された。 
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アメリカへ デモ フラィト 

こぅした 活発な 反応から して 手応え ありと みた 日航 製は、 アメリカへの デモ フラィトを 急ぎ 
決定した。 九月 二 五日から 開かれる ALTA の 秋季 会議に 合わせた 一力 月間の 予定で ある。、？ 
九月 一 五日の 出発に 先立って 行なわれた 壮行 式には 時の 総理大臣 •佐 藤栄 作から 「鵬翼 万 
MIJ 」 の 色紙が 届けられ、 11 一木 if 通 産 大臣からは 「国産 旅客機が 歴史上 初めて 太平洋を 渡る 壮 
挙に 当たり、 その 航路の 安全と アメリカでの 成功を 祈る」 との メッセー ジが 寄せられた。 

報道 関係者 や 羽田 中学校の 生徒、 日航 製の 社員、 関係者ら 大勢が つめかけ、 羽田 小学校 生 八 
〇 人から なる 鼓笛隊の マ ー チに 送られ、 文字 どおり、 国を 挙げての 応援を 受けて YS11 は 羽 

田を 飛び立った。 

サンフランシスコまでの 総 飛行 距離は 一万 九 六〇キ ロメー トル、 中 短距離 用の YS11 では 
太平洋を 一気に 横断す る ことは できない。 YS11 の 最大 航続距離は 燃料の 余裕な しで 三 一 五 
〇キ ロメ ー トルに すぎない。 このため、 客席を 取り払っ て、 特別に つくった ゴム タンクを 積み 
込み、 中に 約 七 トンの 補給 用 燃料を 入れた。 これで 羽田と ゥ ヱー ク島 間の 約 三 二 六〇キ ロメ ー 
トル、 ゥエ ー ク 島と ホノルル 間 三 七 四〇キ ロメ ー トル、 ホノルルと サンフランシスコ 間の 三 九 
六〇キ ロメ ー トルを やっと 飛ぶ ことができる。 ホノルルを 経由す る YS11 は 九月 一八 日に サ 
ン フランシスコに 到着す る 予定で あつた。 
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この 任務の 遂行を めぐって、 日航 製の パイロットは 外国 航空路に 不慣れで 危険で あると し 
て、 ひと 悶着が あった。 結局は、 当時、 アメリカへの 小型 機 空輸で 実績を もっていた 伊藤忠 航 
空輸 送の パイロット 湯山穣 および 菊地静 男の 二人の 手で 行なわれた。 

一八 日夜、 サンフランシスコに 到着 後、 機内に 客席を 取りつ けて 復元し、 日航 製の 長 谷川 栄 
三、 沼 口 正彦両 パイロットら に バトン タッ チした。 

翌日、 同じ 西海岸の シアトル にある 民間 機の 王者 ボー イング 社の 技術者た ちが 自社の 飛行機 
で やってきた。 「日本から 輸送機が きている。 どんな もの か、 一度 見て おく か」 という ことで 
ある。 

メンバー は パイロット、 整備 員、 工作 関係の 技術者で ある ことから、 明らかに 日本の 飛行機 
の 品定めであった。 長 谷川は 彼らを 乗せ、 ゴ—ル デン ブリッジを 越えて 太平洋に 出た。 これ ま 
での デモ フライト でも 演じて 見せた ように、 片 発で 時速 八 五 ノット (時速 約 一 五七キ ロメー ト 
ル) 近くまで 減速して いき、 VMC  (最小 操縦 速度) で、 舵を トリムで すべて セッ トして、 手 
放しで 飛んで みせた。 

彼らは 「 ジャップの 飛行機 なんか」 との 思いで 見て いたのであろう。 それだけに、 ひどく 感 
心して 「コンプリ ー ト (完舍 だ。 安定性 も、 バランス もい い。 こんな 飛行機は 見た ことが な 
い」 と 評価した。 

デモ フライ トを 終え、 機 外に 出て、 地上に 降りて くると、 今度は 乗っ ていた 構造 関 系の 技術 
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者が 機体の 外観を 見 まわして いたが、 ことさら 、リベット (鈑) の 打ち 具合に 興味を 示して い 
る 様子だった。 

長 谷川は 「この 野郎、 何を してい るんだろう」 と 近づいて、 不雲に 見て いると、 彼は 青い 
クリ ー ム 状の ものを リベットの 列に 沿って 指です 一 と 撫でる ょうに 塗って いった。 しばらく お 
いてから、 取り出した ハンカチで ふきとり、 さらに 虫眼鏡で 丹念に リベットの 付け根を 一つ ひ 
とつ 眺めて いった。 

長 谷川は 彼の 不可解な 行動が 理解で きた。 

「リベットが 少しで も 浮いて いて、 パネルとの 間に クリ ー ムが 入って ないか どうか、 いわ ゆ 
る、 隙間が ないかを 調べて いたのです 。私は こんな 検査の やり方は 三菱の 名古屋 でも 見た こと 
がありません」 

隙間の ない ことを 確認した ボ ー ィング 社の 担当者は 「ヮ ー ク マンシップ •ィズ •ベ ー リ ー グ 
ッ ド。 終戦から 一〇年 そこそこな のに、 こんなに いい 飛行機が できる のか」 と 感心した 後、 両 
者で 名刺 交換と なった。 

長 谷川は 強調す る。 「このと きから 一〇年 近く 後に なって、 日本が ボ ー ィング 社の 共同 開発 
の パ ー トナ ー になつ たと きも、 このと きの 彼らが、 日本の 工^:^ 術が 素晴らしい ことを 知っ て 
いたから、 〇 K となつ たので しょう。 アメリカ でも、 このき め 細かく 行き 屆 いた 熟 術は も 
って いないの です。 だから、 日本の 飛行機の 外観の 仕上り は 非常にき れいで、 評判が いいので 
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す」 

九月 二 三日からは、 地元の パシフィック •エア ラインズ 社の 関係者ら 三〇 名を 乗せて、 YS 
11 は、 カリフ ォル ニアの 空を デモ フライ トした。 二 五日から 始まった ALTA の 会議に 合わ 
せて、 二回の デモ フライト も 行なった。 会場では、 YS11 の 隣り に 対抗 機種の FH227 が 
ピ タリと ついて、 早く も 売り込み 合戦の 火花を 散らして いた。 

ALT A が 終った 二八 日朝、 YS11 は 時間を 惜し むかのょ ぅにして サンフランシスコを あ 
とに した。 

ところが 、「ここから が 問題だった」 と 長 谷川は 話す。 

「この ころ、 日本の エアラインの アメリカ 乗り入れは 日本航空の DC8 が サンフランシスコ ま 
でで、 ロサンゼルスに さえ 乗り入れて いなかった。 サンフランシスコまでは ADF  (自動 方向 
探知機)に基づく航空路でぁり、管制官との交信は 1-1 ド(短波無線機)を使っていた。しか 
し、アメリヵ国内は v OR(超短波全方向式無線標識)を使ったIFR(計器飛行)の航空路 
を 使って 飛んで いた。 

沼 口 君 (副 操縦士) と 飛んで いたので すが、 入って くる クリアランス (管制 承認) の 意味が 
さっぱり わからん のです ょ。 ただ、 英語と 数字、 略号 だけの 羅列な のです から」 

それでも 二人は、 あれこれと 推測して 精 いっぱい 意味を 読み取ろぅと したが、 やはり わから 
ない。 
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「おい、 ソルト レー クシ テイは ヤソ教 (モル モン 教) でも 一番き ついと ころなん だそう だ。 こ 
れ 、ャ ソ教の お祈りの 番号 かな」 

そんな トン チン カンな やり取りを しながら、 二人は なお も 飛び 続けて いった。 

長 谷川は これ じ やどう しよう もない と、 管制官に 問い かけた。 

「一体 君たち は 何を 話しかけて いるんだ。 なぜ、 こんな クリアランス なんだ。 今の クリア ラン 
スは エアライン 向け だ。 おれたちは 日本から きて、 エアライン じ やな いんだから 、もっと シン 
プルな クリアランス はない のか」 

「簡単な のは ある ぞ。 プライべ 一 卜の 飛行機が IFR  (計器飛行) で 飛ぶ やっが ある」 

「何 だ、 あるん じ やない か」 となり、 早速し やべ って もらっ た。 最低限 必要と する 英語の 専門 
的な 単語を 連ねた ような クリアランスで あった。 

「これこれ、 これでい こう。 十分 だ」 

長 谷川ら はやれ やれ 一安心と ばかりに 胸を 撫で下ろし 、ロッキ ー 山脈を 越え、 ソルト レ ー ク 
シ テイに 向けて そのまま 飛び 続ける ことにな った。 こんな やり取りの 際、 長 谷川は 「こちらは 
ジャパン •エア だ」 と 返事す ると、 日本と 違って 気さくな アメリカの 管制官からは 行く先々 で 
長 谷川に 「ジャパン •エアとは どこの 会社 だ。 そんな 会社は 聞いた ことがない」 と 決まっ て 返 
事が 返って きた。 

長 谷 JII は 日航 製の 説明を したが、 それでも、 「おれは 日本の 立 川 基地の 米 極 軍に いたが、 
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C46 はょ く 飛んで きたが YS11 なんて 飛行機は 見た こと もない。- いつつく ったんだ」 と 反 j 
ってく る。 またも 長 谷川は 一から 説明す る。 すると、 納得して か、 「成功を 祈る」 とエ ー ルを 
送って きた。 

曲芸 飛行で アビ— ル 

冷や汗を かきながら、 パイロットが そんな やり取りを している の もつ ゆ 知らず、 客席の ほぅ 
では、 航空 局 技術 部長の 松 本 登、 三菱 商事 や 三 井 物産の 航空機 部長な どが、 これから アメリカ 
国内を 回って YS11 を 大いに 売り込 むんだ とば かり、 勇ましい 話に 花が 咲いて、 大いに 意気 
上がって いた。 

ソルト レ ー クシ テイを 経て 観光 ルー トの 拠点で ある デン パー に 到着し、 YS11 は 地上 展示 
のみに する ことと した。 翌日は カンザス シ テイを 経由して セントルイスに 入った。 

セントルイスでは、 九月 二 九日から ビジネス 機 ショ ー が 開かれて おり、 ランパー ト 空港へ Y 
S11 は 飛び入り 参加した 。ショ ー には、 三菱が 昭和 三 八 年に 初飛行 させた 小型 ビジネス ジエ 
ット 機、 M U 2  ( 五 人 乗り) が 乗り込んで おり、 奇しくも 日本の 国産 機が 異国の 地で 翼を 並べ 
る 風景が 見られた。 

ランパ ー ト 1 H 港は 古くから 国際 飛行 競技 大会の 本場で ある。 かっては、 大西洋を 初めて 横断 
して その 名を 馳 せた リンド バ ー ダの 「スピリット •オブ •セントルイス 号」 が 発着した ことで 
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有名で、 市民の 航空機に 対する 関心は アメリカ ーとい われて いた。 

ジャパン •デー とされた この 日、 見¥ たちは 「ジャップの 飛行機 だ」 ともの 珍しそう に Y 
S 11 を 取り巻い ていた。 

長 谷川は この 日 ばかりは 日本人 パイロットの 心意気を 見せなければ と、 張り切って いた。 ア 
メリ カ 人 パ， イロ ッ トを 操縦席に 乗せて、 いきなり 片発 エンジンの テイク オフを やらせ、 その ま 
ま スト レ ー トに 上昇 させた。 そのほか、 YS11 の セー ルス ポイント である 短距離での 離陸 性 
能 や 安定性の 良さを アビ ー ルす るいくつ もの 際どい 飛行を やらせて 見せた。 

最初、 彼らは 「ジャップの 飛行機 なんて」 と 心の底では 見下げて いたょう だった。 それだけ 
に、 予想と 違った ことで 驚きを 露に し、 「こんな 安定の いい 飛行機は 乗っ たこと がない」 と賛 
辞を 贈って いた。 

長 谷川は 述懐す る。 

「とにかく、 日本の YS 11 を 飛行機の 本場 アメリカで 売り込まなければ ならん のです から、 
通り 一 べんの ことし かやらない のでは どうしょう もない。 沼 口 君と 二人で 思い切って やって や 
れ となった のです」 

この 後、 YS11 は、 近づいて いた ハリケ ーンを 避けて アトランタに 繫留 した 後、 マイアミ 
に 到着した。 ハリケ ー ンの 過ぎ去る のを 待って、 一〇月 五日から、 晴れ上がった ハリケ ー ンー 

XJ 

過の 空を YS11 は 数回に わたって デモ フライ トを 行なった。 マイアミは アメリカ 南部は もち 
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ろん のこと、 地理 的に も 南米からの 玄関 口に 当たって おり、 ム 遂、 南米 諸国の エアラインへ 売 
り 込む ときの 拠点になる ため、 重要な 意味を もっ ていた。 

長 谷川は セントルイスの ときと 同じょうに、 南米から きた パイロット たちに 操縦 輪を 握ら 
せ、 際どい 飛行を 次々 とやら せた。 彼らは 目を 白黒 させながら、 

「今まで 飛行機に 乗っ てきて、 VMC が ある ことは もちろん 知っ ている が、 自ら やった ことが 
ない。 今回が 初めて だ。 おまえは 有名な 神風 パイロット か」 と 問うて きた。 

「違う、 神風 パイロットの インス トラクタ— だ」 というと、 「へ一、 そうだつた のか」 と 驚い 
ていたと いう。 

同乗した 日本の 航空 局の 松 本 技術 部長 も 「仕事柄、 あっち こっち 呼ばれて 国内で いろんな 飛 
行を 体験して いるが、 いきなり 片 発の VMC 上昇を やる のは 初めて だ」 と 驚きを 隠さな かった。 

長 谷川は 「でも、 アメリヵ じ や、 やらない と 売れないで しょう。 このく らい やって 見せて、 
アビー ルした から ジャップの 飛行機で も 結構 売れたん です」 と 誇らしげ に 語った。 

この 後、 『風と 共に 去りぬ』 の 舞台と なった アトランタ でも デモ フライトを 行なう ことにな 
っていた 。アトランタに 到着した 翌日、 パイロットの 長 谷川が YS11 を繫留 していた サザ 
ン •エア ゥェイズ 社の ハン ガ ー 前にく ると、 周辺には 朝早くから すでに 黒山の 人だかりで ごっ 
た 返して いた。 地元 エアラインの 要求で YS11 は デモ フライ トする ことにな った。 これまで 
でもっ とも 多い 招待 者を 満載して 飛び、 その 勇姿を 見物人た ちに 披露した。 
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アメリカ 各地を デモ フライトして 、すっかり 慣れて きていた 長 谷川 パイロットは、 どんな 派 
手な 飛行を やっての ければ YS11 が 目立ち、 観客に アビ ー ルで きる かを、 競合 機種と 競い合 
う 中から 十分に 心得る ようになっ ていた。 

招待 者たち が 全員 乗り込み、 口々 に YS11 の 室内 設備 や 坐り 心地に ついて 批評し 合い、 感 
想を 話し あって いると き、 「この YS11 機は 今から 離陸し ますので シ ー ト ベルトを おしめ 下 
さい」 との アナウンスが 流れた。 

滑走路を 走り出した YS11 はスピ ー ドを 増して 機首を 上げ、 離陸 姿勢に 入って 車輪が 地上 
を 離れた わずか あとだった、 機体は 斜办に 大きく 傾き、 そのまま 横へ と 流れ 始めた。 機内から 
は どよめく^ ? きの 声が 上がった。 

競合 機種が 一堂に 集まる シヨー での デモ フライトは 、機体の# 一^を 競い合う とともに、 パイ 
ロット 同士の 意地と 面子の 張り合いでも ある。 シヨ ー という 特別の 舞台で 闘争 本能を 呼び起こ 
された パイロットは、 いつもと 違った 興奮を 覚えながら 操縦桿を 握りし め、 相手よりも いかに 
して 目立ち、 アピ ー ルす る 曲芸 飛行を やっての けて、 いかにして 観客の 視線を 自分の 一点に 集 
める かに すべてを 賭ける。 

まかり 間違えば 墜落して 命を 落とし かねない ぎりぎりの きわどい 飛行に パイロットは あえて 
挑戦す る。 だから、 航空 シヨ ー では、 しばしば 観客の 目前で 起こる 墜落事故が あとを 絶たない 
ので ある。 
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この 後、 YS11 は 次の 予定 地 ウインストン •セイラムへ 向かった。 ここでは、 グリー ンス 
ポロー 空港に 所用が できた ピ ー ド モント •エア ラインズ 社の 社長を 送り届けて、 さらに、 首都 
ワシントン へと 向かつ た。 

デモ フライ トは 成功だった が 

一〇月 一三 日に ワシントンの ナショナル 空港で 最後の デモ フライ トを 行なって、 一力 月に わ 
たる 北米 回りの すべての 予定を 終了し、 サンフランシスコに 戻っ てきた。 あとは、 日本に 向け 
て 飛ぶ だけと なった。 

アメリカ 国内での デモ フライ トの 総 飛行 距離は 約七〇 〇〇キ ロメ ー トルに のぼり、 総 飛行 時 
間は 六 六 時間 三 二分であった。 アメリカの ロー カル 新聞には 四 段 見出しで 「ジャップの 初 デモ 
フライ トの 飛行機は 素晴らしい」 などと 書かれたり、 テレビで も 放映され た。 

一方、 日_ けの プレスは 「手応えは 十分に あり、 大いに 売れそぅ」 と 景気の いい 情報を 盛 
んに 送り、 日本国内の 新聞に も 「国産 輸送機 YS 11 初の 米国 デモ フライ ト」 と 盛んに 書き 立 
てられた。 民間 機 ビジネスに 疎い 日航 製の ある 天下り 重役は、 これらの 反応を 商談と 早合点し 
てし まい、 エアライン 名を ズ ラリと 並べ あげて 有望と 発表して、 反発を 買ぅ 珍事 も あった。 

このと きから 三 力 月 後、 島は 売り込みの ため、 渡米す る ことにな った。 デモ フライ トで いろ 
んな エアラインから 「YS11 はいい 飛行機 だ | といわれ たし、 商社から も 「有望 だ | との 言 
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葉を 聞いて いた。 島ら は 「すぐに も 注文が くるよう なつ もりで 期待して 待って いた」 が、 「一 
向に 話が 具体化し てこない じ やない か」 と 社内で 問題に なった。 

そのため、 「向う へ 行って、 プッシュし てこい」 となった。 宮本 専務、 営業 担当の 遊 佐 上 治 
部長、 技術 部の 島、 補給 部の 玉置廉 次長ら が、 デモ フライ トのと き YS11 に 興味を もち、 脈 
が あり そうだった サザン •エア ウェイズ 社な どを 回る ことにした。 

例の YS11 の 松 山 事故が あった 直後だった。 島は よりによって 時期が 最悪 だと 思いながら 
も、 話を 進めて いったが、 驚かされ たのは、 彼らは 事故の ことは もちろん 知ってい たが、 全く 
気にして いない ことだった。 

日本では、 昭和 四 一年に 連続して 起こった 四 件の 航空 事故の 後、 感覚的に 受け止め 、「航空 
機は 危険 だ」 として 空の 利用が 著しく 減った。 しかし、 アメリカの エアラインは、 「根本的な 
欠陥が あるの なら 別 だが、 そうでない のなら、 悪い ところを 直せば いいこと じ やない か。 事故 
が 起きた からと いって、 ビジネスとは 別の 次元 だ」 と 割り切っ ていた。 

それだけで なく、 高価な 航空機を まるで 宝物の ように 扱う 日本と 違って、 アメリカでは バス 
か 自動車で も 扱う 感覚で しかな く、 取り扱い も 無造作で、 しかも 酷使して いた。 彼らに とって 
航空機は 単なる 輸送 手段に しか 過ぎない と 見て いるかの ようだった。 それだけに、 アメリカで 
は、 航空機が 日常に すっかり 溶け込んで いる ことを、 島は 改めて 感じさせられた。 


i89 第五 章 国際 民間 機 ビジネスの 荒波 


南米、 ョ —ロッ パへ 

島は ニ ユーョ ークで YS11 の 売り込み をして くれてい る 商社の 関係者と 会い、 この 後、 脈 
の ありそぅな エアラインを 回った。 その 中で、 デモ フライトの 際に も、 強い 興味を 示して いた 
南米 ペルー の ランサ 航空が 期待され た。 

その ランサ 航空の 対応は 早かった。 昭和 四 一年の 一二 月 一八 日には J •チヱ ッカ 社長が 早々 
と 来日して、 三 機を リ ー スで 使用す る 仮契約が 成立した。 翌 昭和 四 二 年 四月には 一番 機が 引き 
渡される ことにな つた。 

ランサ 航空との 契約に 気を 良くした 日航 製は、 それまでに も 南米の 各 エアラインから、 実際 
に YS11 を 見て みたい とする 希望が 寄せられ ていた ことから、 北米に 続いて 南米で も デモ フ 
ライトを 決行す る ことにな った。 

昭和 四 二 年 一月 二 五日から 三月 一 五日までは、 ペル ー、 チリ、 アルゼンチン、 ブラジルの 空 
を デモ フライ トし、 同年 一二 月 二日から 一二 日までは 北米 カナダで デモ フライ トした。 

この 後、 翌 昭和 四 三年 八月から 一〇 月までは、 アジア、 中近東、 ョ ー ロ ッバの 合計 三十 数 力 
国を 回り、 昭和 四 四 年 二月には メキシコ、 一二 月は モロッコ など 西アフリカ および 中央 アフリ 
力の 八 力 国、 さらに、 昭和 四 五 年 一月には シン ガポー ル、 六月には エジプト などの 東アフリカ 
三 力 国、 七月には ベトナムを それぞれ デモ フライ トした。 これら 四 力 年に わたる 一〇 回の デモ 
フライ トで 訪れた 国の 数は 六 〇力国 近くに なり、 共産圏 諸国を 除けば、 ほぼ、 世界中を 回った 
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ことになる。 

中で も、 六 四日 間に 及んだ 先の ヨ ー ロッ パまでの デモ フライトは、 総 飛行 距離 四 万 六 三 〇〇 
キロ メ彳 トルに 及び、 おょそ 地球を 一周した ことにな り、 短距^^の YS11 としては 想像を 
超える ものが あった。 

このと きの 目的の 一つには、 パリの エア シヨ ー とともに 世界の 二大 エア シヨ ー といわれる、 
イギリスの ファン ポロ ー シヨ ー への 参加が あった。 水 谷 光雄 営業部 次長を 団長に、 小 野 村 機 
長、 沼 口、 福田両 操縦士、 技術 部門の 塩 原 ほか、 他 部門の 担当者 も 同行した。 日本から 輸送機 
が 参加す るのは 初めてで あり、 世界中から 集まった 参観 者を 前に、 日の丸 旅客機 ここに あり、 
と 精 いっぱいの アピ ー ルを 行なっ た。 

ユ— ザ— の 要求 

これら 一連の デモ フライトに ょって、 あちこちの エアラインから 商談が 寄せられ たが、 だか 
ら といっ て、 どこへ でも 売れる といぅ ものでは なかっ た。 設計 当初には 予想 もして いなかった 
問題が 次々 と 起こって きた。 それは 契約までは トン トン 拍子に 決まった ペル ー の ランサ 航空に 
もい える こと だつ た。 

もともと、 YS11 は 短い 滑走路で 陸す る 一を 極限まで も 追究した 飛行機で あったた 
めに、 違 HB 的な 余裕が なく、 用途 やユ ー ザ ー の 希望に 応じて 改造し、 シリ ー ズ 化して 幅広い 機 
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種を そろえる には おのず と 限界が あった。 しかも、 シリ— ズ 化して いく 考え方が 当初の 計画に 
は 入って いなかった。 

だが、 海外に 輸出し ようとな ると、 エアラィン によっ て 使い方は まちまち である。 受注し 
て、 販売 台数を 増やそうと するならば、 要求に 応じて、 おのず と 種類 も 増やさざる をえ なくな 
る。 

YS11 は 「一 〇年も 使えば お払い 箱だろう」 との 安易な 見通しの もとに 出発して いる。 そ 
れが 、生産し はじめる と、 今度は、 「赤字を 解消す るた めに もたく さん 輸出し なければ」 との 
方針に 変わった。 欲 も 出て きた。 そのこと からく るし わ 寄せが、 どの 程度まで 改造 あるいは シ 
リ ー ズ化 できる か 否かの 問題と して 表われて いた。 

一般に 旅客機は 一機 種 完成させる と、 次に エンジン 出力を 向上 させ、 さらに 胴を 長く し、 搭 
載 重量 や 座席 数を 増やした りして、 大型 化するな ど、 フ ァミリー 化を 進めて、 ユ j ザー からの 
さまざまな 要求に 応えよう とする。 

Y  S 1 1 の 主な 機種を 大きく 分ける と 次の 四 種類になる。 

最初に つくった 標準 タィプの 旅客 型 YS1! 100 の 最大 離陸 重量は 二三 •五 トンで あ 
る。 同じ 旅客 型で YS11A-200/500 が 二 四 •五 / 一 五トン 、貨客 混載 型 YS11 A 
-  300/600 が 同じく 二 四 •五/二 五 トン、 貨物 型 YS11A-  400 が 二 四 •五 トンで 

ある 0 
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発展の 尺度を 離陸 最大 重量に とる と、 Ysll - loo の 二三 •五 トンから YS11A- 5 
00/600 の 最大 二 五 トンと したが、 六 •四 パ ー セント 増に しかす ぎなかった。 客席 数 も 六 
〇 から 六 四の 六 •七 パ ー セント 増で しかない。 

当初、 開発した YS11 の® を 携えて 海外へ と 売り込みに 行つ たと ころ、 思わぬ ことに、 
日本の エアラィンでは 突きつ けられな かった さまざまな 要求が 出された。 たとえば、 エンジン 
出力の アップ、 搭載 重量の 増加、 機体 仕様の 大幅 変更、 搭載 機器の 容量 大幅 アップな どで あ 
る 0 

予想 もして いなかった だけに、 フレキシブルに 対応で きず、 販 冗 上の 大きな 障害と なった。 
もちろん、 要求 通りの 改造 や 能カ アップが 技術的に できない わけでは ない。 しかし、 コストへ 
の 跳ね返り、 納入 スケジ ュール や 生産 計画を 考慮した とき、 改造した 機種が その後 も 数多く 売 
れる 見通しがなければ、 それだけ 膨大な 赤字を 背負い 込む おそれが ある。 だから、 当初は リス 
クを 冒さない、 派生 型を つくる という 考え方は しないで いこうと する 方針で あった。 

しかし、 巨費を 投じて 開発す る 輸送機の シリ ー ズ 化、 ファミリ ー 化は、 ボ ー ィング 社を 始め 
として どの メ ー ヵ ー でも 行なつ ている。 生産 機 数を できるだけ 多くす る ことで、 量産 効果を 上 
げ 、開発 費を 回収して、 採算を よくしようと 図る ので ある。 

ところが、 YS11 の 開発 動機に 見られる ように、 日本 政府 (通産省)、 業界と も、 それ ほ 
どの 覚悟と 意気込みで 农 り 組んだ わけでは なかつ た。 まずは 国産 開発す る そのこと に 意味と 目 
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的を 見出して いた。 

設計 部長と なった 責任者の 東 條輝醫 身、 計画 当初の 考えは 「安全性、 信頼性が 第一の 民間 

機で、 信用 も 実績 も 何もない 日本の 会社が つくった 飛行機 なんか 世界に 売れる はずがない。 で 
も、 とにかく、 まともな 飛行機が 飛ぶ ところまでは やって みようと いうの が 私の 気持ちで し 
た」 という。 

いわば 「五 人の サム ラィが 計画した 飛行機を とにかく つくれば いい」、 それで 役目は 十分に 
果たした ことになるとの 考えが 強 かつた。 

もちろん、 実際の 開発では 反対を 押し切って、 実現 性の ある 細 胴に あえて 変更す る ほど 全力 
投球した 東條 であっ たが、 この 言葉に も あるよう に、 赤 沢 や 五 人の サム ラィの ように 夢物語を 
描いて はおらず、 世界の 中での 日本の 実力 や 足下の 現実を 十分 見極めて いた。 

だから、 YS11 に対して それほど 欲張った 高望みを する 考えは もって おらず、 身の程を わ 
きまえた 冷めた 見方を していた。 そのため、 派生 型を 次々 につく り、 YS11 を シリー ズ 化し 
て 日航 製の 事業を よりいっ そう 拡大して いくとす る 考え方には きわめて 慎重で あり、 むしろ 否 
定 的で すら あった。 

YS11 が 島ら の 手に よって 派生 型を 設計し 出して いる ころ、 東條は 日航 製に 発注され た 別 
の プロジェクト、 防衛庁 向けの C1 輸送機の 設計 責任者と して 力を 注いで いた。 もちろん、 日 
航 製の 重役と して 取締役会 にも 出席して、 営業 上の 重要な 契約に ついての 報告は 聞いて いた。 
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しかし、 企画 部長で、 後に 営業部 長 ともなった 日航 製 取締役の 太田稔 そして 島、 5 KS ら 主な 
主査 クラスは 「世界の 民間 機メ ー カ ー が やって いるよう に、 将来は シリ ー ズ 化して より 多く 世 
界に 売り さばいて いくべき だから、 そうした ことを 考慮して 設計を 進めて いくべき じ やない 
か」 とする 考えであった。 だから、 中 •長期的な 見通しを 前提に した 試作機の 開発の あり方に 
は、 おのずから、 両者の 違いが 表われて いた。 

高地 •高温に 弱い エンジン 

ともあれ、 外国の 航空機 メーカ ー に 伍して 販売機 数を 増やそうと 海外への 売り込みを 始めた 
途端、 こうした 日航 製の 矛盾が もろに 表面化し てきた。 

まず、 最初に 売り込みに 行った フィ リピンで 「もっとた くさん 搭載で きる ように 改造しても 
らいたい」 との 要望が 出た。 しかし、 この 件は 東條を 含む 日航 製 内での 会議では 話題と しては 
出た が、 実現へ とは 向かわな かった。 

この 後、 主査 クラスな どが 派生 型を つくる ことを 主張す るよう になっ た。 「強引に やって、 
東條 さんに 承認 させた ような ものだった。 われわれは、 やる からには もっと アグレッシブ じ や 
ない とと 思っ ていた」 と 島は 説明す る。 

YS11 を シリ ー ズ 化する 上での 主な 制約は (1) 片発 エンジンでの 上昇 能力、 (2) 翼 上 
非常 脱出 口の 寸法、 (3) 最大 与圧 圧力、 (4) 空気 調和 装置の 容量な どであった。 
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この 中で、 片発 エンジンでの 上昇 能力の 限界は、 高地、 高 気温での 発着と なる ペルー の ラン 
サ 航空で もっとも 顕著に 表われ、 島たち 技術 陣を 悩ませた。 

YS11 の 計画 当初に 出た、 ダー ト lo 型 エンジンの 出力 不足の 問題は、 ロ ー ルス •ロィス 
社が 離陸 最大 出力で 四〇〇 馬力 (一 五 パー セント) パヮー アップ させた ダ ー ト 10/1 型を 開 
発した ことで 何とか 解決を 見た。 これは、 エンジン 内の 圧縮空気に 燃料を 噴射して 燃焼させる 
とき、 同時に 水 •メ タノー ル も 噴射す る ことで 燃焼 効率を よくし、 出力を 向上させる 改造を 行 
なった ものだった。 

これにより、 少なくとも、 YS11 の 特長と する 離陸 距離を 短く できた。 しかし、 この 水. 
メ タノー ル 噴射に よる 離陸 最大 出力の 向上は ダー ト lo 型 エンジンに 許される、 ほとんど 精い 
っ ぱいの 設計変更であった。 その他の® HE まで も 発展 させて いくほどの 余裕は もち 合わせて い 
なかった ので ある。 この 制約が、 後に なって YS11 の シリー ズ化 による 発展 型の 開発を 難し 
くして いた。 

YS11 の エンジンは 外気 温度の 影響を 受け やすく、 特に 高い 気温では 出力が 著しく 低下す 
る 傾向が あった。 だから、 夏季 や 熱帯 地方での 運航に おいては、 上昇_ が 不十分 だとす るク 
レ ー ムが 実用 初期に エアラィンから しばしば 出された。 対策と して、 多少は エンジンの 出力を 
向上 させて、 何とか 不満を 解消した が、 決して 十分な ものではなかった。 いわば、 ダ ー ト エン 
ジンを 搭載した 夕 1 ボ プロップ 機の 限界で も あった。 
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しかし、 もっとも 大きな 問題は、 規定に 定められ ている エンジン 片発 停止 時の 上昇 率が 低い 
ことであった。 このため、 YS11 は I 効な 運用が できない 場 口 も 出て きたので ある。 エン ジ 
ンに 余裕が なかっ たこと も あるが、 ほかに、 風洞 試験で 精確な デ ー タが 取れなかった ことから 
くる 空 力 的な 問題 も あった。 

日本の ような 地形 や 温暖な 気候 条件の 下では、 片 発の 上昇 率は それほど 影響を 受ける こと も 
なく、 問題はなかった。 だが、 厳しい 環境 条件に ある 諸外国への 売り込みを 始めて いったと 
き、 しばしば 遭遇した 気圧が 低くて 酸素 濃度が 薄い 高地、 高 気温の 飛行場を 含む 路線では、 二 
つの 条件が 重なって 問題を さらに 大きく した。 運用 効率が かなり 低くなる ので ある。 

こうした 地域では、 離陸 するとき の 機体 全体の 総 重量は 出発す る 飛行場の 滑走路の 長さで 制 
限を 受ける 場合が ある。 離陸 重量 (貨物 量 あるいは 乗客 数) が 重ければ、 上昇 率が 悪く、 かな 
りの スピ ー ドに 達しない と 飛び立てな いため、 長い 滑走路を 必要と する からだ。 それは まだし 
も、 片発 停止のと きとなる と、 上昇 率が 一定 限度 以上で ない と、 離陸 後に たちはだかる 前方の 
障害物を 回避で きなくなる。 

こうした 場合には、 上昇 率が 一定 限度 以上になる まで、 離陸 重量を 減らさなければ ならな く 
なる。ということは、 ¥ 311が力タログ上で示した^1^を満足しないことである。 

具体的には 高度 五 〇〇〇 フィ ー ト (約 一 五 二四メ ー トル) 級の 飛行場で 気温が 三〇度 以上の 
場合、 エンジン 出力は 明らかに 不十分で、 問題と なった。 この 対策と して、 ダ ー ト Mk 543 
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エンジンが つくられた。 通常の エンジン 仕様に 要求され ている 離陸 出力と 最大 連続 出力の ほか 
に、 中間 緊急 出力を 設定して、 三 二度く らいまでの 気温では 馬力が 落ちない ようにした。 

島は 説明す る。 

「日本で 一番 高い 地点に あると いわれて いる 松^^ 港で も、 せいぜいが 標高 六〇 〇メー トル 程 
度なん です。 ところが、 外国の 大陸なん かに 行く と、 北米の デン バ ー とか、 それに、 南米な ど 
は 五、 六 千 フィー トを 超す 空港なん か うじゃうじゃ あるので す。 アフリカ でもそう です」 

売り込み にいった 南アフリカの 高原 都市 ヨハネ スバー グは 一万 フィー ト (約 三 〇四八 メート 
ル) 近く も あり、 しかも 高温で ある。 北米 観光 ル ー トの 拠点で ある デン バ ー も 五一 九 七 フィー 
卜 (約 一 五八 四メー トル) あった。 

メキシコ シティ あるいは、 $市 状に 連なる 六 〇〇〇 メート ル 級の 山々 も そびえる アンデス山脈 
が 国土の 五分の 二 近く も 占める ペル ー は その 典型的な 国であった。 

ペル— での 苦い経験 

北米の デモ フライトから 帰って 後、 早々 と 商談が 成立して、 南米へ も デモ フライト する きっ 
かけを つくった ペルー の ランサ 航空では あったが、 高地、 高 気温の 問題で こじれに こじれて し 
まった。 

ランサ 航空へは 昭和 四 一一 年に YS11 が 四 機 納入され、 営業 も 開始した。 ところが、 高度 y\ 
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四一〇 フィ ー ト (約 二 五六 五メ ー トル) も ある ペル ー 第二の 都市 アレ キ ー パな どの 古 冋 地の 空港 
を 含む ランサ 航空の 路線には、 アンデス山脈 越えな ども あった。 積載 貨物が 多い 愁恶で 、こう 
した 高地、 高 気温の 空港を 実際に 飛んで みると、 運航 上の いろいろな 問題が 出て きた。 

もともと、 ランサ 航空は 経営 基盤が— 弱で、 いろいろな 問題 も 抱えて いたた め、 納入した 年 
の 末には 早く も YS11 の 延べ払いが 滞って しまった。 

改善の 見通し もない ことから、 日航 製は 昭和 四 五 年には 機体を 四 機と も 引き上げる ことを 決 
定 した。 しかし、 実行 するとな ると、 多くの 難しい 問題を はらんで いた。 

先の 高地での 上昇_ を 満足し なかっ たこと など 契約 上の ことが 槍玉に 挙げられ、 訴訟に 発 
展 したので ある。 海外で 初めての 本格的な 訴訟で あり、 慣れない こと も あって、 結局、 解決を 
見た のは 昭和 五〇年 (一九 七 五 年) であった。 YS11 を 引き取る ことにな って、 この ビジ ネ 
スは 失敗に 終った が、 この間の 五 年間、 金銭 的、 人的に も 多大な 消耗を 強いられ、 日航 製に と 
っては きわめて 苦い経験であった。 

島は 説明す る。 

「結局、 YS11 は 気温が 高い 高地では 使えない となった。 これは 世界に 売り込む ときの 欠点 
です。 水 •メ タノ ー ルを 噴射して、 精 いっぱい エンジンを 吹かして もちょろ ちょろ しか 上がら 
ない わけです。 これで もって、 世界へ 売り込もうと 一生懸命 やった が、 結局は うまくいか なか 

った」 
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国際 ビジネスの 実態 

ビジネス 慣行の 違い や 細かい 技術的な 問題 も 入って くるた め、 間に 入った 商社 も 十分 対応で 
きず、 日航 製が 直接 交渉す る こと も しばしば だった。 売り込みを 担当して いた 商社 も、 国内 エ 
アラ インの 飛行機を 買っ たことは あっても 売った 経験は 全くない。 

日航 製からは 口癖の ように 「とにかく 一機で も 多く 世界へ 売って ほしい」 と 懇願され てい 
る。 実績がない だけに、 リスクを しよ い 込む 可能性の 高い 発展途上国の 三流 エアラインに 売り 
込む ことになる。 それ も、 相手 先の 実情な ど それほど 調べる ことなく 売っ てし まう。 

契約書を 取り 交し、 日航 製の 技術 関係者が 現地に 赴いて みると、 エアラインと 名が ついては 
いるものの、 フィ リピンの ロ ー ヵル エアラインと 似て 実情は ひどい ものであった。 

飛行機を 四 機 売っ たが、 ランサ 航空には まともな 整備 員す らいな かった ので ある。 かとい っ 
て 売った 日航 製 側に もまと もな サー ビス エンジニアは 二、 三人し かいなかった。 

その 彼ら も 一匹狼で、 自身の 負担を 軽減す るた め、 ザー ビス 体制を 整備し、 ^ や 事例を 標 

淮十 化したり、 未熟 練の 者で も 使える ような マニュアルを つくって システマティックに していく 
ほどの 力は 発揮し なかっ た。 日航 製に もそう した 認識が 希薄だった。 

なにしろ、 プロダクト サポ ー トを 担当す る ザー ビス 部が 日航 製 内に 設けられ たのは 量産 機 引 
き 渡しの 六 力 月 前にな ってからの ことで ある。 それ も、 何もかもが 初めての ため、 行き届か 
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ず、 必ず 必要な、 ユ ー ザ ー の 整備 員 や パイロットを 招いての トレ ー ニン グを する 専用の 場所す 
らもな く、 日航 製の 従業員 食堂で 間に合わせて、 各国の エアラインから 呆れられ たこと も あっ 
た。 

ランサ 航空の 場合は、 日航 製から 整備 員が 三人、 補給 係が 一人の 計 四 人が 現地に 駐在す る こ 
とに なった。 彼ら も、 自衛隊 出身の 元 二等 空曹 あるいは 三等 空曹で、 英語は ほとんど わからな 
い 場合 も 多かった。 突然、 命じられて 来週から 南米へ 単身赴任で 行けと なる。 滞在は 現地の 状 
況 にもよ るが、 一、 二 年 もしくは それ 以上と なる。 

最初、 彼らが 必要な スペア パ ー ツ (交換 部品) を 持って 現地に 飛んで、 部品 交換し ようと 思 
ったが、 呆れた ことに、 取り外す ための 工具、 たとえば ペンチ すらない ので ある。 

ハワイ 航空な どと 同じつ もりで 現地に 入ったら 大間違い だっ たの だ。 「こんな エアラインが 
あるの か」 と 驚き あきれても 始まらない。 仕方なく、 日本から くる 人間に 持っ てきても らうよ 
うに 頼む と、 今度は 空港の 税関で 工具が 全部 取り上げられる 始末であった。 

しようがなく、 現地で 走り回り、 なんとか 買い集めて ようやく 作業を 始められる ようになっ 
た。 

ところが、 発着す る 滑走路は 戦場 並の 原っぱな ので ある。 あるとき、 問題が あって、 どうし 
て も エンジン 六乂換 をし なければ なら なくなっ た。 プロペラぐ らいまで ならなん とかなる が、 エ 
ン ジンの 重量は 六 九 ー キログラム も あり、 主翼から 降ろす のには レッ ヵ ー 車が いるが、 それ も 
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ない。 しかたなく、 丸太ん棒を 三本 探し 集めて きて、 三脚に 組み、 チェー ン ブロックで おそる 
おそる 上げ下ろしして やっとの 思いで 交換した。 まるで 庭石を 運び込む 風景だった。 

夜に なっての 占 (検 は、 空港に 電気がない もの だから、 フイ リピンと 同じよぅに 懐中電灯を 照 
ら むて やって いた。 こんな 状況 だから、 効率の 悪さは もちろん のこと、 保守、 点検、 整備の 費 
用は、 想定して いたより はるかに 才— パー する ことと なつて しまった。 

それば かり か、 しばらく すると、 日航 製との 間で 契約にから むごた ごた など も あって、 整備 
補給の 体制が 追いつかず、 ム r 度は カニバリズム (共食い 整備) が 始まった。 二 機 だけを 飛ばす 
ことと し、 残りの 二 機は 部品 取り 用に 使われた。 飛ばして いる 二 機で 部品 交換が 必要になる 
と、 他の 二 機から 取り外し てきて 取り付け るので ある。 それ こそ、 補給が 追いっかない 発展 途 
上 国 や 戦時中には よく 見られた ことだった。 まさに、 ペルー の ランサ 航空の 実情は 戦場 さなが 
ら であっ た。 

ランサ 航空には 整備、 補給を 含めた 総 責任者と して 丸 紅 商事から 派遣され てきて いた 松^^ 
がいた が、 彼は 現地で 強盗に あい、 殺されて しまった。 

全くの 素人を パイロットに 

パイロットの 長 谷川は 数 ある 体験の 中から その 一つを 披露した。 

アフリカの ザイー ルに ある アリ マンタ シオン 航空への 輸出に 成功し、 契約に 則って パイ ロッ 
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卜の 教育を する ことにな った。 長 谷川は、 若干な りと も、 YS11 以外の 機種を 操縦した 経験 
が あるの だろうと 思って いたが、 そうでは ない。 一人は 食 いっぱ ぐれて ベル ギ ー からき た 流れ 
者、 もう 一人は 「おれは セス ナに 乗っ ていた」 と 自慢して みせる が、 旅客機の 経験は なく、 せ 
いぜ いが 二、 三人を 乗せる 小型 機の 経験し かない。 

もう 一人は、 「おれの おやじは この YS11 を 買った オー ナーの 親戚に あたる が、 おやじ か 
ら 、『おまえ 飛行機の 操縦を 習え』 といわれ てきた」 といきまい ている。 

そんな 素姓の いい加減な 素人に 近い 人間を 一から 教育す る ことになる。 長 谷川は 強調す る。 

「とにかく、 営業が 一人当たり 六〇 時間く らい あれば 一人前に 操縦で きる ようになり ますよ 
と、 契約して くる ものです から、 こっちは 大変です。 契約書を 持って 現地に 行く ので、 これは 
できません よとは いえない のです。 とにかく 教えに きている ことは 確かな の だから。 でも、 飛 
行 機の 操縦 経験が 全くない 者に、 いきなり 双発機を 教える というのは 大変な ことなの です。 で 
も、 やらなければ、 吉 ルった YS11 は 飛ばない のです から」 

そんな、 常識 外れが まかり 通る だけに、 ほかの 面で も、 いい加減 である。 なにしろ、 この 国 
には、 導入され た 新しい 飛行機を 認可すべき 航空 局がない ので ある。 「二 力 月で 一人前に しろ」 
といわれて、 長 谷川は 「とにかく、 与えられた 時間 内で、 昇って、 降りる までを 教えな けれ 
ば」 と 手取り 足取りの にわか 仕込みで なんとか 飛ばせられる までにした。 

ぎごちないながら、 速戎の パィロットが なんとか YS11 を 飛ばせられる ようにな つたと こ 


2〇3 第五 章 国際 民間 機 ビジネスの 荒波 


ろで 教育は 終了。 その後、 教官で ある 長 谷川が ライセンスを I 枚 書いて 置いて くれば、 それ 
で、 明日から 彼らは 一人前の パイロットと して 大手を 振って アフリカの 空を 飛ぶ ことができる 
ので ある。 

日本人には 厳しく、 慣れない 熱帯 下の ザイ ー ルで 教育 訓練に 力を 注いで いると き、 長 谷川は 
マラ •リアに 冒され、 四〇 度を 超える 高熱に 何日もう なされた。 それでも、 訓練を 終わらせた 
が この 後 ガボンで も 教育， SI 練を、 その 次には コ^  — トジ ボア ー ルへ も 行って すべての サ^ — ビ 
スを しなければ ならな かった。 

見兼ねた フランスの 医者が 「暑い ところに いると、 マラリアの 原虫が 暴れ だすので、 寒い と 
ころに 行け。 そうすると、 動きが 鈍くな って、 薬が よく 効いて くるから」 と アドバイス してく 
れ た。 

確かに、 血を 出して、 それを 虫眼鏡で 見る と、 原虫が 動いて いるの が 確認で きる ので ある 0 

長 谷川は やっとの 思いで、 アフリカの 仕事を 終えて、 今度は アラスカの アリ ユ ー シヤンに 一 
力 月 半 ほど 行く ことにな った。 この 地の リ ー ブ •アリ ユー シヤン 航空に 売った YS11 のアフ 
タ ー ザー ビスを 兼ねて、 マラリアを 治す ためであった。 

ともあれ、 発展途上国に 売り込もうと するとき、 国に よって それぞれ 事情が 異なる だけに、 
ランサ 航空 や アリ マンタ シオン 航空の ような 問題は いつでも 起こりうる ことで、 ム ~7 後の ビジ ネ 
スの 難しさを 暗示して いた。 しかし、 こうした 問題 一つ ひとつに どう 対 芯し、 処置して、 将来 
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につ なげて いくかが、 まさに、 民間航空機 ビジネスの 現実で あり、 ノウハウであった。 今後、 
新 機種を 開発して いくとき に 生かすべき 貴重な 経験で も あった。 

米 ピ—ド モント 航空の 評価 

YS11 の 海外 売り込みに ともなう 難しさは、 なにも 発展途上国の ランサ 航空 だけでは なか 
った。 売り込み 競争の 激しい 先進 諸国では、 相手 エアラインが 百戦錬磨でした たかなた め、 慣 
れ ない 日航 製は 無理難題を 次々 と 突きつ けられ、 翻弄され た。 

その 代表例が ピ ー ド モン ト 航空への 売り込み だった。 この 企業は、 アメリカの*® 部を 中心 
に、 東は ワシントンから 南は アトランタに 至る 一〇の 州を 結ぶ 七 〇〇〇 マイル (約 一万 一二 六 
三キ ロメー ト ル) の 運航 ラインを もち、 米で 一、 二の 実績を 誇る 有力な ロ ー カル エアラインで 
ある。 

営業と ともに 陣頭指揮を 執っ た 島は 強調す る。 

「ピ ー ド モントへの 売り込みを なんとか やり遂げた ことで、 民間 機 ビジネスが どういう もので 
あるかを 大いに 勉強した」 

佃 も 述べて いる。 

「YS11 の 事業に とって、 ピ ー ド モントの 売り込みが 最大の 山場だった。 日本の 民間 機 ビジ 
ネスの 新しい 局面を 切り開く には、 乗り越えなくて はならない 非常に 大きな 壁だった でしょ 
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ぅ。 この 函 を 『相手は お客さん なんだ』 といぅ 意識で 乗り越えました。 その 最大の 功労者は 
なんとい っても 島さん で、 独壇場だった」 

当時、 ピ ー ド モントは 二〇年 以上 も 使って いた ピストン エンジン 機の マー チン 404 の 代替 
として、 FH227 の 採用を すでに 決めて いた。 島は YS11 の 売り込み はした ものの、 今 か 
ら 入り込む 余地は ほとんどな いかにみ えた。 ところが、 購入した 一〇 機の FH 227 が 期待し 
ていたと おりの® および 経済性を 示さな かった ことから、 日航 製に 「YS11 を 再検討 中」 
との 連絡を 寄せて きた。 この 後、 ピード モント 社への 本格的な 売り込み 交渉を 始める ことにな 

った。 

ピード モン ト 社は 一九 四 一年、 その 当時、 全米の 輸送機の 九十 数 パー セントまで も 占めて い 
た 世界の ベス ト セラー 機 DC3 を 全 機 引き上げ、 マ ー チン 404 を 大量 購入した。 これまで、 
他の ロー カル エアラィンに 先駆けて 新 機種を 導入す る 先進 的な 経営 姿勢で その 名を 知られて お 
り、 F 27、 B 737 も その 例で、 所有す る ことにな った。 

ピ ー ド モン ト 社の 保有 機 数は この 年の 末までに FH227B が一 〇 機、 マー チン 404 が 三 
二 機、 B 727 が一 機の 予定であった。 翌 昭和 四 三年には B 737 を 六 機 導入す る ことによ 
り、 B727 が一 機 および マー チン 404 の 八 機が 路線から 退く ことにな っていた。 それで 
も、 ピストン 機の マ ー チン 404 の 保有 数が 多く、 信頼性、 搭載 量、 運航 費、 整備 費用の 点で 
有利な 夕— ビン 機 (夕— ボ プロップ 機) に 早く® り 替えたい との 意 句であった。 
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その 候補と して、 Ysll だけでなく、 コン ベア 580 および 600、 FH227 の 夕 1 ビ 

ン機 、近いうちに 完成す ると 伝えられ ている F H 228 ジェット機が 挙げられて いた。 

ピ ー ド モント 社が 乗り入れ ている 路線は、 山岳 地域の 小さな 空港を 有する 都市が 多く、 滑走 
路 長が 比較的 短い。 しかも、 他の ロ ー ヵル エアラィンと 比べて、 地形 的に も 滑走路の 延長が で 
きそうに もない 空港が 多く、 _ に 挙がった 機体は それぞれ 一長一短が あった。 

まず、 コン ベアは 短い 滑走路では 大幅な 重量 制限を しなければ 離着陸で きず、 非 経済的で あ 
る。 しかも、 標準 乗客 数は YS11 の六〇 人より 少ない 五 二人であった。 

次に、 FH227 は 標淮産 席 数は 四 四 座席に 過ぎなかった。 FH 228 は 将来 型の ジェット 
機で あり、 座席 数が 五 五 あって、 魅力 も あったが、 まだ 完成して いない ことから、 大量 受注に 
応じられる とすれば、 昭和 四 五 年ない し 四 六 年の、 かなり 先になる 見通しであった。 価格 的に 
も、 かなり 高くなる 問題点が あった。 

そのほかの 点に ついては、 ピ ー ド モン ト 社の 副社長 C  •ゴ ー ドン •ブラウンが 自社の 社内 紙 
の 中で こう 述べて いる。 

「わが 社の 輸送量は 依然 堅実に 増え 続けて おり、 もちろん 直接 運航 費を 念頭に 置く と、 機種 選 
定 に当たっては 乗客 収容能力が 極めて 重要な 考慮すべき 問題と なりつつ ある。 たとえば、 ワシ 
ン トン. ナショナル 空港では、 航空 各社の スヶ ジュー ルは すべて 運航 数の 面で 制限され てい 
る。 このため、 同 空港 発着の ピ ー ド モン ト 航空の フラィ トは 大部分が 現 _ 和 状態に 達して い 
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る。 この 点で、 輸送量 拡大を 図る 唯一の 打開 策は 大型機の 使用で ある。 同様の 問題が 他の 空港 
でも 起こり 始めて いる」 (「ピー ド モニター」 一九 六 七 年 九月 号) 

副社長が 指摘した 点では、 夕— ビン 機で しかも、 最大 級の 六〇 人の 標準 座席 数を もつ YS1 
1 は、 他の 機種に 比べて 有利であった。 

ピ ー ド モント 社の YS 11 に対する 評価は 次の ような ものであった。 

「YS - 11 は 正直で オー ソドッ クスな 輸送機で ある。 何ら 好奇心を あおる ところ も 画期的な 
もの もない。 多くは コン ベア 440 の 大型 版と いえる。 ただし、 夕— ビン •エンジンを 装着し 
た コン ベアが 開発され た 時 以来の 改良点を 十分 採り 入れて いる。 機体 仕上げの 品質は 優れて お 
り、 事実 当社が これまで 検討して きた 米国 製の 輸送機と 同等 かそれ 以上の すぐれた 技量で あ 
る」 (前掲 紙) 

このほか、 YS11 が ハワィ 航空と 南米の 数 社で 採用され ている 実績を 評価して いた。 

さすがに ピード モン ト 社は、 YS11 の 特長を 的確に 捉えて いた。 デ ー ビス 社長が 強調す る 
「最大限に 積載しながら 山岳地帯の 小さな 空港から 発着し、 しかも 比較的 高速度に 巡航す る 旅 
客 機を 探さなければ ならない」 とする 条件に、 YS11 はかなり 応えうる ものだった。 

足下を 見られ、 「買って やる」 の 姿勢 

しかし、 全米の 主要 ロー カル エアラィンで 一、 一一を 争う 企業 だけに、 この 世界では 素人に 近 
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い 日航 製に とっては 手強い 相手で あった。 これまでの 輸出 案件の ほとんどは 小さな 名もない エ 
アラ ィンが 多かった。 今回が 初めて 経験す る 有カ エアラィンとの 本格的な 交渉で ある。 

メ ー ヵー のつ くった 航空機を 自社の 用途、 好みに 応じて 選び、 「買って やる」 立場に ある ピ 
L ド モント 社は 終始、 強気の 姿勢で 島ら 日航 製と 相対した。 交渉は 終始 彼らの ぺ ー スで 進めら 
れ 、次々 と 無理難題を ぶつけて きた。 それば かり か、 日本国内 需要の 伸び悩みが 予想され て お 
り、 輸出に ょって 低迷を 補いたい とする 日航 製の 弱味が あった だけに、 最初から ピード モント 
社に 見透かされ、 足下を 見られて いた。 

これまで、 四 半世紀 近くを 一貫して 技術 屋 として 生きて きた 島に とっては、 ある 意味では 屈 
辱 的な こと もたび たび あった。 思わず、 「なんで ここまで しなければ ならない のか」 と、 つい 
愚痴を こぼした くなる ほどだった。 しかし、 それが 航空機 ビジネスの 現実 そのものであった。 
島は 長年の 技術 屋 から 営業マン としての 脱皮が 要求され ていた。 

島は そのころ の 心境を こう 述べて いる。 

「お 客の 要求を 聞きす ぎた といわれる かもしれ ない が、 なにしろ、 YS11 の 装備 品は すでに 
就航して いた 外国 機を 参考に して 設計した ので、 完成した ころには 古くな ってし まって いるの 
です。 

だから、 新しく 登場して きた ほかの 飛行機と 同じ 新しい 装備 品に 取り換えろ といわれれば、 
そうせざる をえない のです。 どうも、 この 改造を やらない と 外国 機の 水準には 達しない な あと 
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いう 気がしました。 

とにかく、 改造で きる ものから やって いきます から 少し 我慢して ください というい い 方で も 
ってい ったので す。 もちろん、 改造し なくても 売れて いれば、 嫌なら 買わないで くれと 強い こ 
ともい える のでし ようが、 巨額の 借金を 抱えながら、 次々 と 仕込み 生産して いる 飛行機が 売れ 
なくなっ てく ると、 やはり、 なんとかして 売ろうと なります」 

最初の ピード モン ト 社との 本格的な 交渉は、 島ら が 出席して 同社の 本社で 始まっ た。 佃は 島 
の 巧みな 営業に ついて こう 解説す る。 

「島さん が アメリカに 行って 最初に 口火を切 ったが、 ピード モント 社は とんでもない ことを 
次々 要求して きた。 それでも、 島さん が 頭からで きません というので はなく、 相手は お客さん 
なんだ という 意識で なんとかう まくやり 取りしながら 話を つないで いった。 最初の やり取り 
は、 相手に も ある 程度い い 印象を 与えた のでし よう。 じ や、 次は 日本で 六乂 渉を しまし ようと 話 
を もっていった のです」 

日本での ピード モント 社との 会議に 出席した 個は、 なんとしても YS 11 を 輸出し なければ 
と 思っ てはいた ものの 「とにかく、 次から 次と いろいろ 要求が 出て きて、 私は 営業部 長に 『こ 
んな 無理な ことまで いって くるの なら、 もうこの 話は 止めに しまし ようよ』」 といっ た ほど だ 
つたと いう。 
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際限の ない 改造 要求が 

ピード モント 社の 要求は 次の よぅな 諸事 項であった。 

まずはマ311は六〇人乗りといっているが、有償荷重が少ない。それに、床下荷物室を 
拡大しても らいたい」 であつ た。 有償 荷重とは、 メ ー カ ー が 保証す る 乗客と 荷物と をムロ 計した 
重量の ことで ある。 

島は 説明す る。 

「YS11 では、 乗客 一人 あたりの 搭載 重量 (乗客の 携帯 荷物を 含む) の 標準に 日本人を 想定 
していました ので、 七 五 キログラム として 設計して いたのです。 外国人は 大きいで すから、 荷 
物を 含めて 七 五 キログラムを 超す ことは ごく 一般的です。 せいぜい 輸出しても アジア 地域と 見 
ていました から、 そぅな つていた のです」 

この 要求は、 昭和 四〇 年の 初め ごろから、 日航 製が 海外の エアラィンと 接触し はじめる と、 
彼らが 口を そろえて 指摘して いた ことだった。 米国 内で YS11 を 販売す る 業者 シャ ーロッ 
卜 •エア クラフト 社から も ほぼ 同様な 提案が 出されて いた。 

このため、 日航 製 内で 検討し、 ム 遂 の 海：^ 出を 考慮して、 これらの 提案を 取り入れて 改造 
する 新しい Ysll A 型を 生産す る 方針を 決定した。 YS11A 型の 開発 費と して、 昭和 四 二 
S の 政府 補助金 四 億 九 四〇〇 万円が 日航 製に 割り当てられた。 

この 決定は、 東條が 当初 YS11 に対して 持って いた 方針を 変え、 拡大 路線を 選択した。 Y 
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S11A 型は 五 〇号機 以降から 生産す る ことで、 改造 設計、 生産 準備を すでに 進める ことにな 
った。 幸いに も、 YS11 は 当初、 設計 目標の 標準 区間 距離を 五 五〇浬 (約 一〇 一八 * ハキ 
ロメー トル) としてい たが、 実際には それょり 短い 距離の 路線に 多く 使われた ので、 燃料 搭載 
量が 少なくて すみ、 機体の 外形 寸法は 全く 変ぇなくても、 燃料を 少なく した 分 だけ、 有償 荷重 
を 増やす ことができた のだった。 

YS11A について は、 試作のと きに 行なった 各種の 強度 試験 や 疲労 試験、 振動 試験な どの 
主な 試験を 改めて 実施し なければ ならない ため、 もちろん、 かなりの 費用が 発生す る ことにな 
る。 

とにかく、 YS11A が 完成 すれば、 ピード モン ト 社が 主張す る 有償 荷重を 大きく する 要求 
は 満足 させられる。 次に、 「現在 YS11 が 積んで いる 航法 電子 機器は 一時 代 古い 型式で ある 0 
北米を 運航す るに 際して 実情に 合わない し、 非常 装置 も 米国 規格に 合致し ない」 と 指摘して き 
た。 

具体的には、 ピ ー ド モン ト 社が そのころ 手に入れつつ あった 「最新の ジェット機と 同等の 仕 
様に して、 装置を 交換しても らいたい」 と 具体的に メー カー とその 製品 名を 指定して きた。 

それは、 日航 製に蠢 (もい わせず、 当然の 要求と いわんばかりであった。 日航 製は これを 飲 
むこと になった。 それだけで はなく、 乗客の サービ ス につな がる 機内の 設備に ついても、 こと 
細かく 要求して きた。 


ピ ー ド モント 社は ロー カル 路線の 専業であった が、 それでも 航空機 先進国の エアライン であ 
るから、 「機内の 乗客 サ ー ビスの 設備 も、 最新の ジヱッ ト 機 並の ものにしたい」 とする 基本 姿 
勢を もつ ていた。 

それに ひきかえ、 YS11 の 考え方は、 せいぜいが 二 時間 程度し か 乗らない 航空路を 飛ぶ 国 
内 エアライン だから、 比較的 簡素な 標準 装備で よしと する 設計であった。 だから、 見劣りが し 
て、 改造し なければ ならない 多くの 箇所が 出て きた。 

まず、 快適 性では » n 问 与圧 圧力の 変更 要求が あり、 取り替える 必要が あった。 さらに、 エア 
コン も 容量を 増やす 要求が 出て、 装置 機器の 多くを 変更して 取り替えなければ ならなかった。 

このほか、 乗客 サ ー ビスの 面では、 主な ものと して、 (1) ハット ト ラック (荷物 棚) の 幅 
を 広げる こと。 (2) たとえ ロ ー カル 線で も 機内 サ ー ビスの 必要が あるた め、 コ ー ヒ ー メ ー カ 
1 や 酒類の サ ー ビス 用 設備の ギャ レ ー を 備えるべき で、 日航 製が 取りつ けた 簡素な 装備は 変更 
して、 ピ ー ド モント 社の 指定す る ものにしても らいたい。 (3) トイレは 現在の タンク 式から 
スラッシュ (水洗) 式の 装備に しても らいたい。 手洗いは 水と お湯の 両方が 出る よぅにしても 
らいたい。 (4) 客席の 坐り 心地が 悪いた め、 ピ ー ド モン ト 社が 指定す る 欧州 製の ものと 交換 
しても らいたい。 

どぅしても 飲めない 要求 も 
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次から 次と 出て くる 改造 要求を 前に、 島は 奎 日のと ころ 「彼らは^ I に YS11 を 買おうと 
いう 気がある のか。 それとも、 こっち をから かつてい るの じ やない か」 と 疑いた くなる ほど だ 
った。 

中には どうしても 飲めない 要求 も あった。 その 一つが、 客室の 窓の 位置が 低い ので 高く しろ 

という 指摘だった。 窓の 位置が 低くて、 背の 高い 欧米人には 外の 風景が 見に くいと いうので あ 
る 0 

「確かに、 窓は 低くて 見に くかった ことは 事実です し、 他の 外国の エアラィンから も 指摘され 
ていました。 でも、 これを 直そうと すると、 大変な ことなの です。 胴体 構造 全体の 再設 計、 疲 
労 試験な ども 新たに 必要と なって、 かなりの 年月が かかります」 

試算して みると、 莫大な 費用が かかる ことが わかった。 「さすがに、 こればかりは 勘弁して 
もらい、 我慢して もらう ことにしました」 と 佃は 話す。 

以上の ものとは 別に、 もう 一つ 大きな 要求が もち 出された。 

「非常 脱出 関連 装備を アメリヵの 定期 運航*# の 準拠すべき 新しい 規定 『FAR121』 に そ 

って 改^! して ほしい」 といっ たもの だっ た。 

FAA  (アメリヵ 連邦 航空 局) で 定められた 安全 基準は、 新たに 起こった 事故な どの 教訓 も 
取り入れながら、 逐次 改定され ている。 YS11 は F A A に 型式証明の 申請を した 昭和 三 七 年 
時点での 規則に 従っていた。 その後に 改定され た 規則の 適用は 受けなくても いいこと になって 
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いる。 しかし、 例外が あった。 

FAA には、 改定され たうちの 特定の 条項に ついては 運航 i を 規制す る 「FAR121」 
の 規則が ある。 非常 脱出 関連 設備が この 特定 条項に 該当して いたので ある。 

当時、 ちょう ど 「FAR121」 の 非常 脱出 関連 条項が 改定され たばかりで、 以前より 厳し 
くな っていた。 規則から いくと、 前方の 乗降 口を 非常 脱出のと きに も 利用で きる ようにし ろと 
いう ものだった。 

この ころは、 乗客が 乗り込んで しまう と、 乗降 口の ドアに 装備され ている 折 畳み 式の エア ス 
テア (階段) が 油圧で 引き上げられ、 機体の 内側に 収納され、 ドアが 閉まる ようにな ってい 
た。 このため、 乗降 口は エア ステアで ふさがれて、 非常 脱出には 利用で きないよう になって い 
た。 このほか にも 複雑な 問題が あった。 

この 変更には 大きな 改造が 必要になる 。「これを やる となる 之、 金 も 時間 も かかる。 FAA 
にじ かに かけ 合って、 なんとか 変更し なくて すむ ようにし なければ ならん。 FAA にだって 例 
外 規定と いうの が あるの だから」 と、 島は 部下を 集めて、 なんとか 改造し なくても すむ ように 
と、 いろんな 知恵を 出させ、 代案を 考えた。 

一例を 挙げれば、 「乗降 口のと ころに、 出口は こちらと いう プラカ ー ドを 掲げれば いいでは 
ないか」 といった 案な どが 出た。 

これらの 代案を FAA に 示して、 なんとか 承認して ほしいと、 しぶとく 何度も かけ 合っ てみ 
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た。 しかし、 ことが 安全 規定 だけに、 彼らは 首を 縦には 振らず、 すべての 提案は はねつけられ 
た。 とうとう、 万策 尽き、 しかたなく、 改造す る ことにな った。 「FAR1 2 1」 の 基準に し 
たがい、 前方の 乗降 口を 非常 脱出に 使える ようにし、 その 前方には 新たに スチ ユワー デス 席を 
設け、 脱出 スラィドは ドアを 開ける と 連動して 自動的に 広がっ て K1 らむ 方式と した。 

改造 工事が 終る と、 さらに、 FAA 規則に 基づき、 脱出の デ モンス ト レー シ ヨンを しな けれ 
ばなら なかった。 YS11 には 主翼の 上と 後方の それぞれ 左右に 二 力 所ず つの 非常 脱出 口が あ 
る 。規定では、 片側から 火が 出た と 想定して、 その 反対側の 非常口 だけを 使って、 乗客が 九〇 
秒 以内に 全員 脱出で きる ことと なって いた。 以前は、 一二 〇秒 以内であった のが、 改定され て 
短くな っていた。 これを 実際に やって みて、 実証し なければ ならない。 

規定では、 デ モンス ト レー シヨ ンに参 加す る 乗客の 構成まで もこと 細かく 決められ ていた。 
全員が 屈強な 成人 男子であって はいけ ない。 子供、 女性、 年寄り それに 赤ん坊を 抱いて いる 女 
性 も 規定の 人数が 含まれて いなければ ならない。 日航 製の 職員に 動員を かけても、 不十分な の 
で、 デ モンス トレ ー シヨ ンを する 三菱 小牧の 近所の 住民 宅を 一軒一軒 回って 頭を 下げ、 お願い 
して 集まつ て もらつ た。 

「YS11 の 試験を やります ので、 おそれ 入ります がみな さんご 協力 願います」 

こころよく 引き受けて くれた 住民は、 てっきり 「飛行機に 乗れ るんだ」 と 勘違いし ていた。 
当時は、 飛行機に 乗る のが 珍しい 時代であった。 よそ行きの スーツ 姿 や、 ワン ピース 姿で 集ま 


2  l6 


つてく る 女性 も 混じつ ていた。 ところが、 やる ことと い 

え ば、 なんて ことは ない。 殺風景な 格納庫 内に ある YS 
11 に 乗り込み、 ストップウォッチを もった 日航 製 職員 
の 号令に 従い、 せかされながら、 非常 脱出 口から なり ふ 
りか まわず ダス ト シユー トで 滑り落ちる のであった。 

参加した 住民たち は 「なんだ、 飛行機に 乗れる のじ ゃ 
なかった のか …… 」 と がっかり、 日航 製の 職員は、 た 
だた だ 申し訳な く、 弁解を 繰り返して、 ひたすら 頭を 下 
げる 、笑い話の ょぅな こと も あつた。 

そんな ー コマ も あつて、 ピード モント 社 向け 特別 仕様 

の Ysll A  -  200 型が 完成した。 積載 重量が ー トン 

増加して いるた め、 加わる 力が 増す ことになる 主翼、 主 
翼 取り付け 部、 機体 フレ ー ム 、脚、 脚 取り付け 部な どが 補強され た。 試作のと き ほどでは なか 
ったが、 必要な 胴体、 主翼な どの 強度 試験 や 振動 試験、 疲労 試験、 前脚 落下 試験な どを 改めて 
実施した。 その後、 試作機と やはり 同じょぅに 片発 離陸な どを 含む ひと 通りの 飛行 試験を 行な 
って 耐空 審査 基準に ム昼 し、 YS11A  I  200 型と しての 型式証明を 取った。 

Ysll<f- 200 型では、 最初の Ysll-loo  (試作機) が 強度 的に 頑丈に できて い 
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たため、 それほど、 大 々的な 改造は 必要な く、 部分的な 補強です ませる ことができた。 

ところで、 昭和 四 二 年 一〇月 二七日に 締結され たピ ー ド モント 社との 契約の 際に、 こんな 笑 
い 話が あった。 これまでの 小さな エアラィンと 違い、 ピード モン ト 社との 契約は こと 細かく 明 
記した 契約書を 交わす ことと なって いた。 だが、 日航 製の 営業は そんな 契約書を 持ち合わせて 

いなかっ たし、 つくれなかった。 

そのため、 急遽、 全日空に 頭を 下げて ボ ー ィング 社との B727 の 購入 契約書を 借りて き 
た。 機種 名の B 727 のと ころ だけを 消して YS11 と 書き入れ、 半日で つくり 上げて しまつ 
た 〇ピー ド モント 社との 契約 も 無事に 終ぇて、 契約書を 日航 製 内の 各部 門に 回覧した。 する 
と、 プロペラを 担当して いた 部門が 「この 契約書には プロペラの 項目がない」 と 気がついて 騷 
ぎだした。 

B727 は (純) ジェット機の ため、 プロペラがなかった ので ある。 急ぎ、 プロペラ だけを 
サプリメント (補足) という 形で 契約書の 後に つけ 加ぇた。 日本の 商社は 飛行機を 買う ことは 
あっても 売る ことが なかっ たため、 まともな 契約書を 持っ ていな かった ので ある。 

支払い も 長期の 延べ払い 

契約が 終った 後 も、 ピ ー ド モン ト 社の 要求は まだまだ 続いた。 

「日航 製と いう 会社は いつまで あるか わからな いから、 ア フター サー ビスが いつまで 保証して 
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もらえる かわから ないし、 スペア パー ツ (交換 部品) もい つまで もらえる かわからない。 だか 
ら 、製造 図面は すべて 英訳して こちらに 引き渡しても らいたい」 

無礼と いえば 無礼 だが、 実際に ありぅる ことで、 購入す る 側から すれば、 きわめて 志 斎な 要 
求だった。 アメリカでは、 巨大な 航空機 メ ー カ ー でも、 倒産す る ことは しばしば 見られる こと 
だっ た。 結局、 この 要求 も 飲む ことにな ったが、 日航 製に とって もっとも 厳し かった のは、 代 
金の 支払いが 長期の 延べ払いだった ことで ある。 両者の 条件には かなりの 開きが あった。 

ピ ー ド モント 社への YS11A- 200 の 一番 機 引き渡しは、 昭和 四 三年 (一九 六 八 年) 五 
月 一六 日に 行なわれた。 その後は 毎月 二 機ず つ 引き渡しし ていき、 特殊な 一機を 除いては 一一 
月までに すべて 納入を 完了した。 補 用 部品、 訓練 おょび 地上 補助 装置を 含めて 一〇 機の 売り渡 
し 価格は 総計 ニニ 五〇万 ドル (約 八 一億 円) であった。 

支払 条件を めぐっ ては、 両者の 間で 何度も やり取りが なされて、 難航した が、 結局、 日航 製 
がかな り 譲歩す る 形と なった。 全額の 三分の 二は 八 年の 延べ払い、 残り 三分の 一は 一〇 年間 据 
え 置き 後、 五 年間に 均等 償還され る 社債で 支払われる ことで 決着を 見た。 売り込み 競争の 激し 
い アメリカでは、 YS11 と 競合す る 機種 も、 ピード モント 社が 示した 支払い 条件に ほぼ 近 か 
った。 長期の 延べ払いは、 やがて、 財政 基盤の 脆弱な 日航 製の 経営 そのものを 悪化させる こと 
になる。 ピード モント 社が 次々 に 要求して くる 改造 やその ほかの 条件に 翻弄され ながら も、 な 
ん とか完 或 させて 海の 向 こ-ぅに 送り出し、 ほっ としたの もつ かの 間、 「またも」 といえる ピ ー 
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ド モント 社からの 改造 要求が 突きつ けられた。 

それは、 国産の 標準 仕様で つくって 納めた 「客席の 坐り 心地が 悪い」 という ものだった。 坐 
り 心地は、 いわゆる 人間の 感覚の 問題で あり、 善し悪しの 判定は 難しかった。 ピード モント 社 
は 「欧米人と 日本人との 体型が 違う ことが 原因の 一つで ある」 とした。 

とにかく、 座席の 坐り 心地は 乗り心地、 快適 性と いった 飛行機 そのものの 評価に 結びつく だ 
けに、 日航 製と しても、 今後の YS11 の 評判を 考慮して 仕方なく 受け入れる ことにした。 ピ 
—ド モント 社が 指定す る 欧州 仕様の 客席と 交換 させられる ことにな った。 日航 製が 納入した 小 
糸 製作所の 国産 座席は、 日本では 最新 型で、 にわかに 流行し 始めて いた 「人間工学 的 研究に 基 
づ く」 設計と して、 自信を もって 送り出した ものだった。 単に、 欧米人と 日本人の 感覚的な 受 
け 止め 方、 体型の 違いと いうょりも、 理論が 先行し、 人間の 感覚を 必ずしも 科学的に とらえき 

っては いなかった ので ある。 

ワシントン DC の 上空を 飛ぶ 

改造エ事も着々と進み、佃はピードモント社へ納入した ¥ 311の無線機を積み換えるなど 
の 作業で、 アメリカに 行った ことがあ った。 このと き、 佃は YS11 に 乗り、 ピード モント 社 
の 運航 路線を 飛んだ。 おりし も 機体は ワシントン DC の 上空に 差し かかった ときだった。 佃の 
体中に 思わず 熱い ものが 込み上げ てきた。 


「アメリカの 片田企 口を 飛んで いるん なら 別です が、 そうでは ない のです。 ワシントン DC、 ア 
メリ カの 首都の 上空を YS11 が 今 まさに 飛んで いく。 日本の 飛行機が 定期便と して 飛んで 行 
くんだ、 とそう 思う と i に うれしくて 感無量だったです ね。 日本の 飛行機が アメリカを 飛ぶ 
のは 真珠湾のと きしかなかった のです。 それ も ハワイまで です」 

昭和 一六 年 (一九 四 一年) 一二 月の 日米 開戦の 年に、 佃は 東京 帝大 航空学 科を 三 力 月 繰り 上 
げで 卒業して いたのだった。 

ところで、 信用 も 実績 もない 日本の 日航 製が 作った YS 1 1 を ピード モン ト 社が 購入した 理 
由の 一つには、 エンジンの おかげ も あった。 島は 売り込みを 成功に 導いた 功労者で あるが、 そ 
のこと を 手放しで 自画自賛す るので はなく、 次のように 冷静に 分析して いる。 

「エンジンが 世界の ロー ルス •ロイス 社 製 だからと いう ことで、 一応の 信用が あった。 それ 
に、 日航 製と しても そのこと を 謳い文句 にして 売り込んで いきました」 

YS11 が ピード モント 社の 路線に 就航して から、 島は チケットを もって 搭乗した ことがあ 
った。 その チケットを 入れる 紙袋には、 「六 〇人 乗り ロ ー ルス •ロイス •プロップ •ジェット」 
と わざわざ 説明書き がな されて あった。 

これを 見て 島は 「そうか、 日本製の 飛行機とは 表記され ず、 ロ ー ルス •ロイスの エンジンと 
いう ことで お客さんに アビ ー ルして いるの か …… 」 と 思つ たという。 

エアラインに とって 飛行機の 故障が 少なく、 稼動 率が 高い ことは 重要で ある。 飛行機 全体の 
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中で 図抜けて 故障 率が 高い のは エンジン である。 その 意味では、 エンジンが 実績 豊富な 世界の 
ロ ー ルス •ロィスで ある ことは 信頼を 得る 重要な 要素で あった。 

しかし それ も、 運航して いくうち、 YS11 が 米 機と なんら 変り ない 信頼性を 示し、 お 客の 
安心感を 得て いる ことから、 まもなくして 堂々 と YS11 と 記す ようにな つた。 さらに、 YS 
11 が アメリカ FAA の 型式証明を 取っ ている という ことで も 信頼され ていた。 

ともあれ、 ピード モン ト 社に おける YS11 A - 200 の 評判は 上々 であった。 これに 気 
を 良くした ピード モント 社とは、 かねてから オプション 契約と していた 第二次の  一 ◦機に 一機 
加えた 合計 一一 機に ついても、 昭和 四 三年 一二 月 二三 日に 正式な 第二次 契約に こぎ 着けた。 

しかし、 日航 製は ピード モン ト 社に 納入した 第一 次 契約の 一〇機 分の 販売に ともなう 欠損が 
予想 以上に 大きかった。 主な 原因は、 取引の 条件と した 下取り 機 マー チン 404 の 市場価格が 
契約 時に 比べて 大幅に 値下がりし たこと や、 ピード モン ト 社から 出された 特別 仕様の コス ト 
が、 納入 後の 不具合 対策 も 含めて 見積り 額を 大幅に 上回った ことだった。 

ピード モン ト 社から 第二次 分の オプション 契約を 進めたい との 意向が 伝えられ てきた 時、 日 
航製 はこのと きぞ とば かり、 契約 方式の 矛盾を 理由に、 契約 内容の 変更を 提案した。 しかし、 
受け入れられる ところとは ならな かった。 かろうじて、 関税に ついての 金利 負担 率の 改善を 譲 
歩させる に 留まつ た。 民間 機 ビジネスの 厳しさを またも 味わわされる ことにな つた。 


見違える ほどの 機に 改造 

ピ ー ド モン ト 社は 第二次 契約 分の 実施に ついて、 搭載 量を YS11A I 200 ょりも さらに 
五〇〇 キログラム 増やす ことを 条件と した。 先の 欧州 仕様の 座席が 国産の ものょり 重く、 この 
ほか、 ピ L ド モント 社が 独自に 行なった 改造 も あって、 重量が さらに 増加して いたた めだっ 
た 0 

これは ピ ー ド モント 社 だけでなく、 他の エアラィンから も 要求が あった。 もっと 長い 距離の 
路線に YS11 を 使いたい、 あるいは 天候が 不安定な ときに 着陸で きず、 引き返して きたりす 
る ことがある ため、 往復の 燃料を 積む こと も あつて、 乗客 数を 制限した りする こと も あったた 
めで ある。 

なんとしても 残り 一一 機の 注文が 欲しい 日航 製は この 要求を 飲む ことにし、 YS11A- 5 
00 / 600 型と して 改造す る ことにな った。 

前回の YS11A-  200 型 ほどの 改造では ないた め、 補強は ほとんど 必要と せず、 新たな 
確認 試験は 主 脚と 主翼の 疲労 試験 だけだった が、 「二 四 •五 トンで も 限界 だと 思いながら も危 
険を 冒して 片発 試験 もやっ たのに、 さらに 五〇〇 キロ 増やして 二 五 トンで やる のは とても 無理 
だ」 との 主張が、 パィロット 側から 出された。 

もともと、 YS11 は 標準型 だけを つくっ ていく はず だとして いた、 当初の 日航 製の 方 0-1 を 
持ち出しての 主張で も あった が、 それ 以外に も、 別の 利害が 絡んで いた。 
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この 1 繊論 は、 二三 •五 トンから 二 四 •五 トンに するとき にも あった やり取り だった。 

机上で 「® 0E や 強度の 計算を して、 理論的には 十分に 大丈夫の はず だ。 たかだか 〇 •五 トン 
じ やない か」 とかな り 楽観的に 考えて いる 設計 技術者とは 違っ. て、 パイロットは 前回の 二 四. 
五 トンに 増やした ときに やった 飛行 試験の 操縦 感触を 体で ょく 覚えて いた。 

もっとも 厳しい のは、 いつも 問題と なって いた 離陸 直後の 片 発での 上昇であった。 二 四 •五 
トンの 時 もき わどく、 なんとか 克服した というの が 実感だった。 それでなくても、 搭載 童 量が 
目 いっぱい のとき、 YS11 は 離陸 時の 上昇 速度が 不足 するとい うク レー ムが 出されて いた 0 

重量が 増えた ことから くる 強度 上の 主たる 問題は 機体 重量を 支える 脚であった。 そのほかの 
機体 そのものの 構造 強度は 前回の 一 一四 •五 トンに したと き、 さらに 重量が 増える こと も 見越し 
て、 丈夫に つくって あった。 

技術者は パイロットを おだて 上げたり、 なだめたり でなん とか 飛んでも らおう とした 。一 
方、 パイロットは 「実際に 飛ぶ のは 自分たち であり、 命が かかって いるの だから」 と 簡単には 
納得せ ず、 危険負担の 補償 問題な ども 含めて、 両者の 駆引きは しばらく 続いた。 でも、 とに か 
く、 日航 製の 置かれた 状況から して、 やらなければ ならない こと だけは 事実だった。 

それでも、 試験は 実施す る ことにな り、 結果 的には 苦しいながら、 問題の 片発 試験 もなん と 
かう まくい って、 耐空性 基準を 満足す る ことと なった。 これら、 ピ ー ド モン ト 社の 要求に 基づ 
く 各部の 改良に ょって、 YS11 は 見違える ほど 吏い やす ハ 機体と 2 った。 
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YS11 を 合計 ニー 機 所有した ピ ー ド モント 社は 昭和 四 三年から 一 五 年間に わたり 運航を し 
続げ、 技術 •運航 面 や プロダクト サポ ー トに おいて、 YS11 を 購入し よぅと 計画す る 海外 ェ 
アラ インの 相談 相手に もな つて 日航 製を サポ ー ト するとと もに、 両者は 友好的な 関係を つくり 
上げて いった。 

同社が 所有す る YS11 の 路線は、 同社の ほぼ 全域に および、 ニ ューョ ー ク 、アトランタ、 
ナッシュビル などの 大都市を 含む 八 三 都市で 運航され、 中で も ワシントン DC での 発着は 一日 
三〇便 近くに も 及んで いた。 i 土で 大量に、 しかも 効率よ く 運航され ている 実績に よって Y 
S11 の 評価と 信頼は 一段と 高まっ た。 この ことは、 YS11 の 購入を 検討して いた 他の エア 
ラインの 決断を 促し、 輸出 機 数を 増やす ことにつ ながって いった。 

カナダの ト ランス エア、 アルゼンチン 航空、 ギリシアの オリンピック 航空、 アフリカ 航空な 
ど 多くの エアラインは ピ ー ド モン ト 社に おける YS11 の 運航 実績を 調べた。 また、 ピ ードモ 
ント 社の 技術者から 実情を 聞き取って YS11A- 5 00/600 の 購入を 決める 要因と もな 

った。 

世界 I 五 力 国へ 七 五 機を 輸出 

その 結果、 YS11 の 輸出 機 数は 合計 七 五 機に もの ぼった。 計画 当初の ころには、 実現は 難 
し ハと 君いながら も 見込んで いた、 五〇機 程度との 予想を はるかに 上回る もので あった。 ま 
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た、 輸出 先 も、 日本の 援助 あるいは 戦時 賠償との 関連で 売り込める アジアく らい だろぅと 見込 

ん でいた が、 ョ ー ロッ パを 除く、 広い 地域の 国々 で 受け入れられた。 

主に、 ピ ー ド モン ト 社との やり取りで 習得した ユー ザー との 特別 仕様の 受け入れ 方 や、 アメ 

リヵの 実態に 即した 航空 技術の 向上 や プロダクト サポー トに 関する 考え方、 ノウハウは、 日航 

製の みならず、 国際化し ていく 必要の ある 日本の 航空 業界 全体に とっても 貴重な 経験で あっ 
た 。 

ピード モン ト 社を 始めと して 世界の エアラインとの 間で 日本が 初めてつ くり 上げた ネット ワ 
1 ク 、密接な 信頼関係は、 I 朝 一夕には 不可能な ものだった。 文字 どおり、 営業マン、 技術 
者、 サー ビス 員の 地道な 努力と 汗の 結晶で あり、 <5 盛の ビジネスに 生きて くる 貴重な 財産で あ 
り、 基盤で も あった。 

こぅした、 アメリヵの 有力な エアライン ー社で YS11 を ニー 機 も 使つ ている 事実は 日航 製 
にと つては 重要な 意味を もつ ていた。 なぜなら、 最終的には、 ピ ー ド モン ト 社が 所有す る飛亍 
機の 半分 以上を YS11 が 占める ことにな り、 それは エアラインの 業績を 左右し、 命運を 決す 
る ことになる。 YS11、 ひいては 日航 製が それほど エアラインから 信頼され、 評価され てい 
る ことを 章) 味して いたから である。 

ピード モント 社への 売り込み 成功は、 当初は とても 食い込みが 不可能と 思い込ん でいた 先進 
国の 有カ エアラインの 高い 壁を 乗り越えた ことで あり、 今後に 希望を もたせる 大きな 実績で あ 


った。 

ところで、 ピ ー ド モント 社に YS11 が 乗り入れた 後の ウインストン •セイラム 周辺では、 
日本車の 売れ行きが 急増した という。 YS11 が 実際に 使われ 出し、 しばしば 目に 触れ、 親し 
まれる ようにな って、 日本の 工業製品の 評価が 高まっ たので ある。 

こうした 実績 も 含めて、 YS11 は 海外の エアライン - ^ ギリシアの オリンピック 航空、 ブ 

ラジ ルの クルゼイロ 航空、 バス プ 航空、 カナダの ト ランス エア、 アフリカの エア •ア フリック 
航空、 ガボン 政府、 ザイ ー ルの ソ シエ テ •ジェネラル •アリ マンタ シオン、 アメリカの リー 
ブ •アリ ユ ー シャン 航空、 ノル ウェ ーのメ エア、 韓国の 大韓 航空、 ムロ 湾の 中華 航空、 フィリピ 
ン 航空 局、 インドネシアの ボー ラック 航空、 ペリ タ •エア •サ ー ビス、 アルゼンチンの アラ 航 
空、 すでに 紹介した アメリカの ハワイ 航空、 フィ リピンの フィリピ ナス •オリエント 航空な ど 
一 五 力 国、 一九の ユ j ザ ー に 輸出され た。 

売れても 採算が とれない 

この ころ、 日航 製は 活況を 呈 していた。 昭和 四 二 年後 半から 国内 旅客の 需要は 上向きに 転 
じ、 国内 エアライン 各社は 相次いで YS 11 の 追加 発注を 決めた。 少し 前までの 悲観的な 見方 
はいつ のまに か 吹っ飛び、 昭和 四 一年までは 月産  一 •三 機だった のが、 翌年には 二 機に、 同年 
一一 月から 切り替えた YS11A 型に なって からは 三 機、 昭和 四 三年 九月には 三 •五 機にまで 
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増えた。 なにしろ、 昭和 四 三年の 一年間で 五〇機 以上の 受注を 獲得し、 この 年の 末には 確定 受 
注が 合計 一〇〇 機を 超えた ので ある。 

販売が 好調と なった 大きな 要因は、 ダ ー トの 双発で ありながら、 六〇人 乗りで 短距離の 離 着 
陸_ に 優れ、 経済性を 有する Ysll A 型を 五〇号 機から 投入した ことであった。 

このため、 担当す る 各 メーカ ー はもち ろん のこと、 最終 組立を 担当す る 三菱 名 古屋の 小牧エ 
場には 所 狭し と YS11 が 並べられ、 各国 エアラィンの マー ク とともに カラフルに 塗り 分けら 
れた 機体が 華やか さを 釀し 出して いた。 これまでの 日本の 航空機 工業では 決して 目に する こと 
のなかった 光景で あり、 YS11 の 前途を 約束す るかの ょぅであった。 しかし、 輸出に 伴ぅ 改 
造 や プロ ダク トサー ビス、 延べ払い などが 多くな ったこと で、 日航 製は 抱える 矛盾を ょり 大き 
くして いた。 

東條は 述べて いる。 「われわれは 民間 機を 売る 経験が まるっ きりな かった ものです から、 当 
初に 事業 見積りを 出した ときには 販売 宣伝 経費を ゼロと して 計算して いたのです。 この 中で 
も、 もっとも 大きかった 十数 回に わたる 世界 各地を 回っての デモ フラィトの 経費は 全く 見込ん 
でい なかった のです。 それに、 プロダクト サボー ト 費や 延べ払い 期間の 債権の 担保 リスクな ど 
も 見込んで いなかった」 

島 も 述べて いる。 

日航 製は 販売 実績 も 『のれん (信用)』 もない ところから やって いくので すから、 YS11 
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の 販売は どうしても 計画より 遅れる のが 常です。 ですから、 収入は いつも 計画を 下回って しま 
うのです。 かとい つて、：^ 投入から 完成までに 一八 力 月 も かかる ので、 販売 実績に 合わせて 
生産 計画を 調整す るよう な 小回り もで きない。 ですから、 見込み 生産で いつも 資金 不足に 悩ま 
されて いました。 

かとい って、 寄り合い所帯の 日航 製には 担保 もない ために、 銀行からの 通常の 借り入れは ほ 
とん ど 不可能です。 だから、 資金の 自己 調達 や 支払いを 繰り延べて もらうた めに、 いつも 走り 
回って いたのが 台所の 実情でした」 

こうした 理由 だけでなく、 YS11 の 販売 価 f 体に も 問題が あった。 量産 開始の 当初、 Y 
S 1 1 の 標準価格は 試作の 製造 コストを ベー ス にして 、五 億 六 〇〇〇 万円から 五 億 八 〇〇〇 万 
円が 適当で あると 試算され たこと も あった。 しかし、 全日空に 導入され た YS11 の 競合 機種 
である F27  ( 四〇 席) が 三 億 二 〇〇〇 万円で あり、 装備を 含まない 裸の ままの ベー シック 価 
格が 二 億 五〇〇 〇万 円、 バィ ヵゥント 880  ( 六 八 席) が 六 億円 前後であった ことから、 競争 
上、 YS11 は 四 億 八 〇〇〇 万円が 限度であろう とされた。 この 差額に 近い 額が 赤字と なって 
発生した。 

YS 11 の 販売は 官公庁 向けが 先行し、 このと き、 防衛庁 向けが 四 億 五 〇〇〇 万円と なっ 
た。 以後、 この 価格が 基準と され、 全日空 や 東亜 航空な ど 国内 エアラィン 向けに 広く 適用され 
た。 
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だが、 この 価格で 販売して いくかぎ り、 昭和 四 一年 前半の 時点で も、 大幅な 赤字が 予想され 
た。 このため、 昭 iffl 四 一年 五月、 通産省は 航空 エ* 会に 対して、 YS11 の 量産 事業の 推 
進 対策に っぃて 簡 し、 「国産 中型 輸送機 量産 事業 推進 対策 部会」 (部会 長 ぎを 設けて 
審議す る ことと なつた。 

その 結果、 昭和 四  一^! 後半 以降の YS 11 の 引き渡し 標準価格は 四 億 八 〇〇〇 万円と する 
ことに 決定した。 さらに、 五 〇号機 以降の YS11A 型 改造 機は 昭和 四 二^® 後半からの 引き 
渡しで、 当初は 五 億 四〇〇 万円、 その後は 五 億 二 四〇〇 万円を ベー スと した。 日航 製の 長期的 
な 収支 バランスを 見込んで、 量産 事業を 安定 的な ものと しょぅとの 狙いから だった。 

しかし、 この 価格で も 採算は 取れず、 赤字が ますます 累積して いった。 これまで 計画して い 
た 合計 一二 〇 機を 生産しても、 大幅な 赤字になる 見込みと なった ため、 生産 機 数を さらに 三 〇 
機 増やして、 価格 も YS11A- 200 を 五 億 五 〇〇〇 万円に 値上げす る ことにした。 下には 
F27 などの 小型 機が、 上には B 72 7、 B 73 7、 DC9 などの ジヱッ ト 機が 控えて おり、 
もぅ、 これ 以上の 値上げは 無理であった。 

国内は 政府の 行政指導な ども あり、 この 価格で 販売が 可能であった が、 外国では 通用し ない 
場合が 多かった。 民間 機は 市場価格で 決まって くるの が 常識で あり、 競合 機種の 実際の 販売 価 
格は YS11 と比べて 安く 設定して いた。 実績 も 信用 もな く、 しかも 後から 市場に 参入す る 無 
名の メ ー カー の 製品が 割高では 売れる はず もない。 標準価格を 設定して はいても、 競合 機種と 
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の 競争から、 実際には 値切られる のが この 世界では 当たり前の ことだった。 値引きの 形と して 
は 下取り 幾を 市場価格より 高く して 引き取る 場合が 多かった。 同業 他社 も 同じ 売り込み 方 だっ 

た 。 

高 金利の 借金 経営 

また、 販売 代金の 支払い 方法に も 問題が 数多く あった。 YS11 を 買って くれる エアライン 
はどうしても 二流、 三流の ロ ー ヵル エアラインが 多かった ため、 経営 tt fig も 資金繰り も 悪く、 
また、 有カ エアラインは ピ ー ド モン ト 社の 例の ように 足下を 見て、 ともに 一〇年 あるいは それ 

以上の 長期の 延べ払いを 要求して きた。 

これ もまた、 民間 機 市場では 当たり前の ことで あったが、 日航 製の 当初の 事業 計画では、 販 
売 代金の 全額を 現金で 受け取る ことにし ており、 工業製品 一般の^^ からしても、 実情から 大 
きくかけ 離れた ものだった。 

たとえば、 一八 〇 機の 量産 事業に ともなう 日航 製の 必要 資金の 合計は 一 〇〇〇 億円 以上に も 
のぼるが、 その 多くは 政府 保証に よる $ 金融機関から、 あるいは 機体 メ ー ヵ ー の 協力に よる 
借入金であった。 このための 金利 支払い 額は 年に 一〇 億円に も 達する 一方、 長期 延べ払いに よ 
る 販売 代金の 回収は あとに ずれ 込む ため、 赤字は 累積して いく ばかりで、 資金繰り をな おいっ 
そう 悪化 させて いった。 
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なにしろ、 日航 製に 入って くる 延べ払い による 受取り 金利より、 借入金の 支払い 金利の ほう 
が 多く、 赤字が 昭和 四 四^! 末で 八〇 億円、 四 五^^ 末で 一四 五 億円と g らんで いくの も 当然 
でぁった。  , 

それに 比べ、 外国 機は、 輸出入 銀行が 輸出 先の エアラィンへ 低利で 長期の 融資を する のが 通 
常と なって いる。 その 資金が 前金と して エアラィンから メー カー に 支払われ、 あとは 銀 一 了へ 延 
ベ 払いで 返して いく 仕組みと なって いる。 このため、 外国 機 メーカ ー の 資金繰りは 楽で あり、 
こうした 優遇され た 低金利を 利用す る 相手を 向こうに 回し、 日航 製は 高 金利の 借金 経営で 競争 
に 勝ち抜いて いかなければ ならず、 いわば、 YS11 を 売る ことは 借金を 生む ことが 必然と な 
る 構造を 持っ ていた。 

もともと YS11 の 量産 事業の 見積りでは、 当初、 官民の 資金 調達 比率は 八 対 二 もしくは 七 
対 三と して 算出して いた。 

ところが、 先の ように、 販売 代金が 収入と して 入つ てく るの が 遅れる ことと 合わせて、 日航 
製の# ijg 上、 資金の 自己 調達 能力が なく、 おのず と 機体 メー カ丄ハ 社の 負担 率が 増える ことに 
なった。 これに 対し、 各社は 「こんなは ずではなかった」 として、 いっせいに 不満が 出た。 Y 
S11 に 特に 消極的だった 企業な どでは 「YS} は 赤 沢さん の 私生児 だ。 仕方なく お付き 合 
いした だけで、 いい 迷惑 だ」 と 金融の 逼迫 時には 特に 不満の 声が 大きく なって いた。 

民間 機を 開発す る 技術的 経験が 不足して いるのと 同時に、 こうした 制度の 確立、 基盤 整備 も 
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大幅に 後れて いたので ある。 

高い 下取り 機が 問題に 

冷静に 振り返って みれば、 大勢の 人間と 数多くの 企業を 巻き込んで 進められる 巨大 国家 プロ 
ジェク トと しての YS11 計画の 決定 や 推進に 関する 権限は、 ごく 限られた 一部の 人間の 手に 
握られて、 スタ 1 卜して いた。 航空 関係者の 中には 次の ような 批判 も 根強く ある。 

「再開 後の 日本の 航空は、 運航から 耐空 •型式証明までは 運輸省 だが、 製造 証明 や 生産 行政は 
通産省と いう 二重 行政に 服し、 数人の 航空機 武器 課員が、 航空機 工業を 牛耳る 形と なった。 官 
僚に とって、 ひとつの 課は 出世の ー ステ ッブ であり、 数年で また 畑違いの 人と 入れ替わる。 エ 
リ ー トとは いえ 素人が、 輸送機 国産の ような 大 プロジェクトまで 指導した ことは、 後に いくつ 
かの 珍事を 生む ことにな った」 (「航空 ジャ ー ナル」 一九 八〇年 九月 号) 

そんな おり、 昭和 四 五 年 八月の 中間 答申の すぐ 後に 行なわれた 日航 製に 対する 会計 検査で ひ 
っかかった。 YS11 の 海外 販売を 委託して いる アメリカの シャ ー ロット •エア クラフト 社へ 
の 支払いが 問題と なった。 

YS11 を 売る ときに 下取りした 航空機の 値段が 市場価格より かなり 高く 設定され ていた こ 
とが、 会計 上 問題 だとされ たので ある。 下取り 機を 高く 買い取る ことで 実質的に YS11 の 値 
引きを していた ので ある。 車の 販売な どで もよ く ある セ ー ルスの やり方 だが、 日航 製が 政府 か 
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ら資金 援助を 受けて いる 特殊 会社で ある だけに、 問題と なった。 

これを きっかけ にして、 日航 製の 経理 ^ 1 が 注目され、 赤字 問題が 大きく クロー ズ アップ さ 
れる ことに なった。 昭和 四 五 年 (I 九七〇 年) 一二 月 一一 日、 一七 日の 二日 間に わたり、 国会 
で 取り上げられ、 衆議院 決算 委員会で 社会党、 公明党が この 問題を 追及した。 

こうした 状況 も 踏まえて、 通産省は 昭和 四 五 年 三月、 航空 工業 審議会 (航 エ審) に対して 
「今後の 航空機 工業 政策は いかに あるべき か」 (四十 五重 三百 十五 号) を！ gg した。 

審議会は 同年 八月に 中間 答申と して 「早急に 実施 さるべき 具体的 施策」 を 作成した。 

この 中で、 (1) 量産 資金 調達に おいて、 協 カメー ヵー の 資金 負担 (民間 調達 資金) を 軽減 
する。 ? 一) 日航 製の 収支 圧迫 要因と なって いる 金利 負担を 軽減す る。 (3) 上記 対策を 考慮の 
うえ 最終 収支の 見通しを たて 赤字 解消に ついて 財政 援助 等の 措置を 講じ YS11 の 製造に 影響 
を 生じない ようにす る。 といっ た 対策を 明らかにした。 

この 四 力 月 後の 一二 月下 旬には YS11 に関する 重大 決定が なされた。 かねてから 折衝を 続 
けて いた 昭和 四 六 年度 予算の 政府案 決定の 最終段階で 二八 〇 機の 生産は、 昭和 四六^ j 中に 
ほぼ 13兀 了」 させる ことと された ので ある。 YS11 の 事業は 一八 〇 機の 計画を もって 生産 打ち 
切りと する 方針が 事実上 確認され たので ある。 

かねてから YS11 の 量産 事業を 問題と していた 大蔵省は、 赤字を 理由に して、 もうこれ 以 
上の 政府 支出は 認めない との 強硬な 姿勢を 明らかに したので ある。 
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Ys 1 1 事業の 行き詰まりの 直接的な 原因は 大幅な 赤字が 発生した ことであった が、 その 要 
因に ついては さまざまな 問題が 内包され ていた。 

先に 通産省が 諮問した 「今後の 航空機 工業 政策は いかに あるべき か」 に対する 昭和 四 六 年 九 
月 二七日の 證俄 会 答申には 次の ような 基本的 要因が 挙げられ ていた。 

(1) 民間 輸送機の 開発 •生産 •販売は、 わが国に とって 初めての 経験で あり、 また、 欧米 諸 
国の ごとき 注文 生産 方式を とりえな かった。 

(？ 匕 開発が 当初 予定より 遅延した ため、 販売 競争 面での 不利を 余儀なく された。 

(3) 量産 化への 移行に 当たり、 生産、 販売、 資金 調達の 各方 面に おいて 関係者の コン センサ 
スが 徹底を 欠く とともに、 生産 委託 方式、 販売 条件の 設定 等に おいて、 採算性の 検討が 不十分 

であつ たこと。 

審議した 航エ審 の 下部組織 である 「日本航空 機 製造 (株) 経営 改善 専門 委員会」 は 主に 銀行 
関係者で 構成され ていたた め、 採算 面、 経営 面を 重要視した 判断で 評価を 下して いた。 そのた 
め、 長期的に 見て、 日本に おいて 航空機 産業を どう 育成して いくべき かとい った 観点は 背後に 
1 き、 i#? ヴた 技術的 成果 や 蓄積、 習得した ノゥハゥ、 育て上げた 人材を どう 評価す るの かとい 
った 側面には スポットが ほとんど 当てられな かった。 このため、 日航 製の 当事者からは 不満を 
通り越して、 反発が あった。 十数 年 かけて 築き上げ てきた 努力が ほとんど 無意味で あると 判断 
された に 等しかった からで ある。 
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この 年、 同委員会は 日航 製の 企業 財務の 内容を 検討す る ことにな った。 その 結果、 前年度 末 
においてす でに 資本金 (七 八 億円) をはる かに 超える 額の 損失を 発生 させて いる ことが 判明し 
た。 予定され ている 最終の 一八 〇号 機が 完成す る 昭和 四 七 崖 末には、 損失が さらに 増大す る 
ことが 明らかにされ たので ある。 

先の 三 項目は 日本の 航空機 業界 特有の 体質 や 問題 性 そのものを も 表わして いた。 

(1) 項に ある、 民間 輸送機が 初めての 経験で 不慣れと する 点に ついて、 東條は 別の いい 方 も 
している。 

「輸送機を 製造す る ことの 難しさが 原因です が、 この 点に ついて、 その 当時、 日航 製の 人間が 
関係者に 十分 説明を していな かった のが 非常にまず かった と 今でも 思っ ています」 

賛否両論が 多かった YS11 事業 だけに、 日航 製と しては 余計な 波風を 起こして、 外部から 
の 批判を 招き、 計画を やりに くくす まいとの 配慮から、 いい 面 ばかりを 強調して いた。 民間 機 
ビジネスの 難しさ や 特殊性、 取り巻く 環境の 厳しさな どを こまごまと、 あえても ち 出す ことは 
しなかった ので ある。 

また、 注文 生産 方式を 採りえ なかっ たこと について 東條 はこうい う。 

I とにかく 日本の 航空 工業は YS11 を やる までは、 戦前の 軍用機 や 防衛庁 向けであって、 す 
ベて 受注 生産で しかなかった のです。 だから、 開発して いると き、 トラブル などが 起こったり 
して 改造しても、 かかった お金の 分は すべて 支払って くれたの です。 量産に 入っても そうです 
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が、 とにかく ものを 納めれば お金は 支払って くれた。 軍用機とは そういう ものでした。 だか 
ら、 YS11 のよう な 見込み 生産は やった ことがない のです」 

受注 生産と 見込み 生産の 違いが どこに 大きく 現われる かを 東條は 次のように 説明す る。 

「一〇 年、 二〇年 もの 長い間 かかって やる プロジェクトで すから、 この間に^*^ はやる 仕事 
に 習熟して、 生産に かかる 時間 も 次第に 少なくな ってき て、 コストは 下がっ てきます。 それを 
見込んで、 最初と 最後の ころの 号 機との 平均値を 取り、 価格を 決める のです。 

だから、 どうしても 最初のう ちは 赤字が 増える 一方です 。もっとも 赤字が 増えて、 ようやく 
利益が 回復して くる かどう かとい ったと きに YS11 は 製造を 中止して しまった。 

そのまま YS11 の 生産を 続けて いたら、 赤字が ゼロに なった かどう かは 別にしても、 少な 
くと も、 もっ と 減っ たことは 間違いな いと 思う。 でも、 この 一〇 年、 二〇 年間に かかる 費用を 
すべて 挙げて 見 積って コス トを 出そうと いうので すから、 その 間に 賃金 や 物価 上昇 も ある。 為 
替レ ー トや 金利が どうなる か、 これらの 不確定な 要素を すべて 仮定、 仮定で 積み上げ ていく。 
こり や あ、 狂います よ。 

それに、 エアラィンに 納めた 後 も 補 用品を つくっ て堡吕 して おかなければ ならない などの プ 
ロ ダクト サボ ー トの 費用が 発生す る。 そのための 金利 負担は どうす るか。 売る ためには 外国に 
デモ フラィトに 行かなければ ならない が、 そんな 費用は 最初から 頭に ないし、 全然 知らん ので 
すから 見 積っても いない。 そり や あ、 どんなに 一生懸命に やった としても 赤字に もなります 
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ょ」 

日航 製から 三菱へ 戻り、 のちに 三菱 自動車 社長な どの 要職に ついた 東條 はさら に 指摘す る。 

「自動車 や 家庭 電器な どもす ベて 見込み 生産です が、 航空機と 比べる と、 リスクの オ ー ダ ー が 
違います。 現在、 自動車の 開発 費は 数百 億円の 単位です が、 航空機は その 一〇 倍です。 もと も 
とそうした § の もの だが、 それでも、 政府と してやる かどう かとい う 認識です」 

さらに、 業界 自体に も 問題が あつた。 

「日航 製は YS11 の 名目 上の メーカ ー です が、 実際は 三菱 や 川 崎、 富 士 重工な どです ◦これ 
らのメ ー カー は 防衛庁の 仕事と 同様に、 リスクを 負わずに、 コストを 保証して もらう 形で 日航 
製から 受注 生産した のです」 と 東條は 指摘す る。 

そして、 なぜ、 各 メーカ ー が リスクを 負わない 受注 生産に した かにつ いて、 東條は 「日航 製 
が 部品の 一点 一点まで 設計した ために、 『将来 どんな 設計変更す るか もしれ ない のに、 最初 か 
ら 一機い くらで 引き受けたら 足が出る』 とメ ー カ ー にい われたら、 反論で きな かつた。 それ 
で、 各 メーカ ー には コスト 保証の 受注 生産を やらせて、 リスクは 日航 製が 一手に 引き受ける こ 
とに なつた のです」 と 語る。 

別ない い 方を すれば、 政府が 半分 以上を 引き受け ている 特殊 会社の 日航 製に すべての 危険 負 
担を 引き受けさせる 方式と する ことで、 メ ー カー には できるかぎり、 火の粉が 降り かからない 
ょうにした ともい える。 軍 相手 あるいは 防衛庁 相手の 出老咼 払いの 原価 主義と 呼ばれる 安全な 
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商士 y こ 債れ きつて いた メ ー カ ー は、 とても、 リスクの 負担は できない と 主張した ので あった。 

しかし、 巨額の 赤字が 発生した 原因には、 先に 挙げた、 民間 機の 生産、 販売が 初めてで、 見 
込み 違いが あった ことな ど、 不可抗力の 点 も 多く あったが、 それだけで はなかった。 

コスト 意識の 欠如  > ち 

YS11 の 生みの親 である 元 通産省の _璋 一は 『戦後 産*^ の 証言』 の 中で 次のように 述 
ベて いる。 

「日本航空 機 製造の 仕組みが、 政府が 出資して いる 特殊法人では あります けれど、 機体 メ ー カ 
1 各社 も大 株主です し、 大 株主に 生産を 委託して いる わけです から、 可能な 限りの 合理化 努 
力、 コストダウン 努力は していた だいた と 思います が、 おのずから そこには 限界が あったかと 
いう 気がします。 (中略) 

いま (昭和 五一 一年、 一九 七 七 年) になっ て 思えば、 利益 計画、 損益 計画は 日本航空 機 製造と 
しては いちおう あったと。 しかし 開発 当初から 利益なん ぼ、 損失なん ぼと いう®® な 頭で スタ 
1 卜 してな かった こと も 事実です。 それと 各社の 寄 合い 所帯です から、 そこに 限界が あった こ 
とも 事実です」 

赤 沢は YS11 の 計画を 推し 進めた 当 W# として、 赤字の 原因に ついて、 どうしても 控え目 
で 回りくどい 表現で 話して いる。 
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単刀直入に いってし まえば、 かかった 費用に 利益を 上乗せして 支払われる 原価 主義と なれ 
ば、 メ ー カー は 最終 コストが 少 々高くな ろぅが、 低くな ろぅが 自分たち の 懐には 影響して こな 
い。 そのため、 コストダウンに 向けて それほど 熱心に 取り組まなくても 不思議は ない。 

し 1^ ^ 、 YS11 にかかった：^ 工数の 一時間 当たりの レ ー トは 防衛庁と 同じと したので あ 
る。 熾烈な 競争を 繰り広げ ている 民間 機 ビジネスの 世界の 仕事を、 国家の 安全を 何ょりも 重視 
する ためには あえて 経済性を 無視しても 構わない とする 競争の ない 防衛庁 向けの 仕事と 同じ 扱 
いにして 算定し、 後者と 同一の レー トで 設定した ので ある。 明らかに 業界の 甘えで あり、 自分 
たちに 都 口ょ く 決めて しまった ので ある。 

このため か、 それとも、 軍用機 一辺倒で、 その 体質に 慣れ 切っ てし まった ため か、 YS11 
の 設計 段階で も、 生産 段階で も、 関係者の コス ト 意識は 希薄で ある ばかり か、 前半 ごろまでは 
「ほとんど 存在し なかった」 といっても 過言で ない、 と 多くの 設計 技術者が 反省の 弁を 口にし 
ている。 

コス ト ダウンの 意識 もな く 

現在 も YS11 に 関わって いる 唯一 人の 設計者で ある 塩 原 も 反省を 込めながら 語った。 

「V A  r ハ リュウ •アナリシス) や VE  (バリ ュウ •エンジニアリング) なんかを やつて、 し 

力も、こぅすればといぅ意識をもちつつ、コストも下がり、赤字も减らせますといえて、ま、も 
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う 少しなん とかな った かもしれ ない が、 われわれに 最後まで それが なかっ たことは、 やはり 問 
題 だと 思います」 

たとえば、 メ ー ヵ ー に 理解を 示す 立場から 赤 沢は 述べて いる。 

函 民の 税金で つくる 飛行機 だから、 まず 安全に 飛んで 鹿 RB を 出す ことが 最大の 要件でして、 
コストを 一〇〇 円で も、 一〇 〇〇 円で も 下げる ことは、 どうしても 第二義 的な 要件に ならざる 
を 得ない。 そういう 気持ちが 設計 陣 、あるいは 製造す る 側に も あったと 思 うんです。 安いより 
もとに かく、 いい ものを つくって 飛ばそう という 意識の ほうが、 おそらく 開発 過程では 強 かっ 

たのでは なかろう か」 

しかし、 現実には 「日航 製の 資本金で 開発した から、 開発 費に 関して やや 他人 ごとに なっ 
て、 下請けの 各社は 開発 費を なんとしても 取り戻さなければ とする 意欲に 欠けて いた」 と 鳥 養 

も 話す。 

先に も 述べた が、 民間 機の 販売価格は 競合 機種との 関係で、 市場価格で 決めざる を 得ない。 
そのため、 企業は 開発、 生産、 販売 等に かかった 費用を なんとしても 回収し ようと、 設定され 
た 販売価格 でも 利益が 上がる ように 合理化 努力、 コストダゥンに 真剣に 取り組む はずで ある。 

日航 製が コスト 保証した メ ー カ ー への 発注 方式は、 こうした コストダウンへの 努力を 怠る 結 
果を 招きが ちで ある。 実際そう であった。 ィンタビュ ー した 人物の 何人 かは 次の ような 趣旨を 

述べた。 


I Y s 1 1 の 事業は 赤字 だ 赤字だった といっ てます が、 確かに 日航 製と しては 大 赤字だった の 
です が、 下請けと なった 各 企業 百航 製の 構成 企業) を 見た ときは そうでは ない のです。 諸 か 
ったとまで はいえない としても、 損は していない 企業が 多い のです。 

ちょうど、 YS11 の 生産 時期が 防衛 計画の 三次 防 (第三 次 防衛 計画) の 谷間と 重なって い 
たので、 仕事量が 減った とき だっ た。 工場の 31^ が 落ち、 そのと きの 埋め合わせ として YS 
11 の 事業は 大いに 貢献して いたのです。 そういう ことに おいて、 各メー カー は 日航 製 こ 寄り 
波 かかっ たという 面が あります。 

g  それば かり か、 YS11 の 事業を やった ことで、 まだろ くな 売り上げの なかった 航空機 産業 
ね 全体の 規模を 大きく したと いう 功績 も 大きかった と 思います。 この 後、 赤字の^^ で、 各社が 

む 分担 出資し ますが、 それ もわず かです し、 たとえ 差し引いても、 実質的には 儲かっ r いるので 

機す j  . 

間  」 

民 

際 

国  「航空機 工業の ため」 

M  さらに、 疑って かかる 次の ような 見方が 根強く ある こと も 否定で きない。 

第 「もともと、 丫311の計画は卩104のあとの二次防と三次防の谷間を埋めるためという考 
241 え 方に 徹した から、 こういう 顏 になっ たのでは ないか。 結局、 第二の 防衛庁 需要と して 日 杭 
製は 利用され たのでは ないかと いう 意識が 抜け 刃れ ません」 
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こうした 見方を 裏 づける ような 数字が あ 
る。 日本航空 宇宙 エ*^ が 発表して いる 需 
要 別 生産額 構成比と 題す る 一つの グラフで 
ある。 昭和 二 七 年 (一九 五 二 年) の 航空 再 
開から 現在までの、 防衛 需要と 民需 および 
輸出の 構成比 率を 表わした 折れ 線グラフで 
ある。 

そこには、 昭和 三 九 年 (一九 六 四 年) 半 
ばから 四 七 年 ころまでの 間 だけに 特異な 一 
つの 大きな 山が できて いる。 それは 主に Y 
S11 による 民需 生産 および 輸出に よって 
突出した 山で ある。 その ピ ー ク時に 当たる 
昭和 四 三年 (一九 六 八 年) は 輸出を 含めて 
民需が 四 七 パ ー セントまで も 占め、 輸出は 
一九 パ ー セントに 達して いた。 以後、 日本 
の 航空機 工業で こうした 数字は 二度と 表わ 
れる ことは なかつ た。 
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目を 転じて 日本の 航空機 工業の 生産高を 示す グラフを 見る と、 YS11 の 納入が 始まった 

昭和 三 九 年 (七 二 八 億円) 以後、 防衛 需要の 生産高は 極端な 落ち込-みの 谷を 形づくり、 刀 口和 四 

一年には 五三 〇 億円に 減る が、 この 七 年後、 いわゆる の 生産 打ち切りと なった 刀 口和 四 

六 年 (二 一四 億 S から 防衛 需要は | 転して 急激な 立ち上がりを 示し、 昭和 四 八 年には 一 七 
五〇 億円に も 達する ので ある。 

まきたよ いちろう 

中で も 牧田與 一郎 社長 率いる 新 三菱 重工は 昭和 三 九 年の 売上が 三 八 五 億円だった が、 翌 昭妇 

四〇 年には 約 三分の 一の 一三 七 億円に 急減し、 昭和 gj 六 年に なって ょぅやく 昭和 三 九 年の 水準 

にまで 回復し、 その後、 昭和 四 八 年には 急激な 増加を 示して 七 二 六 億円に なり、 以後は、 圍調 
な 伸びを 記録して いく。 

日本の 機体 メ ー カー が YS11 にょって 利益を 上げた かどぅ かは ひとまず 脇に 置く として 
もこの グラフの 数字で も 明らかな ょぅに、 航空機 工業の 安定 的、 継続的な 生産 量を 確保す る 
意味では、 大きく 貢献を した こと だけは 明らかで ある。 

もし、、 YS11 の 工事がなければ、 杲の 航空機 工業は かなりの ダメ 1 ジを 受けて いた こと 
は 想像で I。 一二 次 防の 谷間を 埋める 役 雪 終え、 防衛 需要が 再び 活況を 帯びて くると、 さっ 
さと YS11 を 見限っ たと する 見方が ピッ タリ 当てはまる 撃が グラフに はっき りと 示されて 

いる。 

先の 需要 別 生産 構成比に ょる 民需 (YS11) の 山 (四 七 パー セン ト) の 前後で ま、 輸出が 
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ほとんど ゼロに 近く、 防衛 需要の 占める 割合は 八十 数 パ ー セントから 九〇パ ー セン ト もの 高率 
になつ ている。 軍需の 旺盛な 米、 英 、仏で さえ も 六〇パ ー セント 台に とどまつて いるのと 比 
ベ、 日本の 軍需 (防衛 需要) 依存度が いかに 高い かを 示して いる Q 
ともあれ、 技術者た ちは 業界の 総体と して、 「新 三菱、 川 崎、 富士 重工ら 各 企業は ともに Y 
S11 事業には それほど 熱心では なかつ たし、 協力 的で もなかつ た」 とも 指摘して いる。 むし 
ろ、 自社の 事業 展開に 直結す る 防衛庁 やその 他の 自社 事業の ほうを 優先して 力を入れ たの だっ 
た。 それだけに、 YS11 の 事業を 推し 進めて いく 日航 製の 責任者た ちの 苦労は 大きかった。 

防衛庁 機との 関係に おいての 民間 機と いつた 見方では なく、 川 崎 や 三菱と いつた さまざまな 
工業製品を つくつ ている 総合 重工業 メ ー ヵ ー の 中での 航空機 部門の 位置づけ はどうな のか。 

ある 企業の 経営 トップは こう 述べた。  、 

「そもそも、 各 企業の 売上げ に 占める 防衛 関連 および 航空機 部門の 割合は 今で こそ 十数 パ ー セ 
ント くらいです が、 YS11 を 生産して いた ころは もつ と 少な かつた。 そこに 膨大な 設備投資 
をして 本格的に 乗り出し たいと 航空機 部門の トップが 意欲を 見せても、 よほどうまい 条件が そ 
ろわない 限り 取締役会では 通らない のです。 それに、 各 企業の 九〇パ ー セントく らいを 占めて 
いる 航空機 以外の 部門では 投資して から 数年 後に 儲ける ことができる。 航空機の ように 一 〇年 
たつたら 少しは 儲けられ ますでは、 通らない のです。 そんな 先の ことでは。 それに、 下手す る 
と、 投資 額を 回仅 できないで 巨額の 赤字を 抱え込み、 会社 全体の 足を 引っ張る こと も 十分 考え 
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られ る。 さらには、 杲の 航空 工業が 伸びない のは、 経営者に、 いざと なったら 航空 以外の 士 

事に いつでも 逃げ込める といぅ 安易 さが あるので す。 欧米では 航空機の 専業に 近 ハ 形 こなって 

いますので、 逃げ場が なく、 本気で 経営に 取り組んで いる。 その 姿勢の 違いが 今日の 姿と なっ 
て 表われて います」 

かかった 時間と 費用は 上出来 

ところで YS11 の 最終的な 累積赤字の^^ を、 赤字が ゼロと なる 予定で 昭和 四 四 年 七月 

に 見 積っ た 一八 〇 機の 生 塵 可 当時の 計画と 比べる と、 次の よぅな 内訳になる といっ 1 て、 
る 。  44 

(1) 航空機の 売上 減少 (競合 機との 競争で 販売価格を 値 引いた ことによ る 損失 および 生産 丁 
ち 切りに よって 買い叩かれて 値 引いた 金額) による 三 一億 円 

(？こ 補 用品 売上の 減少 (予想より 補 用品の 売上が 減少した こと) による 四 ◦億円 
7) 販売が 増えて、 販売 手数料 や 下取り 機の 増加な どに よる 三 一億 円 

(4)  金利に よる 損失が 増えた ことによ る 九 四 億円 

(5)  為替 レー トの 変動な どに よる | 五三 億円 

(6)  原価が 予定より 増大した ことな どに よる  一 | 億円 

(1) と (せ) は 日航 製の 経営 形態 や 制度の 不備から くる もので あり、 (5) は 契約 方式 こ 配 


246 


慮して いれば 避けられない 要素ではなかった が、 これら 三つの 合計 金額が 赤字 合計の 七 七 パ— 
セントを 占めて いた。 

赤字の 三六〇 億円の 内、 参加した 民間 企業が 負担した のは 三 六 億 三 三〇〇 万円で、 資本金 凍 
結の 中の 出資 分 も 含める と、 合計 五八 億 七三 〇〇 万円であって、 全体の 一六 パ ー セントで あっ 
た 0  、 

ちなみに 開発 費は 当初 予定して いた 四 四 億円を 一三 億円 ォーバ ー する 五 七 億円であった。 算 
定の 基準に もょ るが、 当時、 同程度の 外国 機の 開発 費の 約半分であった。 開発 期間 も、 設計の 
ゴー がかかった 昭和 三 四 年 六月から 型式証明を 取得した 昭和 三 九 年 八月までの 五 年 一 一力 月は、 
ョーロ ッバ 諸国の 例から すると、 むしろ 短い くらいで あった。 

航空 獲 術の 後れて ハた 杲 にありながら、 未経験な 震 初の 輸送機を この 震の 費用と 期 

間で つくりえ たことは、 世界の 航空機 工業の 常識から すれば、 少なくとも 開発に ついては 上 出 
来で あったと 見るべき であろぅ。 

この 業界で ょく 口にされる こと だが、 最近の 三〇 年を 検証す ると、 この間に 三〇 種類 近くの 

民間 輸送機が 麗 された が、 その 中で、 攀を 出して いるのは ボ 1 ィングの 5/?、 

7、 B 73 7、 B 747 の 四 機種 だけで あり、 そのほかは ほとんど 赤字で あると いわれて い 
る。 他の 赤字 機種は 軍需 や 政府 補助で 補っ ている 場合が 多い。 それに、 たった 一機 種 だけの 開 
発で 黒字と なった 例は 世界で 見当たらないと いわれて いる。 
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それは ともかく、 量産で 大赤 字に なつた ことで、 さまざまな 問題を 露呈 させ、 日航 製の よう 
な 形態を 取つ たこと 自体が 疑問 視 されて いる。 

YS11 の 生産 中止が 決定され た 昭和 四 五 年 当時、 世界の 航空 工業は アメリカを 中心に して 
寡占 化が 急速に 進み、 英 、仏な どの ョ ーロ ッバ 各国の 航空 企業は 次々 と 倒産し、 国有化 されて 
いた。 それに、 航空 _ 術が 高度 化して、 開発 費が 膨大な 額に なって きていた。 もはや YS1 
1 のように 五 七 億円の 開発 費で 数十 人 乗りの 航空機が 完成す る 時代では なく、 一桁 大きくな っ 
てきて いた。 民間 輸送機の 需要 構造 も 大きく 変化し、 大型 化が 急速に 進行して いた。 

欧米 先進国から 後れて いる 後発の 日本の 航空機 産業に とって、 こうした 取り巻く 環境変化の 
中で 果たして 今後、 どういう 路線を 選び 取れば、 生き残り、 発展して いくこと がで きる のかと 
する 問題に 直面して いた。 
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終 章 解散、 I つの 典型 


「YX 開発 本部」 

時は さかのぼり、 YS11 輸出が 始まった ころの 昭和 四 一年 (一九 六 六 年) 八月 二 六日に 航 
エ審 (航空 工業 審議会) が 開かれ、 「次期 民間 輸送機の ための 研究」 の 調査を スター ト させて 
いた。 いわゆる YS11 の 後継 機で ある。 

じつは このと き、 後述す る 防衛庁の 輸送機 CX の 計画が スタ— 卜し はじめていた。 防衛庁は 
同 機の 民間 転用の 可能性 も 考慮し、 YS11 の 開発 時と 同じょぅに、 必要な 条件を 通産省から 
求めた。 このため、 通産省は 急遽 各社の 関係者を 集めた A  .R  (エア クラフト •リサー チ) 委 
員 会を 設置し、 検討 結果を 回答した ので ある。 通産省は YS11 の 後継 機の 計画を もっていな 
かった ので ある。 

時は 下って、 昭和 四 三年 三月には、 通産省から 委託を 受けた 日本航空 エ の オペ レ ー ショ 
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ン •リサ ー チ 委員会が YS11 の 膽 機の 検討を して、 次の ょぅな 案を 報告した。 

機体 形状は 九〇席 前後の 夕 1 ポジ ヱッ ト 機、 航続距離は 八 〇〇浬 (約 一四 八 ニキ ロメー ト 

ル)、 滑走 距離 五 〇〇〇 フィ ー ト (約 一 五 二四メ ー トル) 以下、 開発 費 一五〇 億から 一六 〇億 
円であった。 

通産省は この 計画の 具体化を 日航 製 (日本航空 機 製造) に 委託し、 昭和 四 三年 度 分と して 二 
億円の 予算を 交付した。 昭和 四 三年 七月に、 日航 製 内には 「YX 開発 本部」 を 設けて、 基礎 設 
計、 市場調査、 諸 試験の 実施に ついて 着手した。 YS11 と 同じ 手順を 踏みつつ あつた。 昭和 
四 四 年 七月には さらに 具体化した 「YS33 構想」 を 発表した。 

日航 製は 「YX 仕様 検討委員会」 を 設けて、 さらに 検討を 重ね、 YS33 の 基本 構想に、 防 
衛庁 などの 官需 や エアライン などの 意向 も 反映 させた 仕様と する 次の ょぅな 三 機種から なる 改 
善 案を 発表した。 

基本型：ストレッチ型(細胴)(1)丫333-10、座席数ーー六席 

( 2 Y S33-20、 座席 数 一三 九 席 
(2)  YS33-30、 座席 数 一四 九 席 

開発 費： 約 一一 四〇 億円 

需要 機 数： 国内 一〇〇 機、 海外 五 〇〜一 〇〇機 
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しかし、 日本の 航空機 工業が 当面する 現実は、 それょりは るかに 規模が 小さく 金額 も 少ない 
Y  S 1 1 の 赤字を どうす るかで 8 していた のだった。 

航空機 産業に とって、 YS33 あるいは YX を 今後 どう 進めて いくかと いう ことと、 増え 続 
ける ¥ {1〇11の赤字、さらにこの量産事|1}|^011体を果たして存続させていくべきか否かの問題と 
が 表裏一体の 「S と X は パッケ ージ」 として この 時期、 大いに 論議され る ことにな った。 

これは 以前から 繰り広げられ ていた 大蔵省と 通産省との 「YS 論争」 であった。 民間航空機 
が 急激に 大型 化しつつ ある この 時期、 弱小で しかも 後発で ある 日本の 航空機 産業は 岐路に 立た 
されて いた。 

こうした 情勢の 中、 昭和 四 五^! (一九 七〇 年度) 予算 原案に、 赤沢璋 一重 工業 局長が 強力 
に 推進す る YS11 の 後継 機 YX の 開発 調査 費 五 億円が 計上され た。 このと き、 通産省の 航空 
機 武器 課長と して 予算 獲得に 奔走した 山野 正 登は 述べて いる。 

「その 頃は、 YS- 11 の 赤字 問題が あり、 日航 製の 減資 だ 赤字 補填 だと 大さ わぎして いた 頃 
で、 国会で も 採り あげられ、 新聞の 社会面まで 賑 していた 始末で、 航空機 武器 課の 課員は 小 池 
君を はじめ 元気者が そろっては いたが、 連日連夜の 激務で 疲労困憊の 極に あった。 そこへ 腕力 
の 人並み 優れた 赤 沢 局長が 時の 鳩 山 (威一郎) 主計から 五 億円の Y X 開発 費を もぎ とってき た 
という わけで ある。 
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新 計画の 誕生を 喜びながら も、 YS11 問題に 上積み される 前途の 多事多難を 思い余って、 
貧乏人の 子沢山と いぅ わけでは あるまい が 『一人で も 大変な のに 次がで き』 となった 次 
第。 重工業 局長 賞で 第一 席と なった ことは もちろん である」 (「翼の ある 部屋」) 

重工業 局では、 毎年 に 一年間の ビッグ ニユ ー スをネ タに 各 課から 川柳を 募集す るの が恒 
例に なって いた。 このと き 航空機 武器 課から 応募した 川柳が 先のと おりであった。 

昭和 四 五 年に 入り、 当時 通産省の 重工業 局長だった 赤 沢は YS33 の 構想を もとに、 学識 経 
験 者 や 機体 五社の 社長な どと 会談を 重ねた 結果、 長期的な 観点から、 基本に 立ち返って 再検討 
する ことにな つた。 

日航 製は YS33 の 構想を 再度 固める ため、 世界の 主要 エンジン メーヵ ー、 北米、 南米の 各 
'-X アラ ィンを 回った。 この 後、 昭和 四 五 年 七月に、 YS33 とは 別に、 一九 八〇 年代の YX 規 
摸の 輸送機の 需要 見通しを 次のょぅに 発表した。 

Yx—B、 C 案 一 五〇〜 一八 〇席 機、 YX—D 案 二 〇〇〜 二 五 〇 席 機 

世界の 輸送機 市場は 航空 需要の 急増で 大型機を 求めて いた。 この 計画を 進めるならば、 ボー 
ィング 社 や マクドネル •ダグラス 社な どと 同じ 規模の 航空機を 開発す る ことになる。 事業 規模 
は 一気に 拡大して、 YS11 程度では とても おさまらず、 開発 資金は 膨大な 額と なることは 当 
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然 のこと であっ た。 もし、 YS 33 や YX を 実現 するとな ると、 これまで 以上に、 国を 挙げて 
の 取り組み になり、 さまざまな 覚悟と 決断が 必要で あった。 

予想 以上に 順調だった C1 開発 

ところで、 主要な 航空機 メー カー では、 一つの 機種が 完成 すれば、 ただちに 次の 機種の 開発 
に 取り かかる ことになる。 それが、 この 世界の 常識であった。 

日航 製では、 細々 とながら、 適した 次期 プロ ジヱ クトの 投入が 数年 前から 検討され ていた。 
そして、 防衛庁が 導入を 予定して、 昭和 三十 一、 二 年 ごろから 検討して いた 日本 初の ジ ェッ 
卜 輸送機 CX  (後の C1) の 開発を 日航 製に 委託した ので ある。 

大きさ、 ペィ ロー ドは 小型 ジェット 旅客機の ボー ィング B737 や ダグラス DC9 に 匹敵し 
ていた。 夕 1 ボフ ァン 形式の ジェットエンジンを 搭載した 双発で、 STOL  (短距離 離着陸) 
性を 備え、 離陸 距離は 九 一四 メ ー ト ルと 短い のが 特長であった。 

〇1の特長は(1)日本列島内を無給油で飛行できる航続力、(2)航空おょび陸上の戦闘 
部隊を 速やかに 展開で きる 速度と 全天候 性能、 (3) 主要 装備、 補給 品を 搭載で きる 搭載 力、 
4 ) 空挺 降下、 物糧 投下の 能力、 5 ) わが国の 国情に 適合す る 短距離 離着陸 籠、 などで あ 

った。 

昭和 四 一年に 入る と、 防衛庁の 要求 ti* が ほぼ 固まり、 一〇 月から 日航 製で 本格的な 設計が 


C 1 輸送機 


開始され た。 この 設計 部隊には、 Ysl 1 
を 設計した 主な 技術者が 移った。 設計 部長 
は YS11 と 同じ 東條輝 雄で あった。 YS 
1 1 の 開発を 成功 させた 手腕を 高く 評価し 
た 防衛庁が 東條を 指名した ので ある。 

C 1 の 開発は 予想して いた 以上に 順調で 
あった。 若くて 経験の ない 技術者た ちが 設 
計した YS11 では、 次々 と ト ラブ ルが 起 
き、 日航 製の パィロット 長 谷川 栄 三は 厳し 
い 評価を 下して いたが、 その 彼 も、 こと C 
1 に関しては ベタ 褒めで ある。 
rcl では、 東條 さんから 実権を 渡され 
て、 技術 部 次長と して、 パィロットの 立場 
から 宏 Hll にい わせても らいました。 YS1 
1 が トラブルに 悩まされ たのと 違って、 C 
1 が 大した 問題 もな く 飛行 試験を クリアし 
たのは、 風洞 試験 や 三 鹰の 航空 技術 研究所 
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での フラィ トシ ミュレ ー シ ョンを 徹底して やつて、 デ ー タを とつた からです。 cl は Ysll 
を 経験した 技術者たち がそつ くり 移つ てきました から、 彼らは 今度は どう すれば いい かが かな 
り わかって いたのです。 失敗の 経験を 生かした のです」 

しかし、 C1 の 開発を 進める に当たって 「計画す る 航続距離から すると、 近隣諸国に 脅威を 
与え、 これは 海外派兵を 前提に している ことを 意味す る。 憲法違反では ないか」 とする 趣旨の 
批判を 恐れた 防衛庁は 航続距離を 一二 六〇キ ロメ ー トルと 短く する ことにし、 本土 中枢から 北 
海道、 九州を カバ ー できれば 目的を 達成で きる とした。 このため、 将来の 米軍との 協同 作戦を 
考え、 落下 タンクを つければ、 グアムまで 行ける ようにして おく」 という 主張 も 退けられた。 

結局、 完成した C1 の 航続距離は 世界の 輸送機の 中で もき わめて 短い ものと なって しまっ 
た。 

続いての 批判は 「日航 製は 民間 機し か 手がけな いという ことで 設立した のに、 いつの 間に か 
防衛庁 機を 設計して いる」 という もので あつた。 

赤 沢は YS11 を 始めよう としたと きの 考えを 再び 持ち込み、 次のように 述べる。 

「C1 を 防衛庁が やる というと きに、 ちよう ど YX を 始めよう という 段階で したから YX を 開 
発する にしても、 YX は C1 の 改造 型で いくような 方式を とれない だろうかと 専門家の 間で 議 
論し ました。 (中略) C1 は 大型 輸送機で すから 将来 その 設計 デ ー タが うまく  Y X につながら 
ないか、それから日吭製にやらせておけば、あと日航製が ¥ ><を開発するとすれば、防衛庁の 
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開発 費用に 使った ものの 何 割かは、 民間 機 開発に も 活用で きる という 考え方 も あった」 (『 Y X 
\767 開発の 歩み』) 

こうした 考え方 も あつて、 東條は C1 を 設計す る 段階で、 エンジンを 四 発に する 案に こだわ 

った。 

「これからの 民間 輸送機は、 世界の 趨勢から して どうしても 四 発で なければ ならない。 C1 も 
四 発で なんとかい けないだ ろうか」 

東條は C1 の 基本 計画段階で、 赤 沢の いう 軍用機の 民間 機への 転用に ついて、 可能な 限り、 
ぎりぎりまで 追究した。 そのと き、 YS11 の 後^® である ジェット 旅客機が 頭に あつた こと 
は 説明す るまで もない。 

日本の 航空機 産業が 資金、 人材、 設備 ほか あらゆる 面で 規模が 小さい にもかかわらず、 世界 
の 民間 機 市場に 登場し ようと するとき、 取りうる 最良の 方法と もい えた。 しかし、 現実には 多 
くの 問題が あった。 

C1 は 軍用輸送機 であり、 自動車で いえば ト ラックで ある。 胴体 後方に 大きな 貨物 扉を 設 
け、 飛行 中に、 自動車 や 大砲を パラ シュー トで 投下で きなければ ならない ので、 必然的に 主翼 
は 高 翼 配置になる。 民間 機に する には、 YS11 と 同様な 低翼に、 後部 胴体 も 設計し 直さな け 
れ ばなら ず、 ともに これらは 大幅な 変更を 必要と する。 
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C1 (軍用輸送機) 生産 も 失速 

C1 の 民間 機への 転用に 関して 図は 描かれた が、 経済性 や 乗り心地と なると、 ボ ー ィング B 
737 や ダグラス DC9 に対して 勝ち目はなかった。 民間 輸送機 (旅客機) 開発の 現実は それ 
ほど 甘い ものではなかった。 C1 の 民間 機転 用は 宿題と して 残され、 やがて 忘れられ ていっ 
た 0 

また、 当時の 一一 会 論議では、 欧米諸国と 違っ て、 防衛庁 機を 民間 機と 峻別して 進めるべき だ 
との 批判が あり、 実現は しにくかった。 このため、 C1 の 設計 だけは 日航 製で 行なぅ が、 量産 
は 川 崎が 担当す る ことに 方針を 変更した。 

C1 は 日本が 開発、 生産した 数 少ない 飛行機の 中で、 海外から も 高く 評価され たき わめて 珍 
しい 例で ある。 ターボ プロップ 機が 主流の 世界の 輸送機の 中で、 類を 見ない 夕— ボ ファン エン 
ジンを 装備した 近代的な 中型 輸送機で ある ことから、 高速 化、 輸送の 効率化を 図り、 しかも、 
戦術 輸送に 不可欠な STOL  (短距離 離着陸) 性を 有し、 全天候 下で も 任務が 遂行で きる。 そ 
ぅした 特長から、 輸出の 話 も あつたが、 武器 輸出 禁止 政策に ょり、 断念す る ことにな つた。 

昭和 四 七 年の 沖縄 返還に ょって、 航続距離が 足り なくなり、 代わって 大型の ロッキ ー ド 社 製 
C130 を 導入す る ことにな り、 生産 機 数は 三 〇 機に 留まっ たため、 一機 当たりの 価格が 高く 
なって しまった。 「もし、 航続距離を 長く していれば 特長 ある 国産 輸送機と して 数多く 生産 さ 
れ 、民間 機に も 波及 効果を 及ぼして、 日本の 航空 工業の 発展に 寄与した のに」 と 専門家から も 
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惜しまれた。 YS11 に 続いて C1 において もまた、 一貫した 方針と 合理性を 貫けな かった 日 
本の 航空 工業界 および 航空 政策の i でも あった。 

こうした 中で、 日本の 航空機 工業が どのような 方向 性を 目指す のか、 もっとも 影響力を もっ 
ている のは 通産省で あり、 政策決定の 要に いて、 一貫して この 業界に 強い 発言力を もっていた 
重工業 局長の 職に あった 赤 沢であった。 

赤 沢は この ころの 考え方に ついて 『YX/767 開発の 歩み』 の 中で 語って いる。 「『YS で 
終り、 後は もう 一度 三〇 年代の 初めに 戻って、 防衛庁 機の ラィセンス 生産 だけで 日本の 航空機 
工業は 結構です』 と 考える のは、 フィルムを 一〇年 ほど 逆 回しす る ことになる」 

さらには 「YS- 11 の 赤字 解消 対策の 一つの 手段と して、 航空機 工業 振興 法の 中の 日航 製 
でもう 一つ 新しい 仕事を する ことによ つて その 赤字を 減らして いこうと いう ことと、 赤字の 返 
済の 時期を 延ばして いこう」 という 考え方を 示した。 

しかし、 YS11 の 後^® について は、 大蔵省の 財政 当局から 「YS11 の大 赤字を どうす 
るの か」 と大 問題に なって いた 時期 だけに 「また 大 赤字の 飛行機を つくって、 後に なって こっ 
ちに 赤字 処理を もってく るんだろう。 そんな ものつ き 合える か」 「YS の 赤字 処理は、 できた 
ものた から 何とか するとしても、 また 同じ ことを する のか」 と猛 反発が あつた。 

新 機種は 二の次で、 当面する YS11 の 赤字を どう 処理す るかの ほうが 先決と された。 

この ころ、 政府 および 業界との 間で どのような 論議が 交わされ たか、 当事者が その 真相に つ 
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いて、 一四 年後の 昭和 五 九 年 (一九 八 四 年) 一〇月 一六 日、 「Yx プロ ジヱ クトを 回顧して」 
(『YX/767 の 開発の 歩み』) と 題す る 座談会で 語って いる。 

出席者は 丫311および ¥ ><|に関する各社の責任者であり、当時、三菱重エ取締役の東條、 
富士 重工 取締役 渋谷巌 、川 崎 重工 取締役 内野 憲 二の 三人で ある。 

この 中で 内野は、 業界 内の リーダ ー シップを 握って いた 三菱 重工 社長の 牧田與 一郎が、 審議 
会な どで 次のように 語つ たこと を 明らかにし ている。 

「民間 機は あくまで、 ビジネスラィク である。 あくまで ビジネスで やる ものである」 「戦闘機 
を やれば、 技術 等の 波及 効果は 大きい。 しかし 民間 機の 場合は、 そういう 波及 効果よりも、 む 
しろ、 ビジネス 的に 成り立つ かどう かを 優先し なければ ならない 問題で あり、 成り立たな いも 
のを やる 必要は ない。 しかし、 国が 百 パ ー セン ト 保証す るの ならば やっても いい」 

この 牧 田の 発言の 意図に ついて 東條は 解説す る。 

「そのころ 社内では ね、 一貫して 牧 田さん が 言われ、 その 意を 体して 平 山廣次 (三菱 重工 常務 
取締役) さんが (YX にどう 取り組むべき かに 関して) 業界で いろいろ 折衝して おられた 時期 
の、 牧 田さん の 主張は、 終始一貫して いますよ。 

とにかく  YS- 11 の 赤字 対策が できない のに、 それを 放っといて、 次の プロジェクトに 進 
むべき ではない —— とね。 それを はっき りさせ た 上で、 こっち (YX) を 決めるべき だ —— と 
いう ことです」 
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これに 対して 渋 谷は 反論す る。 「それは 判っ ている けれども、 私の 立場から すれば、 (YX 
を) 切っ てし まえば" おしまい" という ことなんで すよ。 ですから どうせ そんなに 早く 実現す 
る わけでは な いんだから、 切っ てはいけ ない という ことが 基本 だ —— という 主張を していた わ 
けなんで す」 

こうした 三菱の 首脳の 方針が ある 中で、 東條は 苦しい 立場に あった。 日航 製を 率いて YS1 
1 および C1 の 開発を し、 すでに 数百 人 規模の 人間を 抱え込んで しまって いる。 次の 開発 機種 
がなければ、 日航 製は 解散を 余儀なく される。 東 條は両 社のは ざまに 立たされ ていた。 

このため、 三菱に 向かっ ては 「民間 機 (YX) を やるべき だ」 とする 考えを 社内の 刊行物に 
発表したり していた。 ただし、 「新しい ものを やる 場合には、 国が 百 パ ー セン ト 出すべき だと 
も 思います」 と 付け加えた。 

牧 田は その後、 主張を やや 変えて 「百 パー セン ト 政府の 補助から」、 「YX の 需要が 確保され 
ていない ため、 ユーザ ー 側の 意見 も 取り入れた 代案を 作成すべき だ。 それに、 開発 費の 八〇パ 
1 セン ト 以上を 政府 負担と すべきで、 量産 資金 やユ ー ザ ー への 融資に も 政府の 助成が 不可欠で 
ある」 とする 趣旨の 発言を 政府 委員会で 行なった。 

牧 田の 考えに ついて 渋 谷は 憶測 も 交えながら 説明す る。 「当時、 円は ー ドル 三六〇 円でした。 
三六〇 円で コスト 計算を やったら、 非常に 赤字なん です ね。 そんな 赤字の 事業は やれない… 
… という ことなんで すね。 それに 当時は 三次 防の 時期でして、 三次 防を 大きく するとい う 話が 
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でて いた。 確かにそぅ なると、 官需 (防衛 需要) で：^=*量 がかな り 一杯に なり、 無理して まで 
民間 機を やる 必要 もない。 人員 や 工場、 いろんな 点から いつても 到底 YX など 出来ない —— と 
いうの が、 平 山さん の 論旨でした。 

ところが、 そのうちに、 三次 防は だんだん 縮小して きて、 仕事が 減る という ことが 判って き 


「三菱」 の 意向 

一方、 ユ ー ザ ー 側の 全日空 や 航空 局に しても、 急増す る 旅客を さばくた め、 ロ ー カル 線に も 
二 〇〇席 級の 大型機を 導入したい 意向を もっ ていた。 YS11 の 時と 同じように、 国産品 愛用 
との 見地から、 行政指導 により、 半ば 義務と して 国産 機を 買わされる ことに、 エアライン とし 
て 反発して いた。 

ちょう ど YS の 後継 機を めぐって さかんに 論議され ている 時期の 牧 田の 発言は、 業界の トッ 
プ 企業で、 影響力の 強い 三菱 社長と しての 言葉で あり、 業界の 一つの 立場を 代表す る もの だっ 
ただけ に、 波紋は 大きかった。 Y X あるいは YS33 の^^ 論者で ある 赤 沢は、 これまで 信頼 
関係に あった 牧 田と 対立す る ことと なつた。 

赤 沢は 述べて いる。 「確かに あの 頃は、 丫3の赤字処理を巡って、もちろん ¥ 乂の開発もそ 
うです けれど 産業界の 一部の 人達と、 私を 始めと する 通産省の 人達との 間に 激烈な 議論が あっ 
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たことは 事実です」 (前掲 書) 

「組織の 三菱」 といわれ、 企 の コンセンサスを 得て 組織的な 動きを する のを 特長と した 三 
菱の 歴代 社長と 比べて、 牧 田は 異色の 社長であった。 強力な リ— ダー シップを 発揮して 経営 戦 
略を 展開し ようとし ていた。 牧 田は 1 刖に 航空機を 体験して いた こと も あって か、 防衛庁 機に 
は 執念を 燃やし、 歴代 社長と 違って jglg! 的で あった。 

この ころ、 三菱 や 川 崎には、 YS33 計画の 行方を 見守って いた ボ ー ィング 社、 マク ドネ 
ル •ダグラス 社、 ロッキ ー ド 社な どから 大型 輸送機の 共同 開発の 誘い かけが 活発に なって い 
た。 今まででは 考えられない 世界の ビッグビジネスからの 誘いで あり、 それは YS11 の 実績 
を見屆 けての ことで も あった。 

ともあれ、 先の 牧 田の 発言が YS11 生産の 中止、 日航！^ 散の 決定に 大きな 影響を 与える 
ことにな つた。 この 牧田 発言に 関して 赤 沢は 当時を 振り返りながら ィンタビュー に対して 次の 
ように 答えた。 

「これは 予算の 問題な もんです から、 ひと 言で いうと、 大蔵省の 議論と 牧 田さん を 中心とした 
航空 エ*^ の 議論と が 真正面から 衝突し たんです ね。 

牧 田さん は いろんな ことを いって ましたが、 基本的には これは 国^^ 社 だし、 国^^ 社が 始 
めた ことにつ いては 国が 尻拭いを する のが 当然 だ。 これに 対して、 大蔵省 側は、 国*^ 社では 
あるが、 製造 責任と いうのは 民間に あるん じ やない か。 つまり、 どれ だけ コス トを 下げられる 
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か。 赤字が 出ない ょうに どうす るかは 何も 政府の 責任ではなくて、 製造者が 責任を 負うべき 分 
野 だから、 これを 全部 政府が 面倒を 見ろ というのは スジ 違いだ。 仮に 見る としても 限度が あ 
る 0 

膨大な 赤字が 累積して いって、 これが 将来、 赤字が 改善して いく 見込み や、 あと 五 年た てば 
黒字が 出て 赤字の 相当 部分が 消える といった 確た る 計画を もってくれば それは 考えます が、 そ 
れ がない 限り、 国と して 負担に 耐え きれない 財政で あると いう ことから、 両者の 議論が 正面 衝 
突です」 

国際 共同 開発 路線へ 

赤 沢は 続けて 述べる。 

「私 も 大いに 悩みました けど、 まあ、 ここは いっぺん 雌伏して 、せっかく これ だけの 技術を 集 
積は できた から、 捲土重来を 図る ほうが 全体にと っては いいん じ やない かと 判断して 関係 方面 
に 了承を 取りつ けて、 打ち切りを 決断す るので す。 

当時、 局長でした から、 局長と いうのは ある 種の 最高 責任者で すから、 そう 決めざる をえ な 
かった。 その代わり、 このと きの 情勢を 考えて、 国際 共同 開発 路線と いうのを 航空 エ W1 会 
(航 エ審) に 提案す る わけです。 これで どうで しょうかと」 

航エ審 も 「国際 共同 開発が 世界の 大勢 だ」 として 同調す る ことにな った。 


263 終 章 解散、 一つの 典型 


壮三郎 は 「翼の ある 部屋」 の 中で 記して いる。 

「航空 業界は 狭い。 それだけ にこの 業界の 人々 の 信頼を 得る ことが 大切で ある。 MITI  (通 
産 省) と 業界との 信頼は きわめて 厚かった が、 ある 事件を 契機に 業界との 蜜月は 終り YX 計画 
は 低迷を はじめた 時期が あった。 後に 私が 牧田 三菱 重工 社長と 二人 だけで YX 問題を 話 合う 機 
会を 得た が、 この 事件の 傷痕の 深さを ィヤ という 程 思い知らされた」 

昭和 四 六 年 九月 二七日、 航エ審 は 昭和 四 五 年 三月 九日の 通 産 大臣の 諮問に 対して 答申を 行な 
った。 内容の 趣旨は 次のと おりであった。 

(1)  自主性を 確保しつつ、 大型機を 含む 国際 共同 開発を 進める。 

(2)  開発には 画期的な 多額の 財政 資金を 投入し、 量産には 財政 資金の 活用を 含む 具体策を 講 
ずる。 

(3)  開発は 事業団、 量産 •販売は 民間 企業が それぞれ 担当と する。 

(4)  YS 11 の 赤字 処理 対策。 

この 中で、 YS11 の 赤字 対策は、 ム r 後一 〇 年間の 予想の もとに 最終的な 赤字が、 日航 製の 
資本金の 七 八 億円 以内に 収まる よう 財政 措置を とる こと (補助金 および 一部 民間 企業に よる 負 
担の 合計 金額 三六〇 億円) を 答申した。 赤 沢の 手腕に よって YS11 の 赤字 対策 予算は 昭和 四 
七 年度 予算で 認められ、 以後、 三年 間に わたり 政府の 補助金から 出資され る ことにな った。 Y 
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S11 事業で 見られた 国産 機の 自主 開発 路線から、 国際 共同 開発への 道を 選択す る 大きな 路線 
の 転換であった。 

昭和 四 七 年 一月 三 一日に 開かれた 航エ審 では 「次期 民間 輸送機 開発 専門 委員会 (委員長 木 村 
歡 政日大 教授)」 を 発足 させ、 検討を 進める ことにな った。 お 荷物と して 立ちはだか っていた 
目の 上の 瘤で ある YS11 の 問題が、 これで ひとまず 処理され て、 業界は いよいよ 本格的に Y 
X の 開発に 向けて 取り組む ことにな った。 

先に も 述べた が、 通産省では、 赤 沢の 強力な リーダ ー シップに よって YX の 調査 費と して 昭 
和 四 五 年度 予算 五 億円が 認められた。 

赤 沢は 述べる。  ^ 

「非常に 辛い 予算だった のです が、 主計局 長が (海軍 時代の 同僚の) 鳩 山 威一郎さん だった の 
で、 夜中の 三時 ごろ、 差しで 決めた のです。 YS11 を 始めた ときの 主計 官が鳩 山さん だった 
ので、 関心と 興味を もつ ていたし、 よく わかっ ていた」 

赤 沢の 説明を 聞き、 最後に 鳩 山が いった。 

「そうか わかった。 .それじゃ 止める か」 

「うん、 止める。 その代わり、 ただ 止め っぱなし じ ゃ、 航空 工業が 将来、 どういう 方向で 何を 
するべき かわから なくなっ てし まう。 かとい つて、 元の 防衛 需要に 返る というので はこれ は航 
空 機 工業は 存立で きない。 という ことで、 共同 開発の ため、 調査 費と いう 準備 費を 出して くれ 
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た。 わずか 五 億円で したが、 あの 当時の 五 億円は 大変な 額でした。 それが あって、 引き替えと 
いうと 悪い が、 私は 若干の 責任は 果たした かなと も 思う のです」 

日本航空 機 製造の 解散 

一方、 この 決定に より、 日航 製は 人員の 縮小を 図る とともに、 メ ー カ ー からの 出向 者 約三〇 
名を 出身 企業に 復帰させる ことにな った。 こうした 決定が 下される 中、 日航 製の 技術 部門の 総 
指揮を 執って いたのは 取締 獲 術 部長の 島 文 雄であった。 

すでに、 昭和 四 一年 秋 ごろから、 東 條輝雄 以下 多くの 設計 技術者は C1 プロジェクトに 移行 
して おり、 この間の トラブル 対策、 各所の 改造、 事故 調査、 新しい 型式の 改造、 そして 海外へ 
の 売り込みと、 少ない 人数を やりくりしながら 対応して いた。 

新しく 開発して いると きの 技術者は i に 向けての 夢が ある。 しかし、 所属 企業の 解散が 明 
ら かにな り、 やがて 生産は 中止して 事業 そのものが 縮小し、 後は メンテナンス、 プロ ダク トサ 
ポート だけと なると、 士気は 高まらない。 

日航 製の 解散が 決まって 一年 ほどし かたって いない 昭和 四 六 年 一二 月二〇 日、 追討ち を かけ 
るよう な ことが 起こった。 泥沼 化する ベトナム戦争の 影響 も あって、 すでに ドル 危機が 表面化 
していた アメリカが ドル 引き下げを 発表した ので ある。 いわゆる、 ニクソン ショック である。 
一夜に して ー ドル 三六〇 円から 三〇八 円に 変わり、 日航 製では ドル 建 _ に対して 多額の 為替 
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差損が 生じた。 

それだけ ではなかった。 YS11 がま だ 量産、 販売 中に 一八 〇 機で 打ち切る と 発表した こと 
から、 受注 先が 決まって いなかった 機体が、 買 叩きに あった ので ある。 商売の 世界では 当然 予 
想され る ことで あり、 民間 機 ビジネスでは ほとんど 例の ない 失態であった。 赤字が 顕在 化した 
ことで、 批判が よりいっ そう 高まる ことを 恐れての 典型的な お 役所 仕事で あつた。 この 二つに 
よって 赤字は さらに 増える ことにな り、 踏んだり 蹴っ たりで あった。 

島は YS11 の 生産 中止、 日航 製の 解散に 至る 過程の 中での 論議を ふまえつつ、 次のように 
控え目ながら、 割り切れない 思いを 吐露した。 

「三 六〇 億円 もの 赤字を 出した という 中には 確かにい ろい ろな 経営の 手際の 悪さが あったが、 
問題の すべてを 日航 製に 押しつけて、 経営を やった もの だけが 悪い というよ うな ふりを して 
『次の プロジェクト にこの 失敗を 生かして やろう』 というい い 方は どうかと 思う」 

先の YS11 生産 中止の 決定に 基づき、 量産 事業は 一九 ロットまでの 合計 一八 〇 機を もって 
終了す る ことにな った。 日航 製 側は さらに 販売の 見込みが つきそうな 一〇 機の 資材の 手配 も 進 
め、 生産を 検討して いたが、 これらは 認められな かった。 

昭和 四 六 年 五月、 日航 製 内に ポスト •プロダクション 委員会を 発足 させ、 機体 メ ー カ ー との 
意見交換を 行なって、 今後の 処置を 決定した。 売り渡した 量産の 一八 〇機 に対する 運航を 支援 
し、 現 補 用品の 生産 体制は _ する ことが 決まっ た。 


267 終 章 解散、 一つの 典型 


YS11 の 機体 生産の 事業は 昭和 四 七 i を もって 終了した が、 プロダクト サポー トの 業務 
は 継続して その後 も 問題な く 続けられ ている。 昭和 五 七 年 (一九 八 二 年) 三月 三 一日、 二三 年 
間に わたり 活動して きた 日本航空 機 製造は 解散す る ことにな った。 

この 決定に、 組合は 激しく 反発した。 日航 製の 組合は 強力な 官公労 系で あり、 賃上げ や 一時 
金を めぐって しばしば ストが 行なわれ ていた。 もともと、 日航 製は 赤字を 生む 体質で あり、 業 
界 にと っては 話が 持ち上がっ ている ボー ィング 社な どとの 共同 開発を する 上では、 こぅした 組 
ム ロは マィナス 要素と 考えられた。 

それは ともあれ、 航空機 業界の 信義と なって いる、 五 機 以上が 世界の 空を 飛び 続けて いる 限 
り、 メ ー カ ー は その プロダクト サポ ー トを 継続す る 義務が あると する 約束 ごとは 守る ことと 
し、 日航 製の 業務は 民間 企業に 目す る ことと なつた。 引き受け るのは、 業界を 代表す る 三菱 
重工と なった。 しかし、 もっとも 大きな 問題は 日航？ ^ 従業員の 身の 振り方で あった。 

シリ ー ズ化や 改造、 トラブル 対策な どで、 機体 メ ー カ ー から 出向して きた 人数 だけでは とて 
も 足りず、 日航 製は 昭和 三 六 年から 三 九 年までの 間に 新卒者 約六〇 人を 直接 採用し、 増強を 図 
った。 そのほか、 中途 採用 も 含める と 日航 製 プロ パ ー は 昭和 五 七 年 九月 時点で 一二 〇人 であっ 
た。 ちなみに、 ピーク 時の 昭和 四 五 年の 日航 製の 社員 数は 約 四〇〇 人に 達して いた。 

出向して きた 人間は 帰れる 出身 企業が あった。 ところが、 日航 製 プロ パ ー は宙に 浮く ことに 
なり、 処遇が 問題と なった。 島は 残った 人員の 処遇 や 各社に どぅ 配分す るか、 日航 製の 組合と 
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の 徹夜の 団体交渉 や 個別の 話し合いで 説得す る ことに 精力を 費やした。 

「日航 製は 解散す る ことが 決まっ た。 全員の 就職先の 面倒は 見る。 いろいろ 不満 も あるだろう 
が、^® すると ころに 行 つても らいたい」 と 一人ひとりを 個別に 説得して いつた。 

「説得は 普段から つき 合っ ている 人たち だから、 だいたいは 聞いて くれたが、 中には 嫌な こと 
をい われた こと も ある。 でも、 つぶす ほうの 手先に なったん だから 仕方がな いが …… 」 

問題は どこが 人を 受け入れて くれる かであった。 機体 三 社の 三菱、 川 崎、 富士も 受け入れた 
が、 全員ではなかった。 残った 従業員は YS11 を 購入した 全日空 や 東亜 国内 航空な どの エア 
ラィン 関係、 政府 関係の 機関、 宇宙開発事業団、 日本航空 機 開発 協会、 日本航空 機 エンジン 協 
会、 航空機 規格 協会な どに 割り振られ、 昭和 四 七® ば ごろから 次々 と 転職して いった。 

無念の 思い 

一方、 三菱 重工の 小牧 工場 内に ある 日航 製 名古屋 事務所には、 最高 責任者で ある 若 杉 禮三専 
務 から 紙切れ 一枚が 届いて、 解散が 通告され た。 

昭和 四 八 年 半ばに なっても 転職 ^ が 決まって いなかった 残り 二十 数人の 行く先を 求めて、 パ 
ィロ ッ トで 機体 業務 部 次長の 長 谷川 栄 三は 奔走した。 i 赴任で 名古屋 にきて いた 長 谷川は 日 
航 製の 最後を 看取る 役目を 果たす が、 そのころ のこと を 次のょうに 述べて いる。 

「とにかく、 日航 製 プロ パー の 人間を どこかで 使って もらわなくて はいかんと、 毎日 涙の 出る 
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思いで 履歴書を 持って 一力 月 ほどは 頭を 下げて 走り回りました」 

名古屋 にある 航空機 部品の メ ー カー 小 糸 製作所の 門を 叩いて 「今度、 日航 製が 閉鎖になる の 
です が、 お宅からは 部品を たくさん 買っ たんだから、 女の子を 一人く らい 採って 頂けません 
か」 と 丁重に お願いした。 相手は 「いいで しよう」 と 快く 引き受けて くれた。 

長 谷川は さらに 名古屋 地区の 巨大 企業 トヨタに も 足を 運んで、 同じように 頼み込んだ。 する 
と、 トヨタの 人事 担当者は 「喜んで お引き受けし ますよ。 もっ といら っし やらない のです か」 
とむ しろ 歓迎して くれた。 長 谷川は 「これ だけ 採って 頂ければ」 と 感激で あった。 

まだ 二〇代 半ばの 若い 整備 員は トヨタの 品質管理 などに 配属され る ことにな った。 名 古屋大 
学の 航空学 科を 卒業して 日航 製に 入り、 二〇代 後半に なって いた 設計 技術者た ちは 乗用車 ボデ 
ィの 設計 部門に 配属され た。 

このほか、 浜 松の 日态木 器に も 転職して いった。 さらに、 防衛庁から 日航 製に きた 整備 員は 
東亜 国内 航空 や 全日空へ 行き、 同様な 仕事に 就いた。 だが、 国立大学の 工学部を 卒業した 有能 
な ある 設計 技術者は 「もう 航空機 メー カー には 二度と 行く もんか」 との 言葉を 吐いて、 エア ラ 
ィンに 入って いった。 

若い ものたち の 就職の 世話が 終って、 名 古屋の 日航 製に 戻って きた 長 谷川のと ころに、 「事 
務 所の 木製の 什器は みんな 売っ ばらって 処分し ろ」 との 指示が 届いた。 

机は 五〇〇 円、 椅子は 三〇〇 円と 値段を つけて 事務所の 前に 並べて、 売り さばいた。 最後に 
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長 谷川と 守衛の 二人 だけが 残った。 金属製の 什器は すべて 三階に ある 会議室に 集めて § しろ 
との 指示 も 出た。 図面を 入れた ままの ロ ッヵ ー や 机 や 椅子を 一階から エレべ ー タ j で 三階まで 
上げて、 二人で 運んだ が、 フォー クリフト もない だけに、 三 段 重ねに 積み上げて いくとき は、 
悔しさ も 相 まって さすがに 身に こたえた。 

この 作業を 一週間 ほど 続けて すべてを かたづけ、 長 谷川は 晴れぬ 気持ちを 引き摺りながら、 
重い 足で 昭和 五〇年 (一九 七 五 年) の 二月に 東京に 帰って きた。 

長 谷川は そのころ を 振り返り、 無 <1「心 の 思いを 隠さなかった。 

「みんな 惜しい 連中 ばかりでした。 もう 一度、 あれ だけの 人間を 集めて ノゥハゥを もたせょう 
としたら、 どれ だけの 金が かかる でしょう かね。 じつ にもった いない ことを した ものです。 

それに、 自衛隊から では、 整備 員と してきた 人間 も 英語なん か 全然 わからなくても、 『明日 
から フィ リピンへ 行け』 『南米へ 行け』 といわれて、 家族と 離れて 一年、 二 年 飛ばされた。 ぺ 
ルー に 行った 丸 紅 商事から 来て いた 営業の 松 本洸は 現地で 強盗に あって 殺された。 そういう 連 
中の こと も 思い浮かびます からね」 

最後に、 長 谷川は 日航 製を 解散す るに 当たっ て、 サ ー ビス 部長の 塩 原 竹 治と ともに YS11 
を 使っ ている 世界の ユ . — ザ^ — を 訪問して 回った。 

その 塩 原は、 YS11 を メンテナンス する 三菱 重工 羽田 補給 所に 残る ただ 一人の 元 設計者と 
して、 今日まで 関わっ てきた が、 その 彼は こう 述べた。 
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IYS11 の 例を こうやつ てみ てく ると、 ものを 設計す ると きには、 最後は どうなる かを 見据 
えてから やらなくて はいけ ない と つくづく 思います。 最後に どうやつ ておしまい にす るかを し 
つかりと 見き わめてから じ ゃない と、 これからの 航空機 開発は 始められな いという 気持ちに な 
るので す」 

「ボ— ィング 社の 下請け」 

YS11 が 生産 中止と なり、 昭和 四 七 年 一月 三 一日に 航エ審 は 「次期 民間 輸送機 開発 専門 委 
員 会」 (委員長 木村秀 政日大 教授) を 発足 させて、 YX 開発の 検討を 続けた が、 構想は 二 転 三 
転して、 一向に 実現す る 気配は なかっ た。 

YS11 の 後継 機と いわれ、 一時期は 盛んに 検討され た YS33 であった が、 計画の 対象 か 
ら 消えて いくこと になつ た。 航空機 開発が 一段と 高度 化して、 大型 化し、 費用は YS11 の 数 
倍になる 二〇〇 億円から 三〇〇 億円 程度が 予想され た。 とても 日本の 資金 力では 自主 開発が 難 
しいし、 たとえ 開発で きたと しても、 ボ ー ィング B727 や B737、 ダグラス DC9 と 競争 
して 売れる 自信は 到底な かった。 

日航 製は YS11 の 事業で 巨額の 赤字を 出し、 国会 や 大蔵省、 マスコミ などから さんざん 叩 
かれた。 

つい 先 ごろまで、 新蠢 、ビニロン、 600 号 電話機と 並んで 日本の 四 大技 術 開発と もては 
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やされ、 輸出の 花形とまで 賞賛され た YS11 は 一転して 「税金の 無駄遣い」 ときめつ けら 
れ 、地に 落ちた 翼と なった。 

計画した ころは 貿易赤字の 解消 策を 宣伝文句に したが、 産業 全体の 急 発展に ょって、 むし 
ろ、 日本の 貿易黒字が 問題に される 時代と なって きた。 十数 年で 隔世の 感が あった。 YS11 
を 開発した 関係者ら は ひたすら 低姿勢に 徹し、 批判を 甘んじて 受ける しかな かった。 

こき 下ろされた 航空 関係者は、 それ 以降、 日本 独自で 民間 機を 開発す るとの 主張を 卜 1 ンダ 
ウンさせる ことにな つた。 ょほどの 条件が 満たされない 限り 「YS11 の 二の舞になる」 こと 
を 極端に 恐れた のでる。 

「あえて、 リスクを 冒して まで 民間 機 開発に 手を 出す 必要は ない。 まずは 防衛庁 機の 生産で 航 
空 機 産業の 規模を 確実に 大きく していけば いい」 とする 趣旨の、 三菱 重工 社長 •牧 田の 主張す 
る 路線を 歩む ことにな った。 

これから 後 も、 二 転、 三 転して、 昭和 五三 年 八月 一四 日、 民間 機の 王者 ボ ー ィング 社の 主導 
の下、ィタリァおょび日本はーー三六人乗りの民間輸送機 ¥ ><\8767の共同開発事業に正式 
調印す る。 開発 費の 総額は 当時の 試算で ニニ 四〇 億円、 そのぅちの 一 五 パ ー セントで ある 三 三 
六 億円を 日本側が 負担し、 これを 三菱、 川 崎、 富 士の三 社が 分け合ぅ ことに なった。 日本の 分 
担 総額の 約 五〇パ ー セントを 政府が 出資す る ことにな った。 

日本からは ピ ー ク時に 約 一三 〇 人の 技術者が アメリカの 西海岸に ある ボー ィング 社の 本拠 シ 
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アト ルの エバレット エ場に 派遣され、 設計 
を 進めて いった。 やがて B767 は 昭和 五 
六 年 八月に 完成す る ことになるが、 このと 
き、 B767 の プロ ジヱ クトは 国際 共同 開 
発で あると 内外に 盛んに 宣伝した。 確かに 
担当 部分の 開発 設計で あり、 詳細 設計では 
あるが、 航空機 開発に ともなぅ 全® の 中 
767 に 位置づけた とき、 * 態は ボー イング 社の 
/B 下請けに 近い もので しかな かった。 

Y X » ^ 機の基ホ « « 、基ネ ^ 計、ポむ ^ _ 
を 含む 各種の 試験、 エアライン 等の ユーザ 
— への 売り込み など、 YS11 で もっとも 
苦労した 分野は ボ ー イング 社が ほとんど 手 
がける ことにな り、 日本側は タツ チ させて 
もらえな かった。 

日本 政府は アメリカ 企業の 下請けの 形態 
をと る 事業に 国民の 税金を 出資す る ことは 
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できない。 政府が 出資で きる 名目は、 あくまで、 業界を 育成し、 技術水準を 上げる ための 開発 
事業で なければ ならない。 そのためには、 たとえ、 一 五 パー セントの 下請けに 近い もので あっ 
て も、 「共同 開発」 の 側面を 強調せ ざるを えなかった。 

ことに、 YS11 で 苦労した 技術者から 見れば、 「同じ 開発と いっても、 YS11 と YX と 
を 一緒にして もらって は 困る。 何もかも われわれの 手で やった YS11 から 見れば、 Y X はや 
はり ボー イング 社の 下請けに すぎない」 といって 憚らない。 

日本と 手を 組む ボ ー イング 社の 第一の 狙いは、 6兀 成した 民間 機を 日本の 市場に 売り込み やす 
くす る ことに あった。 この頃す でに 日本の エアラインは ボ ー イング 社の 最大の お客さん になろ 
ぅとして いた。 第二 番目は 開発の リスクを 回避す るた めに、 日本の 資金を 必要と して おり、 合 
わせて、 設計 技術者の マンパワ— も 必要と していた。 

一方、 日本側の 狙いは、 防衛 需要 だけに 頼る のでは なく、 豊富な 開発 実績と 販売 力を もつ ボ 
1 イング 社に 寄り かかる ことで、 リスクを 回避しながら 民間 機の 仕事 も 増やし、 業界 全体の 売 
上 高を 大きく する ことに あった。 さらには、 共同 開発を 通じて、 ボ ー イング 社の 民間 機 開発の 
ノウハウを 習得す る ことで あつた。 

YS11 の 開発から すでに 三〇 年が たったが、 この間、 日本が 独自に 開発した 中型 おょび 大 
型の 民間 輸送機は 一機 も 存在して いない。 事業と しての YS11 の 失敗に 懲りて、 それ 以後、 
新たな 挑戦を しな かった。 
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「名 機 百選」 —— 今 も 世界の 空を 

自主 開発の プロジェクトが 成立し なかっ たこと で、 YS11 で 培った さまざまな ノウハウが 
生かされな かった ことは 事実で ある。 だが、 人に 着目 すれば、 YS11 の 開発 時には、 まだ 新 
米で しかなかった 技術者た ちが 鍛えられ、 その後、 日本の 航空 工業の 主要 プロジェクトの 中核 
を 担い、 現在では 各 企業の トップ クラスを 占めて いる。 

さらに、 YS11 の 技術の 流れを 引き継いで 成功した 一例を 挙げれば、 日航！^ 術 部の 5 g 北 
健 次郎の 下で 鍛えられた 住友！® 工業の 渡 辺満寿 美は、 その後、 自社に 復帰して 油圧 式の 脚 降 
雲 衣 置の 開発 生産に 力を入れる ことになる。 その後、 着実に 技術を 積み上げ、 やがては ボーィ 
ング 社、 エアバス •ィンダストリー 社な ど、 世界から 次々 と 受注す る ことにな り、 今では 世界 
的な 脚メ ー カー に 成長して いる。 

他に もこぅ した 例は いくつ も 見出す ことができる。 

5 K1S は 「 1 刖は 軍用機の 脚 ばかり やらされ たが、 富士 重工に 入っても おまえは 脚屋 だとい わ 
れて やらされ、 日航 製に きたら また 脚の 担当と なった」 とぼ やくほ どだった が、 その 技術は 渡 
辺ら に 受け継がれて さらに 発展し、 今日に 生かされ ている。 

ともあれ、 開発 当初には、 一〇 年で リタィア する ものと 予想して いた YS11 は、 平成 六 年 
(一九 九 四 年) 現在 も ニニ 機が 世界の 空を 飛び 続けて いる (一九 九 八 年 七月 現在、 八〇 機。 残 
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りの 四 二 機は 未 就航ながら、 保管 または リ ー ス として 健在)。 また、 皮肉に も、 生産 中止と なっ 
た 後、 他 機種には ない YS11 ならではの 一が 見直される ようになって 人気が 高まり、 国内 
エアラインが わざわざ アメリカから 買い戻す ことになる ほどだった。 

こうした 背景 も あって Y S 1 1 は、 発売 当初の トラブルが 続出した ころと 違って 次第に 評価 
が 高まり、 航空 雑誌 「航空 情報」 (酣燈 社) の 新 「名 機 百選」 に 選ばれる ことにな った。 

日本の 航空機 産業の 限界 

日航 製の 解散から 八 年が 過ぎた 平成 二 年 九月 一三 日、 同社に 関係した 人々 の 集いが 開かれ 
た。 出席者は 約 一 〇〇人 ほどで、 会は 盛況だった。 この 席で、 東條 はこの 三〇 年余を 振り返り 
ながら、 次のように 話した。 

「日本人の 力 だけで これ だけの 中型 飛行機を っくって 輸出で きたと いうのは、 YS11 が 唯一 
であるし、 それは 間違いな く 日本人の 力だった」 

その 東條は 日本の 航空機 産業が とりうる 方向 性に ついて こう 語った。 

「自動車 も 電気 も 見込み 生産です が、 基本的に 飛行機とは 大きく 違う。 今 飛行機を 開発し よう 
と 思う と 数千 億円です。 自動車より 一桁 大きい。 その 投資 額を 数十 万 台で 割る 自動車と、 数百 
機で 割る 飛行機とは 話が まるっきり 違う。 それに 自動車は モデル チヱ ンジが 四 年 ごとで、 四 年 
で 勝負が 終る。 四 年なら ば、 この間の 為替相場の 変化 だと か 金利の 変化 だと かは 読める が、 飛 
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行 機の ように 一〇 年、 二〇 年と なると、 とても 無理です。 このように、 数 も、 時間の 長さ も、 
額 も 違う。 リスクの 程度が まるっきり 違う のです。 

ですから、 日本の 取り組み 方は 二つに 一つし かない。 一つは、 今やって いる 取り組みで、 わ 
れ われが 負える リスクの 範囲で 背負っ ていく、 しかし、 なるべく 拡大は していき ましよう とい 
う 姿 執 力です。 この 路線は 嫌 だ、 自動車 や 電気の ように、 世界に 冠たる ものにして いきたい とい 
うなら、 全く 取り組みを 変えなくて はいけ ない。 

ちよう ど 欧州で エアバスを やって いるよう に、 事業 全体を いわば 丸抱えして、 国を 挙げて 国 
威を 処 してやる 姿勢で ない とでき ません。 そのと きには、 コンコルドで 一兆 円の 赤字を 出して 
も、 懲りないで エアバスを やる という あの 姿勢が 必要です。 

YS11 のように 政府は 試作 費 だけし か 出しません、 量産の 資金は 知りません では、 借金で 
やる しかない。 それでは、 金利 も かかる し、 リスクが ありすぎ て 到底で きないで しよう」 
そして 東條は 最後に いう。 

「今、 航空 工業が 進んで いる 道が おかしい とか、 変 だとい うのでは ない のです。 これ が^^だ 
と 思って いる 人は それで 当然な のであって、 ただ、 そういう 取り組み 方を 選んで おきながら、 
自動車 産業は こんなに 大きくな ってい るのに、 なぜ、 航空機は 微 々たる もので しかな いんだ、 
おかしい じ ゃない かとい われても 困る。 要は、 どっちを 選ぶ かの 問題です から」 
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ボ I イング B  7  7  7 計画 

Y X /B767 の 開発が ほぼ 山を 越した 昭和 五 四 年 八月、 航空機 • 糧 工美 番議会 航空機 エ 
業 部会 政策 分科会は 「百 席 クラス 又は それより やや 大型の ものの 開発に ついての 検討を 引き続 
き 実施す る」 との 提言を 盛り込んだ 中間報告 書を まとめた。 これを 受けて、 日本航空 宇宙 工業 
会は 次期 輸送機 Y XX の 新 機種 開発計画を 打ち出した。 

具体的な 調査は 翌年 四月から、 委託を 受けた 民間 輸送機 開発 協会で 始まった。 

日本の こぅした 動きに 呼応して、 昭和 五六 年 (一九 八 一年)、 ボ ー イング 社、 マクドネル. 
ダグラス 社、 エアバス •インダストリ^  — 社の ビッグス リ^ ~ から それぞれ 共同 開発の 申し入れが 
あつた。 どこも、 日本を 自陣営 に 引き込み たいとの 狙いで あつた。 

エアライン などとの 接触の 結果、 奸余 曲折を 経て 計画 仕様を 絞り 込んだ。 

一 五〇席 クラスの 中型 ジェット 旅客機で、 低 公害、 高度の 安全性、 信頼性と ともに 経済性に 
も 優れた 新 世代の 機体を 国際 共同 事業で 開発し よぅとす る 方針であった。 日本側が かなりの イ 
ニ シア テ イブを とる 意味から、 B767 では タッチで きな かった 基本 計画から 販売、 プロ ダク 

トサ ポ ー トの 全 分野に 参画す る、 真の 共同 開発 事業であった。 

三年 後の 昭和 五 九 年 三月、 これまでと 同じ ボ ー イング 社との 共同 事業と する 了解 覚書を 交わ 
した。 続いて 昭和 六 一年 (一九 八 六 年) には、 さらに 一歩を 進めて、 共同 事業の 運営 体制を さ 
らに 充実させる 意味から、 第二次 了 蟹 見 書を 結んだ。 しかし、 景気の 低迷 および エアラインの 
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収支 悪化な ども あって、 新型 機の 需要は 期待で きない ことから、 事業は 一向に 具体化し なかっ 
た。 

そぅした 過程で 浮かび上がって きたの が、 ボ ー イング 社から 提案され た 三 五〇人 乗り 双発 旅 
客 機 B  7 7 7 の 共同 開発計画であった。 日本 だけでは 開発の 決断が できない YXX は宙に 浮い 
た 状態が 何年 も 続き、 Y X /B  76  7 以降の 仕事量に 不安が あった。 

YXX の もたつ きとは 対照的に、 ボ ー イングが 主導す る B 7 7  7 計画は トン トン 拍子に 進 
み、 日本は これに 参画す る ことを 決定した。 平成 二 年 四月には ボ ー イング 社との 間で 共同 開発 
に関する 了解 覚書を _ した。 

ところで、 YS11 の 開発で 活躍した 鳥 養 鶴 雄は このと き、 B777 の プロジェクトを a 当 
する ことにな った。 そのため、 富士 重工から、 日本の 航空機 業界が 共同で 運営す る 財団法人 日 
本 航空機 開発 協会へ 移った 0 

YS11 の 後、 cl、 T 1 咼 譲 習 機の 開発、 MTX 中 讓 習 機の 計画な どをこな して、 B 

777を手がけることになった。最初に担当した富士重エの丁1を含め、日本では数少ない国 
産 機の 開発 設計を 次々 とこな してきた。 それ も、 出身 企業の 富士 重工を 超えて、 プロジェクト 
に 参画して きた。 

鳥 養は B777 で、 同じ 開発 協会の 池田昭 とともに ボ ー イング 社に 乗り込んだ。 池 田は 三菱 
が 開発した 一 一人乗り 小型 コミュ ー タ— 機 M U 2、 M U 300 を それぞれ 開発して 米国に 持、 入 J 
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み、 組立、 販売した 経験を もっていた。 YS11 が 「三 舵 問題」 で てん やわん やして いると 
き、 東條の 要請で、 一時、 日航 製を 応援した ことがあ つた。 

鳥 養とは YS11 で 一緒に 苦労した 仲で あり、 ともに 国産 機の 開発が 重要で あるとの 認識を 
もっていた。 それだけに、 二人は、 やがて 日本が 輸送機を 自主 開発す る 日を 念頭に 置き、 B7 
77 では、 できるだけ 日本側が 重要 部分を 獲得で きる よぅにと、 ボ ー イング 社が あからさまに 
反発して くるのを ものともせず、 正面から 渡り合った。 また、 ボ ー イング 社の 設計 ノウハウを 
できるだけ 吸収し よぅと 機会 ある ごとに 食い下が った。 

その 結果、 「B767 では 担当で きなかった 技術的に 重要な 部分、 力の かかる 主翼の 付け根 
(中央 翼) を 取る ことができた。 今後の 自主 開発に も 役立たせる ために。 それに、 コック ピッ 
卜 部分を 除く 残りの 胴体の ほとんどを 担当す る。 その 意味では、 今後の 日本に とって かなりの 
仕事量になります」 と 鳥 養は 強調す る。 

日本側の 分担 比率は YX\B 76 7 より 六 パ ー セント 多い ニー パ ー セン トで、 開発 費は  一 〇 
〇〇 億円 以上を 負担す る。 ボー イング 社との 共同 開発 プロジェクトで 日本が 占める 割合が 増え 
たことは、 それだけ 評価が 高くな ったこと を 意味して いた。 Y X / B 767 と 違って、 B 77 
7 ではす でに 開発の 手順が わかって おり、 経験者 も 数多くい る ことから、 作業は 順調に 進ん 
だ。 

しかし、 鳥 養は 述べる。 
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1 ボ ー イング 社の 懐 深く 入り込んで、 彼らの 開発の 仕方 や 体制を つぶさに 見て くると、 世界の 
トップを いく 航空機 企業の スケ ー ルの 大きさを 嫌と いう ほど 見せつ けられます。 彼らの やり方 
は、 日本の ょうに、 いくつ も ある 技術の 選択肢の 中から、 一つ だけを 選びとって 実験して 実用 
化して いくやり 方では ない のです。 

これらを すべて 実験した 上で、 一つ ひとつ 技術的に だめな ことを 確かめた 上で、 最後に 残る 
ベス トな ものを 選び出して 採用して いくのです。 だから、 膨大な デ ー タが 蓄積され ていく ので 
す。 

B29 以来、 数十 年に わたって 風洞 試験 だけを 専門に やって いる 技術者なん かがいる のです 
から、 日本では 考えられない ことです。 世界の 先頭を 走る とはそう いう ことなの かと、 つく づ 
く 感心 させられました」 

設計の コンビ ユ—夕 化 

B777 の 開発に 当たって、 時の ボ ー イング 社の 会長 シユ ロン ツは 「ヮー キング •トゥゲ ザ 
1 ( 協調作業 ごを 事 ある ごとに 口にした。 この 開発には 日本 以外に も 数多くの 外国 企業が 加 
わって いたから である。 ボ ー イング 社の レントン エ場 内では、 日本から やってきた 約 二 六〇人 
の 技術者を 含む 三 〇〇〇 人が 詳細 設計を 進めて いった。 

この 機体で もっとも 注目され たのは、 装備され た 数々 の 新しい 技術、 新 システムょり、 開発 
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に 際して 導入され た カティア (CATIA) と 呼ばれる コン ピユ ー タを フルに 使った 三次元の 
画像に よる 立体的な 設計 方式であった。 

設計 作業は ボ ー イング 社の レントン エ場を 本拠に して 行なわれる とはいえ、 細かい 部品な ど 
の 設計は 日本に 持ち帰っても 行なわれる。 八 台の IBM  メイン コン ピユ ー タに つながれた 一 〇 
〇〇 台の ワ ー クス テー シ ョンに よる 自動 製図に よって 図面が 描かれ、 インプット される。 

すると、 端末を もつ どこの 企業から でも 海を 越えて 図面を 呼出し、 プリン トする ことができ 
る。 設計され た 個々 の 部品が 組み立てられた とき、 干渉したり せずに 正常に 組み 立つ か、 メン 
テ ナンスの しやす さな どが、 デジタル •ブレア ッセ ンブリ ー という 手法に より コン ピユ ー タの 
三次元立体画像で検討できる。各部品の製造段階でも、数値制御による N cエ^gのプログ 
ラムと 連動して、 利用で きる ようになっ ている。 

ボー イング 社は カティアの 導入な ど コン ピユ ー タ化 において、 エアバス 社な どと 比べて 後れ 
をと っていた。 今回は 一気に 後れを 挽回し ようと、 意欲 的に 取組み、 大 々的な 導入を 図った。 
共同 開発に 加わった 三菱 や 川 崎な ど だけでなく、 その 下請け メ ー カ ー も 含めて 端末が 導入され 
た。 そのために 巨額の 設備投資が なされ、 人材 教育 も 長い 時間を かけて 行なわれた。 

こうした、 ボ ー イング 社を 頂点と して 日本の 協力 企業が コン ピユ ー タの ネッ トワ ー クで 結ば 
れ たことは、 両者の 関係が いっそう 緊密 化し、 強い きずなで 結ばれて いる ことを 意味して い 
た。 別の 見方と して、 ボ ー イング 社を 頂点と する 世界的な ピラミッド 構造が 形成され、 日本は 
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下請けと しての 地位に 固定 化される おそれ も ある。 

平成 五 年、 日本側の 担当す る 各部 位が 太平洋を 渡って ボ ー イング 社の シアトルに 送られた。 
B 777 の 組み立ては 完了して、 平成 六 年 四月 九日、 B777 は ロ ー ル アウ ト (初 公開) し 
た。 

「世界最大の 双発機」 「今世紀 最後の 新型 旅客機」 とも 呼ばれる B777 の ロ ー ル アウ トでは、 
派手な セ レモ ニー が 話題と なった。 何しろ、 式典の 会場と なる 世界最大の 飛行機 工場、 ボーイ 
ング 社の エバ レッ ト エ場には、 五 万人の 従業員に 加えて、 プロ ジヱク トに 参加した メーヵ ー や 
エアライン、 マスコミ 関係者な ど 合計 一〇 万人が 招待され た。 セ レモ ニー は £ 刖五 時から、 七 
〇〇〇 人ず つに 分けて 一 五 回 も 開催され たので ある。 

日本 も 参加した B777 の ロ ー ル アウ トで あり、 大いに 喜ぶべき であるが、 その 一方で、 民 
間 航空機の 王者 ボ ー イング 社の 強さ だけが 際立つ セ レモ ニ ー でも あった。 

確かに、 B 777 の 開発では 、ヵティア などに ょって 日本の 設計 方式、 生産 工程の 近代化が 
図られた。 しかし、 YXX で 企図した、 日本が ある 程度の イニシアティブを 握っての 民間 輸送 
機の 共同 開発は いまだ 実現せ ず、 顏欠ら ずボ ー イング 社の 主導に ょる 開発 作業の 下請け 的 存在 

である ことは 何一つ 変わっ ていない。 
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技術者の 自負 

ところで、 平成 五 年 秋、 鹿児島県 知覧 町で 一つの 慰霊祭が 行なわれた。 太平洋戦争 末期、 南 
方 戦線へ、 あるいは 日 i 土に 攻め上って くる 米 機動 艦隊へ 向けて 飛び立っ ていった 若い 特攻 
兵士の 霊を 偲ぶ ためで ある。 参列者の ひとりに、 YS11 の テストパイロット 長 谷川栄 三が い 
た。 元 陸軍 飛行 学校の 教官であった 彼は、 終戦が まぢかに 迫った ころ、 まだ 年若い 少年 飛行 兵 
にに わか 仕込みで 操縦 訓練を 施し、 この 基地から 次々 と 送り出して いった。 それだけに、 長 谷 
川は 毎年 催される この 慰霊祭の 出席を 欠かした ことがなかった。 

この 前日、 彼は 後輩の 渡 辺 又 十 郎と二 七 年ぶりに 顔を 合わした。 日本 エア コミ ユータ 1 運航 
管理 部 次長の 渡 辺は 子供の ころから 無類の 飛行 _ きだった。 昭和 三 九 年 (一九 六 四 年) 三月 
に日大 理工学部 航空学 科を 卒業した 彼は、 かねてから 強く 望んで いた 日本航空 機 製造 百航 
製) に 晴れて 入社した。 

一方、 長 谷川は 日航 製の 解散 後 も、 01、小型双発ビジネス機卩八700、ド<<710、 
■ ir- などの 試作機の 初飛行 や 型式証明 取得を 無事 こなして きた。 いわば、 日本には 数 少ない テ 
スト パイロットの 第一人者 である。 そして、 入社 早々 の 渡 辺は YS11 の パイロット として 長 
谷川に 徹底的に 鍛えられた。 

久し振りの 再会に 二人は、 街の 一膳飯屋で 酒を 酌み交わしつつ 話が はずんだ。 二人に 共通す 
る 話の 第一は、 Ysll_ り、 飛ばして いた 時代で あった。 
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| それにしても YS 11 は いろんな 問題が 次々 と 出て きて、 さんざん 苦労 させられ たな あ | 
二人が交わしたこの会話は、 ¥ 311の開発に携わった関係者らが顔を合わせて、この輸送 
機に 話が 及ぶ とき、 自然に 出て くる 挨拶 言葉 ともなっ ていた。 

「 難産で、 苦労 させられた 子 ほど かわいい」 は、 YS11 を 表す 言葉 そのもので、 それ も 一人 
つ 子なら なおさら だ。 

酒 も 進み、 渡 辺は 声を 一段と 大きく して、 最近 出張した スウ ヱ ー デンでの ちよっ とした 出来 
事を 話し 出した。 

「今、 わが 社では YS11 を 何 機 も 使って いる。 ご 承知の ように、 長い もので、 もう 三〇年 近 

くに もなる。 まあ、 よく 飛んでくれ ている と 思います が、 残 4^心 ながら、 これ もい よいよ もっ て 
リタィアの 時期を 迎えて いる。 後継 機に スウ ヱー デンの サ—ブ を 購入し ようと 思って 向う に 一. 了 
ったんで す」 

そのと き、 サーブ 社で 渡 辺の 相手をした 担当者が いった。 

「日本は 自動車は ずいぶん いいのを 作って、 世界に 売って いるが、 飛行機は できる のか。 飛行 
機が できな いんじ やしよう がない じ やない か」 

その 担当者は まだ、 三〇 そこそこの 男だった。 渡 辺は 五〇歳 半ばで ある。 この 言葉に、 渡 辺 
は 机を 叩いて 思わず 反撃した。 

「日本は アメリカ、 ィギリスを 相手に あれ だけの 飛行機を 作って 戦っ たんだ。 戦後は、 YS1 
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1 といぅ 六 〇人も 乗せて、 たった 七 二〇メ ー ト ルの 実 距離で 昇り 降りで きる し、 一二 〇〇 メー 
トル 滑走路で 離着陸で きる 飛行機を 作っ たんだ。 

なんだ、 おまえの ところの サ ー ブは たった 三 六 人 乗り じ やない か。 それでも 一 五 〇〇メ ー ト 
ル もの 滑走路が 必要 じ やない か。 日本は 離島が 多い ので、 使えそぅ だと 思って サ ー ブを 買いに 
来たん じ やない か。 それを 何 だ、 日本に 来て 飛行機の 作り方を 教えて やる とは . 」 

渡 辺が 思わず カッと きたのは、 かつて 日本 も YS11 を 開発した ことがあ るとの 自負が ある 
からだった。 だが、 それ も 老朽 化が 進み、 新しい 機種を 導入し なければ ならない 時期に きてい 
る。 それな のに、 日本には それを 満たす 飛行機が ただの 一機 種 もない ので ある。 

「航空 靈業 S 論」  i 

そんな 日本の 航空機 産業の 現状を ついて、 技術 評論家の 森 谷 正規は 「中央 公論」 平成 元年 九 
月 号で 「日米 "技 み 分け" のす すめ」 を 展開した ことがあ った。 かつては、 軍事 技術から 
民生 技術への 波及 効果が さかんに 強調され たが、 最近は そのこと が 当てはまら なくなった。 む 
しろ 逆と なって おり、 「ズ バリ 言えば、 日本の 産業 全体の 発展に とって 航空機 産業は 必須では 
ない。 (中略) 日本の 産業は この 二〇 年間、 航空機 産業な しで 大きく 伸びて きている」 と 指摘 
したので ある。 

アメリカは、 世界に 君臨す るボ ー ィング 社な どの 民間航空機の 分野にまで も 日本が 進出して 
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くる ことを 極度に 警戒す る。 その 典型は、 日本が 独自に 開発し ようとした 次期 支援 戦闘機 FS 
X に対して、 過剰な までに 反応して これを 批判した ことで ある。 このと き、 日米 関係は 険悪と 
なった。 日本が 軍用機の 開発で 技術を 身に つけ、 次には 民間航空機に 乗り出して くるので はな 
いかと アメリカが 勝手に 決め込ん だからで ある。 

業界の 外では、 この 航空機 産業 不要 論と もい える 考えに 賛同す る 人 も 少なくない。 大幅な 貿 
易 収支の 赤字に 悩む アメリカに とって、 巨額な 航空機の 輸入を 図っ て くれる 杲は大 の お得 意 
さんで ある。 日本が 今後と も 民間航空機には 進出せ ず、 輸入 国で あり 続ける ことは、 過剰な ま 
での 輸出超過と なって 批判され ている 他 産業に とって は、 アメリカを これ 以上 刺激し ないです 
むだけ に 好都合な ので ある。 

また、 航空機 業界には 「開発 力 や 設計 技術の 向上に そんなに こだわらなくても、 ボー ィング 
社 や エアバス 社の 下請け 生産 や ラィセンス 生産を 通じて 業界の 売上を 増して、 産業の 規模を 大 
きくして いけば いいでは ないか。 それの ほうが、 確実で 安全 だし、 リスク も 少なくて すむ では 
ないか」 とする 人たち が 少なくない。 

どちらの 論が 日本に とって？ ] 1 M かは 別と して、 こうした、 半ば 諦めに 近い 航空機 業界 関係者 
の 姿勢に 鳥 養は 激しく 反発す る。 だが、 最近の 東西 緊張緩和、 軍需から 民需への 転換に よって 
拡大 一途に あつた 防衛 予算が ここへ きて 頭打ち、 もしくは 削減へ と 向かおうと している。 

そんな 中、 世界の 航空機 メ— カー は 生き残りを 賭けて、 軍需から 民需への 大 々的な 転換を 図 
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ろうとし ている。 ところが、 日本の 航空機 産業は 防衛庁 (軍需) に 頼り 切って 現在まで 来て し 
まった。 気がついて みると、 今後の 生き延びる 方策が 見出せな いので ある。 業界 内には、 「こ 
のままでは われわれは 永遠に ボ ー イング 社の 下請けに 甘ん ずる か、 それとも 消滅して しまう か 
だ」 と 危機感を 強めて いる。 

アメリカの 下請け 生産 化 

YS11 の 完成から 三〇 年が たったが、 世界を 見回し、 本格的な 国産 輸送機 (旅客機) の 一 
つも 開発で きない 先進国は 皆無と いって よい。 

こうした 中、 ボ ー イング 社は 平成 五^^に、 Y X X とほ ぼ 同 規模になる 一 五〇席 程度の 次期 
中型 輸送機 B 73 7X の 開発を 優先させる ことを ほぼ 決定した。 不況 下に ある ボ ー イング 社 
は、 ベスト セラ ー 機と も 呼ばれて、 三 〇〇〇 機 以上 も 受注した B 737 を 改良す る ことで、 資 
金の かかる YXX の 新規 開発を 避けた ので ある。 これにより、 日本と 交わして いた YX X の 共 
同 開発に 関する 覚書は 事実上 白紙と なった。 日本が ある 程度の イニシアティブを 取って 進めた 
いとして いた プロジェクトの 可能性は ひとまず 消えて しまった ので ある。 

このため か、 ボ ー イング 社は 日本側に B737 X の 下請け 生産を 打診して きた。 日本の 業界 
関係 社は、 「B737X 下請け 生産は ボ ー イング 社からの 慰謝料」 と 受け止め ている。 

ところが、 日本より 一歩 先に 韓国が 部品の 開発で 参加す る ことが 決まり、 すでに 設計が 始ま 
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つてい る。 韓国は、 B747 ジャンボ ジェット機 や B777 の 部品を ボ ー イング 社に 納入して 
きた 実績が 評価され たので ある。 このほか、 中国 も B737X の 下請け 生産に 参加し ようとし 
ている。 これまで、 ボ ー イング 社と i な 協力 関係を# t： してきた 日本 も、 アジア 諸国の 航空 
機 産業の 台頭に よって、 それらの 中の 一国に しか すぎなく なって きた。 

こうした 情勢 下で、 鳥 養ら が一 貫して 主張して きた 「国産 旅客機 YSX を 開発すべき だ。 日 
本の 航空機 工業は YS11 の 経験 やボ— イング 社との B767、  B777 の 共同 事業を とおし 
て、 すでに YSX を 開発す る 力は 十分 にもって いる」 とする 主張が 一段と 重要性を 増して き 
た。 

日本の 最後の チャンス 

YS11 の 初飛行から 三 二 年、 航空機 関 発 協会では、 この 一〇年 ほどの 間、 足踏み g 態に あ 
つた YS11 の 後継 機 YSX への 取り組みが 本格 化しようと している。 

航空機の 名門 企業 メ ッサ ー シュミット やフォ ッカ ー 社を ^ 下に 納めた ド イチェ •エア ロ  •ス 
ぺ ー ス (ベンツ •グル ープ) 、近年、 航空機 工業に 力を入れ 出して いる 中国、 インドネシアな 
どの 動向を 見き わめな がらの 検討で ある。 

鳥 養 鶴 雄は、 Yx、 Y X X を 開発して きた この 開発 協会の 常務 理事の 職に あって、 YS11 
や MU2 で 育った 水 野 洋や藤 田 伸 之ら とともに、 精力 的に 世界を 回って YSX の 実現の 可能性 
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を 探つ ている。 

しかし、 YSX の 前途は 厳しい。 YS11 の 二の舞は 許されな いと、 業界 も 後押しす る 通 産 
省 も YSX の 着手には きわめて 慎重で ある。 

そんな 中、 この 数年、 YSX とほ ぼ 同じ 七 五 人 乗り 前後の 民間 機の 計画が 世界の 航空機 メー 
カ ー から 次々 と 発表され た。 イギリス BAe と 台湾 エア ロスべ ー スが合 弁 会社を 設立して 開発 
を 予定す る 146 、フランスと イタリアの 企業連合 ATR、 スウ ェ ー デンの サ ー ブ、 ブラジル 

の エン ブラ エルな どで ある。 

エンジンの タイプが 違う プロペラ ジェット (夕 1 ボ プロップ) では、 インドネシアの 国営 企 
業 IPTN、 カナダの ボン バル ディア、 スペインの CASA などの 計画 も YSX とほ ぼ 同 規模 
である。 

とはいっても、 どの プロジェクト も それぞれ 問題を 抱えて いる。 互いに 出方を うかがい なが 
ら 駆引きを 展開し、 相互に 提携す る 可能性 も 十分 ある。 

足踏み g ffi の 日本を 尻目に、 最近は アジア 諸国の 航空機 工業への 取り組みが 目立って いる。 
目覚ましい アジア 諸国の 経済発展に 比例して、 航空 需要の 伸びが 欧米より 高い と 予想され てい 
るから だ。 

ことに、 人口の 多い 中国は 将来の 市場と して なた め、 このところ、 ボ ー イング 社が 急 接 
近し、 平成 五 年、 日本の YS X と 同 規模の 小型 輸送機を 共同 開発し ようとの 話が もち 上がっ 
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た。 

また、 小型 機で 奮闘し、 夕— ボ プロップ 機を 開発した インドネシアが 今度は YSX に 似た 小 
型ジ ヱッ ト機 にも 手を 染めようと している。 台湾 も 欧米の 大手 航空機 メーヵ ー との 連係が 行な 
われよう として おり、 YS11 を 開発した 頃とは 様 変り である。 

平成 六 年 四月 ニニ 日、 「朝日 新聞」 は 「YSX 共同 開発、 米ボー イング 社が 有力」 と 一面の 
大 見出しで 報じた。 

これまで ボ ー イング 社は 中型 •大型機が 中心で、 小型 機で ある 日本の YSX 計画には 関心が 

薄かった。 しかし、 世界的な 航空 不況に よって YSX に 参加す る 姿勢に 転じた というの であ 

る。 日本側 も、 YSX にボ ー イング 社の 既存 機種 用 部品を 利用す る ことで、 両者に メリットが 

生じる としてい る。 規模 も、 日本側が 目指して いた 七 五 席 (五 〇〜 一〇〇 席) の 小型 機と する 

案を やや 大きく して 九〇席 クラスに 拡大し ようとし ている。 

事実上は 中止と なつた YX X クラスに 近づき、 YSX と 折衷した 大きさと なつて いる。 だ 

が、 この 計画を めぐって は、 日本側の 中で も 意見が 分かれて いる。 

「日米 双方の 利益が 一致す る 現実 味を 帯びた 妥当な 計画で ある」 とする 見方と、 「またも ボー 

イング 社との 共同 開発 か、 やはり、 日本の 主体性を もっと 鮮明に 出すべき だ」 との 意見で あ 
る 0 

この 動きに 対して、 これまで 日本との 共同 開発の 可能性を 検討して きた 欧州 ビジネス 協会 吭 
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空 宇宙 委員会が 直ちに 反応した 0 

「最近の 主な 新聞に 掲載され たいくつ かの 記事に 対し 懸念を 抱いて いる。 特に 我々 は、 ボ ー ィ 
ング社 が 小型 旅客機 プロジェクト (YS-X) において 日本の 航空宇宙産業の 望ましい パ ー ト 
ナ ー であると いう 明らかな 出現に 注目して いる。 (中略) 

ボ ー ィング 社に すべての 新しい 共同 プロジェクトに おいて 優先権を 与える 方向へ 逆戻りし よ 
うとして いる ことで ある。 われわれの 協会の メンバ ー の 何 社 かは、 独自に この プロジェクトの 
ため、 時間と 努力を 費やして、 パー トナー として お 互いに 賛同で きる 方法を 日本と 話し合っ 
た。 これに 対し、 ョ ー ロ ッバの 選択を 断念され るよう な 決定が 下される とすれば、 これらに 関 
連して いる 各社は 大きな 反発を 抱く であろう」 (一九 九 四 年 六月 八日 付 「wing」) 

大型機、 小型 機で あれ、 リスクが 巨大な だけに、 航空機の 新規 開発は 難しい 時代へ と 入って 
きた。 

YS11 の 後継 機を めぐる 動きは、 さまざまな 駆引きと 奸余 曲折が 予想され るが、 こうした 
ボ ー ィング 社との 共同 ¢0 可能性が 取り沙汰され、 欧州からは 反発が 出る こと 自体、 YSX 
プロ ジヱク トへの 関心が 高まって 来た ことを 意味し、 実現への 動きが 加速され る ものと 予想 さ 
れ る。 

YSX は 日本の 航空機 産業が 世界の 中で 自立で きる かどう かの 最後の チャンス といえるが、 
こうした 情勢を 受けて、 渦中に いる 鳥 養は ム溪 の 戦略を 語つ た。 
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「業界 内には いろいろな 考え方が あります が、 今から 日本が 中型 や 大型機の 開発に 乗り出そう 
というの はとても 無理と いうべき でしよう。 やはり、 これら 中型 •大型機では、 国際 共同 開発 
の 形態を 取りつつ も、 小型 機は 日本が 主導して 開発して、 基本 計画 や マー ケット、 プロダクト 
サボ ー トに 関しての ノウハウを 身に つけて、 独自の 力を つけて おく。 そのこと が、 中型 •大型 
機の 共同 開発を めぐって 相手方と 交渉す る 際に も 強みと なって、 条件を 有利に 運ぶ ことができ 
ると 思う のです」 

そして、 YS 11 の 経験から 次のように 強調す る。 

「航空機の 開発では、 一旦 トラブルが 発生 すれば、 それで 計画が 挫折して しまう ことに もな り 
かねない。 経験と 技術の 巧妙な 組合せが、 限られた 時間と 予算を 守って 開発を 成功させる 基本 
である。 その 知識は、 先輩 達が 遮二無二 突き進んだ ように、 連続した 開発を 通じてし か 残す こ 
とはで きない。 

開発を 行わずに 技術を 伝える 方策を 考える より、 航空機 開発の チャンスを いかにつ くりだし 
ていく かが、 今日の 航空機 業界の リ ー ダー の 大きな 課題で ある」 (「日本 機械学 会 誌」 一九 九 四 
年 二月 号) 

YS11 の 開発に 着手した ころは 若手と 呼ばれた 鳥 養 もす でに 六〇 代に なって いる。 その 彼 
が 最後に こう 述べた。 

「YS11 に 青春を 傾けて いた 連中と いうのは、 今 五〇代 後半 組が 最後なん です ね。 それで 
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も、 まだ、 ほんの 少しは 残って いるので す。 あと 四、 五 年た ったら、 完全に いなくなる。 で 
も、 今なら YS11 の 灰の 中に まだ 火種が ある。 場合によ っては 燃え上がりうる 火種なん だと 
思っ ています」 

すでに、 就航して から 三〇年 近くに なろうと している YS11 は、 現在、 パワ ー が 不足 気味 
であった ダ^ ~ 卜 10から、強力な馬力をもつゼネラル.エレクトリック社製丁64エンジンに 
取り換える 計画が 進みつつ ある。 

「離着陸 1 のよ い、 一二 〇〇メ I ト ルの 滑走路で 飛べる YS11 は まだまだ これから 先 も 使 
ってい きたい」 とする ロ ー カル エアラィン などの 要望が 強く、 毎時 五 五〇キ ロメ ー トル 近く ま 
で 上げて#^ を アップし、 この 先一〇 年は 活躍して もらおうと いうので ある。 

これに ともなう 一連の 計画 i には、 YS11 の 開発 初期から 関わった 現 日本 飛行機 社長の 
園 田 寛 治 や テストパィロットの 長 谷川 栄 三ら が 情熱を 燃やして いる。 日本で 生み出された YS 
11 の 翼は まだまだ 世界の 空から 消え去る ことは ない。 
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あとがき - YS11 と Hn  ロケット 


この あとがきに とりかかる 前、 宇宙開発事業団 (科学技術庁) が 開発した 日本 初の 国産 ロケ 
ット Hn が 打ち 上がっ たと する 「科学 朝日」 の 原稿を ちよう ど 書き終え たと ころで ある。 

純 国産を 謳い文句に、 欧米 先進国から かなり 後れて 開発した 小型、 高#^ の H II は、 さま ざ 
まな 点に おいて YS11 とよく 似て いる。 八 邊 は、 欧米諸国が 支配す る 商 _ 星 打ち上げの 国 
際 市場に 食い込んで いくため、 大幅な コス ト ダウンが 必要と なる。 そうした 業務 も 含めて、 民 
間 企業で ある ロケット システム 社に 順次 費 DH していく ことにな ってい るが、 前途は きわめて 厳 
しいと いつて よいだろう。 

なにしろ、 同社の 組織 形態 も 構成す る 企業 も YS11 を 開発 •生産した 日本航空 機 製造と ほ 
とん ど 同じで あり、 ともに 国家的 巨大 プロジ ヱク トを 担っ ている。 同じ 矛盾を 抱え込みながら 
も、 三 〇 年の 時を 隔てて、 ここに 再び 似た 取り組みが 始められ ている。 

日航 製で 苦労した 関係者ら は、 今、 注目を 浴びて いる H II の  <5逐 の 事業 展開を 想像しながら 
「YS11 で 体験した われわれの 苦い 教訓が、 果たして 生かされる であろう か」 と 見守って い 
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る 0 

戦後の 日本は たえず、 欧米の 後追いで 今日の 技術 大国を 築き上げ てきた。 しかし、 Ys! 
や H II のよう な 大きな リスクが ともなう チヤ レンジ ングな 先進 的 巨大 開発 (国家) プ ロジェ ク 
卜は 、体質に なじまない 面 も 多く、 消極的で ある。 

その反面 として、 経済 あるいは 利潤を 第一と する 民間 企業の 旺盛な 活動に よる 戦後の 発展に 
は 目を 見張る ものが ある。 荒廃した 国土の 復興を 目指して 出発した 日本は、 たえず、 確実に 儲 
かる ことを もっ とも 優先させる ことで 日の 繁栄を 獲得して きたの だが、 経済大国と なった 現 
在に おいても その 姿勢に 変わりは ない。 

フランスの 思想家 バタ ィユ 流に いえば、 儲けに つながらず、 浪費で しかない 軍需、 あるい 
は、 見方によっては 道楽、 冒険 主義 (パィオニア) といわれ かねない 航空 •宇宙の 分野を ほど 
ほどに する ことで、 民需 主導に よる 今日の 経済的 繁栄を つくり 上げて きたので ある。 

そうした 意味に おいて、 YS11 プロジェクトは、 奇跡的な 発展を 遂げて 成功した とされる 
戦後 日本の 産業の 特質 あるいは 表と 裏を 映し出す 鏡の 役割 も 果たして いる。 

ところで、 最近、 ずっと 沈黙して きた i 日に 登場す る 技術者たち 自身が、 YS11 について 
の 教訓 や 意味に ついて より 強く 意識し、 時の 流れを 経る 中で 語り 始めようと している ことは、 
注目され るべき であろう。 

日本は いつも 臭い ものには 蓋を しがち である。 また、 航空機 産業 (防衛 産業) の 発展を 批判 
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的に 捉える 人たち の 中には、 内実まで も 分け入っ て 知る こ ともなく、 表層 部分での み 判断し、 
紋切り型の 主張を 繰り返し ている 場合が 少なくない。 しかし、 次期 輸送機 YS X の 可能性に つ 
いて 論議が 高まり、 さらに Hn ロケットの 打ち上げが 成功す る 時代と なった。 今ごろに なっ 
て、 あえて、 日本は 金を 食う 民間航空機 や 宇宙開発を 本格的に 手がける 必要が あるの か、 とす 
る 問いが 投げ かけられ ている。 こうした 現在 こそ、 覆い かぶせて あった 布を 取り去って YS1 
1 を 白日の 下に さらし、 貴重な 歴史的 教訓と して 大いに 論議し、 問題点を 明らかにして、 今後 

に 生かして いくべき であろう。 

これからの 時代、 日本は その 経済力から して、 航空 •宇宙に 限らず、 広く 自然を 対象と した 
地球 環境問題 などに おいても、 これまでの 経済 一辺倒を 乗り越え、 世界の 先頭に 立って、 国と 
して 取り組んで いかなければ ならない 時期に 至ってい る。 しかし、 日本は そのような 経験 も 基 
盤 も 十分に もち 合わせて いないし、 何よりも 失敗を 恐れ、 きわめて 消極的で ある。 

それば かり か、 科学技術の プロジェクトは 時代と ともに スケ ー ルが 巨大に なって いるに も か 
かわらず、 人間の スケ ー ルが 追いついて いかず、 逆に、 現代に 近づく ほど 小さく、 こぢんまり 
となっ てきて いる。 過去、 現在の 巨大な プロジェクトの 内実を 靦 いてみ ると、 こうした 感 をよ 
り 強く する ので ある。 

だが、 そうした 実情とは 別に、 地上を 離れ、 国境を 越えて 大空を 飛翔す る 航空機の 初飛行、 
あるいは、 地球の 引力圏を 脱出して 宇宙へ と 飛び立つ ロケットの 打ち上げは、 何故 人々 を惹き 
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つける のであろう か。 

現在から 振り返れば、 貧しい 時代 状況から 出発した 日本の 戦後は、 航空機 や ロケット (宇宙 
開発) を 単なる 一 工業製品 として、 あるいは、 あまりに も 経済、 軍需の 観点から しか 見て こな 
かった のではないだろう か。 こうした 時代のは ざまで 産み落とされた、 民需品と しての#^ を 
強く もつ YS11 の 軌跡は、 そのこと を 十分に 物語つ ている と 思える。 

ところで、 私が YS11 を まとめた いと 思っ たのは、 上述した ような 問題意識 もさる ことな 
がら、 それ 以上に、 次の ような 思いが 強く あった。 

日本が まだ 貧しかった 昭和 三〇 年代 前半には、 これまでに 手がけた ことのない 民間 輸送機を 
実現した いとする 主体の 側の 情熱 や 思いが、 取り巻く 厳しい 環境 や 市場の 現実を 超えて 存在し 
たという 事実で ある。 無謀で、 身の ほど 知らず といわれよう とも、 大胆に 挑戦した 技術者たち 
の 格闘す る 姿 そのものが いかなる ものであった のかを、 とにかく 見き わめ、 追体験して みたか 
った。 さらには、 技術が 人を 通し、 各 世代を 通して いかにして 受け継がれて いくの かも、 見き 
わめて みたい と 思った。 

i 日を 発刊した ことで、 これまでに 出版した 『ジェットエンジンに 取り 憑かれた 男』 『富 嶽 
—— 米 本土を 爆撃せ よ』 上 •下、 『マン •マシンの 昭和 伝説 ^ ^ 空 機から 自動車へ』 上 •下 
(いずれも 講談社 文庫) と 合わせての 四 部 作が まとまる ことと なった。 

さまざまな 対象 や 年代を 扱いながら も、 いずれも、 根底に おいては 共通す る テ ー マを 追い か 


けて いる。 経済大国、 技術 大国と して 今日を 築き上げ てきた 日本の 技術の さまざまな 系譜、 ま 
た 失われ ゆく ものを 技術者を 通して 昭和 史の 中に 位置づけ てみたい とする 試みで ある。 今後は 
さらに 領域を 広げた ところでの 次 作を 準備しつつ ある。 

i 日が 成立した のは、 何よりも、 ィンタビュ ー に応じて 下さった 方々 の 内に、 ム r なお 忘れ 難 
い YS11 に対する 熱い 思いが 秘められて いたから である。 また、 が 本 テー マを 準備し つ 
つ ある ことを 見抜かれた 講談社 生活 文化 第三 出版部の 古 屋信吾 氏の 熱心な 働き かけが あったれ 
ば こそで も ある。 さらに、 同 出版部の 三輪 英子 氏の きめ 細かい gig が あって、 このよぅに 形を 
整える ことができた。 心から 感謝したい。 

一九 九 四 年 
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文庫 坂 あとがき 


本書を 発刊して のちの 四 年間、 世界の 航空機 •防衛 産業には 劇的と いえる 歴史的な 一大 再 
編 •合併の 波が 押し寄せた。 

その 引き金は いうまでもない、 一九 九〇年 § めに、 社会主義 国が ドミノ 現象で 崩壊して、 
"東西 冷戦の 時代" に 幕が おりた ことで ある。 

この あと、 突出した 軍事 大国 アメリカの 国防 予算が 削られ、 少なくな つた パィを 何 社の 航空 
機メ ー カー で 分ける かとな つた。 

一九 九 三年、 冷戦 後の 体制を 模索す る アスピン 国防長官ら 国防総省 首脳は、 航空機 •国防 関 
連 各社の 首脳を 集めた 晩餐会に おいて、 突き放す ょうな 口調で 伝えた。 

「もはや 皆さんを 養う だけの 予算は 持ちえない」 

"最後の晩餐" とも 呼ばれた、 このと きの 異例の 発言を 機に、 長年 続いて きた 産 裏邀 月の 時代 
は 終わりを 告げ、 米国 防 産業の 再編が 始まる ことになる。 

戦前から 続いて きた 誰もが 知る アメリカの 名門 航空機 メー カー、 日本で いえば 三菱 重工 や 川 
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崎 重工な どが 次々 と 合併す る 巨大 再編が アメリカで 起こっ た。 

一時は 軍用機と 民間 機の 両方を 生産して いて、 米 最大の 航空機 メーカ ー だった ロッキ L ド 社 

が、 ミサイル および ロケットの 最大 手メ ー カ ー、 マー チン •マリエッタ、 および、 ベスト セラ 
— 機で 日本の FS X の 原型 機と なった F16 を 開発、 生産して きた ゼネ ラル •ダイナミックス 
両 社と 合併した。 

日米 開戦の ころ、 無敵を 誇った 日本の 零戦は、 やがて 戦争が 激しくなる につれ、 籠を 高め 
た 米軍 機に 次第に 撃ち落とされて いく。 そのと きの 宿敵が グラマ ン 社の 開発した 一連の 艦上 戦 
闘 機だった。 

その グラマ ン 社は 六十 数年に わたり 米海軍を 支えて きたが、 やはり 名門の ノース ロップ 社と 
合併、 その ノ ー スロ ップ •グ ラマン 社は、 またたくまに 先の ロッキー ド •マ ー チン 社に 吸収 さ 
れる 形で 合併す る ことに 合意した。 ついに、 米国 防 産業は わずか 数年に して 二大メ ー カー に 集 
約され るかと 思われた が、 あまりに 極端な 寡占 化の 進行に、 これを 嫌った 司法 省が 介入して こ 
のムロ 併は ご 破算と なった。 

一方、 民間 機では 世界の 六 五 パ ー セン トを 占めて いた ボー イング 社が、 まず ロック ゥヱ ル. 
インタ 1 ナショナルの 防衛 •宇宙 部門を 買収した。 レー ダ ー で 捕らえに くい" 見えない 爆撃機" 
といわれて 湾岸戦争 にも 登場した B1 を 開発 •生産した メー カー である。 

この あと、 軍用機で ロッキー ド 社と トップ 争いを 演じ、 F15 戦闘機な どを 開発、 生産して 
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きた マクドネル •ダグラス (MD) 社を 吸収合併して、 もぅ 一方の 雄と なった。 

確かに、§0社は民間機も生産していたが、そのシェアは世界の三ニニパーセント(一〇〇席 
以上の 機種) にまで 落ち込んで 苦境に あり、 実際は 軍用機 メ ー カ ー といえ た。 

MD 社が 消滅した ことで、 世界の 民間 機 市場は ボ ー ィング 社と エアバス 社に ょる、 大西洋を 
挟んだ アメリカ 対ヨ ー ロ ツバの 二 強 時代と なった。 

ちなみに、 これら メ ー カ ー の 一社 当たりの 売上は、 いずれも 日本の 航空宇宙産業 全体の 売上 
の 何 倍に もなる 規模 ばかりで ある。 

一連の 巨大 合併が 進んだ ことで、 一九 八〇 年代に 九 社 あった アメリカの 巨大 軍用機 メ j カー 
は、 わずか 数年で ほぼ 三 社に 集約され てし まった。 

一方、 米国 防総省は 長年 守り 続けて きた 軍用 規格 (ミリ タリー スペック) を 廃止して 垣根を 取 
り 払い、 民生 技術と 同じく 安く 調達で きる ことを 最優 先す る 方針を 打ち だした ので ある。 

この 方向転換は きわめて 重要な 意味を もっていた。 これと 合わせて、 MD 社が 民間 機メ ー カ 
1 のボ ー ィング 社の 軍門に 降っ たことは、 ミリ タリ ー テクノロジー 至上 主義が 終焉した ことを 
意味した。 軍事 技術で さえ も 民生 分野と 同じく、 コス トが 優先す る 時代を 迎えた ので ある。 

もはや、# 第一 主義で 経済性を 無視す る 軍用機 メ ー カ ー が 航空機 産業を 牽引す る 華やかな 
りし 時代は 確実に 去った ので ある。 

一方、 ヨ ー ロ ッバの 主要 各国で も、 一国 一 航空機 メ— カー に 集約され、 それ も 軍用機と 民間 
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機の 両方を 生産して いる。 だが それでも、 単独では 世界の 航空機 市場で 生き残れな いため、 仏 
ア エロス パ シア ルな どョ ー ロ ッバ 大手 六 社が 大 連合を 組ん. で 「欧州 防衛 航空会社」 を 設立す る 
ことで 合意して いる。 この 中には 国有 企業 も あって、 手続きに 時間が かかる ため、 まず 先行す 
るかたち で、 独 ダイ ムラ ー クライス ラー  •エア ロスべ ー ス (D  ASA) と 英ブリ ティッシュ. 
エア ロスべ ー ス (BAe) が 八 屏 する ことが ほぼ 決まった。 これにより、 売上では 世界 第二 位 
の ロ ッキ ー ド •マ ー チン 社に 次ぐ 規模と なる。 民間 機では すでに エアバスに 集約して、 ア メリ 
力に 対抗して いる。 

さらに、 エンジンに 関しては 民需、 軍需を 問わず、 すでに 三〇年 以上 前から 世界 市場は ほぼ 
米ゼネ ラル •エレクトリック 社、 米 プラット •アンド •オイ ットニ ー 社、 英ロ ー ルス •ロイス 

社の 三 社に 集約され ている。 

さて、 こぅした 一九 九〇 年代 半ばの ドラス ティ ックな 巨大 再編、 集約 劇を 踏まえつつ、 日本 
の 航空機 (防衛) •宇宙 産業に 目を 移す とどぅ か。 

世界に 吹き荒れる 再編の 嵐からは まったく 無縁で、 不思議な ほどな にご ともなく、 この 半 世 
紀 近く 無風 « 1 が 続いて いる。 世界 需要の 二、 三 パ ー セン トし か 占めて いない 狭い 日_ 場で 
ありながら、，， 親方日の丸" の 防衛 需要が 七 五 パ ー セント も 占めて いる。 機体は 三菱 重工な ど 主 
要 四 社、 エンジンは 石 川 島播磨 重工な ど 三 社が ひしめ く 奇妙な 光景が ある。 

他 産業に 目を 移せば、 国際的な メガ コンペティション (大競争) の 時代と いわれ、 自動車 産業 
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では 世界的 再編の 時代に 入った。 長く 続いて きた 日本の  一一#^ 制 も 事実上、 崩壊した。 

そんな 中に あって、 日本の 航空機 (防衛) •宇宙 産業 だけが エアポケットに いるよう な 姿は、 
何 か に似てい ないか。 

それは、 現在 騒がれて いる 金融 ビッグバンが 襲う 以前の 日本の 銀行 や 保険会社、 証券会社の 
姿で ある。 

護送船団 方式で きた 政府が、 どんな ことがあ っても 主要都市 銀行は 絶対につ ぶさない とし、 
周囲 もそう 思い込んで 安泰と していた ころの 姿に 近い。 

そんな 最後の 砦の 金融 分野に も 世界の 波は 押し寄せ、 いま 日本 型 システムの 崩壊が 始まって 
いる。 しかし、 航空機 (防衛) •宇宙 分野では、 まだまだ、 その 日本 型 システムの 中に どっ ぶり 
と 浸 かっていて、 防衛庁への 依存 体質は 変わりそう にもない。 

振り返れば YS11 は、 一八 二 機が 製造され て 世界へ 売り さばいた とはいえ、 典型的な 日本 
型 システムの もとで 生産され たもの だった。 

i 日は、 戦後 初の 国産 旅客機を 開発す る 技術者の 苦闘す る 姿と、 困難と いわれた 世界 市場へ 
と 食い込んで いく 過程を 追い かけて いる。 それと 同時に、 民間航空機 に対する 認識が きわめて 
甘く、 一貫した 政策 もな く、 生産 体制 も 責任の 所在 も 曖昧な 無責任 体質の 日本 型 システムの 典 
型 も 描いて おり、 そのため 、携わった 技術者た ちの 格闘す る 姿が より 悲壮 感を帯 びる ことにな 
る。 
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YS11 の 事業は、 日本が 取り組んだ 戦後の 巨大 プロ ジヱ クト 、原子力 開発 や 宇宙開発、 巨 

大 コン ピユー タ (第五 世代) などと 不思議な ほど 共通して いる。 

たとえば、 航空機 (防衛) 産業と そっくり 重なる ロケット 分野で も、 いつまで たっても 宇宙" 開 

発" であっ て、" 親方日の丸" の ぬるま 湯からの 脱皮を 試みる ことは ない。 

そのため、 商 星 打ち上げの 市場に 参入し ように も、 使い捨て 型の 大型 ロケット Hn、 あ 

るいは J1 は、 高 コスト 体質 そのもので 太刀打ち できず、 プロジェクトの 継続 も 危ぶまれ てい 
る 0 

これら 一連の 国家 プロジェクトは、 アメリカ と比べて 規模 も 予算 もわず かなの だから、 それ 
に 応じた 独自性の ある プランが 提案 されても いいはず なの だが、 いつも 十 年 以上の 遅れで、 た 
だ アメリカが たどった 道を こじんまりと 後追いを する 二番煎じの コンセプト しか 打ち出せ てい 
ない。 いまや 明確な 目的 や 意味を 提示で きない まま、 方向 性を 失い、 存続が 問われて いる 姿は、 
すでに 数十 年 前の YS11 事業に 見いだ されて いた。 

それでは、 i 日の 最終 部分で 触れた、 YS11 の 後継 機で ある YSX の 開発 スタ 1 卜の 可能 
性は、 その後 どのよう になった のかを 述べて おく 必要が あろう。 

一九 九 七 年 八月、 ボ ー ィング 社が MD 社を 吸収合併した とき、 日本の 航空機 産業の 関係者ら 
が 見守って いた 機種が あった。 それは MD 社が 一九 九九 年に 引き渡しを 目標に して 開発して い 
た 「MD95」 が 存続す るか どうかだった。 


日本の 航空機 メ ー ヵ ー は、 防衛 需要を 除いた 残りの 一一 五 パ ー セントの ほとんどを、 ボ ー イン 
306 グ 関連の プロジェクトに 依存して いる。® Hil にいえば、 ボ ー イング 頼みの〃 偉大なる 下請け" 
として 仕事を 確保して いる。 

その ボ ー イングが もし、 「MD95」 の 開発を 継続して 市場に 送り込む 決定を 下したならば、 
YS X の 可能性は ほぼ 消えた ことになる からだった。 それは、 「MD95」 が一 〇〇 席を 少し 上 
まわる クラスの 旅客機で あり、 一方、 YSX はボ ー イングと 組んで 九〇席 クラスの 小型 旅客機 
の 共同 開発を 目指して きたから、 両者の 市場は 完全に ダブる ためだっ た。 この 世界では、 一社 
で 同じよぅな 機種を 二つ 抱える ことは ありえない。 

ボー イングは 先細りす る 旧 MD 工場の 仕事を 確保す る 意味から も、 一九 九 八 年 一月、 日本と 
の YSX 共同 開発より、 「MD 9 5」 (「B 71 7」 に 改称) の 開発を 継続して 市場に 投入す る こ 
とを 決定した ので ある。 

ボ— イング 関係者は、 一九 九 八 年 いっぱいは YSX 関係の 開発 可能性に ついての 調査を 継続 
するとして いるが、 その 一方で、 実現は かなり 難しい としてい る。 すでに、 世界の 航空 関係者 
は 「 M D 9 5」 の 開発 継続が 決まっ た 段階で、 YSX の 芽は 消えた とみて いる。 

補助金を 出す 立場の 通産省 も、 この 決定を 受けて、 YSX の 機体を 丸ごと 独自 開発す る 路線 
を 事実上、 諦め、 部品 や 機器 関連の 育成に 重点を 移す 方針を 決めた。 

i 日を まとめた 翌 々年 あたり までが、 YS X 開発の 可能性が わずかに 残されて いた 最後 だっ 
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たので ある。 

それでは、 軍用機 および 民間 機 分野と もに 寡占 化した 現在、 巨大 航空機 メーカ ー 以外の、 日 
本のよぅ な 小 •中規模 メ ー カー による 小型 機の 独自 開発の 可能性は なくなった のか。 

この リージ ヨナ ル ジェット機と も 呼ばれる 数 t から 一 〇〇席 クラスの 旅客機を 開発す るメ 
I カ ー を 世界に 捜せば、 元気 盛んな メ ー カ ー が 少なくとも 二 社 存在す る。 それは カナダの ボン 
バル ディア 社と ブラジルの エン ブレア 社で ある。 いずれも 経済大国 でも 技術 大国で もな く、 技 
術 や 産業の 基盤は はるかに 日本の ほぅが 上 まわって いる。 

エン ブレアは 一九 九 四 年に 民営化し、 その後、 徹底した リストラを 断行して、 世界の 地域 航 
空 会社に 浸透して いる。 

一方、 ボン バル ディアは 航空機 市場に 本格 参入して まだ 一〇 年で しかない 新参者で ある。 一 
般 人は ほとんど その 名を 知らないが、 いまでは ボ ー イング、 エアバスに 次いで 世界 第三 位の メ 
1 力 j にの し 上がっ ている。 従来からの 航空機 メ ー カ ー には みられな いその 徹底した 合理化と 
コスト 低減は 有名で、 民間航空機 メー カー の 新たな 可能性を 切り開きつつ ある。 

もとは 鉄道 車両 やスノ ー ボ ー ト、 水上 バイクな どを 主な 製品と して 作っ ていた。 

一九 九 七 年に おける 同社の 航空機 事業の 売上は 三 〇〇〇 億円を 超え、 一〇年 前の 一〇 倍に も 
なって おり、 従業員 数は 一万 二 〇〇〇 人を 数えて、 十分な 利益 も 上げて いる。 

数人 乗りから 七〇席 クラスまでの ビジネス •リ ー ジョナ ル 機の 分野で 品揃えし ている のが 強 
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みで、 ボ ー イング や エアバスが 手を 出さない ニ ッチ (すきま) 市場に 資金を 擊 する 重点 政策を 

とつて いる。 

Y  s  X とほ ぼ 同じ 九〇席 クラスの 旅客機 開発を 具体化させる かどう かの 検討 も 進めて おり、 
その 共同 開発の 相手と しての 三菱と 協議が 続けられ ている。 

ボ ー イングの 予測に よれば、 五〇 から 二 四〇席 クラスの 旅客機は、 今後 二〇 年間に 必要と さ 
れる 旅客機 一万 六 一六 〇 機の 七 〇 パー セントを 占めて いる。 

中で も 経済発展の 著しい アジア 市場が 有望で、 とりわけ 中国は 長期的に みて、 大きな 需要が 
期待 できるだけに、 ボ ー イング も エアバス 社 も 重要な パー トナー と 見て 急 接近し、 その 役 -ffl を 
ますます 重要視し ている。 

すでに 中国は エアバス 社な どと 組んで 一 〇〇席 クラスの 「E31X」 を 開発す る ことで 合意 
して おり、 ボ ー イング も 同様に、 これまで 親密な 関係に あった 日本から 軸足を 移しつつ ある。 

こうした 動きを 見る につけ、 市場規模は きわめて 大きく、 参入の チャンスが 何度か あった Y 
SX の 市場 だけに、 無策で 過ぎて きた この 十数 年が 惜しまれる。 

悲観 材料 ばかりを 取り上げ たが、 それとは 別に、" 親方日の丸" から 脱皮し ようとす る、 これ 
までとは 異なる 動き も 出て きている。 

一九 九 七 年 四月、 日本では 航空機 メ ー ヵ ー の トップで ある 三菱が 独自 開発した 民間へ リコ プ 
タ ー 「M H 200 〇」 の 販売を 開始した ことで ある。 
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民間 ヘリでは 初の 純 国産になる が、 ひしめ く ライ バルメー カ ー の 同 クラス 機が 五 億円から 六 
億円に 対して、 三 億円 台で 販売す る。 ビジネス として 成り立っ ていく かは、 防衛 需要で 甘やか 
された 高 コス ト 体質から どれ だけ 脱皮して 採算 ラインに 乗せられ るかで ある。 

国内で 唯一、 ビジネス として 成り立つ のがへ リコ プ タ— である。 これを 試金石に して、 開発、 
生産、 販売、 サー ビスまでの 一貫した ビジネスを 展開して 市場に 食い込み、 ノウハウと 実績を 
積み上げられ るかが、 YSX に 向けた 第一歩で あり、 YS11 の 遺産を 生かす 道で も ある。 

三菱は さらに、 ボン バル ディアと 共同 開発す る 機種を 増やし、 リ ー ジョナ ル 機の 開発 こと も 
なぅ 一連の ノウハウを 身に つけ、 次なる 飛躍の 基盤 作りを 目指して いる。 いつまで たっても 下 
透明な YSX から 距離を おき、 独自の 道を 模索しつつ ある。 

ロケ ット 関係で も 同じ 動きが 出て きている。 これまで 宇宙 産業界は 科学技術庁 宇宙開発 事業 

団が 打ち出す レー ルに 乗って 開発、 生産を 進めて きた。 ところが、 今回は 省庁が 異なる 通産省 

に対して、 「商 _ 時代を 迎えた 我が国 宇宙 産業の 課題と 政策 要望」 と 題す る 要望 書を 提出した 0 

二 〇〇〇 年の 省庁 再編 後を 念頭に おいて、 「技術 開発 中心の 宇宙開発が 曲がり角を 迎えて いる」 

とする 宇宙開発 委員会の 結論を 反映した、 宇宙開発事業団 主導に よる 宇宙 政策からの 脱皮を * 
索す る 要望 書で ある。 

世界の ロケ ツト 産業は 冷戦 終結 後、 軍需と して 開発した ミサイル 用 ロケ ッ トを さらに 発展 さ 
せて 民需の 衛星 打ち上げ 用に も 利用す る ことで 量産し、 コス トを 下げて きている。 


ところが 日本では、 官需 依存の 試験 衛星 打ち上げ ばかりで、^! わらず 宇宙" 開発" 段階で、 
商業べ ー スの 衛星 打ち上げは ない。 そのため、 市場 メカニズムが ほとんど 働かず、 自 ずと Hn 
ロケット や J1 ロケットは 競合 ロケットの 数倍 もの 高 コス トに なって 批判を 浴び、 また 世界と 
太刀打ちが できない。 

そんな 実情に 危機感を おぼえた 航空 宇宙 業界が、 これまでの 仁義に 反して まで も、 あえて 異 
例の 要望 書を 提出した ので ある。 

「航空機 村」 と 呼ばれて、 その 閉鎖 性と 長く 防衛 需要 (官需) に 全面 依存して きた 日本の 航空 宇 
宙 産業 も、 激変す る 世界の 動きに 促され、 ようやく 重い 腰を 上げ、 ほんの 少しずつながら 変わ 
ろうとして いる。 

そ— e にしても、 YS11 の 開発 スト ー リ ー をた どって みると き、 この 貴、 重な 教訓を 学んで か 
らも、 あまりに も 長い 年月が 過ぎ去っ てし まった というべき であろう。 いまや 航空 •防衛 産業 
は、 かつての ような 東西 冷戦に よる 緊張が 薄れた ことで 勢いを 失っ てきた。 と 同時に、 あまり 
にも 開発 費が 高騰して しまった ために 新 機種の 開発は かつての 五分の 一 近くにまで 減って しま 

った。 

宇宙 分野に おいては、 未知なる 宇宙に 対する 限りない 好奇心と ロマンが 大いに かき 立てられ 
た 一九 六〇 年代とは 違って、 現在では かなり 興味が 薄れ、 新鮮 味を 失って きている。 

歴史を 振り返れば、 軍事的 緊張に ともなう 軍需と ロマンはと もに 経済性を 無視して 最 優先 さ 
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れる 場合が 多かった。 だが、 それらが 失われ、 色 あせて きて、 一般の 産業と さほど 変わりなく 
人々 の 目に 映る ようになっ てきた 現在、 経済性 あるいは 費用 対 効果が 問われる ことになる。 

i 日を 発刊して から 四 年、 この間の 時代 状況 も 重ね合わせながら YS11 をい ま 一度 思い返 
すと き、 それは 今日に いう" グロ ー バル スタン ダ ー ド" を クリアし ようとして 格闘した 日々 で 
も あったと いえよう。 また、 大きく 立ち後れ ていた 当時の 日本が、 国際社会に 向かって 飛び立 
とうと 目 いっぱい 羽ばたい ていた 時代で も あった。 

数十 年に わたり 世界の 空を 飛び 続けて 役目を 終え、 野外に 展示され た YS11 を 目に すると 
き、 それは 決して スマー トな 機体とは いえない ながら、 そこには、 当時の 日本人の 等身大の 姿 
が あるよう に 思えて くる。 

YS11 自身は 何も 語らない が、 一つの 時代の 日本人の さまざまな 想いが 込められ たこの 作 
品は、 決して 人々 の 脳裏から 消え去る ことは ない。 

一九 九 八 年 一一 月  前 間 孝 則 


文庫 版 解説  福 原義 春 


かつて 豪華 客船が 一国の 国力を 象徴す る 時代が あった。 また、 航空機 産業が 国家の 技術水準 
を 誇る 時代が あった。 実際、 航空機の ために 開発され た 多岐に わたる 技術は、 しばらく すると 
民間 産業に 応用され て 花 開く こと も 多かった。 

戦後、 軍用機での 技術的 発展を すべて 諦めざる を 得なかった 日本では、 平和な 旅客機の 開発 
で 国産の 航空機 産業の 技術水準を 保つべき だと 考えた 人たち が あった。 それが 国家 プロ ジェク 
卜と して YS11 の 計画に 集約され たのだった。 

著者は 計り 知れぬ 労力と 時間を 注いで、 計画 立案者 や 設計者、 そして 試作 •生産から 販売に 
至る まで、 この プロジェクトに かかわった 多くの 人々 の 証言を 織りな すょぅ にして この 本を 完 
成した。 その 間には 担当者の 交代 あり、 方針の 変更 あり、 実に さまざまな を 経なければ な 
ら なかった ; M 史が 精細に 記録され ている。 

それ にも拘らず 通商産業省の 赤 沢璋一 課長を グランド プロ デュ ー サ ー として、 ディレクタ 
_ — 、プランナ^ — などの それぞれの 役割と さまざまな 個性の ぶつかり 合いと 情繫が 見事な モノづ 
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くりに 結晶した 様子が 克明に 描かれて いる この 本を 読んで、 飛行機 好きと いう ばかりで はな 
く、 モノ づ くりが 何より 好きな 私には 教科書に したいような 一冊であった。 

基本 設計は 日本航空 界の 大御所 木 村秀政 教授を 委員長と する ベテラン たちが 行ない、 その 結 
論を 受けて 実施 設計から 試験飛行の 開発に 当たった のが 東條 «? ffii 技術 部長ら の チー ム である 
が、 それを 見事に 統率した 東條 部長の 手腕が 鮮やかに 描写され ている。 その 結果と して 大戦 ま 
での 日本の 航空機 産業の 水準は YS11 の プロ ジヱク トに 凝縮して 伝えられた のであった。 

残念な ことに 新^^と 並んで 戦後の 国家的な プロジェクトで あった YS11 の 生産は、 旅客 
機 市場の 急速な 変化に よって 生産 予定 数に 達する 以前に 打ち切ら ざるを 得 なくなっ た。 そして 
一種の 国*^ 社であった 日本航空 機 製造 株式会社 も、 前途には 解散の 悲運が 待って いたの だっ 
た。 その 原因は 米国の 巨大 航空機 産業が 軍用機に 向けた 開発を 民間 機に 向けて 活路を 求めた た 
めで あり、 各 飛行場の 滑走路 延長に よる ジヱッ ト 化であった。 

そして 速度と 大量 輸送を 最大の 目的と する 大型 ジェット 旅客機の 時代と なり、 その コン セプ 
卜が 中型 旅客機の 分野で も 市場を 圧倒す るよう になった。 ジェットエンジン も 大型 化、 共 匿 化 
に 向かい、 機体 も 空 力学的に 洗練され たが、 その 結果と して メ ー カ！ 機種に 拘らず まるで 同 
じような 外観と 居住 空間を 持つ ようにな ってし まつた。 今にして 思えば YS11 の 開発の ころ 
までが 設計者の 人間性を 感じさせる 最後の 時代であった。 

こうして 旅客機 市場は 寡占 化が 進み、 後発 国の 航空機 国産 化の ねがいは 無意味な ものに なっ 
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てし まった。 日米 共同 開発 も 一向に 進展せ ず、 日本の 航空機 産業は 次第に 部分 や 部品の 下請け 
的な 受注に 甘んじ ざるを 得 なくなっ た。 

こう 考える と、 この 本は 単に モノ づ くりの ケ ー ス スタ デイ として だけでは なく、 日本の 航空 
産*^ であり、 航空 技術 史 でも あって、 貴重な 日本の 戦後の 記録と いえよう。 そして YS11 
の 開発の 過程を 追う ことによ って そのこと を 読みと る ことので きる 貴重な 文献で あり、 文庫 版 
化は 何より 喜ばしい こと だ。 

さらに 私たちが この 本から 学び とらなければ ならない もう ひとつの ことは、 新鮮な プ ロジェ 
クトが 発足す ると いつも マスコミは 実態 以上には やし 立て、 事情が どうで あろうと 中止 や 赤字 
になる や 忍 や、 て！! を 返した ように 当事者を 非難し 問責す る ことで ある。 その 中で それに 耐え 
ながら 黙々 と 義務を 果たし、 残務を 整理す る 誠実な 人々 のい る こと も w* で 記録に とどめられ 
たことは せめても の 幸いで あった。 、 

もう 三年 位 前にな ろうか。 高 松から 伊丹へ 向かう YS11 に 乗る ことができた。 晴天の 有視 
界 飛行で 窓から 見える 適 尸 内海 や 畠は 美しく、 二十 年 ほど 前に 米国 南部で 最後に ダグラス D 
C3 に 乗った ときの ことを 思い出した。 しかも 美しい 曲線の ナセルに 包まれた ロー ルス •口 
イス •ダ ー トのタ ー ボ ジェットの エンジン 音と プロペラの 風 切りの 響きは 実に 快く、 計画を は 
るかに 上回る 耐久性を 発揮して 間もなく 退役す るであろう YS11 の 乗り心地を 心 ゆく まで 味 

わった。 また あの ロ ー ルスロ イスの 栄光 ももう 戻って こない ので ある。 
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その 背後に どんな 人間的な 葛藤が あろぅと、 企業 間の 駆け引きが あろぅと も、 完成 度の 高い 
名 機は 見た目に も 美しく、 利用して 気持ちの よい ものである ことを 改めて 考えた のだった。 

一九 九 八 年 一一 月 

(ふく はら •よしはる 資生堂 会長) 
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勺 ポジ テ ィブな 考え方、 へこたれない 生き方は OR 

於 成功の 鉛 H: 一流 人 四〇〇 人の 名言 警集  S 

一 みせかけの 対立'  野合と 取引き。 私利 党略で 7R 
一  勋 く 実力者た ちの 驚くべき 腐敗の 体質と 歴史 75 
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朝の 知的 生活 術 
_ 知的 生活 術 
40 代から si 
24 時 的 生活 術 


_  ® の 決断 

塞 & ハィテク 旅客機が 

墮蕤 なぜ 墜 ちる のか 

零戦の 秘術 


印は 害き 下ろし •オリジナル 作品 


現代 清 報エ朝 型 ラィフスタィルを つくる ことで、 一 b ** 4r gt 
学研，究会 三倍 楽しめる。 充実の ノゥハゥを 多数 満敉 "" 52 5 

現代 主 ' m 報エ 知的な 週末を 削 造す ると 平 U の 過ごし 方 も、 4R G - 2 
学 开究会 人生 も 変わる！ ゆとりと 活気を 生む  一 1|11 !! : 52 5 

現 ft 青 報エ 40 代は 男 も 女 も 充実した 知的 人生の 出発点！ 3R G - 3 
学 开究会 - r-1 分の 也 活を見 つめ Ifi すと 今後の 人生が 変る 58 5 


現弋青報エ忙しい人ほど余裕の時間をもつている！そ5% 
学 开究会 の 秘訣とは !? •  一  □が一 変す る 具体例 満級！ 58 5 

P •ヴエ プフア ー切の 妥協を 排した 絶対の 安全と fe 機 管理。 OR G - I 
中村昭彦訳スィス航空の現役機長が緊張と決断を綏る !1 .. 90 7 

卩—  I  P 中華 航空の エァバスは なぜ 墜ちた のか。 序 車 OOR G -I 
力 窮 賽 I 良 を 加え、 システムと 人間との 關いを 明らかに 10 8 

口—  一  P 落 戦は なぜ、 強 かつた のか。 その 秘密とは？  r -2 
力薛 s  I 良 零戦を 科学的に 解明し、 天才 坂 井 三郎 (: 迫る 90 8 

表示 面洛 はすべ て 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことがあり 土 
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談 


管制官の決断 /c— II ; 


大空 港の 1 -5 


飛行の 神髄 
生還への 飛行 
飛行の 秘術のは なし 
新訂 北朝鮮 その 霞の 実像 
共同 通信社 会 部 
東京 地検 特捜部 


講坂井 一 病 讓麗 上巻 

坂 井 三 郎空 戦記 録下卷 
零戦の 真実 


* 印は 害き 下ろし. オリジナル 作品 


加 藤 寛 


P 初めて 明らか (: された 大空の 安全を 担* ?- プロ 円 
启 たち！ 緊迫 かつ 沈 務な航 空 管制の すべて！ 951 


卩寨蒙 |  P 絶対 (: 墜ちな い 飛行機 乘 り！ それは どこが 円 
力 tab—  | 良 f 人間な のか。 飛行の 誇りと 危険に 迫る！ 980 


加 藤 寛 


RH 絶体絶命の 危 機から 生還した 世界の 一流の。 ハ 円 
^ イ ロットたち H: 講談社 文庫 版を 再刊 行！ 880 


加 藤 寛 I 郎 

朝鮮 日報 
「月刊 朝鮮」 
黄  民  基 

共同 通信社 
社会部 


人 li;j の 五感と 頭脳、 パィロットの 名 入 技で 実現 円 6 
する 飛ぶ ftil 醐味 。『飛行のは なし』 を 改題 文庫 化 640 G 8- 

11* 命 者の 証：： 1 111 で 明かす、 住民の 欠乏 生活、 収 円— 
容所の 恐怖、 _ 力の腐 敗、 金 正：！： の 肉声 !! : I280 G 9- 

スク— プの災 での 地道な 取材、 かけひき。 一円 丨 
つの！ 22 的 (: むかって 人と 組織は どう 動いた か 8I6 G I0- 


共同 通信社： H 本社 会の 諸悪の 根源 「政 •官 •業」 癒 箝の深 円 2 
社 八 云 部 ¥/ に、 最強の 捜 赍機関 束 京 地検 特捜部が 迫る 680 G I0- 

^  RK 九 六 艦 戦 ••火" 戰を駆 つて 二百 |»| 以上の 空戦で 円 丨 
士  +K 三 良 敵機 六十 四 機を 墜した 世界的 擊墜王 の 手記！ 777 G II- 

反 牛 三 P 極限状況下で勇者は冷娇かつ果敢に關つた || :円2 
y  An 一 良 世界 各国で ベスト セラ— に"" 解説 •林 望 777 G II- 

反 牛 E P 世界的 ^ 墜王 が、 沈黙を 破り 初めて 明かす 衝円 3 

良！^ の與 実とは？ 名 機と 勇士の 全てが 酸る M: 9I3 G II- 

表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことがあります 


科学 捜査の 現場  体 毛は A と 1 It 件」 を 狃る 

検死 解剖 


A  * マン ガ KAIZEN 【改善〕 

スで 官僚の 官僚に ょる 官僚の ための 日本 !? 

領ぉ 役所の I 1S F 


JI B 1 

肩 

文 


謙 


つと び 


「弱 い」 日本の 「強がる」 男たち i II 

お はょぅ 寄生虫さん 
プロ野球 名 語録 
嘘 ばっかりの 「経済 常識」 

お 役人 さま！  11 11 "? 


* 印は 害き 下ろし •オリジナル 作品 


I  I I 毛髪 鑑定の 第一人者が 明かす 犯人の 正体は？ 3H G - I 
須 薛定雄 場に 残る たった 数 ミリの 体 毛が 全てを 語る 兄 口 

卜— マス 野 口 法廷の 判決、 世の 通説 (: 異議 あり。 名 検死 官 0R G -2 
田中靖 訳 が 謎の 事件、 歴史的 ミステリ ー の 典 相に 迫る 88 14 

二考の 組織の 悩みの種、 マンネリを ヵィ ゼン r7 
涛渭 5 二す る"： マン ガで 綴る 業務 改雲全 ノウハウ S  A 

I  44  A  6「お役所の本音」を語って懲该挽職の元厚生省^7 
一呂 才 ®  y 課 提が 世 界に発 した 典 実と i 謔の メッセ— ジ 66 16 

ihn  女 卜\ 現職 課畏が 内側から 証言した 官僚の -tl* ぇと驕 0R G -2 
§  ^  B  S り。 英 •独 •仏で も 刊行され たべ スト セラ— 74 16 

ihn  女人、 \  H 本を 牛耳る エリ ートたちが信奉する0本的_0 -3 
一! H1 才 E が 価値観。 その 病理を ユーモ ラスに 分析す る !! : 78 16 

I  ^  他界で唯一の寄生虫館館苌が緩る、世 (: も不£0 -| 
w  y  思議な 寄生虫た ちの コヮ くて のんきな 素顔！ 66 17 

一 Tl  g  i  Nl l*3« いの 瞬 問に 発せられた 強く 美しい 勝負の 哲 7R G7 
适 薛 BS -N 学。 勝負師た ちの 名 セリフは、 永遠 不滅 だ— •乃 5 

岩 田 規久男 経済 予測が 当たらな いのは、 問 違った 経済 常 4R G -I 

サ トゥサン ペイ 絵 識 のせい !? •目から ウ ロコの 正しい 経済学 11 : 85 19 

簀户包 m 相次ぐ 不—の 原因は どこ 戈 名 本、 也 r7 

S  4  5  S 入り 業者が 見た 信じが たい お 役人 さまの 常識 s  S 
表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことが ありま 


5 S 
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東京都 庁 「ぉ 役人 さま」 生態学 
最高裁 物語 ② ii ll 

* 咼裁 物語 ® P 代 

東京 地検 is 決断 i ll r 


劳 企画書を スラ スラ まとめる 本 

d 小 室哲哉 1 の讎識 


大学 病院の 锭麵 II 

大病院の霞 3| ,どぅした、 

機長の 沒ん !| 11 1 


イギリスび ぃき 


* 印は 書き下ろし •オリジナル 作品 


廣 中克彦 行 ^ パタ|ン、 1-.1 癖、好き嫌いなど、見たま円2 

/ ま、 聞いた ままの 索の 姿、 50 の 生態を 大公 開 r:§G 20- 

jzt 本 jg 司  U 本 記者 クラブ It 受 竹！ すさまじい 人 問 模 円— 

様と 驚愕の 典 相を 初めて 明かす 入魂の 名 普 980 G 22- 


山 本祐司 

山 本祐司 

梅 澤庄亮 
星 野  匡 


不屈の 記者 魂が 解き放つ 衝 ^ の 実話と 人 問 ド 円 2 
ラマ •完結編。 司法 最 •：€ 峰の 輿 実に 迫る 大著 980 G 22- 

U 本を 没落 させた まみれの 「実力者たち」 円 3 
は 許せない !! : 構造汚職の 深 屑 (: 迫る 力作！ 680 G 22- 

企画は 難しい ものでは ない。 こうやれば、 どん 円 丨 
どん 出て くる コツを 網羅。 イラスト •弘 兼 :# 史 780 G 23- 


神 u tt 、 b  小室哲哉が初めて語り尽した心の内。限りな円 I 
i.  き 疾走を 続ける 不世出の 天才の 世界を 伝える 640 G 24- 


柳 賴義男 教授は 殿様、— は 農。 絶対 服従、 批判 無 円— 
••/  用の 信じたくない 锭を 持つ 火 学 病院の 具 実 !! : 600 G 25- 

卯頃義 君 睬 炝 ミス やら ゴーマ ン Is 師や ら大 病院には な 円 2 
ネ： ，拿  ぜ—が 多い のか。 日本 医療の— に 天誅！ 640 G 25-- 

&  $  ^  tv  二 万 五 千 回 余の 飛行！！ 数を 誇った 名物 機長が 円 I 

-Ii£ i る、 空の 常識と 安全な 飛行の メカニズム 680 G 26- 


林 


S 他 十 人の 人気作家 •英国 通たち が 贈る！ 「ィ 円— 

ギリスを 識 る」 ための ベス ト •エッセィ 集 n 580 G 27~ 

- - 

表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことがあります 
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北朝鮮の 女 スパィ 

奎日 、したた か SI 

大銀行 の 罪と 罰 ll r 体験 
北朝鮮 裏切られた 楽土 
ァジァ •エネ ル ギ ー事 情 S 
血と 抗争 S 組 三代 目 
山 口 組 四 代 m 荒らぶ る 獅子 
武闘派 三代 目 山 口 組 若 頭 
馨の 条件 則 

勝者の システム  何 ?? すべき か 


全 


I 「金 王朝」 の 見えざる 野望は、 かく も 深く、 計 OR G -I 
i 一昌 倩 画，： r 卜、！ 火 物 スパイの 軌跡を 極秘 資料から 68 28 


朝鮮 日報 
「月刊 朝鮮」 編 若 
黄 民 基 訳 

岡 部  徹 


烛 後の 極貧の 秘境 •北朝鮮。 誰も 知らない 「王 OR 
様」 の 正体を 韓国 ナン バ 11 雑誌が 徹底 解剖 68 

他人を 破産 させても 生き残ろう とする 銀行の OR 
アコギ な 手口を 明かし、 勝つ 方法を 教える M : 68 


長 弓 秀金正 日の ドス® い 野 さ V 消ぇた 靈 IG I-I 
0  甲 穿 者たち。 元 総聯 幹部の 悔恨と 悚悔に 満ちた 富 肋 1 

ニー 又， トマスコミでゎからなぃィンド、パキスタンの「核_07 

上坊 冬 1 ? 來？。 本当たり 取材で 「アジアの 本音」 (: 迫る 88 32 


溝 口 


敦 


溝 口  敦 


U 本を 越 撼 させた 最大の 広域 躲力団 山 口 組の OR G -I 
実態と 三代 0田 岡 一雄の 虚実に 迫る 決定版！ 88 33 

袈名 からわず か 202 口で 一 和 会の 兇弾 (: 斃れ た 0R G -2 
U  口 組 四 代 EE 竹 中正 久の 壮絶な 生涯を 描く！ 88 33 


i  ]  女 「U 本 一の 親分」 W 岡 一雄 •山 口 組 組長の J r? 
清 口  ® 本 一の 子分」 山 本 健 一の 全關 争を 描く  M: 88 33 

'  氏ョョ強いチームはこぅ作る”「希代の知将」と言_0.7 
沐才  I& E 日 われる 男が" 勝利 ッを 呼び込む 秘策を 公開す る 74 34 


平 尾 誠 


あと 一歩、 力及ばず 勝てない チ— ムを どぅ 意 OR G -I 
龅革 命す るか！ 「勝つ ための 理論」 のす ベて |1 : 64 35 


* 印は 害き 下ろし •オリジナル 作品 


表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことがあり 
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ir sl 失^^ 平和 避 法で U 本は 米国 {: 呪縛され た！ 戦後 0R 
> 厂 金 秘史を ^ :富な公文迸、大胆な推論で暴く !» : 130 


ァ 10 % から業界^1へ！商品も社员 


盗聴 ここまで ゃっ てぃる 81 


アメリカ大統領を読む事典|1 1 


円— 


生まれ 炎 わった アサ ヒの "強さの 秘密， とは 84 44 

ni3 5 ^t 乍 「盗聴 法」 であな たの ^ U が 危ぅくなる！ 人 円— 
±>  $  < 1!;] の 持つ 盗聴 欲望が 生み出す 恐るべき 手 n 700 G 45- 

f 卜 左 $ 仏议 過酷な 大統領選挙、 世界を iliij かす ;® 大 決断。 円— 
1 ，セ- ヲ、、 / 歴代の 令： ての 大統領を 丸裸に する 決定版 n 980 G 46- 
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印は 害き 下ろし •オリジナル 作品 


表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る ことがあります 
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前 間 孝 SI ハ 
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表示 価格は すべて 本体 価格 (税 抜) です。 本体 価格は 変更す る 一 
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昭和 30 年代 末の 後進 工業国 日本 
において、 ほとんど 不可能と され 
ていた 国産 旅客機の 開発。 官民 あ 
げ ての 大プ ロジェ ク トは、 数々 の 
困難を 克服して、 ついに 悲願の 初 
飛行に 成功。 

しかし、 国際 民間 機 ビジネス 商戦 
の 荒波が。 厳しい 運命に さらされ 
た 1 82 機の YS-1 1 と 日本 版 ビッグ 
プ ロジェ ク トの 終焉までの 全てを 
描く 大作。 解説は 福 原義 春 氏 （資 
生 堂 会長)。 
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